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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「えー。最初に言っておく。私は怪かい造ぞう学がくが大好きだ。愛している。呪じゆ文もんが好きだ呪じゆ印いんが好きだ呪じゆ具ぐが好きだ怪モ造ン生ス物ターが大好きだ！　こと怪造学についての知識ならば誰だれにも負けない自信がある！」

　ひとりの女が演説口調で暑苦しく語っていた。

　髪かみの長い女である。第一印象としてほかの何よりもその黒々とした長ちよう髪はつが目に留まる。ろくに櫛くしもいれていないうえに結んだり整えたりする発想がないのか、伸のび放題の荒あれ放題、おかげで顔立ちや体型などが目立たない。きちんとした格好をすればかなりの美人だろうに、化け粧しようのひとつもしていない。

　そんな彼女は服装も適当なもので、作業着の上から白衣をまとい、安物のサンダルを履はいている。これも洒落しやれっけのない黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけており、人相すらも判然としない。総じて野や暮ぼったい印象を周囲に与あたえる女だった。

「そんな私から怪造学について教われるのだからおまえらは幸せものだ。まだまだ怪造学は名もない世間に認にん知ちされていない学問だが、ゆくゆくはこの国にとって無視できない大きな奔ほん流りゆうになることは想像に難かたくない。その怪造学の担にない手として私の授業を受け怪造学の英才教育を施ほどこされたおまえらは成功間ま違ちがいなし。もはや人生勝ったも同然！　誇ほこれ己おのれの僥ぎよう倖こうを！　祝いわえ己の巡めぐりあわせを！　私の授業は最高だぜ!?」

　彼女の名前は戦たたか橋はし危あやう香か。

　後の怪造学の歴史において〝物ぶつ造ぞうの申し子〟と謳うたわれ、ほかの誰も成し得なかった物造を唯ゆい一いつ──成功させた人物として非公式ながら名を残すことになる。

　なるのだが。

　口角泡を飛ばして熱弁する危香とは対照的に、それを聞いているほうは静かなものである。冷静というか興味なさそうというか、関係ないことを考えているというか。

　狭せまい部屋である。畳たたみ敷じきの和室で、危香が持参したらしいホワイトボードや専門書、呪具と呼ばれる怪造学の特とく殊しゆな道具が散らばっている。〝教師〟である危香はひとり立ったまま語りつづけ、それを聞いている〝生徒〟たちは座ざ卓たくに頰ほお杖づえなどをついて座っている。

〝生徒〟はふたり。どちらも少年だ。見事に対照的なふたりで、ひとりは退たい屈くつそうに大学ノートを開き何やら淡たん々たんと書いており、もうひとりは動物的な無む邪じや気きさで危香の舞まい踊おどる長髪などを熱心に眺ながめている。

　障子を透すかして外からは陽光が差しこんでいる。日曜日の昼過ぎ。ご飯も終えて眠ねむくなる時刻で、何となく気け怠だるい雰ふん囲い気きが充じゆう満まんしていた。けれどそんな平和な空気を吹ふき飛ばすように、危香は元気いっぱいだった。

「そんなことより」

　誰にも理解できないようなことを語っていた危香を、授業を聞いていた子供のうち無邪気なほうが──天使みたいな笑え顔がおで見つめた。

「危香先生、いつになったら僕と結けつ婚こんしてくれるんですか？」

「おまえ……私の話聞いてたか？」

　危香はものすごい勢いで前後の流れを無視したその少年──陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢やに、何とも言いがたい厭いとわしげな表情を向ける。何せ相手は十歳前後、ことの道理もわからぬような小学生である。

「砲矢」

　深々と溜ため息いきをつき、危香はこめかみを指でおさえる。

「真ま面じ目めに応こたえるのも馬鹿らしいけどなぁ……おまえはこの国の法律では結婚できない年ねん齢れいだから、そこらへんてきとうに弁わきまえとけ」

「では愛人とかでも構いませんよ？」

　砲矢は笑顔を崩くずさない。

「そもそも愛の前には法律など砂上の楼ろう閣かくも甚はなはだしいとは思いませんか？」

「おまえはほんとに小学生か。親切で教きよう鞭べんをとってやってる家庭教師に色目をつかうな。母親に言いつけるぞ。これはあれか新手の授業妨ぼう害がいか？」

「あんまり砲矢の言うことを真面目に聞かないほうがいいですよ」

　こちらはこちらで小学生離ばなれした冷れい徹てつさで、もうひとりの少年──眼鏡をかけた神経質そうなほうが嫌いや味みったらしく忠告を述べた。

「こいつは相手が女性とみればたいてい同じようなことを囁ささやきますから」

「ははは。麗うるわしき異性に愛を告げるのは男の義務ですよ」

　学友の辛しん辣らつな言葉も鷹おう揚ように笑いとばし、砲矢は立ちあがると危香の手を握にぎりしめてくる。ちいさな指先。声変わりをしていない声。どこから見てもお飯まま事ごとのようだが、視線の熱っぽさは本物だった。将来が怖こわい少年である。

「……これで僕より学校の成績がいいんだから人生が嫌いやになりますね」

　ぼやきつつ、眼鏡の少年──倉くら波なみ無な楽らくが明後日あさつての方向を見やり、不相応な重苦しい溜息をついた。まぁこんなのと机を並べて学業に励はげまねばならない彼の心情も推おして知るべしといったところか。

　危香は彼に同情しつつ、ふと悪戯いたずら心ごころが湧わいてきて──無邪気な遊び心で愛を囁いているのだろう教え子を正面から注視した。

　ちょいとお灸きゆうを据すえてやるか。

　あまり調子に乗られて授業が進まないのも嫌だしな。

「砲矢」

　危香は長い髪かみをかきあげ、砲矢のちいさな顎あごを摑つかむと──強ごう引いんに引き寄せて。

「………えっ？」

　啞あ然ぜんとする彼の幼い唇くちびるを──思いっきり奪うばってやった。

　沈ちん黙もく。静せい寂じやく。みんみん蟬ぜみがどこかで鳴いている。ぼんやりした夏の昼下がり。遠くから電車の走る音がする。何秒か。何十秒か。そのまま──目を見開き身体からだを痙けい攣れんさせている砲矢に吸いついて、満足し、ぱっと解放する。

　口元を拭ぬぐい、眼鏡を畳たたんでポケットに仕し舞まい、代わりに煙草たばこを取りだして火をつけて。

「あんま調子こいてんじゃねぇぞ、子供ガキんちょがぁ」

　腰こしが抜ぬけたらしい砲矢と、珍めずらしく引きつった顔をしている倉波を交こう互ごに眺め、危香はホワイトボードにくるりと向き直ると、威い風ふう堂々と言ってのけた。

「それじゃ授業をつづける」
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「おぉい、真ま子こちゃん。お待たせっ」

　空すか井いい伊い依よりは大きく手を振ふって呼びかけた。

　伊依が暮らす夢ゆめ追おい坂ざかの町、その駅前である。戦時中とはいえ交通機関が規制されたりはしていない。ただ、よその町と比べて圧あつ倒とう的に人ひと気けがないのだが。

　ほとんど無人の寂さびしい風景のなか、御み剣つるぎ真ま子こは所在なげに立っていた。

「──あっ！　こんにちはです、伊依お姉ちゃん！」

　こちらに気づくと跳はねるように反応し、真子はきちんとお辞じ儀ぎしてくる。

　彼女は九歳だか十歳だか、そのくらいの子供である。今はまだお洒落しやれより男の子との取っ組みあいのほうが好きといったかんじで、やんちゃそうな天真爛らん漫まんな雰ふん囲い気きが可愛かわいらしい。

　ひとつにまとめた髪に、星が零こぼれるように煌きらめく元気いっぱいの双そう眸ぼう。肩かたに小荷物をぶらさげて、そんな彼女は一秒もじっとしていない。

「梅うめ子こちゃんも、やほーっ。お元気ですかーっ？」

　伊依の頭にのった《愛シヤリ天テコ使ラール》の梅子にも屈くつ託たくなく挨あい拶さつするも、梅子は無言で伊依の後頭部に抱だきつき、震ふるえて怯おびえる。梅子は何でだか真子を苦手としているのだ。

「むう」

　真子は不満そうに腕うで組ぐみし、そんな梅子を凝ぎよう視しした。

「相変わらず梅子ちゃんは照れ屋さんですね！　そんな警けい戒かいしなくても真子は意地悪しないですよ？　ね？　お姉ちゃん、梅子ちゃんに真子の良い子なところ教えてやってくださいよ！　真子は無害で可愛い梅子ちゃんのお友達ですよーっ」

「それはいいけど、真子ちゃん」

　梅子を追って伊依の周りをぐるぐる駆かけ巡めぐる真子に、伊依は嘆たん息そくする。

「話は歩きながらでもできるし、まずは目的地まで移動しよう？　べつに相手も逃にげないだろうから急ぐ必要もないけど、真子ちゃんも早く会いたいだろうし」

「はい」

　真子は舌足らずな丁てい寧ねい語ごで、けれど口調とは裏腹に大人びた声でつぶやいた。

「早く、会いたいです──血ち影かげさんに」

　それが本日、伊依と真子が訪問する相手の名前だった。
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「このあたりだったと思うけど……」

　あらかじめ用意しておいた地図を広げ、伊依は道の途と中ちゆうで立ちどまる。

　昼下がりの日差しは夏特有の刺とげ々とげしさで、あまりの暑さに陽かげ炎ろうが立ちのぼっていた。どこからか死にかけたような蛙かえるの声が聞こえてくる。

「真子は現代っ子なのでこの暑さはきついです。まだ到とう着ちやくしないんですか？」

　さすがの真子もこの気温にはぐったりしていて、犬のように舌をだして喘あえいでいる。可哀かわい想そうだったので伊依はお財さい布ふをだし、自動販はん売ばい機きで冷たいお茶などを買ってあげた。幸いにまだ稼か働どうしていたのだ。売り切れランプが大量に灯ともっているが。

　ふたり並んでお茶で一息つき、ひとまず疲ひ労ろうを回復する。

「このへん、空うつ蟬せみ寮りようのちかくですねぇ」

　真子は早くも復活し、汗あせを拭ぬぐうとあちこちに視線を向ける。

「血影さん──このあたりにいるんですか？　意外とちかくにいたんですね！」

「そのはずなんだけど……」

　伊依は地図を眺ながめながら、ひとつひとつ道沿いの建物を確かく認にんしていく。

　件くだんの人物、闇やみ宮みや血ち影かげの行方ゆくえを伊依が知ることができたのは──偶ぐう然ぜんだった。

　先日、宿敵《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》との決戦のあと、その一連の戦いの被ひ害がい者しやとなった片かた津つ理り夢むの葬そう式しきが執とり行われた。伊依は当然、元ルームメイトの冥めい福ふくを祈いのるために参加した。

　その告別式の最さ中なかに、血影と思いもしない再会をしたのだ。

　血影はこそこそと葬式会場を歩いており、何やら怪あやしい雰囲気だった。あまりにも久しぶりだったので伊依は見み間ま違ちがいかとも思ったが、意を決してそんな彼女に喋しやべりかけた。

　そのときは互たがいに驚おどろき慌あわてるだけで満足に話もできず、とりあえず必死になって現在、彼女が暮らしているという建物の住所を教えてもらった。血影は何やら人目を忍しのぶようにさっさと帰ってしまったので、それ以上は何も聞けなかったのだが──。

　その後、彼女を捜さがしているという真子に連れん絡らくをし、今日、満を持して訪問する運びになったのである。血影の電話番号などはわからず、訪問する旨むねを伝えていないので、もしかしたら不在かもしれないが──無む駄だ足あしでなければいいな、と伊依は思う。

「…………」

　真子は空蟬寮のあった方向を見つめ、神しん妙みような表情をしている。彼女の内心は伊依には計り知れないが、一生懸けん命めいな彼女のためにもなんとか会わせてあげたいと思う。

　やがて、伊依はそれらしいアパートを見つけた。古ぼけた、家賃の安そうな物件である。浮うき世よ離ばなれした印象の血影と、その生せい活かつ臭しゆ溢うあふれる建物が相あい容いれないようで、伊依は戸と惑まどった。

「ここ……だと思うけど」

　部屋番号を確認し、真子とふたりで息を吞のむ。

　表札の類たぐいはない。もしかしたらこの部屋ではないかもしれないと伊依は不安になったが、真子が向こう見ずな真っ直すぐさで扉とびらに突とつ撃げきし、インターフォンも押さずに思いっきり扉を開いた。彼女は血影に会いたかったのだ。ずっと捜していたのだ。会えるとなったら一秒だって我が慢まんできない。

　けれど。

　そんな真子のひたむきな態度には悪いのだが。

　お世辞にも〝感動の再会〟と呼べるものには──ならなかった。

「お帰りなさいませ、ご主人様ぁ～♪」

　扉を開いたままの真子と、その背後から室内を覗のぞきこんだ伊依は、同時に硬こう直ちよくした。そこに血影はいた。たしかに血影だった。

　緑色の混じったような金きん髪ぱつが見み目め麗うるわしい、深しん紅くの瞳ひとみの不ふ思し議ぎな人物である。茫ぼう洋ようとしているが穏おだやかそうな雰ふん囲い気きで、それは以前の血影と変わらないのだが──。

　彼女は可愛かわいらしいメイド服を着ていた。

　おまけに猫ねこ耳みみも頭につけていた。

　どこから見ても猫耳メイドさんだった。

「………にゃあ？」

　小首を傾かしげる血影の前で、伊依と真子は勢いよくずっこけた。

[image: ]
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　ものすごく気まずい再会になってしまった。

　伊依と真子、そして猫耳メイドさんの血影は、互いに正座し、狭せま苦くるしい四よ畳じよう半はんの部屋で向かいあった。

　逃とう亡ぼう中の犯罪者が暮らすような部屋である。家具の類は見当たらない。部屋の隅すみっこにコンビニの弁当箱とかペットボトルなんかが詰つまったゴミ袋ぶくろが並べられている。卓ちや袱ぶ台だいには新聞や雑誌がわずかに積まれ、衣服の類は簞たん笥すなどに収められもせずハンガーで下げられたり畳たたんで置いたままにされている。

　同どう棲せい中の貧びん乏ぼうな恋こい人びとたちの部屋にも見えた。

　伊依はとりあえず血影が淹いれてくれた熱い炭酸ソーダ（血影が急きゆう須すから湯飲みに注ついでくれたからお茶だと思ったら得体のしれない炭酸の甘いのだった）を飲みつつ、目の前の猫耳メイドさんを眺める。

　どこから見ても猫耳メイドさんである。意味がわからない。可愛らしいメイド服に肉球ぷにぷにな手て袋ぶくろ。わりと高価そうな素材の猫耳に首からは鈴すずまでぶらさげている。血影はどちらかというと可愛いというより綺き麗れいなかんじなので、びみょうに似合わない。

　伊依はごくりと生なま唾つばを吞み、恐おそる恐る問いかけてみた。

「あの……その、血影さん？」

「にゃあ？」

「何ていうか──えぇと、どこから尋たずねればいいんだか」

「……にゃあ？」

「ていうか大前提として人間の言葉で喋しやべってくれませんか」

「はぁ。でもわたくしは猫耳でございますし」

「まずほかの何よりも優先してその猫耳を外しやがれ」

　思わず汚きたない言葉を吐はいてしまい、呼吸を整えてから──伊依はこめかみを押さえ、どうしたもんかと考えこんでしまう。唸うなり声をあげ、ちょっと見ない間に血影に何があったのか推測ができずに煩はん悶もんする。

「いや可愛いよ……可愛いんだけどこう……心配してたこっちが馬鹿みたいというか、あぁ、気が抜ぬけて何を喋ったらいいかわからなく──」

「はぁ」

　血影はそのままの姿ではんなりと小首を傾かしげ、相変わらずとぼけたことを言う。

「わたくしも何かこう『ちょっと方向性とか間ま違ちがえたかな』と思わないでもないですが──慣れてしまえば萌もえもまた心ここ地ちよいものでございますよ？」

「血影さんが何を言ってるかまったくわかりません」

「……にゃあ」

　ちりん、と鈴を鳴らす血影に──こちらも露ろ骨こつに引きつっている真子が、仕切り直すように首をやたら振ふって、しゃにむに頭をさげた。

「とにかく、お久しぶりです。会いたかったです──血影さん」

「はぁ……」

　さきほどから血影の反応は曖あい昧まいである。挙動不ふ審しんというほどでもないが、そわそわと落ちつかないふうだ。逃亡犯みたいだと、伊依はやはりそう思った。何かから逃にげているような、それで人目を気にしているような雰囲気である。

　伊依や真子を歓かん迎げいしていないわけではなさそうで、実際かなり嬉うれしそうなのだが──それでもやはり、早く帰らないと迷めい惑わくなのではないかという、空気の温度差、溝みぞを感じてしまう。

　血影は、できることなら自分たちに会いたくなかったのではないか。

　伊依はそう思い、何も言えなくなるのだが、真子はそのあたり向こう見ずである。

　聞きたいことを──ばっさりと、単刀直入に尋ねてしまう。

「血影さん。どうして空蟬寮はいきなり消えちゃったんですか？　ほかにも、いろいろ……わからないこと、教えてもらいたいことがたくさんあるんです」

　そうだ。

　突とつ然ぜんの、空蟬寮の消失。その理由を伊依たちは知らされていないのだ。住居を一夜にして失った寮りよう生せいたちは戸と惑まどい、かなりの迷惑を被こうむったし──それを責めるつもりはないが、せめて納なつ得とくいく説明をしてほしい。

　もしかしたら血影にもわかっていないのかもしれないが、聞いてみる価値はある。もちろん伊依には、無む理り強じいしてまで聞きだしたい理由はないのだが。

　真子はちがうようだった。その純じゆん粋すいな双そう眸ぼうは爛らん々らんと煌きらめき、熱い情熱に燃えている。三ヶ月だ。彼女は三ヶ月も血影を捜さがしていたのだ。ぶつけたい言葉、尋ねたい事実、明かしたい真実がたくさんあるはずだ。

　それをうまく言葉にできないようで、真子は何度か迷うように身じろぎし、けれど最後には躊躇わず──懐ふところに手を突つっこんで何かを取りだした。

　それは飴あめ玉だまだった。

　真っ黒な、ビー玉くらいの大きさの、不思議な光こう沢たくのある球体である。もともと檸檬レモン味のキャンディで黄色かったらしいが、奇き妙みようなことにいつのまにか黒くなっていたのだ──というのは、伊依に事情を説明してくれた真子の談。

　そして、この飴玉はひとつの重要な謎なぞを秘ひめている。

「教えてくださいよ……血影さん」

　真子はその玉を卓ちや袱ぶ台だいに乱暴な仕草で置くと、搾しぼりだすような声で問いかけた。

「影かげ文ふみくんは──いったい、何がしたいんですか？　何をしているんですか？」

　血影の深しん紅くの瞳ひとみが、人形のように虚うつろになった。彼女は震ふるえる指先で漆しつ黒こくの玉に触ふれると、目を細め、静かに吐と息いきを漏もらして天を仰あおいだ。それからようやく真子を、初めてそこにいるのに気づいたように正面からあらためて見み据すえると、柔やわらかい口調で尋ねる。

「これ、どこで……？」

「はい。ちゃんと説明します。長い話にはなりません。その代わり、血影さんも──真子を子供だって馬鹿にせずに、ちゃんと知りたいことはぜんぶ教えてくださいね？」

　真子が儚はかない表情で語りだした。

「もう。置いてけぼりにされるのは、嫌いやなんです」

　彼女の体験した、不思議な冒ぼう険けんについて。
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　それは冒険の物語だった。

　ひとりの少女ができるかぎり努力し、愛いとしいひとのところへ赴おもむく、使い古された御お伽とぎ噺ばなしのような──でも、たぶん、現実だった。否定するには思い当たるところがありすぎたし、伊依は真子を信じるに足る純粋な人格の持ち主だと感じていた。理由なく噓うそをつくような女の子ではない。

　ならばきっと、ほんとうなのだ。

　空蟬寮が消失し。

　伊依の友達でもある巴ともえ已い己こ巳み──喜き悦えつ大公に手をひかれ。

　次元を飛び越こえ。

　竜りゆうの大軍とすれちがい。

　最後は魔ま城じようにまで至った。

　そして──。

「影文くんが……そうかぁ……」

　真子の冒ぼう険けん談だんを最後まで聞き終えて、目に涙なみだをいっぱい溜ためた真子を抱だきしめてあやしてあげながら──伊依はじっと血影を眺ながめた。

　彼女は微び動どうだにせず、まさに人形のように硬こう直ちよくしている。さきほど真子が差しだした飴玉のようなものを凝ぎよう視しし、肩かたをわずかに震わせながら。

　伊依は情報を整理し、ひとつの推論に辿たどりつく。

「魔城には怪かい造ぞう学会も近づけないんだよ──そこに影文くんがいて、しかも衰おとろえたとはいえ喜悦大公の已己巳ちゃんを撃げき退たいした……あぁ、なるほど」

　そして真っ直すぐに血影を見据え、問いかけというより確かく認にんのように。

「影文くんは虚きよ無む大たい公こうなんだね」

　目を見開く血影に、伊依は苦く笑しようする。

「人間じゃないのはまぁ、べつに今さら驚おどろかないけどさ」

「えっ──？」

「疑われてないとでも思ったの？　空蟬寮の寮生も、薄うす々うすは察してたんじゃないかなぁ？　正体はともかく、その気配くらいはさ」

　いま思えば、見え見えなのである。

　血影も影文も演技が下へ手たすぎた。ぽろぽろと過失の発言をしていた。血影が影文を主あるじのように呼んだり、逆に影文が血影を奴ど隷れいのように言ってみたり、ときどき人間離ばなれした動きをしていたり、虚界アンダカや怪造学の事情などに詳くわしすぎたり。

　まさか、虚界アンダカを統すべる四大公、その最後のひとりとは思わなかったが。

　ここまでくれば必然──とも思える。

　まったく何もわからない相手よりは、気持ちも楽だし。

「ごまかせている……つもり、だったのでございますがね」

　本気で言っているとしたら大したものなことに、天然ぼけな血影は溜ため息いきをついた。彼女らなりに人間たちに交ざり、日常をすごしていた理由があるのだろう──そして、ともに暮らした彼らを今さら人類の敵だと糾きゆう弾だんするつもりは、伊依にもない。

　伊依も包み隠かくさず自分の役割と、現在の状じよう況きようを語った。最初は真子の願いを叶かなえてあげるために血影を捜さがしたが、相手が虚無大公とわかれば話は別だ。

　見た目が変容したとはいえ影文なら、話しあいの余地がある。誰だれも死なせず、これ以上の悲劇を生まずに終わらせられるかもしれないのだ。

「左様で……ございますか」

　短く思案し、血影は何よりも優先してこちらの身を気き遣づかってくれた。

「真子ちゃんも、伊依ちゃんも、苦労を──なさったのでございますね」

　それは見覚えのある、ちょっとドジだけどみんなに愛されていた、優やさしい寮りよう母ぼとしての血影だった。お母さんのような。お姉さんのような。家族のような相手だった。空蟬寮で、風か邪ぜをひいて熱をだしたとき、看病してくれたのも血影だった。

　思いだし、伊依は血影を静かに眺める。

　血影は居住まいを正し、ひとしきり真子と伊依の頭を撫なでてから──きっちりと、姿勢良く深々とお辞じ儀ぎをした。

「もはや隠しだては無益でございますね。ふたりともたいせつなお話をしてくれたことでございますし……わたくしも、知るかぎりの事実を語りましょう。わたくしも、多くを知っているわけではございませぬが──」

　顔をあげ、血影は深紅の瞳を揺ゆらめかせる。

「伊依ちゃんのご推察どおり、影文は虚界アンダカを統べる四大公がひとり、かつては魔ま王おうの片かた腕うでとまで謳うたわれ、他の大公とは比べものにならない信しん頼らいと影えい響きよう力りよくをもったおかたでございました。実力も何もかも桁けた外はずれな、最高位の存在だったのでございます」

　わたくしはその時代のことを知りませんが、と注ちゆう釈しやくをつけて、血影はつづけた。

「けれど、ご主人様は──呼び方、これで構いませんね？　影文と呼び捨てにするのも、本来はわたくしごときには畏おそれ多いのでございます──ご主人様は、ある罪を犯おかし、力の大半を奪うばわれてこの世界へと追放されたといいます」

「罪って？」

　それは知らない話だった。伊依は気になったが、血影は困ったように首をふる。

「そればかりは、わたくしにも何とも──まだわたくしが生まれる前の話でございますし、ご主人様は大公時代の自じ慢まん話ばなしは酒の肴さかなによくしておりましたが、ご自分の罪のことになると途と端たんに口を貝のように閉じてしまって」

　いかにも影文らしい。伊依は聞かれたくないところを尋たずねられ仏ぶつ頂ちよう面づらをつくる影文を想像し、脱だつ力りよくする。肝かん心じんなところは何も喋しやべらない、可愛かわいくない子供だった。

　でも不思議と愛あい嬌きようもあったし、冷れい酷こくな化け物ではなかった。伊依たち寮生や真子を気き遣づかう温かみもあった気がする。

　彼の罪とやらも、そのあたりに起因するのではないだろうか。

「とにかく、虚界アンダカから追放されての流る刑けい生活は、決して最初のうちは安あん穏のんとしたものになりませんでした。ご主人様はある事情により全ぜん盛せい時じの力を奪うばわれており、ただの生意気な手のかかる子供になっておりましたし──」

　血影の本音がうっかりでたようだ。

　彼女は咳せき払ばらいし、懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。

「わたくしは、いつのまにかそんなご主人様にお仕えしておりました。その生活を支える従僕として。最初は人形のようにただ奉ほう仕しするだけでございましたが、そんな生活をつづけるうちにわたくしも変わっていったのでしょうか──ご主人様は、わたくしがこうして自我をもち、人格を育てたことをどう思っていたのか、今でもわかりませぬが」

　関係ない話でしたね、とはにかんで、血影は光こう沢たくのある髪かみを揺らす。

「その後、流れついたこの夢追坂の土地で、仮の住まいとして空蟬寮を選んだご主人様は──古こ頃ころ怪造高等学校の支配者、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつに発見され、盟約を結んだのでございます。宇宙木氷蜜が提示したのは弱体化したわたくしたちの庇ひ護ごと存在の隠いん蔽ぺい。わたくしたちが捧ささげたのは虚界アンダカや怪モ造ン生ス物ターについての情報と、空蟬寮の管理。取り引きは成立し、おおむねうまくいっておりました」

「宇宙木先生……あのひとは」

　何と言ったらいいか。宇宙木らしいといえば宇宙木らしいのだが。

　伊依は呆あきれ、逆に感心し、しばらく姿を見ていないあの校長を思いだした。

「知らないところでそんなことしてたんだなぁ。教えてくれてもいいのに。まぁ、教えたらその盟約とやらに逆らうことになるんだろうけど。悪あく趣しゆ味みだなぁ」

「わたくしもそう思います」

　血影はすなおに頷うなずき、溜ため息いきを漏もらした。

「衰おとろえたとはいえ虚界アンダカ四大公を見み逃のがし、庇護まで与あたえたのですから発覚すれば重大な問題となったでしょう。まぁ、持ちつ持たれつではあったので、わたくしたちに文句を言う筋合いはありませんが──」

　怪モ造ン生ス物ターの存在を支える《魔ま力りよく》が豊富な怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グがたくさんいる寮だ、力が減退していた影文にとっては良い環かん境きようだったに違ちがいない。

　思えば《魔ま力りよく》を隠蔽するためのお札や呪具などが空蟬寮にはたくさん貼はられていたが、あれはおそらく影文たちの存在を秘ひ匿とくするために宇宙木が用意したものだったのだ。仮にも怪モ造ン生ス物ターである影文たちにそんな技量はないだろうし。

　思い起こせばいろいろ繫つながってくる。

「ともあれ」

　血影は一区切りし、何度か瞬まばたきをする。思えば彼女もずいぶんと人間らしい仕草をするようになったものだ。昔はもっと非人間的だったように思う。寮生たちとの暮らしが、この不思議な寮りよう母ぼをちょっとでも変えていたのか。

「わたくしには突とつ然ぜんのことで、戸と惑まどっていましたが──伊依ちゃんたちの話を聞いて得心いたしました。そうでございますか、魔王が……それに、怪モ造ン生ス物ターたちと怪造学会が戦争をしている、と」

　何度か頷き、血影は天を仰あおいだ。しばし考えこみ、何かを推察している。

「おそらく──戦力の足りない魔王の軍勢、魔軍と呼ぶのでございましたか？　魔軍は戦力の補強のため虚無大公であるご主人様を招しよう聘へいしたのでしょう。虚無大公が本来の力を取り戻もどせば決して侮あなどれない、戦局を変えうる存在となり得ますし──」

　そこまで言って疑念をもったのか、血影は眉まゆ根ねを寄せて熟考する。

「けれど、不可思議でございます──ご主人様は、魔王をひどく恨うらんでおりました。怨えん嗟さの念に充みち満ちて、いずれ復ふく讐しゆうを……と、お酒を飲むと毎度そう零こぼしておりました」

「怪モ造ン生ス物ターは」

　伊依は思ったことがあったので、手を挙げて発言してみた。

「基本的に格上のものが言うことには逆らえないんじゃないかな。それは人間なんかよりもよっぽど強い力をもった上下関係で、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》もそのあたりの怪モ造ン生ス物ターの性質を利用したものだし」

　怪モ造ン生ス物ターは格上のものに逆らえない。

　ならば、仮にも魔王の格下に位置する影文も同じではないだろうか？

「それも……あるでしょうが、何かこう」

　血影はうまく言えないのか、奥歯にものが挟はさまったような物言いをする。

「釈しやく然ぜんといたしません」

「何か人ひと質じちをとられたり、取り引きをもちかけられたりしたんじゃないでしょうか」

　真子が意外とそれっぽい指し摘てきをする。

「さっき話してた宇宙木先生ってひととも、影文くんは取り引きしてたんでしょう？　だったら同じように、魔王とも──」

「あり得ない話ではございません」

　血影も同意したが、やはりまだ口調は明快にならない。

「でも、ならば……どのような取り引きを？」

「…………」

　誰だれもその疑問には答えられない。それこそ、影文に直接にでも尋たずねないかぎり──彼の内心は摑つかめないだろう。ここでいくら考えても得られる結論はたかが知れている。

「とにかく」

　難しい表情をしながらも、血影はひとつひとつ丁てい寧ねいに語ってくれる。

「ご主人様が、心から魔王に服従することはありえません。怪モ造ン生ス物ターの本能として格上に従うことはあるでしょう。何らかの人質や取り引きがあったのかもしれません。けれどあれほど憎にくみぬき、恨み骨こつ髄ずいに徹てつした魔王に媚こびへつらうようなことはありえません」

　きっぱりとした断言だった。

「ご主人様は、あくまで魔王の敵です。人類の味方かどうかは、わかりませんが……」

　第三勢力。

　そう呼ぶべき存在なのか、虚無大公は。

　属している集団としては魔軍だが、その内部で魔王を滅ほろぼすために画策している。人類に益をもたらすか、不利益を浴びせるか、どう転がるかわからない不確定要素──戦局を変えうる第三勢力。

　完全な敵でないなら、戦わずに済ませる方法があるかもしれない。

　ならば伊依はその方法を探すまでだ。

　内心で強く決断する伊依の正面、血影が自分の胸に手を当てて語っている。

「魔王の復活は、ほんとうに急なことで──ご主人様も、ほとんど準備もできずに招聘されました。けれど、招聘されたのは虚無大公のみであって、わたくしはそれを免まぬがれました」

　そういえば血影の立ち位置は何なのだろう。

　大公たちは眷けん属ぞくと呼ばれる専属の部下をもっているようなのだが、それにしては血影は虚無大公に絶対服従しているようには見えない。彼の従僕だと語っていたが、怪モ造ン生ス物ターにしてはいろいろ不自然な部分もある。

　彼女は──何者なのだろう？

　疑問のつまった伊依の視線に気づいたか、血影は困ったように笑った。

「わたくしが何者かについては、残念ですが、わたくし自信にもわからないのです。ご主人様はわたくしが自分自身に疑問をもつことを嫌きらいました。今回も、ほとんど何も告げず飽あいた人形を捨てるようにわたくしを置いてきぼりにしましたし」

　俯うつむき、それでも強く、血影は拳こぶしを握にぎりしめる。

「けれど、ひとつだけ──ご主人様はわたくしに役目を与あたえてくださいました」

　卓ちや袱ぶ台だいにのった黒い飴あめ玉だまを、そっと握りしめて。

「目的はわかりません。ご主人さまがなぜそんな命令をくだしたのかも。けれど、わたくしはご主人様を信じたい。それが憎むべき魔王のもとに跪ひざまずく羞しゆう恥ちにまみれようとも、敵に一いつ矢し報むくいようとしたご主人様の意志だと信じたい」

「その……命令って？」

　真子が、必死に身を乗りだして尋ねた。

「その飴玉ね、冒ぼう険けんから帰ってきたらポケットに入っていたんです。包み紙には『血影を捜せ』って──だから、真子、ずっと捜してたんですよ？　何でですか、影文くんは何でそんなことを真子にさせたんですか？」

　目元を拭ぬぐい、真子は歯は嚙がみして、力なくうなだれる。

「信じていいんですか？　影文くんが、ちょっとは真子のことを覚えてるって。真子にも影文くんを助ける手伝いができるって、信じていいんですか？」

「…………」

　血影は堪こらえきれず泣きだした真子の頭を撫なで、優やさしく微笑ほほえんだ。

「断言はできません。けれど、信じましょう」

　黒い玉を掌てのひらにのせ、こちらに示して──血影は深く頷うなずいた。

「ご主人様がわたくしに与えた命令は、各地に隠かくされたこの虚ブラツ無クホ断ール片パールを収集しろ──というものでございました」

「虚ブラツ無クホ断ール片パール？」

　聞き慣れない言葉に、伊依は目を丸くする。あぁ、こういうとき無む駄だに知識がある父親の髑どく髏ろがあればと思うのだが、あれは今のところ行方ゆくえ不明である。肝かん心じんなときにいない。

　けれどその存在については、血影も曖あい昧まいながら知っていたようだ。

「去りぎわにご主人様が語ってくれたことによると、虚界アンダカを統すべる四大公にはそれぞれ〝眷属〟と〝断だん片ぺん〟と呼ばれるものを創つくりあげる能力があるそうでございます」

　大公クラスの超ちよう高こう等とう怪モ造ン生ス物ターについては、怪造学の研究もほとんど及およんでいない。あくまで見習いである伊依には、それは知るよしもない事実だった。眷属と断片。眷属のほうはわずかに聞いたことがあるが。

「眷属とは──」

　血影も伊依の内心を察したように、ゆっくりと説明してくれる。

「大公直属の部下でございます。大公の命令に絶対服従し、付き従うもの。三ヶ月前に夢追坂に攻せめのぼってきた竜りゆう王おう配下の竜族などは、まさにそれですね。彼らは大公の手足としてその意思のままに行動する、大公の親衛隊なのでございます」

　大公直属の──親衛隊。それが眷属。竜王の眷属は直接攻こう撃げきと移動速度に優すぐれた竜族だったが、それぞれの大公によって眷属にも特性などがあるのかもしれない。

「そして、断片でございますが」

　黙考する伊依を眺ながめ、血影は滔とう々とうと語った。

「それは名前のとおり、大公の存在を切りとって創りあげた断片でございます。眷属はほぼ無む尽じん蔵ぞうに、けれど高い質はあまり望めませんが──創造することが可能なのですが、断片はそうもいきません。自らの存在を削けずり、血肉を粘ねん土どとして創りあげた我が子のような存在なのでございます。たいてい大公は自らの力を減じさせるのを嫌いやがり、断片を創造いたしません」

　その気持ちはわかる気がした。身体からだを切りとって部下を創れと言われても、たぶん躊ちゆう躇ちよしてしまう。怪モ造ン生ス物ターたちにとってそれは人間が身体を失うのとは感覚が違ちがうのかもしれないが、それでも自分の生命を粘土のように弄もてあそぶのはよほどの強い意志が必要だろう。

「創造はとても難しい──というか、覚かく悟ごが必要でございますが、そのぶん断片は強い」

　血影は神しん妙みように、掌に転がしたままの黒い飴玉を凝ぎよう視しする。

「どの程度、切りとるかによりますが、育てれば大公にも匹ひつ敵てきする強大な存在に成り得ます。我が子と申しましたでしょう？　断片は大公にとって腹心中の腹心、奥の手であり虎とらの子でございます。他の大公に差をつけるため、自らが弱まるのも覚悟して創造されることがままあります」

　大公たちも一枚岩ではなく、権力争いというか、鍔つば迫ぜりあいがあったのだろう。絶対服従ながら束になっても大公には敵かなわない眷けん属ぞくよりも、多少のリスクはあるが相手を引き離はなす力にもなりうる断片を創造する気持ちもわかる。

「まぁ、やはり、眷属などに比べれば数はごく少ないのでございますが」

　血影は溜ため息いきをつき、何かを思いだすように遠い目をして説明してくれた。

「憤ふん怒ぬ大公の断片は憤ゲヘ怒ナダ断イア片モンド、悲ひ哀あい大公の断片は悲クトウ哀ルー断キヤツ片アイ、喜悦大公の断片は喜ピエ悦ロト断パア片ズ、そして虚無大公の断片は虚ブラツ無クホ断ール片パールとそれぞれ呼ばれ、いくつかは現界カナイにも流出しているはずでございます。風の噂うわさによれば、そのような断片を人間に埋うめこむという研究をしている集団もあったとか──」

　怪造学の暗部では、過去、そのような人体実験もいくつかあったと聞く。

　ちょうど伊依の父などが活かつ躍やくしていた時代だ。そのころの犠ぎ牲せいがあって今の怪造学があるのだが、伊依としてはあまり考えたくない血ち塗ぬられた歴史である。

「ともあれ」

　血影は仕切り直すように、本題に戻もどる。

「ご主人様は、ご自分の断片を捜さがすように命令をお与あたえになりました。わたくしの知るかぎり、ご主人様が創造した断片は四つか……五つか、そのあたり。それらを集めさせてどうするつもりかは、わかりかねますが──わたくしは、やってみたいと思います」

　ただ、そこで血影の雰ふん囲い気きが暗くなる。

「けれど、わたくしはこと捜そう索さく能力にかけてはおそろしく無能でして。怪モ造ン生ス物ターの《魔ま力りよく》を感知することすらできないのでございます。断片が激しく活動したときはわずかに察知できるのですが──それをひたすらに待つ生活で、正直なところ芳かんばしい結果は得られておりません。不ふ甲が斐いないです」

　いや。それは、そもそも捜索が下へ手たな血影にそんな命令を与えた影文が悪い。それほど切せつ迫ぱくした状じよう況きようだったのだろうが。

「魔軍に気取られぬよう秘ひ密みつ裏りに動く必要がありましたし、ご主人様の真意もわからない今、怪造学会に全面的な協力を要よう請せいすることもできませんでした──いちおう、身の安全を確保するため、この部屋の主あるじに庇ひ護ごされてはおりますが」

「そういえばここ、誰だれの家？　血影さんの家じゃないよね？」

　話を聞くだに血影は虚無大公の眷属か断だん片ぺんか、そういう類たぐいの存在のようだ。だとすれば当然、人間としての戸こ籍せきなどはないはずだ。闇宮血影という名前も偽ぎ名めいというか通り名のようなものだろう。ふつうに考えれば部屋は借りられない。

「はい。ある強い殿との方がたの、お世話に」

　わずかに頰ほおを染め、血影は恥はずかしそうに猫ねこ耳みみメイドさんの姿で身をよじった。

「わたくし、庇護されても、支し払はらえる対価がございませんので──このような姿をして目を喜ばせているのでございます。相手のかたは男性ですので、当然こういうのが嬉うれしいはずでございますから。決してわたくしの個人的な趣しゆ味みとかではございませんですよ？」

「ソウデスカ」

　伊依は硬かたい声で流して、そのへんは考えないことにした。

　相変わらず血影は天然のようだった。一生懸けん命めいなのはわかるのだが。

「現在はお仕事中で留守ですが、そのかたも怪造学会に属しておりますから──面と向かって協力を要請はできないのでございます。ご主人様が怪造学会にとって、人類にとって完全に味方とは呼べない現状、そこまで甘えるわけにはまいりません」

　寂さびしそうに語る血影に、伊依は大きく頷うなずいた。

「でも、信じなきゃ。影文くんを信じて、精せい一いつ杯ぱいにその気持ちに応こたえなきゃ。あたし協力するよ血影さん、その何だっけ──虚ブラツ無クホ断ール片パールっていうの、捜そうよ。もしかしたら、けっこう危ない今の戦局を、引っくりかえすきっかけになるかも！」

　この哀かなしい戦争を終わらせる、その最初の一押しになるかもしれない。

　伊依に残された時間は少ないが、賭かけてみる価値はある。

「独りでは見つけられないものも、みんなで捜せば見つけられるよ」

　血影の手を握にぎりしめ、真子とも互たがいに頷きあい、伊依は宣言する。

「捜そう。影文くんの残してくれた虚ブラツ無クホ断ール片パール！」
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　方針が決まれば、伊依の行動は素す早ばやかった。

　考えうるかぎりの信しん頼らいのおける相手に連れん絡らくをとり、情報を求めて奔ほん走そうしたのである。こういうのは怪造学会に多少なりともつてがある伊依のほうが、血影や真子よりも分がある。

　そうして連絡をとるだけでだいぶ時間を消費したが、友達はみんな調べてみるとか、心当たりをあたってみるとか快い返事を聞かせてくれた。

　伊依もあとはぼうっと待っているだけ、とはいかない。

「ここにだけは帰りたくなかったんだけどなぁ……」

　血影と真子をお供にして、伊依はかつての自宅にきていた。現在、暮らしている藤ふじ壺つぼ寮りようではない。それ以前、古頃に入学する前に暮らしていた建物である。生前の滅めつ作さくにつれてこられた彼の研究所であり、伊依の主観ではゴミ溜ためである。

　それなりに広い建物だ。怪造学という儲もうからない学問をしていたわりに、この家はけっこう広い。ただ掃そう除じの類はまるでされておらず、貴重な書しよ籍せきだろうが実験器具だろうが何でもかんでも積まれている。床ゆかが見えない。

　その壮そう観かんなごみごみしさに血影と真子が絶句しているなか、恥ずかしい自宅を見られたことに多少の情けなさをおぼえつつ、伊依は資料などを漁あさり始めた。

　伊依が知るかぎり、怪造学関連の資料が集まるのは怪造学会本部となっている古頃以外では、ここしかない。伊依の父、世紀の大天才・空井滅作の研究所には一いつ般ぱん的な怪モン造ステ学イス者トには閲えつ覧らんすら許されていないような資料までも多数置いてある。どれがどれだか探さなくてはいけないのが難点だが、虚ブラツ無クホ断ール片パールなんて聞いたこともなかったような際きわ物ものを見つけなくてはいけないのだ、ふつうに調べても埒らちがあかない。

「血影さん、真子ちゃん、ごみの山を崩くずさないように気をつけながらそれっぽい資料を片っ端ぱしからもってきて。使えるかどうかはふたりにはわかんないだろうから、あたしがひとつひとつ確かく認にんしていく。あ、真子ちゃん、そこ危ない崩れるからっ！　気をつけてね！」

　以下、地味な捜索がつづく。

　大変である。父との苦行のような怪造学の修行を思いだし、トラウマが全開になって気分が悪くなるし。ついでに入学当時は、父に思いっきり反はん抗こう心しんを抱いだき、父の歩んだ道は絶対に歩まないからその資料とかは必要ない！　と決めつけていたので。

　思えばあのころは青かった。現在も大したものではないが、父への敵てき愾がい心しんだけに凝こり固まっていた当時の自分は、今から見ても未熟だった。そのぶん向こう見ずな大だい胆たんさはあったのだが、そのせいで多くのものを失ってきた。

　あれから──いろんなことがあった。

　思いだす。

　このごみ山に寝ね転ころがり、古頃の受験には失敗したものと思いこみ、これからはふつうの人生を送るのかと涙なみだながらに考えていたあのころ。けれど夢想したごく一般的な未来は古頃の合格通知によって砕くだけ散った。そして今日まで騒さわがしくも充じゆう実じつした毎日があったのだ。

　今日まで生きてきた己の人生を後こう悔かいはしない。

　あのとき合格通知を受けとり、怪造学の世界に深く踏ふみこんだことを嘆なげきはしない。

　怪造学と出会えてよかった。

　心からそう思っている。
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　しばらく放置していたせいで埃ほこりの積もった自宅は、ただでさえ荒あれ果てているので捜そう索さくは非常に困難だった。巻きこんでしまった血影や真子には悪いと思うが、彼女らも甲か斐い甲が斐いしく働いてくれた。

　そんな時間がどれほどつづいたか。

〈こんばんは〉

　その挨あい拶さつで日も暮れていることに気づき、没ぼつ頭とうして資料を読んでいた伊依は顔をあげる。見ると部屋の出入口に、見覚えのある人物がいつのまにか立っていた。

〈わ、すごいねこれは。足の踏み場もないって言葉そのままの部屋は初めて見た〉

　目立つのは鉄仮面。

　瀟しよう洒しやで優ゆう雅がな佇たたずまいの、麗うるわしい黒くろ髪かみを三つ編みにした少女である。服装はごく当たり前の夏の普ふ段だん着ぎで、可愛かわいい犬でも散歩をさせて微笑ほほえんでいるのが似合いそうな雰ふん囲い気きだが、顔に嵌はめた鉄仮面が全すべてを台無しにしている──虚こ島じま罠わな奈なだった。

　伊依の尊敬する先せん輩ぱいにして、現在は怪造学会に勤めている怪モン造ステ学イス者トである。

　彼女はおっとりと周囲を見回して、ゴミ山に埋うもれている伊依を発見すると目元だけで微笑んだ。

〈伊依ちゃん、見っけ。そんな不安定そうなところにいたら生き埋めになっちゃうよ？〉

「あぁ、うん。ここあたしにとっては庭みたいなもんだから、だいじょうぶ。でも罠奈ちゃんはそれ以上ちょっと近づかないほうがいいよ。危ないから」

〈そうだねぇ〉

　くすくす笑って、彼女はゴミ山の女王みたいになっている伊依にまた呼びかけてきた。

〈断片について調べてるんでしょう？　だったら協力できると思うよ。わたしの父親の専売特許だから──断片の研究は〉

「虚島博士はかせの？」

　伊依は驚おどろいて、資料から顔をあげると罠奈を見る。彼女は血影が淹いれてくれたお茶を飲めないからと固辞し、困ったように肩かたをすくめた。

〈ええ。なるべく、父の研究の助けにはなりたくなかったのだけど〉

「お互たがい父親には苦労してるね」

〈うん。怪モン造ステ学イス者トなんて、父親にもつものじゃないよね〉

　哀かなしそうにつぶやくと、罠奈は用意された椅い子すにゆったり腰こしかけた。

〈まぁ、父は公私の区別をきちんとしていたので──わたしも、その研究内容についてはあまり詳くわしくないのだけど。でも、わたしとはちがって、父の研究をずぅっとそばで見ていたひとがいるじゃない？〉

「あぁ」

　思い当たる人物がいて、伊依は破顔する。

「友ゆう樹きちゃんだね」

〈うん。そう〉

　友樹。寂じやく憐れん院いん友ゆう樹き。人工魔王《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》として製造された少女。

　先日の決戦で伊依との因いん縁ねんには決着がついたものの、あれから伊依は理夢の葬そう式しきでちらっと顔をあわせただけで、それ以後は会っていない。今ごろどこで何をしているものか。

〈友樹ちゃんもね、まだまだ動き回れるほど元気じゃないから、さすがにいっしょにくることはできなかったのだけど──とりあえず断片についてはわたしから聞いて、その伝言は受けとっているから。よく聞いて〉

　伝言──。

　友樹は果たして、かつての宿敵にどのような言葉をくれたものか。

〈『知るかぼけ。甘えんな、ばーか』〉

　あの野や郎ろう。

　伊依はちょっとでも期待して損したと思ったが、罠奈がすぐにつづきを加える。

〈『自分が怪造学の話題の中心あたりにいることを自覚しないあの馬鹿に言っといてよ。周りを見れば重要人物がごろごろ転がってるのに気づいちゃいないあの浮うかれ頭の伊依にね。断片？　馬鹿じゃないの？　あんたが友達って呼んでる連中に聞いてみなよ。捜さがすも何もぜんぶあんたの周りに転がってんじゃん？』〉

　すぐに？　ぜんぶ？　噓うそ？

　友樹の伝言に、伊依は驚きよう愕がくを隠かくせない。

〈『わたしが見たところ虚無大公の断片──虚ブラツ無クホ断ール片パールはぜんぶで五つあるね。ひとつひとつに宿った力から考えて、それ以上はないと思う。全ぜん盛せい期きの虚無大公の力を五分割したかんじ？　断片って自分の力を切りとって創つくるから、そんなに創ったらさすがの虚無大公も残りかすだけになっちゃうんじゃん？』〉

「あぁ、なるほど」

　そこで傍ぼう聴ちようしていた血影が発言した。

「伊依ちゃん、虚ブラツ無クホ断ール片パールはご主人様がまだ虚界アンダカから追放されていない時期──当時の力を喪うしなっていないころに創造されたはずでございます。ご主人様は虚界アンダカから追放されると同時に力を奪うばわれましたが、そうです、虚ブラツ無クホ断ール片パールには当時の虚無大公の力が大量に残っている──ご主人様は、おそらく追放されると同時に力を奪われることを予想し、虚ブラツ無クホ断ール片パールに全ての力を託たくし、貯ちよ蓄ちくしていたのでございましょう」

　全盛時の虚無大公。大公のなかの大公。魔王に匹ひつ敵てきする実力者。

　その当時の実力をそのままに切りとって創りあげられた虚ブラツ無クホ断ール片パール。

　なるほど、戦局を変えうる──すさまじい力を宿しているにちがいない。

〈よくわからないけど、まず友樹ちゃんの伝言だけぜんぶ言わせてもらっていい？〉

　事情を知らない罠奈が遠えん慮りよがちにそう断って、友樹の言葉を代弁する。

〈『ま、ともかく、断片は五つある。そのうち一つは空蟬寮の亡ぼう霊れい、片津理夢に与あたえられてたみたいだけど……そいつはわたしが喰くっちゃった』〉

　うわぁ！

　どうしよう。

〈『でも喰った虚ブラツ無クホ断ール片パールは、あんたが最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》で、わたしの身体からだに宿っていた他の怪モ造ン生ス物ターといっしょに虚界アンダカへ送りかえしたわけ──言いたいことわかる？　わかんないでしょうね？　あんた馬鹿だからね！　ほんと笑っちゃう猿さる並みの知能！』〉

「ちょっと……罠奈ちゃん、友樹ちゃんの罵ば倒とう語まで再現しなくていいから」

〈はぁい。でもあの子、油断すると口くち汚ぎたないこと言うから〉

　呆あきれたように瞑めい目もくし、罠奈はつづけた。

〈『ま、ともかく、だったら簡単でしょ？　虚界アンダカにはあんたのお友達がたくさんいるんじゃん、捜してもらいなよ？』〉

　なるほど。

　人間は虚界アンダカへ行くことはできない。虚界アンダカへ返してしまった理夢の虚ブラツ無クホ断ール片パールは回収できない。だが怪モ造ン生ス物ターならば、虚界アンダカを自由に捜そう索さくできる。捜して、見つけてもらい、もってきてもらえば万ばん事じ解決するのだ。

　けれど、怪モ造ン生ス物ターと人類が戦争を繰くりひろげている現状、伊依に協力してくれる怪モ造ン生ス物ターがいるだろうか？

〈わかった〉

　そう不安に思う伊依の頭の上で、鈴すずを転がすような声がした。

　驚おどろいて見ると、伊依の相棒──梅子がにっこり笑っていた。

「梅子ちゃん？」

　梅子はひらりと側頭部の翼つばさを羽ばたかせ、自信満々に断言した。

〈わたしが捜してきてあげるよ、その虚ブラツ無クホ断ール片パールっていうの〉

「でも……」

　危ない。たぶん、かなり危ない。虚ブラツ無クホ断ール片パールほどの強大な力をもつものなら、当然、虚界アンダカの怪モ造ン生ス物ターたちの格かつ好こうの標的になる。周囲には無数の怪モ造ン生ス物ターが群がり、あるいは利用して強大な力を得たものが暴れているかもしれない。戦せん闘とう能力のほとんどない梅子が独りでは近づくこともできないだろう。

〈いいの〉
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　梅子は伊依の頭にぎゅうと抱だきついてきた。

〈伊依にばっかり、たいへんな思いはさせたくないから。わたし、何かできないかなって考えてたから……ちょうどいいよ。もう長いこと虚界アンダカにも帰ってないしね、かるく里帰りをしつつ伊依の捜してる虚ブラツ無クホ断ール片パール、見つけてお土産みやげにもって帰ってきてあげる〉

「でも、梅子ちゃん、その」

　心配する伊依に、梅子は怖こわい顔をした。

〈いつから伊依はわたしの保護者になったわけ？　わたしを怪造したのは別のひとだし、あなたとわたしは対等な友達でしょ？〉

　鼻っ面つらにちいさな指を突つきつけられ、伊依は怯ひるんで何も言えなくなる。

　梅子は力いっぱいに胸をはり、こちらを見つめてくる。

〈たまには役に立ってあげるよ。ちょうど虚界アンダカに会いたいやつもいるしね。ま、大船に乗ったつもりで待ってなさい──〉

　一方的にそこまでまくしたてると、梅子は宙にぴょんっと跳とびあがって。

〈心配しないでよ。勝算はあるから。それじゃ……またね〉

「あっ──」

　伊依は手を伸のばしたが、時すでに遅おそく、梅子の身体は幻まぼろしのように空気に分解されて消えてしまった。怪モ造ン生ス物ターは自分の意志で虚界アンダカへ帰ることができる。そうと決めた怪モ造ン生ス物ターをどんな怪モン造ステ学イス者トも現界カナイへ留とどめておくことはできない。

「しょうがないなぁ、まったく。……気をつけてよね」

　もう聞こえないとわかっていながらも、伊依はそうぼやくしかなかった。

　軽くなってしまった頭を寂さびしく思いつつ、溜ため息いきをつく。梅子は梅子でいろいろ考えていたらしい。

〈良い子だね、梅子ちゃんは〉

　罠奈がしみじみとつぶやいて、消しよう沈ちんする伊依に優やさしい視線を向けた。

〈とにかく、伊依ちゃん──梅子ちゃんだけじゃなくて、あなたが望めば協力してくれるひとはたくさんいるんだよ。だから、独りで抱かかえこまないでね。友樹ちゃんも、たぶんそう言いたかったんじゃないかなぁ〉

　その言葉にちょっと嬉うれしくなって、伊依は微笑ほほえむ。

「ありがとう。参考になったよ。むしろ完かん璧ぺき。とっても助かっちゃった」

　意地悪ですなおじゃない、かつて天敵だった少女へ、伊依は感謝する。

「罠奈ちゃん、素す晴ばらしい伝言をくれた友樹ちゃんに『ありがとう。優しい友樹ちゃんが大好きだよ。愛してる』って伝えといてくれるかな」

〈ある意味では最悪の嫌いやがらせだなぁ。うん。わかった。伝えておきます〉

　互たがいに苦笑いをし、何となく湧わいてきた幸せにひたっていると。

「やふー。伊依ぃ、おたくの親友が助けにきてやったぞぉ」

　急がず焦あせらず泰たい然ぜんと、海のように空のように青い髪かみをなびかせて。

　新たなる訪問客が、伊依の思い出のゴミ屋や敷しきに現れた。

「お待ちかねの虚ブラツ無クホ断ール片パールいっちょー、優しい香か美みちゃんがお届けに参りましただわー」

　それは当然、困ったときにはいちばん頼たよりになる──伊依の親友。

　魅み神かみ香か美みの、見た目だけは誰だれよりも美び麗れいな立ち姿だった。
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　伊依の中学時代からの友達。

　困ったとき、いつも気がつけばそばで支えてくれていた──慰なぐさめ、抱きしめ、甘やかしてくれた、伊依の親友。

　流れる青い髪。暑さ対策か薄うす着ぎにサングラス。片手に握にぎりしめた扇せん子すで鬱うつ陶とうしそうに自分を扇あおぎつつ、香美は大おお股またでずかずかと我が物顔に入室してきた。

「……あっつ！」

　そしてあらんかぎりの不ふ機き嫌げんさをこめてそれだけ叫さけぶと、例の安全に寛くつろげる罠奈たちがいる区域へよろよろ歩いてぱたりと座りこんだ。服をつまみ肌はだに風を送りこみ血影の用意してくれたお茶で一息ついて。

「あーうー……このくそ暑いのに出歩くもんじゃないのだわ。すごい後こう悔かいしている。日が沈しずんでも蒸むし暑いのは変わりないっつうの。油断したわ。あ、血影さんお茶もう一いつ杯ぱいくれる？……うん？　何で血影さんいるの？　行方ゆくえ不明じゃなかったかしらん？」

　今さらかつての寮りよう母ぼに気づいたか、甲か斐い甲が斐いしくお茶をいれてくれる血影に喋しやべりかけている香美だった。そういえば虚ブラツ無クホ断ール片パールの情報を集めるばかりで血影と再会したことをみんなには言っていなかったかもしれない。

　和気藹あい々あいと会話しているふたりのそば、罠奈がふと顔をあげ、さきほど香美が入ってきた部屋の出入口を見て──ちいさく悲鳴をあげる。

〈ひっ〉

　伊依も思わずそちらを眺ながめ、わずかに驚おどろいてしまった。

　そこにまた新たな人物が登場していた。

　否いな、一見して人物と呼んでいいか疑わしい、異い形ぎようである。

　巨きよ体たいだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした印象はないが、その威い圧あつ感かんはすさまじい。全身を真っ赤な包帯や縄なわでぐるぐる縛しばり、肌がほとんど露ろ出しゆつしていない。ミイラ男。そんな言葉が思い浮うかぶ。包帯の隙すき間まからは髪の毛や焼け焦こげた肌が露出しており、かなり恐おそろしい。

　ぎょろりとした目でミイラ男は室内を見回し、仁に王おう立だちしている。

　罠奈は警けい戒かいしたのか身構えているが、そのほかの面メン子ツの反応は様々だった。

「あ、ナイトくん。ぼうっと立ってると怖こわいから皆みなさんにご挨あい拶さつしなさいな」

　香美が気楽に手を振ふり、伊依もすぐに合点がいく。

　たしか──これは香美の相棒の怪モ造ン生ス物ター、《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》だ。

　怪モ造ン生ス物ターを吸収し、エネルギーに変へん換かんする特とく殊しゆな銃じゆうと剣けんを用い、信じがたい戦せん闘とう力りよくを発揮していた。あのヴェクサシオンすら恐れていたのだから、その実力は途と方ほうもない。

　そんな曰いわくありげな存在、《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》は驚いたように目を見開き、こちらも身を震ふるわせ信じられないという表情をしている血影に呼びかけた。

「血影殿どの」

「……おや」

　血影はちいさくそれだけつぶやき、畏かしこまってお辞じ儀ぎをした。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。息災でございましたか……勇者さん」

　勇者さん？

　伊依はその不思議な単語に戸と惑まどいつつも、どうやら血影と《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》は知りあいらしいと──それだけを理解した。どういう経けい緯いで知りあったのかは不明だが、何となく怪かい奇きっぽい雰ふん囲い気きが似ていなくもない。

「あ、ご説明いたしますね」

　血影が呆ぼう然ぜんとしている伊依たちに気づくと、慌あわてて語ってくれた。

「勇者さんは、香美ちゃんがこっそり寮りようの自室に隠かくしていたのでございますが、それに気づいたご主人様が『昔の知りあいだから』と空蟬寮で暮らすことを許可していたのでございます。わたくしも何度かお喋りを……香美ちゃんも、たまに食事の食べ残しなんかをこっそり勇者さんに運んでいたようでございますね──懐なつかしゅうございます、ええ」

　意味がわかるようなわからないような説明だった。ところどころ不明である。

　血影のご主人様とは影文、虚無大公のことだから──それと知りあいとは、やはり《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》は名のある怪モ造ン生ス物ターなのだろうか。

「でも。なんで。勇者？」

　その呼び方が不思議で、思わず伊依は尋たずねてしまった。勇者というとＴＶゲームのＲロールプＰレイングＧゲームなんかを思いだすが、どちらかというと《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》は勇者に倒たおされる側の怪かい物ぶつに見える。

〈それについては〉

　不意に、伊依の嵌はめていた指輪が煌きらめきを放った。

〈わたしから……説明しましょう〉

　瞬しゆん間かん、指輪は薄うす暗ぐらくなっていた室内に灯あかりを浮かびあがらせ、ひとつの立体ホロ映像グラムをかたちづくる。それは指輪のかたちに擬ぎ態たいしている最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》──虚界アンダカの全てに絶対命令権をもつ虚界アンダカの姫ひめ、または虜とりこの姫、または魔まの姫と呼ばれる存在である。

「魔ま姫きさん」

　伊依は便べん宜ぎ的に、そう呼んでいる。

　魔姫は地味な色の和服を着た、年若い女性に見える。泣き癖ぐせのついたような弱々しい目元の、どこか頼たよりない風ふう貌ぼうの人物だ。彼女は《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》を恐る恐る眺めると、ぎこちない笑えみを浮かべ、申し訳なさそうな表情をした。

〈お久しぶりです──勇者さん〉

「…………」

　勇者は応こたえない。複雑な表情で魔姫を見あげている。沈ちん黙もくが痛々しい。

　ふたりの事情を伊依は知らないから、口を挟はさむこともできない。誰だれもが魔姫の姿を注視し、次の言葉を待っている。

　魔姫はしばらく迷うようにしていたが、やがて勇気をだして発言した。

〈わたしは口くち下べ手たなので、うまく語れるか自信がないのですが──そうですね、どこから話したものでしょう。かつて虚無大公が罪を犯おかし、虚界アンダカから追放されたのはご存知でしょうか？〉

　伊依と血影、それと真子が頷うなずいた。そこまでは血影も語ってくれたことだ。その罪の詳くわしい内容は不明なのだが。

〈その追放を不服に思い、虚無大公は魔王を怨うらみました。何かほかに憎ぞう悪おを抱いだくきっかけがあったのかもしれませんが──わたしはそのころすでに虜の身でしたから、事情はあまり知りません。ただ、虚無大公は魔王を許せなかったらしく、その生命いのちを狙ねらいます〉

　それは、虚界アンダカの歴史。怪モン造ステ学イス者トの教科書には載のっていない、怪モ造ン生ス物ターたちの事情──。

　魔姫は言葉を選びながら、それでも懸けん命めいに語っていた。

〈勇者さんは、そのために創造された虚ブラツ無クホ断ール片パールです。魔王を討うち滅ほろぼすための存在──まさに、神をも畏おそれぬ勇者。勇者さんにどの程度、その自覚があったかは不明ですが……大公にも匹ひつ敵てきする可能性を秘ひめた虚ブラツ無クホ断ール片パールです、冒ぼう険けんをつづけ経験を重ね、あの悲哀大公を退けるほどの実力を得ました〉

　ほんとうにＲＰＧみたいに、勇者は魔王を狙ったのだ。

　虚無大公の恨うらみの、憎ぞう悪おの代弁者として、おそらく怪モ造ン生ス物ターを殺さつ戮りくし──虚界アンダカを驀ばく進しんし、大公を打ち破り、魔王の膝ひざ元もとまで？

〈けれど、勇者さんの冒険は志なかばで失敗します〉

〈助けた姫に背後から刺さされてな〉

　皮ひ肉にくげに、勇者と呼ばれた包帯男はそっぽを向いた。

〈知ってのとおり、そこの姫は魔王にとって無視できない存在。それを奪うばおうとしたのだが、怯おびえた姫に背後から刺されてな──それから竜りゆう王おうの火か炎えんに焼かれ、今ではこんな姿よ〉

〈あのときは申し訳ないことをいたしました〉

　魔姫が首をふり、その弱音のような自分の発言を打ち消した。

〈いいえ、すでに謝っても詮せん方かたなきこと。あのころ、わたしは正常ではありませんでした。全てに怯え、泥どろのように消えていきたいとそればかり願っておりました。わたしには、あなたが怪物よりも恐おそろしい何か危あやういものに見えたのです〉

〈あのころは、拙せつ者しやもほとんど自我もなく徒いたずらに怪モ造ン生ス物ターどもを退治するだけでな──ふむ、よもや虚無大公の憎悪によって自分が動かされていたとは。これでも魔王を征せいし世界を救うつもりでいたのだが、あのとき魔王を倒せていても、世界を救うどころではなく魔王を失ったことにより虚界アンダカ全てが崩ほう壊かいしていたであろうな……〉

　勇者はそこまで語り、わずかに首を傾かしげた。

〈崩壊？　ふむ、もしや虚無大公はそれが救いだと？　この世界を救うのだ──破は滅めつ的な救いこそが、あのころの虚無大公の望みだったのか？〉

〈あなたは虚ブラツ無クホ断ール片パールのなかでも、より衝しよう動どう的な、暴力的な力が結けつ晶しようしたものだったのでしょう。ゆえに強く、ゆえに危うかった──今は、以前にお会いしたときよりも穏おだやかになったようですが……何があなたを変えたのでしょうね？〉

　魔姫の問いに、勇者は鼻で笑った。

〈それはこちらの台詞せりふよ。見み違ちがえたぞ姫様。別人かと思うたわい。まぁ何にせよ、今はあのころ以上の動乱が、虚界アンダカだけでなく現界カナイをも巻きこんで暴れ狂くるっておるのだろう、我らが無む駄だ話ばなしをしている暇ひまがあるとも思えんが？〉

〈そうですね〉

　姫は勇者に、力強く宣言した。

〈今度はあなたに無理やり引きずられてではなく、わたし自身の意志で──この世界を救いましょう。勇者よ、協力していただけますか？〉

〈……喜んで。姫様〉

　手を伸のばす姫に騎き士しの礼をする《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》を眺ながめ、香美がお茶を飲み干してからぼやいた。

「ふぅん。その女のひとがほんとのお姫様ってわけね。まぁいいや。えぇと、何つうか時間がいくらあっても足りないから空気読まずにあちきが進めるけど、これで虚ブラツ無クホ断ール片パールってのはいくつ集まったわけ？　あと何個？」

「うーんと」

　伊依は唸うなり、資料をめくりながら考えを整理する。

　空蟬寮の亡ぼう霊れい──片津理夢の虚ブラツ無クホ断ール片パールは、ヴェクサシオンに喰くわれ、その後は最終兵器により虚界アンダカへ返へん還かんされ、現在、梅子が捜そう索さく中。

《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》の虚ブラツ無クホ断ール片パールは、彼自身が香美とともに訪おとずれたおかげで問題なし。たぶんさきほど伊依が連れん絡らくしたとき──香美が彼の力を借りて虚ブラツ無クホ断ール片パールを捜さがそうとして、彼自身がそうであると教えてもらったのだろうが。

　友樹の弁によると、虚ブラツ無クホ断ール片パールは五つ。

　つまり残りは三つ。

〈あ、どうも自覚がないようでござるが〉

　勇者が顎あごを搔かき、突つっ立っている血影を困ったように指さした。

〈血影殿も、拙者と同じで虚ブラツ無クホ断ール片パールが元になっておるのだぞ。何やらほかに混ざりものがあるようでござるが──力の強さ、濃のう度どでは拙者よりも上にござる。さすが虚無大公の側近中の側近、虚ブラツ無クホ断ール片パールのなかでも特別な存在というわけでござるなぁ〉

「え？　わたくしが？」

　血影はほんとうに知らなかったらしく、意外そうに瞬まばたきをして、それから小首を傾げぽんと手を叩たたいた。

「それはそれは、助かります。残り三つも捜すのは骨が折れますもの。わたくしがそのうち一つというのは──朗報でございますね？」

「まぁ……血影さんが気にしないなら、べつにいいけど……」

　意外なほど自分の正体に頓とん着ちやくしない、というかむしろ不ふ思し議ぎなくらい嬉うれしそうな血影に呆あきれつつも、伊依は安あん堵どする。血影は何やらぶつぶつと独り言をしたり、何度か首を傾げたり、まだ釈しやく然ぜんとしないところもあるようだが──。

「では。やはり。あの子と会ったとき感じたのも、ただの、何かの錯さつ覚かく……まぁ、べつに──期待は、していなかったのでございますが」

「…………？」

　伊依はそんな血影の発言の意図が汲くめないまま、とりあえずさきほど真子に託たくされ、そのまま預かっている漆しつ黒こくの球体を取りだした。

「これも虚ブラツ無クホ断ール片パールだよね」

〈ふむ？〉

　勇者が怪け訝げんそうな顔をした。けれどすぐに頷うなずいてくれる。

〈うむ。見覚えはないが、拙者と同質の匂においがする。それも虚ブラツ無クホ断ール片パールであろうな──なんだ、もうほとんど発見しておるのではないか〉

　何やらその態度に不安を覚えないでもなかったが、ともあれ、これで四つ。

　そして──。

「うん」

　伊依はそれまで眺めていた資料を閉じ、満足して頷いた。

「あんな父親でもたまには役に立つ」

　そこに見つけた記述を元に、ひとつの結論をみんなに発表する。

「友樹ちゃんの言うとおりだね、これまで何度も見ていたのに気づかなかった。そうだよね。あのひと──なんとなぁく、特別っぽいかんじだったもんね。うん、虚ブラツ無クホ断ール片パール……最後の一つは怪造学会にあるっぽいね」

　とんとん拍びよう子しに話が進むのが逆に怖こわいが、こういうときは勢いに任せたほうがいい。後こう悔かいも反省もあとからすればいいのだ。……何か重要な見落としがある気がしたが、今の伊依にはそれが何だか思いつきはしなかった。
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「すっかり遅おそい時間になっちゃったねぇ……」

　月明かりのもと佇たたずむ古頃怪造高等学校の威い容ようを眺め、伊依は額に浮うかぶ汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。日本の城に酷こく似じした古頃はあちこち夜光灯で照らされており、不気味である。

　現在は戦時中であり、怪造学会の本ほん拠きよ地ちである古頃怪造高等学校は当然、厳げん戒かい態勢で敵の攻こう撃げきを警戒している。出入にも煩はん雑ざつな手続きが必要であり、怪造学会の構成員である罠奈がそれらの雑多なものをこなしてくれている。

　伊依の実家からも罠奈の車で移動した。彼女が運転したその車は大型だったが、こちらも大人数だったのでぎゅうぎゅう寿す司し詰づめになってしまった。《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》など入りきらずに車のトランクに荷物のように収納されていたくらいである。慣れているからいいと彼は言ったが、見た目が屍し体たいっぽいので変な背徳感が湧わいてきて嫌いやすぎたが。

　伊依は真子を振ふりかえり、膝ひざを折り曲げて視線をあわせた。

「心配しないで、真子ちゃん。影文くんが血影さんに頼たのんだ虚ブラツ無クホ断ール片パール探しをやり終えたら、影文くんの気持ちもちょっとはわかるはず。また次に会ったときには仲直りできるくらいにね──ぜんぶお姉ちゃんに任せなさい？」

　真子がなぜか不安そうだったので、ちょっと心配になって励はげましたのだが、彼女の表情は晴れなかった。どうしたのだろう。虚ブラツ無クホ断ール片パール探しを始めてから元気がないが。長なが丁ちよう場ばで疲つかれているのか、それとも……。

「おぉい、伊依たち。何してんの？　急がないと」

　先に行っていた香美が、こちらに気づいて手をふってくれる。

「今行くよ！　ほら真子ちゃん、もう一ひと頑がん張ばりしよう」

　真子のちいさな手を握にぎりしめ、かくて伊依は要よう塞さい化した懐なつかしい母校へ足を踏ふみいれた。
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　最終兵器の使い手といえど、伊依が怪造学会内で何か権限が与あたえられているわけではない。あくまで善意で協力している古頃の一いつ般ぱん生徒という扱あつかいである。もちろん相手も魔軍への唯ゆい一いつの対たい抗こう手段である伊依をぞんざいに扱いはしないが、機密保持のため古頃のなかでも重要な場所には入らせてくれないし、幹部たちにも滅めつ多たに会えない。

　なので罠奈が同行してくれたのはほんとうに助かった。

　彼女は怪造学会のなかに溶とけこみ、また人望を集めているようで、新人とは思えないほどに顔が広くあらゆる場面に慣れていた。もうちょっと手間取るかと思ったのだが、意外と早く目的の人物に面会が叶かなった。

〈ここだよ〉

　地下へ地下へと下りてゆき、ひとつの扉とびらの前に罠奈が立って手招きする。そこは何の変へん哲てつもないちいさな部屋の出入口で、〝休きゆう憩けい室〟とプレートがかけられている。てっきり物々しい場所に通されると思ったのだが。

　罠奈が扉を開き、みんな静かについていく。

　室内も閑かん散さんとしたものだった。

　どうも、先にきて待っているひとはいないようだが。

〈あれ？〉

　いくつか並べられた長机。畳たたまれたままのパイプ椅い子す。ホワイトボード。あまり掃そう除じもされておらず、やはり怪モン造ステ学イス者トたちの休憩室として利用されているのか煙草たばこの臭においなどが鼻につく。灯あかりをつけ、照らされた室内は誰だれもおらず寂さびしいものだった。

〈先にきて待ってるって話だったけどな？〉

　きょろきょろあたりを見回している罠奈だったが、その疑問に応こたえるものはいない。とりあえず血影が動いてみんなに椅子を勧すすめている。会うべき相手もいないのに寛くつろぐのも気がひけるし、誰も座ろうとしないが。

　しばし静せい寂じやくが場に満たされる。

　みんな、どうしたらいいかわからず戸と惑まどっていると──。

〈…………〉

　不意に、異様な存在感を放っていた《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》が、のっそりと壁かべ際ぎわまで移動し──力強くその壁へき面めんをぶん殴なぐった。

　同時に、ぼとり、と何かが音をたてて落ちてくる。

「うひゃっ!?」

　怪かい異いに慣れていない真子が驚おどろいて伊依の服にしがみつき、香美や血影は警戒し身構える。けれど罠奈が溜ため息いきをつき、そんな張りつめた空気を弛し緩かんさせる。

〈ふつうに待っていてくださいよ。なんで天てん井じように張はりついてるんですか──ほら、みんな驚いてるじゃないですか……鬱うつの宮みや研究部長〉

「うぅ……」

　天井からホラー映画の怪かい物ぶつのように落ちてきたのは、奇き妙みような黒いゲル状の粘ねん液えきだった。ぶくぶくと泡あわ立だち、蠢うごめき、見る間にかろうじて人間に見えなくもないかたちに変形する。

　それは世界に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授アのひとりにして、おそらく唯一の怪モン造ステ学イス者トであり怪モ造ン生ス物ターという特異な存在。

　怪造学会研究部長──鬱うつの宮みや噓うそは、悲ひ嘆たんに暮れたような呻うめき声を細々と漏もらした。

　闇やみを固めたような体たい軀くに、唯一、不自然に浮ういている目玉を罠奈へ向けて。

「……あんたこそ情報は正しく伝えなさいよ………恐おそろしい密度と量の《魔ま力りよく》が近づいてくるから驚いたじゃないの…………魔軍が攻せめてきたかと勘かん違ちがいした……あぁ驚いた死ぬかと思った死んでおけばよかった生きている価値なんてアタシにはないのに………あぁもう何よ何なのよ勘かん弁べんしてよ面めん倒どう事ごとなら嫌よもうアタシなんかに何の用だっていうのよ……うぅ……うぅう……………」

　ぶつぶつと譫うわ言ごとをつぶやいている。相変わらず恐ろしく根暗なかんじだった。声を聞いているだけで陰いん々いん滅めつ々めつとしてくる。

　男だか女だかもわからない不思議な声こわ音ねで、鬱宮は独り言をつぶやいている。

　そんな彼に力強く歩み寄るものがいた。

　生ける屍しかばねの勇者──《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》だ。

〈久しいな。《迷カオ路スコ王ア》〉

「捨てた名前よ《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》……」

　鬱宮は大きな泡あわをいくつか身体からだに浮かばせ、いくつか触しよく手しゆのようなものを伸のばして勇者の身体をまさぐった。親愛を示しているのか攻こう撃げきしているのか意味はないのか何もわからない。異形のものたちのコミュニケーションは難しすぎる。

「あんた生きてたのね………竜りゆう王おうに焼き滅ほろぼされたって聞いてたわよ……それから音信不通でさ………数少ないお仲間なんだから心配させないでよね………」

〈こちらも自分は死んだものと決め、二度と煩わずらわしい虚界アンダカの事情には関かかわるものかと思っていたのだがな──どうも、おちおち死んでもいられぬ事態のようではござらんか〉

「ふぅん………そのまま死んでおけば楽だったのにね………ご愁しゆう傷しよう様さま………」

　鬱宮は集まった面メン子ツを眺ながめ、何事か思案している。

　そんな不思議な怪モ造ン生ス物ターをじっくりと凝ぎよう視しし、伊依はさきほど探し見つけた父の遺のこした資料の記述を思いだしていた。

　研究部長、鬱宮噓。

　正式名めい称しよう──《迷カオ路スコ王ア》。

　ランクづけ不可。分類は虚きよ無む。偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーにして禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー。怪モン造ステ学イス者トに怪造されることなく現界カナイに出しゆつ没ぼつする怪モ造ン生ス物ターを偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーと呼び、怪造学会により怪造を禁止された怪モ造ン生ス物ターを禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーと呼ぶ。偶発的と禁忌に同時に認にん定ていされるものは数少なく、またその危険性は途と方ほうもない。同様の立場のもので例をあげると《鳳フエニ凰ツクス》や《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》などが有名どころか。

　それらに比べれば無名だが、《迷カオ路スコ王ア》はその希少さ、怪造学への貢こう献けん度ではほかに類を見ない。言葉を識しり、人間と関わり、社会的立場すら得た希け有うな怪モ造ン生ス物ターである。

　あらゆる怪モ造ン生ス物ターは《魔力》と呼ばれる人間の生命力を吸収しつづけることで現界カナイに存在している。例外はない。それは怪モ造ン生ス物ターの性質であり弱点でもある。怪モン造ステ学イス者トに怪造されなかった偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーなどが人間を襲おそう確率が高いのは、人間を殺し糧かてとして《魔ま力りよく》を得るためなのである。

　だが《迷カオ路スコ王ア》は珍めずらしいかたちで《魔ま力りよく》を吸収している。

　取り引きである。

　彼は虚界アンダカについて、怪モ造ン生ス物ターについての識りうる知識と交こう換かんに、怪モン造ステ学イス者トから《魔ま力りよく》を得ている。怪造学が彼から得た知識と成果は生半可なものではなく、怪モ造ン生ス物ターながら研究部長という幹部待たい遇ぐうで扱あつかわれているのも、その貢献度から鑑かんがみれば当然ともいえる。

　ただ、彼はある意味では虚界アンダカの裏切りものである。

　仲間たちの情報を切り売りし、現界カナイでの立場を保っているのだ。鬱宮が変に自じ虐ぎやく的なのもそのあたりの罪悪感が関係しているのかもしれない。単にそういう性格なだけかもしれないが。

《迷カオ路スコ王ア》はかつて伊依の父にして伝説の怪モン造ステ学イス者ト、空井滅作に怪造され、取り引きし、その相棒となり知ち恵え袋ぶくろとなり怪造学会に居場所をつくったという。己の目的のためなら悪あく魔まとの契けい約やくすら辞さない父らしいといえばらしいが、滅作の資料に《迷カオ路スコ王ア》について載のせられていたのはそれが理由である。

　何でも昔はともに事件を追いかけ、解決したりしていた相棒だったとか。

　伊依にとっての桃もも子こや梅子が、滅作にとっての鬱宮だったのかもしれない。

　そういえばまだ滅作が髑どく髏ろの首くび飾かざりとして伊依にぶらさがっていたころ、たまに鬱宮の話をしていた。その口調は怪モ造ン生ス物ターを道具と思う父にしては珍しく親しげだった。鬱宮に会うまで伊依は彼を人間の怪モン造ステ学イス者トだと勘違いしていたくらいである。

　あの父にも怪モ造ン生ス物ターと触ふれあい、協力して活動していた時代があったのである。

　何だか──嬉うれしかった。

「ふぅん……よくわからないけど………面倒くさそうなことになってるのねぇ……とっくの昔に大公殿でん下かからアタシは忘れられてると思ってたけど………今になってお呼びがかかるとは思わなかったわ………」

　こちらの事情をひとしきり語り、虚ブラツ無クホ断ール片パールを集めるという目的を伊依が代表して語ると、鬱宮は億おつ劫くうそうに身を揺ゆすらせた。

「どうせ空井滅作がアタシの正体でも書き留めてたんでしょ………そうよ、アタシも虚ブラツ無クホ断ール片パールよ………虚無大公が虚界アンダカの裏切りものとして追放されたときに創造された………全ぜん盛せい期きの虚無大公の力が分割された五つの虚ブラツ無クホ断ール片パール、そのひとつね………虚界アンダカに対して反はん抗こう的っていうか、裏切りものっぽいのは虚ブラツ無クホ断ール片パールの共通項こうなのかもね………」

　うん？

　そのとき何か疑念が頭を掠かすめたが、伊依にはその正体がわからなかった。

　釈しやく然ぜんとしない感覚になったが、今はとりあえずその不可思議な疑問は脇わきに置いて、伊依はちょっと気になることを尋たずねてみた。

「あの、鬱宮さん。気になってたんだけど、なんで虚無大公は虚界アンダカを追放されたの？　裏切りものって？　虚無大公って虚界アンダカのなかでも偉えらいひとだったんでしょ？　よっぽどのことをしなきゃ切り離はなされたりしないと思うんだけど──」

「あんた………」

　鬱宮がとても嫌いやそうな声で呻うめいた。

「聞きにくいこと……あっさり聞くわね……ほんと父親に似てるわ…………初めて見かけたときから気に食わなかったのよ………あぁ忌いま々いましい……」

「あたしと父さんは似てません。超ちよう似てません」

「滅作が生きていても同じことを同じ口調で言ったでしょうよ……くくく……」

　笑い声を漏もらし、鬱宮は陰いん鬱うつにつぶやいた。

「なぁに。大したことじゃないわ。人間の世界でも珍しくないこと。いつだって、王者が部下を切り捨てる理由は決まってるものよ……虚無大公は魔ま王おうの怒いかりに触ふれたの…………怪モ造ン生ス物ターとしての禁忌を破ってね………あぁ」

　鬱宮は合が点てんがいったような声をあげ、その場に煮にくずれた。

「なるほど。なるほど………今になって虚ブラツ無クホ断ール片パールが集めだされた理由がわかったわ………全すべては虚無大公の復ふく讐しゆうなわけね………でもどこからが思おも惑わくどおりなのかしら………そもそも虚無大公をそこまで必死にさせる本質的な理由は何………？」

「こらこら」

　伊依は鬱宮のどろどろした身体からだを指で弾はじいた。

「ひとりで納なつ得とくしてないで、わかるように説明してよ。だから虚無大公が追放された理由は何でなの？　それで今、虚無大公は何を求めてどんな理由で虚ブラツ無クホ断ール片パールを集めさせてるの？　ねぇってば」

「似てるわ……ほんと父親に似てるわよ………考え事くらいゆっくりさせなさいよ……」

　ぶつぶつ恨うらみ言ごとをつぶやきながら、鬱宮は静かに言い放った。

「虚無大公が追放されたのはね………単純な理由よ。王者は自分の権けん威いを、立場を、生命を脅おびやかそうとする部下を容よう赦しやなく切り捨てるものでしょ……？　虚無大公はね………偶ぐう然ぜんか故意にか創つくりあげてしまったのよ……禁断の虚界アンダカ殺し、魔王そのものを損そこなうことができる存在をね……」

　虚界アンダカ殺し。禁断の存在？　何だそれは。

　絶句する伊依たちに、鬱宮が当然のように宣告してくる。

「何を驚おどろいてるの？　それはあなたたちもよく知っている存在でしょう……？　虚界アンダカ殺しの正体は──虚界アンダカの論理の外にあるもの……それゆえに虚界アンダカにおける絶対者たる魔王をすら損なえるもの…………そう……それは怪造学三大禁きん忌きのひとつ……」

　かくて、その名前が再び怪造学の歴史に刻まれる。

「物ぶつ造ぞうよ」
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　戦たたか橋はし危あやう香かは怪モン造ステ学イス者トではない。

　怪かい造ぞう学は公式的には何の資格もないが、形式的に怪モン造ステ学イス者トと呼ばれる役やく柄がらは存在する。難しい試験を突とつ破ぱし、選ばれたもののみが取得できる政府非ひ公こう認にんの資格で、それは怪造学を統とう轄かつする怪造学会という組織から与あたえられる『あなたは怪造をしてもいいですよ』という認可に等しい。

　そんな怪モン造ステ学イス者トに憧あこがれ、学ぶものを怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グと呼び、彼らにも手続きを経れば怪造学会から一時的に怪造するために必要不可欠な道具──《門》ＧＡＴＥが与えられる。この当時はまだ怪造学の専門学校はなく、専せん攻こうできる塾じゆくなどもなかったので、怪造学を学びたいものは知識と技術ある誰だれかに個人的に教えを請こうしかない。

　危香も、そんな──怪造学を教えて授業料をもらう雇やとわれ怪造学講師である。

　もっとも、今のところ唯ゆい一いつの生徒である砲ほう矢やと倉くら波なみも怪造学を熱心に学びたがっているわけではない。面おも白しろ半分、ゲーム感覚である。そんな彼らに授業をしているのは、ひとえに砲矢の母である陸りく戦せん坂ざか盾たて乃のの存在があるからだ。

　危香と盾乃は親友である。

　盾乃とは高校生だったころからの付きあいだが、いつも彼女には心配されている。怪造学を愛し、取り憑つかれるようにして探求する危香は、放ほうっておくとそればっかりに集中して働かないのである。そんな旧友を見かねて息むす子ことその友達の家庭教師をしてくれと、善意で頼たのまれているのだ。無む下げにはできない。

　ただ──これでいいのかと、危香は思うことがある。

　自分に、誰かに怪造学を教える資格があるのか。

　怪造学は才能がないものを拒きよ絶ぜつする。虚界アンダカと繫つながり、怪モ造ン生ス物ターを怪造するには生まれもった資質が必要なのだ。危香にはそれがなかった。危香は怪造ができないのだ。

　才能がなかった──のだろう。

　いわゆる怪造学の才能というものが、ＤＮＡに刻まれた宿命的なものなのか、生おい立ちや生活環かん境きようによるものなのか、怪造ができるものとできないもの、その差異は何なのか……それはいまだに明らかにされていない大いなる謎なぞである。

　ただどうあがいても危香には怪造ができない。それは純じゆん粋すいな事実だった。虚界アンダカに触ふれられないそんな自分が、いくら愛しているからといって、詳くわしいからといって、怪造学を教えてもいいものか。

「ふぅー……」

　紫し煙えん混じりの息を深く吐はきだし、ぐちゃぐちゃ考えていた危香は長い髪かみの毛をかきまぜた。気が滅め入いる。授業をした後はいつもこうだ。授業は好きだ。愛する怪造学について好きなだけ語れるのだ。お金も手に入るし、砲矢たちも嫌きらいではない。良い仕事だ。

　けれど、たまに途と方ほうもなく虚むなしい気持ちになる。

　ほかの生き方があったかもしれない。自分は何か根本的に間ま違ちがっているのかもしれない。これは自分の正しい人生ではないのかもしれない。周りから見たら馬鹿でしかないだろう。才能のなさを棚たなに上げて、歩むべきでない道を進んでいる──愚おろかな女。

「神様は……なんで、私に才能をくれなかったのかねぇ」

　危香はぼやきつつ、手にしたスコップを空へ向けた。

　場所は陸戦坂の屋や敷しきからそう遠くない山間で、鵬おおとり山やまと呼ばれる悪名高き禿はげ山である。乱開発の煽あおりを食くらって木の生えない環境になってしまった。暇ひまさえあればここにきてあちこち掘ほりかえすのが危香の趣しゆ味みだった。

　疲つかれれば休み、服が汚よごれるのも気にせずその場に寝ね転ころがる。どうせこんな辺へん鄙ぴな場所になど誰もこない。恥はじも外聞もない。社会不適合な変人のことなど誰も気にしない。

　転がったままスコップに足をかけ、空をしゃくりあげる。

　もちろん何が掘れるわけではない。空には届かない。自分のやっていることも、これと同じように無意味なものなのかもしれない。嫌いやになる。

「……神様じゃねぇから、知らねぇ」

　危香の独り言に、乱暴に応こたえる声があった。

　巨きよ体たいだ。よくよく見ればかなり高こう齢れいの人物である。男だ。否いな、老ろう爺やと呼ぶべきだろう。背せ丈たけが山のように高いうえ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしているので老いを感じないが、その顔面を非人間的に見せている髭ひげと長い髪は見事なまでに純白である。

　酒飲みなのか、赤ら顔だ。

　不思議なその老爺は堂々と危香の手にしたスコップを奪うばうと、そのへんを無造作に掘りはじめる。ざっくざっくと小気味よい音がして、見る間に地面が削けずられていく。

「ちょ……おい、こら爺じいさん」

　危香は身を起こし、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな老爺を睨にらみつける。

「ひとのスコップ勝手に握にぎってハイホーハイホー元気いいじゃねぇか。何やってくれてんだこら。ここいら全部は私が見つけた発はつ掘くつ現場だぜ」

「あぁん？　ここは私有地だろうが。誰が掘ろうと同じく犯罪だ」

　老爺は気にも留めず、押し殺したような渋しぶい声をあげる。

「だったら骨と皮しかねぇようなおまえより、俺のほうが掘るのに適してんだろうが。文句あんのかこら。てめぇみたいな細ほそ腕うでじゃ百年経たっても何も掘りだせねぇよ」

「言ってくれんじゃねぇか爺さんよぉ」

　危香は煙草たばこを地面で潰つぶして消し、老爺を指さして居丈高に告げた。

「どこの誰だれかは知らないが、掘るなら掘るで見当くらいつけて掘れ。そこじゃない。私のつくった資料によるとそこよりもっと向こう──」

　言うと、意外とすなおに老爺はそちらへ歩き、スコップを振ふりあげる。

「ここらへんか？」

「……あぁ」

「んじゃ掘るぞ。あん？　何見てやがんだこら？　ぼうっと見てる暇があったら茶でも淹いれやがれ」

　何だこの爺さん。

　危香はそこにきてようやく状じよう況きようが変なことに気づき、やる気なく老爺に問いかけた。

「あの……つうか──何だよあんたは？　何してんの？　ただでさえ近所の連中に変人変人呼ばれてんだからよぉ、あんたみたいな怪あやしいのといっしょにいるとまた悪い噂うわさが広まるじゃんかよ……」

「知るか。てめぇの社会的立場なんか」

　老爺はその獰どう猛もうな体たい軀くを揺ゆらし、懐ふところから一冊の本を取りだすと──こちらに投げてきた。相変わらずぶっきらぼうに、獣けものみたいな声で語りつつ。

「俺にとっちゃ本なんざちり紙だが、こと怪造学関係のもんはその例外だ」

「これ……」

　危香は投げられた本を受けとり、ちょっと驚おどろいた。それは危香が自分で書いた、砲矢や倉波に授業をするために自説や資料をまとめた本だった。

　何でそれをこの変な老爺がもっているのか。

「うちの近所の倉波って子供ガキがな、『この本に書いてあることが正しいかどうか専門家の意見を聞きたい』──とかな、生意気なことぬかしやがるからよ。読んだ。なかなか生徒に好かれてんじゃねぇか……危香先生？　あの鉄面皮の倉波が『価値のある内容なら先生も報むくわれる』云うん々ぬんと甘っちょろいことを言いやがって、ありゃあ笑えた、笑えた」

　専門家。

　そこで遅おそまきながら危香は気づく。

　この老爺は両手に怪モン造ステ学イス者トを示す一対ついの腕うで輪わ──《門》ＧＡＴＥを嵌はめている。しかも色は金色だ。金色。それは怪モン造ステ学イス者トの上位に位置する怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの証あかしである。

　まさか、この老人は──。

「俺の名前は無む城じろ美び国くに」

　驚く危香に、無城美国と名乗った奇き妙みような老爺は子供みたいに笑いかけた。

「で、どこを掘れば怪造学の謎なぞに近づけんだ？　本を読んでもよくわかんなかったんだ──教えてくれよ、危香先生？　あんたの考えが事実なら……とんでもねぇ発見ができるかもしれねぇんだよ」

　戦橋危香と無城美国。

　怪造学の歴史において、後に不ふ名めい誉よな悪名を轟とどろかせることになる──因いん縁ねんのふたりの、それが出会いだった。

　空すか井いい伊い依よりが魔軍との戦いを繰くりひろげる、その二十年前の物語である。
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　剣けんは噓うそをつかない。

　武器に思考はない。そこに善悪の判断はない。善行を為なすのも悪行を犯おかすのも武器を操あやつる使い手自身である。ならば剣とは己おのれ自身の善悪を──心の在り方を映す鏡でしかなく、戦せん闘とう行こう為いそのものも己の悪徳、または正義感を証明する作業でしかない。

　相手を打ち倒たおすためにどれだけ努力を積み重ねてきたか。

　寝しん食しよくを惜おしむように精しよう進じんし、剣けん技ぎの──ひいては正義のことを考えてきたか。

　生しよう涯がいを、どれだけ多く剣の一ひと振ふりを研とぎ澄すませるため費ついやしてきたか。

　その証左が、結果が、刹せつ那なのうちに判決されるのが戦闘行為というものである。

　少なくとも戦たたか橋はし舞まい弓ゆみにとって、戦闘行為というのはそういうものだったし。

　正義というのも、そういうものだった。
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　剣けん道どう場じようである。

　現在、あらゆる騒そう動どうの中心地となりつつある夢ゆめ追おい坂ざかの町──その中央部にひっそりと佇たたずむ公民館である。剣道場は言うに及およばず小規模の体育館や博物館、さらに周辺地域では随ずい一いちの蔵書量を誇ほこる図書館などの設備が完備されているのだが、今は戦時中だ、人気は皆かい無むである。剣道場にて竹刀しないを打ちあう軽かろやかな音だけがやけに大きく響ひびいている。

　季節は夏。扉を開け放っているとはいえ、蒸むされた熱気が隅すみ々ずみまで籠こもっている。

　中央。約十メートル四方の試合場にて、一足一刀の間合いで向かいあう剣士がふたり。黒い防具と白い防具で、見た目によく区別しやすい。体格は黒いほうがやや勝まさっているが、勢いと吶とつ喊かんの苛か烈れつさは白いほうに分があった。

　否いな、弱い犬ほどよく吠ほえるの諺ことわざにあるとおり、白いほうの激しさは子こ供ども騙だましの虚きよ勢せいにすぎない。一見、果か敢かんに攻せめているものの──有効打にならない剣打など体力を消費させるだけの徒労である。

　防具を嵌め、竹刀を握にぎり、同じような格好で一対一で相対すると──自分と相手の境目が揺ゆらいでくる。いつしか敵は鏡映しの己自身となり、自分の弱さを反映し、そこを隙すきと見て刹那のうちに打ってくる。

　体力が無む尽じん蔵ぞうであろうと技術が一流であろうと。

　心に隙が──弱さがあれば、絶対に相手には勝てないのだ。

　白いほうが突とつ進しんし、厳しい鍔つば迫ぜりあいが行われる。何度か白いほうは勝利を焦あせって打ちこむが、乱れた心では太た刀ち筋すじを歪ゆがめてしまう。残心も無様なものだ。竹刀における物打の打だ突とつ部分──真しん剣けんならば相手を殺傷しうる有効打だ撃げき部位は、巧たくみに避さけられ、逸そらされる。

「悩なやみごとがあるのですね、舞」

　黒いほうが、冷ややかな声でつぶやいた。

「そんな状態では──何百回やっても私には勝てませんよ」

　雷いかずちのごとき逆ぎやく胴どうが、白い防具を強したたかに打ちつけた。

　一本。
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　みんみん蟬ぜみが鳴いている。

　剣道場の縁えん側がわに腰こしかけ、白い防具を装着した剣士──戦橋舞弓はそよそよとした涼すずしい風を感じていた。直射日光が肌はだを焼き、お世辞にも快適とは言いがたいが、舞弓は暑さ寒さにはわりと強いほうだ。我が慢まんできなくもない。

　紐ひもを緩ゆるめてまず小手を脱ぬぎ、同じく手慣れた仕草で面を外す。邪じや魔まな髪かみの毛をまとめるために巻いた手て拭ぬぐいもあっさりと引き抜ぬく。汗あせで湿しめった純白の髪が解き放たれ、風にのってさらさらと流れる。

　一筋だけ流れた汗の粒つぶを手拭いでさらい、打たれた腰をみじめに撫なでる。

　面を外したことにより視界が広がり、戦せん闘とうの昂こう揚よう感かんも水がひくように霧む消しようしていく。魂たましいが抜けたような表情になり、舞弓はその特とく徴ちよう的な深しん紅くの瞳ひとみでぼんやり正面を眺ながめる。

「…………」

　舞弓は目を閉じ、深々と溜ため息いきを漏もらした。

　負けた。完かん膚ぷ無なきまでに。言い訳はすまい。相手の言うとおり、今の状態では何百回やっても勝てないだろう。剣道にかぎらず武術の多くは己自身と相対する鏡映しの戦いであり、勝負において心を乱し、気持ちを律せずにいた自分が勝てるわけもない。

　舞弓は迷いのなかにいた。

　物事について深く考えることはないと周囲のものには思われているかもしれないが、これで舞弓は些さ細さいなことに思い悩む性しよう分ぶんなのである。すぐに蹲うずくまって鬱うつ々うつとした思考に溺おぼれてしまう。もともと依い存ぞん心しんは強いほうだから、そうなると誰かに頼たよって醜しゆう態たいを晒さらすことになる。

　まさに張り子の虎とらか。

　強くあるのは見た目だけで、少しも内実が伴ともなわない。これではだめだ、変わらなくてはと思うのだが──うまくいかない。歯は痒がゆい。

「ふむ」

　腕うで組ぐみし、下へ手たな考え休みに似たりかと、後ろに倒れこんで天てん井じようを見あげた。そんな舞弓の全身に影かげが重なり、誰かが傍かたわらに仁に王おう立だちしてくる。

　見あげると、黒い防具をまとった人物が苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしていた。

　借りものの防具。手拭いは頭に巻いたまま。こちらは舞弓とちがって汗ひとつ流していない。

　彼の名前は倉くら波なみ無な楽らく。

　さきほどまで舞弓と試合をしていた黒い防具の剣士であり、舞弓とは浅からぬ因いん縁ねんのある男である。彼は舞弓の養い親、陸りく戦せん坂ざかという一家の長男──陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢やの無二の親友であり、幼いころから舞弓とも親交があった。有り体ていにいえば幼なじみである。

　子供のころから不器用で、おまけにほんとうの親がいない境きよう遇ぐうから周囲に馴な染じめずにいた舞弓にとって、数少ない心の許せる相手だ。もっとも、以前、倉波がとある事情により狂くるい──世界の敵として暴ぼう虐ぎやくを尽つくしたことにより、舞弓は彼と敵対し、友の協力を得てその野望を粉ふん砕さいし、それ以降は決別していたのだが。

　何でも倉波は怪造学会により身み柄がらを確保され、罪を帳消しにする代だい償しようとして働かされているらしい。倉波のやったことから考えて処しよ刑けいされていても不思議ではなかったので、もう舞弓は彼については心の区切りをつけ、努めて考えないようにしていた。だからこうして再会しても、お化けと出会ったような気持ちで、喜びも恨うらみも湧わいてこないのが正直なところだった。

　彼は舞弓にとって決して許せないことをした。その罪は消えない。けれど永遠に恨みつづけるつもりもない。哀かなしみも怒いかりもそう容易たやすくは整理できないが、もはや彼とは正々堂々と戦い因縁にも終しゆう止し符ふを打ち、けじめはつけた。決着はついているのだ。

　舞弓には今現在、倉波をどうこうしようという考えはない。

　当然、彼が再び狂くるい、この世の鬼おにとなるようなら、また叩たたきつぶしてやるつもりだが。

「お行ぎよう儀ぎが悪いですよ、舞」

　言いながら、倉波がよく冷えたペットボトルのお茶を寝ねころんだ舞弓の額に載のせてくる。姿が見えないと思ったら自動販はん売ばい機きか何かで飲み物を買ってきてくれたらしい。

　倉波は舞弓のことを舞と呼ぶ。

　幼いころから変わらないその愛あい称しようが、どこか嬉うれしかった。

　舞弓は起きあがり、寝転んだことで乱れた白はく髪はつを手で整える。気負わずに隣となりにいられる、幼なじみという心ここ地ちいい関係が──今の舞弓には快かった。しばし微睡まどろむようにぼんやりとして、舞弓は真っ直すぐに倉波を見つめた。

　今日、舞弓はずいぶんと久しぶりに彼と再会した。彼との決別となった《愛シヤリ天テコ使ラール》事件──あの忌いまわしい黒と白に彩いろどられた世界の危機から、実に一年ぶりの対面だった。伝えたい言葉は多くあるような気がしたが、幼なじみにそんなものは必要なかった。会話して意思の疎そ通つうをしなくても、お互たがいに何を思っているかは手にとるようにわかるのだ。良くも悪くも長い付きあいなのである。

　倉波の話を聞くかぎり、たぶん、彼はこれまでに何度も舞弓に接せつ触しよくする機会があったはずなのだ。彼は現在、怪造学会本部と化した古こ頃ころ怪造高等学校で働いているということだし──ごく近所にいたのだ。特に拘こう束そくされているわけでもないようだし、顔を見たいと思ったならいつだって会いにこれたはずだ。

　なのに彼は今の今までそれを先延ばしにしてきた。

　二度と舞弓の前に姿を現すつもりはなかったと、倉波はそう言っていた。それでも彼が会いにきてくれたのは、何かしらそれが必要だと判断したからなのだろう。冷血で、合理的で、それでも彼は人間で、舞弓にとっては昔から〝頼れるお兄ちゃん〟である。悩なやみのなかにいる舞弓をそれとなく察して、禁を破って再び会いにきてくれたのだ。

　すなおに感謝したい。

　いきなり剣けん道どう場じように呼びだされて逆ぎやく胴どうで一いち撃げき、厳しく強きよう烈れつな叱しつ咤たをぶつけてくるとは思わなかったが──まぁ、舞弓は言葉で諭さとすよりまず身体からだに教えてやったほうがいいと彼は経験からわかっていたのだろう。動物の躾しつけみたいだが、一面の真実ではある。

　おかげで気持ちがすっきりした。まだ曖あい昧まい模も糊ことした鬱うつの念は漂ただよっているが、何となく自分が何に悩まされているか、何が気に食わないのかわかってきたように感じた。

　舞弓は飾かざらない気持ちを、丁てい寧ねいに紡つむぎだした。

「強くなりたい」

　懐ふところから眼鏡めがねを取りだし、装着して、倉波が目を細める。

「あなたは充じゆう分ぶんに強いでしょう。剣道の試合では私に一日の長がありましたが、真しん剣けんな殺しあいでは相手になりませんよ。以前のように呪具で身体能力を強化していても、もう私ではあなたには勝てないはずです。聞いていますよ、私を倒たおしてからの、あなたの輝かがやかしい戦績は──」

「私の戦績ではない」

　舞弓は卑ひ下げするでもなく、当たり前のように言った。

「私は何もしていない。私は誰にも勝ってはいないのだ。そもそも君にも、独りでは勝利できなかっただろう。仇あだ祭まつり遊ゆうには負けた。《零バロン時ヘロ鏡メロ》のときは私は私ではない化け物だった。無む城じろ鬼き京きようには翻ほん弄ろうされ、ヴェクサシオンにはいいようにあしらわれ、虚界アンダカの大公たちには相手にもしてもらえない──私は、誰とも戦っていない。勝利もまた、ない」

　うまく言えないけれど、必死に心にある気持ちをまとめて、吐はきだした。今はただ聞いてほしかった。弱音を漏もらしたいわけではない。自分の現状を正しく整理し、それを聞いてもらい、背中を押してほしい。

「勝ってきたのは伊い依よりだ。私はその尻しり馬うまに乗っていただけだ。何が戦士と魔ま法ほう使つかいだ、適材適所だ──私は彼女にばかり無理をさせてきた。恩があるのに、友達なのに、相棒なのに、私はあの背のちいさくて戦う力なんかどこにもない、そんな伊依を矢やお面もてに立たせ安あん寧ねいを享きよう受じゆしてきた卑ひ怯きよう者ものだ」

　拳こぶしを握にぎりしめ、舞弓は深しん紅くの瞳ひとみで空を見あげた。

「いつからか、置き去りにされていた。背中あわせで戦えば、私たちは誰だれにも負けない互いを補いあえる最高の相棒なのに。いつのまにか私は彼女の背中すら見えなくなっていた。彼女は戦っている。私は戦っていない。私は、彼女に追いつきたい」

「追いつきたい……ね」

　倉波は遠い目をして、珍めずらしく微笑ほほえんだ。笑みというには自じ虐ぎやく的なものだったが。

「私もいつもそう思っていましたよ。追いつきたい。置いていかれたくない。けれどけっきょく、最後まで追いつけませんでした。砲矢にはね、辿たどりつけませんでした。人間、しょせんは誰もが他人、異なる道を歩んでいるんですよ。追いつけない相手には──追いつけません」

「けれど別の道を歩く器用さは、私にはない」

　明鏡止水の面おも持もちで、舞弓は宣言した。

「歩むなら正道を。そこが伊依の歩いている道。私が進むべき道だ。死に物狂ぐるいになっても私は追いつくぞ──うむ」

　立ちあがり、舞弓はそばに置いていた竹刀しないを握りしめると天に掲かかげた。

「武士道とは死に物狂いで進みつづけることと見つけたり！　いざ鎌かま倉くら、この戦橋舞弓……たとえ死せども生首だけで飛びまわり、君を助けるために正道を驀ばく進しんせし！　待っていろ、伊依──！　ふははははははは！」

　呵か々か大たい笑しようする舞弓を眺ながめ、お節せつ介かいするだけ君には野や暮ぼでしたか、と倉波が昔よく義兄あにに見せていた気の抜ぬけた笑えみを浮うかべていた。
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　公民館から車でほんの数分。

　地上を焦しよう土どにせんばかりの直射日光を浴びながら、それでも汗あせひとつ浮かべず倉波無楽は怪造学会の本ほん拠きよ地ち──古頃怪造高等学校へ帰り着いた。相も変わらず怪モ造ン生ス物ター相手に意味があるのか不明な厳重警備のなか、必要な手続きを経て敷しき地ち内に踏ふみこむ。

　もともと犯罪者であり怪造学会の役に立つことと引き替かえに身み柄がらの自由を確約されている倉波なので、それらの手続きも鬱うつ陶とうしいほどに多い。外出許可を得るのにも苦労した。

　虚界アンダカに囚とらわれた魔ま姫きを彼女が幽ゆう閉へいされた牢ろう屋やごと抉えぐりぬき、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》として完成させる方法を示して、怪造学会本部の信しん頼らいを得ていなければ不可能だっただろう。そうして売っておいた恩も今回の外出許可を得たおかげでおじゃんだが。

　まぁいい。後こう悔かいはしていない。

　これでほんの少しでも、あの向こう見ずな侍さむらい少女への罪つみ滅ほろぼしができたとも思わない。今日の行動は気まぐれである。倉波には極きわめて珍しい、思いつきだ。けれど倉波が心配しなくても舞弓は彼女らしい真っ直すぐさで日々を戦いぬく覚かく悟ごだった。

「ほんとうに……兄きよう妹だいそろって──私を役に立たせてはくれないんですから、腹の立つ」

　苦笑とともに愚ぐ痴ちを吐くと、同時に自分を呼ぶ声が聞こえた。

〈倉波先生〉

　古頃怪造高等学校の出入口付近。複雑に枝分かれした廊ろう下かの角から、ひょっこりと見覚えのある人物が顔を出す。ある意味では便利なことに、顔を見るだけで誰だかわかる目立つ風ふう貌ぼうをしている相手である。

「あぁ虚こ島じまさん、出で迎むかえありがとうございます」

　三つ編みと鉄仮面という冗じよう談だんのような容貌の彼女に、倉波はにこりとも微笑まず挨あい拶さつをした。基本的に倉波は無む駄だに愛想は振ふらない。

　相手もそれは弁わきまえているようで、特に気分を害することなく肩かたをすくめた。

〈倉波先生、この忙いそがしいのにどこへ行ってたんです？〉

「なに。可愛かわいくない幼なじみを励はげましにね」

　冗談ではなかったのだが、なぜか罠わな奈なはくすくすと笑った。失礼なこと甚はなはだしい。そのまま廊下を移動しつつ、とりとめのない会話をする。罠奈は何やら自分に報告しにきたようだが、移動しながら聞いても問題ないだろうと倉波は判断した。

　そのまま自分の研究室へ向かっていると、罠奈が悪いた戯ずらっぽく指をふって言った。

〈てっきり、空すか井いいさんたちと会いたくなくて逃にげだしたのかと〉

「まぁ……それもありますが」

　昨日、空井伊依を筆頭に、ぞろぞろと訳のわからない連中が校舎に泊とまりこんだ。魔ま軍ぐんとの戦せん闘とうの要かなめであり、比ひ喩ゆでなく要よう塞さいである古頃で彼らが吞のん気きに夜を明かせたのは、それだけ彼らのもってきた情報がこちらにとって見過ごせないものだったからだ。

　倉波もざっと概がい要ようだけ整理した資料のかたちで精読したが──。

「しかしまぁ、今になって物ぶつ造ぞうが話題にのぼることになるとはね」

　表情に陰かげをつくり、正直な気持ちを吐はきだした。

「あまり……好きな話題ではないのですがね……」

　倉波は遠い目をして、もう記き憶おくのなかにしかない在りし日の風景を幻げん視しした。不思議な学問を教えてくれる奇き妙みような家庭教師と、最後まで理解できなかった親友にして天敵の少年。あの光景のなかで笑っていたもので、今日まで生きのびたのは自分だけだ。

　危あやう香か先生。砲矢。

　あのころ何も知らずに未知の学問に触ふれ始めた自分が、今では先生と呼ばれているのだから時間が流れるのは早い。否いな、もはや倉波は教職ではないのだが、罠奈はついこの間まで先生と呼んでいた相手を同どう僚りようとして扱あつかえないのか、いまだに教師に接する優等生みたいな態度である。

　それが嬉うれしいやら情けないやら。

「そもそも、虚島さん──物造とは、いったい何だと思いますか？」

　複雑な気持ちを抱いだきながらも、こちらも気持ちを切り替えられず生徒に語りかけるようにしてしまう。場所も悪い。ここは多少の変化はあれど古頃怪造高等学校なのだから。

　まぁ、倉波は新生古頃と呼ばれるいちど壊かい滅めつしてから再建された校舎で教きよう鞭べんをとったことはないのだが、雰ふん囲い気きは同質なので──どうしても気が散ってしまう。

〈はい〉

　罠奈は少しだけ考えこみ、三つ編みを揺ゆらして小首を傾かしげた。

〈質問の意図がわかりかねるのですが──まぁ、奇きを衒てらわずに〝優等生〟らしくお返事することにします〉

　罠奈も同じようなことを考えていたらしく、そのようなことを言いながら。

〈まず大前提として、虚界アンダカからは生命いのちをもったものしか召しよう喚かんできない。物造はこの前提を覆くつがえし、生命をもたないものを召喚する技術──と、いったかんじでよろしいでしょうか〉

「まぁ満点ではありませんが、話のきっかけとしては上等でしょう」

　倉波は微笑ほほえむ。全すべての生徒が罠奈のように物わかりもよくすなおなら、教師という仕事も楽だったろうに。

「では、そこでクエスチョンです。どうして虚界からは生き物しか召喚できないのでしょう？」

〈…………〉

　罠奈はしばらく考えていたが、やがて簡単に思考放ほう棄きして肩をすくめた。

〈さて。思いつきませんが〉

「応用に弱いですね。柔じゆう軟なんな発想もできないと百点までしかとれませんよ」

〈優等生なもので。……それに、倉波先生に言われたくないですよ？〉

　意外と嫌いや味みったらしい。否、打たれ強くなったのか。学生だったころより罠奈は成長したように思う。誰だれかの影えい響きようが見え隠かくれするのだが、倉波は考えないことにした。

　そして、罠奈もおおよそは想像がついているだろう解答を披ひ露ろうした。

「まぁ単純な話──物造を不可能にしている最大の原因は《魔ま力りよく》ですよ」

〈《魔ま力りよく》……ですか〉

「ええ。怪モ造ン生ス物ターは人間の《魔ま力りよく》──生命力を吸い、そのエネルギーを核かくにして現界カナイに存在を留とどめます。例外はありません」

　そう。例外はない。

　強かろうと弱かろうと、どのような属性をもっていようと、喜き悦えつだろうと悲ひ哀あいだろうと憤ふん怒ぬだろうと虚きよ無むだろうと、無関係に──それは厳然とした法則として、基本として、存在するルールである。

　怪モ造ン生ス物ターは《魔ま力りよく》によって現界カナイでの己おのれの存在を保っている。

《魔ま力りよく》が消えれば霧む散さんし、虚界アンダカへ送りかえされる。怪モ造ン生ス物ターが死ねば屍し体たいも残らず消しよう滅めつするのは、死と同時に《魔ま力りよく》が分解され存在を保っていられなくなるからである。

　怪モ造ン生ス物ターとは、そんな儚はかない存在なのだ。

「虚界アンダカというものが具体的にどのようなものなのか、それは怪造学の長い歴史においても観測も立証もできず不明ですが──それは私たちが想像しているよりもなお概がい念ねん的なものらしくてね」

　倉波は推測も交えながら、ひたすらに淡たん々たんと語る。

「虚界アンダカは限りなく遠い隣となりの世界。そう表現すると、さもこの世界と地続きのような、ふとした偶ぐう然ぜんで足を踏ふみいれることができそうな、私たちの生きる現界カナイと同じような世界を想像してしまいますけれど──思うに、虚界アンダカは私たちが本や映画のなかに幻視する曖あい昧まいな虚きよ構こうのような、そう、繰くりかえしになりますが概念的な世界のようなのです」

　本のなかの世界のような。

　触れられない。もちろん自分たち人間が踏みこむことはできない。想像するしかない。

　虚界アンダカはそんな異世界だと推測されている。

　本のなかから物質を引きずりだすことはできない。絵に描かいた餅もちは食べられないのだ。例外は怪モ造ン生ス物ターのみであり、それも人間の生命力を糧かてに短時間だけこの世界に留めていられる蜃しん気き楼ろうのようなものである。

「そのように、概念的な異世界から、私たちの生命力を媒ばい介かいにして、原材料にしてのみ、虚界アンダカのものは現界カナイに存在することが可能となります。逆説的に、生命力を核にしなくては虚界アンダカのものは現界カナイに存在できない。つまり──虚界アンダカから引きずりだしたモノは必然的に、宿命的に生命をもってしまう」

〈だったら……物造は〉

　生命をもたぬものを虚界アンダカから召喚しようという、怪造学におけるひとつの禁きん忌きは。

「不可能なのですよ。理論的にね」

　倉波は断言し、溜ため息いきをついた。

「一＋一が三になるくらいの理り不ふ尽じんで、太陽が西から昇のぼって東に沈しずむくらいの無茶なんですよ、物造は──実際、成功例もほとんどないでしょう？　その数少ない成功例も、私から見れば怪あやしいものですよ……」

　目的地の研究室が見えてきたので、倉波は歩調を速める。

　物造は、ほんとうに──好みの話題ではないのだ。

「今になって物造が注目された理由はわかりませんが、あれは期待するだけ損という類たぐいのものですよ──そんなあやふやな希望にすがるより、効果を失いそうな最終兵器の補強なり魔軍への対策なりを練ったほうが建設的だと思いますけどね」

　正直な意見を述べつつ、倉波は内心で繰りかえす。

　そう。期待するだけ損なのだ。

　物造なんてものは、怪モン造ステ学イス者トたちを破は滅めつさせる──真の意味での禁忌なのだ。

　あのひとも。

　何も得られず、地位も名声も築けず、愚おろか者と嘲ちよう罵ばをうけて死んでいった。

　倉波はほのかな感傷とともに、あの不思議な〝先生〟のことを思いだしていた。

　天才になれなかった、戦たたか橋はし危あやう香かのことを。
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　倉波無楽は呪じゆ具ぐの権けん威いである。

　呪具とは、物造により召しよう喚かんされるとされている生命をもたぬ虚界アンダカの物体──虚マテ界リ呪ア具ルの劣化レプ模造品リカのことである。物造そのものがさきほどの会話のとおり理論的に不可能なものなので、そもそも模造しようにも虚マテ界リ呪ア具ルそのものがろくに記録されていないのだが。

　物造研究に命運を賭かけ、失敗し挫ざ折せつした無む城じろ美び国くに博士はかせと、彼の協力者──〝物造の申し子〟と謳うたわれる史上、唯ゆい一いつの物造を成功させた戦橋危香。彼らが推測し、あるいは妄もう想そうしたいくつもの虚マテ界リ呪ア具ルは、実際には存在しているかどうかも不明な信用ならない架か空くうのものばかりだ。

　そのうちのいくつかは現代科学や怪造学の補助により呪具という劣化レプ模造品リカ、偽にせ物ものとして実用化されたのだが──やはり呪具はそれだけのもので、虚マテ界リ呪ア具ルではない。

　実在しない妄想の産物の、さらに模造品。

　そんな呪具の研究に倉波が専心したのは、誰だれにも言うことはないが──ちょっとした感傷があったのかもしれないと、たまに考えることがある。

　目を輝かがやかせながら物造や虚マテ界リ呪ア具ルについて語っていたあの変な家庭教師が描いた夢を、仮かり初そめでも、偽物でも、実現させてやりたかったのかもしれない、と……そんなことを。

　さきほど倉波自身が罠奈に言ったことは、かつて自分が先生と呼んだ危香に諭さとされたことと同じだ。自分は優等生だ。百点までしかとれない。教科書にない発想をして、新しいものを発明して、歴史に名を残すような天才ではない。

　危香や砲矢とは、ちがう。

　でも。だからこそ。彼らのような本物が遺のこしたものを、上手に繫つなぎあわせ、積みあげて、ひとつの成果として実らせたかった。

　世界に興味がもてない倉波にとって、その作業は──呪具の研究は、かつての楽しかった子供時代の残ざん滓しを味わい、わずかに心を癒いやすものだったのかもしれない。

〈えい〉

　舞弓と会ったせいか、物造という言葉に喚かん起きされたのか、そんなよしなしごとを考えていた倉波の眼鏡めがねを──罠奈がつまんでとる。

　そして鉄仮面の上に眼鏡をかけて、ふふんと胸を張る。

〈どうですか〉

「何をするんですか。そして恐おそろしく似合いませんね」

〈酷ひどいです先生。可愛かわいい教え子に〉

「もう教師ではありませんので。それに私は生活するために仕方なく教師をやっていました。もともと子供は大だい嫌きらいです」

〈聞きたくなかった……〉

　益やく体たいもない会話をして罠奈から眼鏡を取りかえすと、倉波は微笑ほほえんだ。

「失敬。どうも頭がぐちゃぐちゃしているようです。気き遣づかいをさせてすみませんね。頭を冷やしてからそちらへ向かいますからと、鬱宮部長に伝えてくださいませんか？」

〈はぁ……〉

　罠奈は困ったように小首を傾かしげ、それでもすなおに従ってくれた。

〈了りよう解かいです。あ、私も無む駄だ話ばなしをするためにここまでごいっしょしたわけではなくてですね、倉波先生を鬱うつの宮みや部長のところにご案内しようと思いまして〉

　罠奈は首にさげていたカードを倉波に手て渡わたしてくれた。

〈現在、部長は《魔ま姫き宮きゆう》にて実験を行っています。倉波先生の意見を聞きたいらしいですので、気の向くまま頭を冷やしたらそちらへ向かってください。《魔姫宮》にはそのパスで入れます〉

《魔姫宮》はもともと最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》として完成する以前、牢ろう屋やごと抉えぐりだされた虚界アンダカの姫ひめが安置されていた場所である。様々な実験が可能な巨きよ大だい研究施し設せつの一部で、古頃の広大な校庭の地下にある。

　怪造学会本部となった古頃の心臓部でもあるので、パスがなければ関係者でも入れない。パスの入手にはやはり煩はん雑ざつな手続きが必要である。

　倉波にパスを渡わたしてしまえば、罠奈が入れなくなるのだが──。

〈私はてきとうに時間を潰つぶしていますから、それじゃあ……ごゆっくり〉

　喉のどから零こぼれる合成音声でそれだけ告げると、罠奈は倉波の研究室、その正面から立ち去り──廊ろう下かの向こうに消えていった。

「察しが良すぎるのも考えものですね……」

　倉波は独り言をつぶやき、罠奈の背中を見送ると深々と溜ため息いきをついた。

「さて。どうしたものでしょうね」

　ぼやきながら、大きく扉とびらを開く。

　罠奈には見み抜ぬかれていたようだが、倉波が彼女と別れ──独りで自室に入ろうとしたのは頭を冷やしたいという理由ではなかった。無論、思考を整理したかったのもあるのだが。

　それよりも、切せつ羽ぱ詰つまった理由として。

「…………」

　倉波はどういう表情を浮うかべたらいいかわからず、眉まゆ根ねを寄せて渋じゆう面めんをつくった。

　あまり広くはない室内には、所ところ狭せましと並べられた器材や箱や瓶びんが倉波にしかわからない法則性をもっていくつもの机に積まれている。

　そんな室内の、真ん中。

「君はいったい何をやっているのですか……無城鬼京くん？」

　侵しん入にゆう者しや用のトラップに吊つりあげられた女装の少年が、世にも情けない表情で倉波を睨にらみつけていた。
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　無城鬼京。

　古頃怪造高等学校の三年生であり、もともと在ざい籍せきしていた亜あ玉たま怪造高等学校では〝亜玉の魔女〟と謳うたわれていた少年である。

　彼の祖父は良くも悪くも怪造学で有名な物造研究を専門とした怪モン造ステ学イス者ト・無む城じろ美び国くにであり、鬼京も祖父の遺志を受け継つぎ個人的な探求をつづけているということだが。

「何するもこれするもねぇってもんよ、あぁん？　見てわかんねぇならてめぇの両目は節穴だ！　節穴には勿もつ体たいねぇから目玉を抉ってやろうかい!?」

　思いっきり不満そうに、その鬼京は騒さわいでいる。

　鬼おにの角じみた飾かざりが特とく徴ちよう的な──華きや奢しやだが背の高い少年である。目元に赤い縁ふち取どりがあり、女装をしたその姿は歌か舞ぶ伎き者ものそのものだ。

　だが現在、そのバンカラな雰ふん囲い気きにそぐわないくらい、彼は無様な状じよう況きようだった。

　侵入者警備用の罠わなに逆さまに吊りあげられているのだ。

　両手に何やら倉波の部屋にあった大量の呪具をくるんだ風ふ呂ろ敷しきを抱かかえて。

「早い話が」

　さりげなく散らかり、戸と棚だななどを荒あらされている室内を確かく認にんし、倉波は嘆たん息そくした。

「泥どろ棒ぼうですか」

「おう！　おう！　人様をつかまえて盗ぬす人つと呼ばわりたァ元気いいじゃねぇか！　てめぇは何様だァ!?　これはアレだ──ほら、うるせぇ！　悪いか！　ふだん使われもしねぇ呪具なんだからちょっとチョロまかすくらい良いじゃねぇかよ！」

　泥棒だった。

　しかも反省している気配がない。性た質ちが悪かった。

「この厳重に警備された古頃に忍しのびこめたことは賞賛に値あたいしますがね──」

　倉波は眼鏡めがねを指先で直し、この厄やつ介かいそうな少年をあらためて眺ながめる。

　この少年のことは風の噂うわさで聞いたことがあった。

　倉波自身との繫つながりはないが、わりと倉波の周囲の人間と縁えんがある少年なのである。

「まったく……」

　倉波は吊られた鬼京をおろしもせず、腕うで組ぐみして瞑めい目もくした。

「博士はかせそっくりですね。その豪ごう放ほう磊らい落らくで傍はた迷めい惑わくな性格は」

「あん？」

　鬼京は何とか脱だつ出しゆつしようともがきつつ、目を細めてこちらを見つめてきた。

「博士？　爺じいさんのことか？　オッサン、うちの爺じじぃを知ってんのか？」

「誰がオッサンですか。これでも見た目ほど歳とし食っちゃいませんよ」

　ゆるやかに作業机の前、安楽椅い子すに腰こしかけ──倉波はまた溜息をつく。

「怪造学を志すもので、あなたのお祖じ父いさんの名前を知らないものはいませんよ。それに私は個人的にお付きあいもありましたしね……」

「あー……」

　鬼京は何かを納なつ得とくしたように何度か頷うなずいた。

　ぶらぶら揺ゆれている状態で何とも間ま抜ぬけだが、それでも不敵な笑えみを浮かべ。

「そういやあんた爺さんの葬そう式しきで見たかもなァ──大失敗した物造研究の後こう継けいにあたる呪具研究……そんな他人に馬鹿にされる研究を後生大事にやってんだ、爺さんの関係者だとは思ってたぜ」

　盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとはこのことで、彼は自分が風呂敷に包んだ呪具を誇ほこらしげに見せる。

「なぁ、この品しな揃ぞろえ──あんた相当の好きモンだろ？　呪具にちぃっと詳くわしそうじゃねぇか？　そういうやつを捜さがしてたんだ……なぁおいあんた、この俺様の役に立たせてやろうかい!?　絶対に後こう悔かいはさせねぇからさ！　俺様の下僕になって働きやがれ！」

「…………」

　ほんとうに何様なのだろうこの子は。

　礼れい儀ぎ知しらずという次元を超こえて、むしろ面おも白しろい。だがその瞳ひとみに宿っているのは躊躇ためらいもせず己おのれの夢を追い求めるひたむきな意志だ。それは倉波がかつて憧あこがれた親友の瞳であり、その妹である可愛かわいくない幼なじみの意志だった。

　倉波には欠けているもの。そして得られなかったもの。

　永遠に──手にすることができないだろう、きらきらと輝かがやく熱意。

「ふむ」

　倉波はその鉄面皮を動じさせず、ごく淡たん々たんと発言した。いつものように。

「条件があります」

「……は？」

「ですから、条件しだいでは──君の要求を吞のんで下僕にでも何にでもなってあげましょう、と言っているのですよ」

　鬼京も大したもので、そんな倉波の態度と言葉に面めん食くらうことなく笑ってみせた。

「へぇ」

　そして急激に真しん剣けんな表情になると、こちらを真っ直すぐに見つめてくる。

「その条件ってぇのは何だい？　あんた悪あく魔まみたいだからなぁ、魂たましいでも要求されたら困っちまうけど──」

「要いりませんよ君の薄うす汚よごれてそうな魂なんか」

　倉波はさらりと暴言を零こぼすと、すなおな気持ちを吐と露ろした。

「無城くん。私はね──正直、世界のことになど興味がありません」

　かつて絶望と退たい屈くつから世界を滅ほろぼそうと企くわだてたときほど、積極的な憎にくしみはないけれど、かといって無む根こん拠きよに全すべてを崇すう敬けいするほど倉波は純情ではなかった。

　いつ世界が滅んでもいい。

　明日でも。今この瞬しゆん間かんでも。

　そんな倉波が、まだこうしておめおめと生き恥はじを晒さらしているのは──。

「魔軍との戦争がどうなろうと、怪造学会がどうなろうと、毛ほども感情移入できません。私にとっての価値とは、この世への未練とは、知的好こう奇き心しんのみですよ」

　奇きを衒てらうでなく真ま面じ目めに、倉波は気持ちを述べた。

「知りたいものも知れないまま死んではちょっと悔くやしい……というかんじですね。死んでしまった連中の代わりに、彼らが追い求めていたものの解答でも見つけなければ、地じ獄ごくで彼らに土産みやげ話ばなしもできません。ただ……それだけですよ」

「いかれてるねぇ」

　鬼京は感心したように何度か頷き、鬼き気き迫せまる笑えみを浮うかべた。

「でも嫌きらいじゃねぇぜ。シンプルなやつは大好きだ。ほんで──オッサン、あんたの知りたいことってぇのは何だよ？　俺はその解答ってのを提示できそうなのかい？」

「だからオッサンではないというのに」

　吐と息いきを漏もらし、倉波はこの泥どろ棒ぼうにあっさりと部外秘を教えてやった。

「決戦兵器──と呼ばれる企き画かくがあります」

「あん？」

　ぴんとこなかったのか、鬼京は意味なくぐるぐる廻まわる。

「何だいそりゃ？　おいおい関係者しか知らない専門用語で喋しやべんなよ。こちとら何も知らない部外者のお子様だぜ？　懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明しやがれってもんよ」

「ものを教わる態度ではないですね。ここが教室なら私は自宅へ直帰です」

　けれどすでに倉波は教師ではないし、これは授業ですらないのだ。

「まぁともあれ……無城くん、現在の戦せん況きようをどこまで理解していますか？」

「質問してんのはこっちだぜ──オッサン」

　にやにや笑う鬼京だった。自分の語る情報はできるだけ抑おさえ、相手から最大限に引きだそうとしている。食えない少年である。

　倉波は腹の探さぐりあいが面めん倒どうだったので、やれやれと肩かたをすくめて語った。

「復活した魔ま王おうに率いられた怪モ造ン生ス物ターの軍勢、魔軍と本部を破は壊かいされ命からがら逃にげのびた怪造学会──両者の戦力は今のところ拮きつ抗こうしており、戦況は膠こう着ちやく状態に陥おちいっています」

　足を組み、白衣を揺ゆらして冷静に事実のみを告げる。

「正直なところあとは時間の問題ですね。どちらにも必勝の手段はない。怪モ造ン生ス物ターへの絶対命令権をもつ最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》は、敵方にその存在が知られ、いずれ打ち破られる予定です。そうなれば詰つみ。こちらには魔軍への対たい抗こう手段はありません」

「……全人類が一いつ致ち団結して攻せめていけばどうにかなんねぇのかい」

　鬼京がつまらなそうに言ったが、倉波はそれを丁てい寧ねいに否定する。

「まず無む駄だでしょうね。相手は物理法則も適応できない異世界の軍勢です。そうですね──地球ごと滅ぶ覚かく悟ごで核かく攻こう撃げきをしようとも、魔軍はおそらく防ぎきるでしょう。直接的な暴力では倒たおせる相手ではないのですよ」

　実際に試ためしてはいないので何ともいえないのだが、まぁおそらく徒労だろう。相手はファンタジー小説からぬけでてきたような魔物の群れなのだ。人間相手の戦せん闘とうしか想定していない近代文明では手も足もでまい。

「なので怪造学会としては、相手が《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》を克こく服ふくする前に魔軍を壊かい滅めつ状態にまで追いこむつもりです。そのため近日中には総攻撃が行われる予定なのですが──」

「げげ。もうそんなクライマックスな状じよう況きようなのかよ」

　鬼京は嫌いやそうな顔をした。

「こっちが蚊か帳やの外にいるうちに好き放題にしてくれてよ。粋いきってもんがわかってねぇ。せっかくのお祭りなんだからもっと気長に楽しめや」

「楽しんでいたら滅ぶのでね。人類も必死なのでしょうよ」

　どこか他ひ人と事ごとのようなふたりだった。

「それを察知し、魔軍が時間稼かせぎをしてくる可能性は大いに考えられます。悲哀大公がどうも不気味な動きをしているようですし、ほかにもいくつか不安要素がありましてね──確実に勝てる、という保証はない」

「博ばく打ちだねぇ」

　鬼京は嬉うれしそうだった。

「いいねぇ楽しいねぇお祭りだねぇ。俺も参加してぇよ、地球を賭かけ金きんに大博打！」

「そんな勝負度胸があるものばかりではないので、怪造学会は《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》と空井伊依に頼たよらずとも確実に勝てる保証が欲しいようでしてね──それがいわゆる、決戦兵器」

　話がようやく元に戻もどった。

「戦いを決める兵器。確実に勝つための布石。それが決戦兵器です。そんなもの期待すらしていなかった怪造学会に、その勝利のための礎いしずえとなるべき──決定打の朗報が響ひびいたのです。そう、ちょうど昨日ね」

「最近だねぇ」

　鬼京は目を丸くし、興味をそそられた表情で問うてきた。

「その決戦兵器ってのは何だい？　どういう代しろ物ものなんだい？　ほんとにそいつがあれば魔軍に勝てるのかい？」

「いや、私の見立てでは──今の状態ではまず無理でしょう」

　倉波は悲観的なわけでもなく、ただ冷れい徹てつに意見を述べた。

「確実な勝利のために必要とはいえ、それが不可欠なほど切せつ羽ぱ詰つまった状態でもありませんのでね……怪造学会もきたるべき最終決戦のかたわら、保険のように構想を練っているだけですので。いかんせん実現の可能性は低そうです」

「何だよ。つまんねぇの」

　唇くちびるを尖とがらせる鬼京に、倉波は微笑ほほえんだ。珍めずらしく微笑んだ。

　悪魔のように。

「ならば、私たちが組めばその決戦兵器の実現も不可能ではない──と言えば、あなたはどうします？」

「乗るぜ」

　即そく答とうだった。

「そんな面おも白しろそうなもんを放ほうっておけるかってもんよ。ここで見み逃のがしたら腰こし抜ぬけよ、楽に生きたい鬼京さんとしては面倒くさいこと甚はなはだしいが──だからといってお祭り時を見逃すほどに腐くさっちゃいねぇぜ」

「よろしい」

　倉波は卓たく上じようにあったボタンを叩たたき、鬼京を拘こう束そくしていた罠わなを解除した。彼の全身に絡からまっていた縄なわが解け、あっさりと床ゆかに落下する。顔面から落ち、鬼京は痛そうに鼻っ面つらを撫なでていた。

「……急に降ろすなや。受け身もとれなかっただろうが」

「失敬。不ふ埒らちな泥どろ棒ぼうにちょっとしたお仕置きです」

　いけしゃあしゃあと述べ、倉波はひとつの取り引きをもちかけた。

「簡単な話ですよ。それぞれ好き勝手にあちこちの場所でたくさんの怪モン造ステ学イス者トたちが育てていた芽を、ひとつにまとめる作業です。今こそ魔軍という共通の敵のため、過去の遺い恨こんを捨て長年にわたる怪造学の結集を……総決算すればいい」

　我々の歴史は無駄ではなかったのだと。

　虚界アンダカを理解し、克服するために連綿と紡つむがれてきた怪造学という学問が、決して徒労ではなかったのだと──証明するために。

　今こそ全すべての怪モン造ステ学イス者トが、その全身全ぜん霊れいを懸かけるべきなのである。

「昨日ね、怪造学会に訪問した空井さんが言っておりましたよ。たいせつなものは本で調べても見つからなくて、身近な友達が知っていたって。そう、すでに探求する必要はない。材料は揃そろっているのです。あとはそれらをひとつにまとめるだけ」

　身を起こした鬼京に、倉波は真っ直すぐに告げた。

「自分が必要だと思うもの全てをもって、なるべく早くまた怪造学会にきなさい──無城くん。出し惜おしみは無用です。残り時間は少ない……全額ベットの大博打は、あと一度きりしか許されない。考えうる全ての手段を尽つくし、その存在全てをコインに換かえて運命に貢みつぎなさい。たぶん──楽しい博打になるはずですよ」

「……必要なもん、ぜんぶか」

　鬼京は腕うで組ぐみをして、まるで独りごとのようにぼやいた。

「いいけど。説得できっかなぁ。あのお嬢ちゃん、頑がん固こだからなぁ」

　その言わんとすることを言外に理解して──倉波は微笑んだ。彼がこちらの思おも惑わくを全て汲くんでくれたうえで、最善を尽くしてくれるだろうことを予測し、安あん堵どする。

　ひねくれてはいるけれど優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだ。

　その向こう見ずな原動力があれば、彼の祖父や、倉波の師が果たせなかった夢も叶かなえられるかもしれない。〝決戦兵器〟というひとつの結けつ晶しようとして。

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。私が無理に協力させようとしても、彼女は嫌いやがるでしょうが……」

　倉波は実感をこめて、わずかな悔くやしさを覗のぞかせながら告げた。

「君なら彼女を無理に引きずろうとせず、彼女の意向を察したまま手を結ぶことが可能でしょうよ。彼女に必要なのは叱しつ咤たする師でも甘やかす親でもなく、ともに戦う相棒であり、ほんの少し先で先導してくれる兄なんです」

　倉波は、どちらにもなれなかった。

　だから今日──彼女に会いにいっても、けっきょく最後まで何も言えなかった。

　自じ嘲ちようし、少しばかりの寂さびしさを感じながら、倉波は静かにつぶやいた。

「君は砲矢に似ていますからね」

　そう語ったときにはもう、鬼京の姿は室内から消えていた。

　嵐あらしのような幼なじみを思いだし、倉波は暗い室内で独り、ぶつぶつと愚ぐ痴ちを零こぼした。
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　温かなお湯を浴びる。

　雪のような肌はだと、なお白い髪かみの毛を透とう明めいな粒つぶが伝っていく。

「むう……」

　公民館から帰宅してすぐ、舞弓は自宅の巨きよ大だいな檜ひのき風ぶ呂ろで湯ゆ浴あみしていた。

　舞弓は赤ん坊ぼうのときに実の母・戦橋危香からその親友である陸りく戦せん坂ざか盾たて乃のに預けられ、以後はその夫婦と義兄あにによって育てられた。

　無論、物心つく前に預けられたこともあり──陸戦坂夫婦のことを、舞弓は実の両親のように愛している。昔は彼らと苗みよう字じの異なる自分を憂うれい、ずいぶんと拗すねた時期もあったが、今では確かく執しつもなく彼らに感謝している。

　だが、その居い心ごこ地ちのいい立場に甘んじていてもいけないと思う。

　舞弓の出生には様々な謎なぞが秘ひめられている。

　上級一位の怪モ造ン生ス物ター《零バロン時ヘロ鏡メロ》に喰くい殺されたという母、危香のこと。物造の申し子と謳うたわれ、史上、唯ゆい一いつの虚マテ界リ呪ア具ルを物造したという希け有うな存在。舞弓は彼女の見た目も、生おい立ちも、交友関係も、その人生のほとんどを知らないのだ。

　かつては、母に捨てられたと思い、怨うらんだこともある。

　だが今ではそんな屈くつ託たくを乗りこえて、純じゆん粋すいに彼女のことが知りたかった。

　戦橋危香。

　彼女は何を求め、何を追い、何に殺されたのか。生まれたての自分の子供を親友に預け、自分の残した最大の成果である虚マテ界リ呪ア具ル《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を遺のこし、彼女は舞弓にどのような願いを、祈いのりを託して別れたのか。ただの放ほう棄きだったのか、やむにやまれぬ事情があったのか、それを知ることが舞弓にとっての人生の課題に思えた。

　母は死んだ。

　養父母も、今は亡なき義兄も、幼なじみも、明確な答えは知らないらしい。

　自分の手で摑つかみとらなくてはいけない。

　最終目的である〝正しい侍さむらい〟になるために、己おのれの過去に巣くった靄もやを払はらうのだ。

　刀は折れた。だが心はまだ折れていない。

「うむ」

　うんうん頷うなずき、舞弓は暑気と倉波との試合によってふきでた汗あせをお湯に溶とかしていく。

　湯浴みはいい。実にいい。

「極ごく楽らく。極楽」

　湯船のへりに顎あごをつけ、肩かたまでお湯に浸つかってとろけていた舞弓だったが、不意に物々しい足音が聞こえてきたので怪け訝げんに思う。陸戦坂の屋や敷しきは広大な日本家屋で、廊ろう下かも板張りであり音がよく響ひびく。何事かと思ったが、思考がまとまる前に浴室の扉とびらが開いた。

「おらぁ！　出番だぜお嬢ちゃん！　俺とおまえの一世一代の大おお博ばく打ちよ！」

　声もでない。

　当たり前のように。

　上等な浴室の扉を豪ごう快かいに開け放ったまま、無城鬼京が仁に王おう立だちしていたのだ。

「…………」

　舞弓は啞あ然ぜんとして、反応できない。

　服を着たまま湯浴みをする趣しゆ味みはないので、舞弓は当然──生まれたままの姿で。おまけに滅めつ多たに他人には見せない寛くつろいだ姿勢で。

　そんなのは、義兄にも見せたことがないのに。

「お!?　何を吞のん気きに風呂なんぞ入ってんだァ、どこのお姫ひめ様さまだおいおいよぉ!?　急いでんだからさっさとあがって着き替がえて準備して俺といっしょにこい！　黙だまって俺についてこい！」

「……言いたいことはそれだけか」

　舞弓は頰ほおを赤らめることなく、逆に羞しゆう恥ちと怒いかりから血の気がひき、悠ゆう然ぜんと湯から立ちあがると全身にタオルを巻いた。それを片手で脱ぬげないように押さえ、傍そばに当たり前のように置いてあった木刀をぎゅっと握にぎりしめて。

「今日という今日は許さんぞ……この破は廉れん恥ち漢かんが！」

　追いかけっこが始まった。
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　鬼京とつきあっていると、あれこれ悩なやんでいるのが阿呆らしくなってくる。
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　逃にげ足だけは速い先せん輩ぱいを追いかけまわすのも無む為いに思い、はしたないので舞弓は「何用かは知らんがそこらへんの部屋で座って待ってろ」と言い残して着替えた。

　服装は自分で改造した古頃の制服である。弓道着の袴はかまじみた露ろ出しゆつの少ないスカートに、古頃の校章が華はなを添そえている上着。蜘く蛛もの巣す柄がらのバンダナにいくつもさげた銀細工。あとは日本刀があれば落ちつくのだが、現在、舞弓の主力武器《朧武朧》は修理中である。

　無論、盗ぬすまれては困るので自室に置いてあるが、武器としては用を成さない。目下、母について調べるのと同様に、舞弓にとっての課題は《朧武朧》の復元だった。

《朧武朧》を破は壊かいしたヴェクサシオン──現在の名前は寂じやく憐れん院いん友ゆう樹き──に伊依が尋たずねてくれたりもしたようだが、破壊された原因は不明。どうもヴェクサシオンも自分の能力や虚界アンダカについて詳しよう細さいまで熟知しているわけではないらしい。

　ただ、友樹からヒントは得ることができた。

『わたしのヴェクサシオンとしての能力は怪モ造ン生ス物ターを取りこむことなわけよ。あのときも破壊するつもりじゃなくて、《朧武朧》だっけ──あの刀の膨ぼう大だいな力を取りこむつもりだった』

　不思議な、けれど何か重要そうな説明だった。

『なのに、わたしの目もく論ろ見みは失敗し……《朧武朧》は砕くだけ散った。これはあきらかに変なんだ。存在ごと喰くらい尽つくすのがヴェクサシオンなのに、何かこう……うまく食べきれなかった。ほら、トウモロコシを丸かじりしたら芯しんだけ残ったとか、蟹かにの殻からだけ残ったとか、そんなかんじ──喰える部分しかわたしは喰えなかった』

　どういう意味だったのだろう。

　その疑問に解答を得ることはできず、彼女との面会は終わりになったのだが。《朧武朧》を破壊した張本人の感想だ、あながち参考にならないでもないだろう。もっとも、舞弓は調べ物や推測が苦手なのでそこから推論を展開はできなかったが。

　鬼京は何やら考えているようだった。

　そういうあたり、貪どん欲よくに探求し、突とつ飛ぴな発想でも飛びついて思考を推おし進める彼の持ち味は──それなりに、信しん頼らいしている。

「あとはあの奇き矯きような性格をどうにかしてもらえたら」

　独りごちながら、必要かと思い自室の棚たなから破損したままの《朧武朧》を取り、たいせつに肩に担かついで退室した。

　風通しのいい廊下にでると、鬼京が壁かべを背にして待っていた。

「よう」

「どこぞで座っていろと言っただろう」

　ちょっと驚おどろいて、舞弓は自分とほぼ同じ背せ丈たけの鬼京を正面から見つめる。

「君は女装趣味だからか何か知らないが、ちょっと異性に対して気き遣づかいが足りぬのではないか？　私が室内で着替えているというのに、その真ん前で待っているなんて。さきほども堂々とお風ふ呂ろを──」

「おぉ!?　すげぇ。ぎゃはは、ぬいぐるみたくさん置いてある」

「言ってるそばから私の部屋を覗のぞくな馬鹿者！」

　襖ふすまを強ごう引いんに閉め、鬼京の顔面を握りしめてずるずる引きずっていく。どうもこの先輩といると調子が狂くるいっぱなしだ。おかしい。

「痛い痛い舞ちゃんちょっと頭ず蓋がい骨こつ割れるッ」

「舞ちゃんて言うな。馴なれ馴れしい」

「じゃあなんて呼べばいいんだよォ……舞様か？　舞たんか？　呼び捨てにして欲しいのかい？　乙おと女め心ごころは複雑だねぇ？」

「もう君は私の名前を呼ぶな。汚けがれる」

　無む駄だ話ばなしをしながら長い廊ろう下かを進む。

「そもそも今日は何の用なのだ？　気軽に訪おとずれないでほしい。君のような生き物と交友があると知れたら養父母に心配される」

「ケッ。嫌きらわれたもんだねぇ？　俺はこんなに舞ちゃんが大好きなのに」

　ぐっと顔を近づけられた。

　舞弓は真っ赤になり、鬼京の顔面を鷲わし摑づかみにして遠ざける。

「だーかーらー適度な距きよ離り感かんを保て！　あと心にもないことを言うな！」

　大好きなどと。

　懸けん命めいに平静な表情をつくる舞弓のそばで、鬼京が悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。

「注文の多い後こう輩はいだねぇ。まぁ、そのくらい頑かたくななほうが面おも白しろいけどな……」

「む。何か悪お寒かんがした」

「いつか舞ちゃんを『私……鬼京先輩と結けつ婚こんするんだにゃあん♪』とか言わせてやる！」

「安心しろ。地球が滅ほろんでもそんなことは言わん」

　無駄な会話はそこまで。鬼京は彼特有の会話テンポで舞弓を惑まどわすだけ惑わすと、いつものようにスイッチを切り替かえるがごとく真顔になった。

「まぁ──用件ってのはあれよ、ついに俺たちの出番なんだよ」

「は？　具体的に喋しやべれ、私は頭が悪い」

　すなおな気持ちで反はん駁ばくすると、鬼京は愉たのしそうにほくそ笑えんだ。

「そう卑ひ下げするもんじゃねぇと思うけどなぁ……まぁ、いいや。そんな自分に自信がもてない悩なやめる十六歳の戦橋舞弓さんに、おまえの尊敬する先輩が朗報をもってきてやったってぇ現実よ。はい、ありがとう先輩って抱だきついてきてＯＫだぜ？」

「いろいろ殴なぐりたいが──まぁ、いいだろう」

　いちいち彼の発言につっこみをいれていたら日が暮れる。

「その朗報とは何だ？　《朧武朧》復活の目め処どがたったのか？」

「よくわかんねぇ」

　はい？

　舞弓は怪け訝げんな表情で、この摑つかみどころのない先輩を見つめた。

「よくわからない……というと？」

「はっきりしたことは何ひとつ言えない状態なんだよなぁ。あのオッサンも詳くわしいことはろくに教えてくれなかったし──でもなぁ、俺の勘かんが叫さけんでんだよ。ここを逃のがしたら永遠に俺たちの出番はねぇってな」

「勘か」

　根こん拠きよが曖あい昧まいである。

　舞弓としてはそんなあやふやなものを理由として動きたくないのだが、近ごろは特に何もせずに修行をしたり慣れない調べ物をしたりで、どうも行いき詰づまっていたので──ここいらで勝負をしたい気持ちもある。

　もともと猪ちよ突とつ猛もう進しんが信条なのだ。足あし踏ぶみするのは好きではない。

「まぁ、あんまり期待もせずに、けれど強したたかに注意深く進んでみようぜ……怪造学会に食いこめる機会なんざ、この先にそう何度もなさそうだしなぁ。あっちの知識と、俺たちの知識、両方をあわせれば……意外と面白いことになるんじゃねぇの？　むしろ俺は今回の怪モ造ン生ス物ターどもとの戦争に感謝してるね！　秘密主義が基本の怪造学会がよ、その謎なぞも知識も総動員して見せびらかしてくれてんだぜ？　俺たちもその流れに参加しない手はねぇってもんよ、引きこもってせこせこ研究すんのはもうやめだ！　突つっこむぜ！」

　玩具おもちやをもらった子供の表情でそう語り、鬼京は舞弓の手をひいて廊下を駆かける。

「あぁもう待ちきれねぇ！　先行き不明な奈な落らくの道なら──目を閉じて全力疾しつ走そうするのも乙おつってもんよ！　何が起きるのかなぁ、何をやらされんのかなぁ、何を摑めんのかなぁ……楽しいねえ楽しいねえお祭りだねえ、ひゃっほう！」

「先輩は相変わらず何も考えてないな」

　舞弓は溜ため息いきをつきながらも、摑まれた手を振ふり払はらうことなく、歩調をあわせる。

「まぁいい。私もぐちゃぐちゃ考えるのは性しようにあわん。当たって砕くだけるもまた一興」

「応ともよ。一度っきりの生命いのちの花火よ、せめて派手にどかんと打ちあげようぜ！」

　そうして玄げん関かんへ向かうふたりの後方で、陸戦坂の夫婦が何事かと顔をだした。

　芸術家の養父、陸りく戦せん坂ざか千せん槍そうと──最近まで入院していた芸げい妓ぎの養母、盾乃である。服を着た熊くまのような愛あい嬌きようのある千槍と、お淑しとやかな和装の盾乃のふたりは──ちぐはぐなようでいてお似合いだった。

　彼らは顔を見合わせ、安あん堵どしたように微笑んでいた。

「騒さわがしいと思ったら、何だね、あの子は──舞弓の友達かね？」

「いやあれは男の子ですよ千槍さん、女装してるんですよ……しかしまぁ、しばらく元気がなかったから心配していましたが、舞弓さんらしい騒そう々ぞうしさで安心しました」

「そうだのう」

　千槍は感かん慨がい深げに、けれどわずかに寂さびしそうにつぶやいた。

「まるで砲矢が帰ってきたみたいだなぁ」

「砲矢はどこにも行っていませんよ」

　盾乃がひっそりと、つぶやいた。

「あの子の魂たましいは──きっと舞弓さんに受け継つがれているんですわ」
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　戦橋舞弓には、仄ほのかに憧あこがれていることがある。

　他人に語ったら「えぇー、戦橋さんってそんなこと考えるんだ」と馬鹿にされそうな気がするので言わないが、わりかし乙おと女めちっくなことをいくつか。当然、自分がどちらかというと男前な風ふう体ていであり雰ふん囲い気きなのは自覚しているので、夢想するだけなのだが。

　たとえば愛いとしいひとがいるとして。

　そのひとに膝ひざ枕まくらをしたりとか。

　お弁当をつくって「あーん」してあげたりとか。

　何かそういう可愛かわいらしい女子高生らしい日常をすごしたいと考えることがたまにある。無論、戦橋舞弓は日々を戦いぬく侍さむらいであり、禁欲的な戦士であるのだが、そのような人生もあったかもしれないなぁと、想像するくらいなら罰ばちは当たるまい。

　思うに自分が〝正しい侍〟にならんと決めたのは、母から譲ゆずられた唯ゆい一いつのもの、銘めい刀とう《朧武朧》を心の主柱に据すえていたからだ。生まれたときから刀といっしょで、ならばそれは宿命で、刀とともにある人生とはすなわち武士道にほかならず──ならば、せめて正しい、格好いい、正義の味方のような侍になろうと。

　だから。

　たとえば、怪モ造ン生ス物ターとの戦争が終わり、平へい穏おんがやってきて。

　罰ばつするべき悪も、滅めつするべき敵も、全すべてが消え果てて。

　戦おうにも相手がいない、武士が滅ほろんだ文明開化の時代のように、自分が侍のように生きなくてもいい未来がやってくるかもしれず。

　そんな時代になったら、自分は刀を置いて、ふつうの女の子になるのだろうか。

　なれるのだろうか。

　母との絆きずなである刀を呪いや縛いましめに思ったことはないが、舞弓の人生観を決定づけたのは間ま違ちがいなく《朧武朧》であるし、刀を手にし悪を狩かるのも性にあっているのだが。

　もしも平和になれば。

　武士の要いらない時代になれば。

　ふつうの女の子に──ちょっとだけ、なってみたいとも思う。

　化け物である自分を捨てた、あのヴェクサシオンのように。

　だが今は、その時ではない。刀は折れたが、心は折れていない。いまだ自分は武士であり、戦場に身を置く侍である。戦いくさが終わるまでは、舞弓はふつうの女の子としての幸せを求めない。

　だから。

　いいのだ。

　べつに期待はしていなかったから、いいのだ、いいのだ。

「先せん輩ぱい」

　鬼京が目的地である古頃へ向かう前に自宅へ寄りたいと言うので、とりあえず遠方にある彼の家まで自転車で移動することになった。

　不幸なことに舞弓の私物である自転車はひとつしかなく、義兄あにの単車は以前、《卵アイ・姫ドール》事件の際に乗り回したのがばれて養父母に封ふう印いんされ、使えない。

　なので仕方なく、そう不ふ可か抗こう力りよくで、二人乗りをすることになったのだが──。

「どうして私が漕こいでいるのだ……？」

　何やら虚むなしい気持ちでペダルを踏ふみながら、舞弓はものすごく不ふ機き嫌げんに吐はき捨てた。その背後では鬼京が楽をしており、舞弓の肩かたに摑つかまって景色など眺ながめている。

　ありえない。

　ほんとうに、ありえない。

　ふつうこういう場合は男の子が懸けん命めいに漕いで、その力強さを印象づける場面であり、女の子はそんな彼にしがみついてその背中の広さとかに感動するもので、断じて女の子が特に苦労もせずに自転車を驀ばく進しんさせていいものではない。許されない。

　何かを期待していたわけでは決してないが、舞弓は不平を垂れ流す。

「先輩。あくまで私は先輩のわがままにわざわざ付きあってやっているのであり、労働をさせられるのは遺い憾かんである。是ぜ非ひとも交代するがいい。否いな、交代せねば道理に反する」

「だって俺より舞ちゃんのほうが体力あんじゃん」

　鬼京はどこ吹ふく風、楽しそうに身を乗りだして舞弓の頭に顎あごを載のせてくる。

「いいから。文句を言わずにちゃきちゃき漕げや。俺ん家ちまでの案内はしてやるからさ──あんまり喧やかましいと悪いた戯ずらすんぞ？」

「うぎゃあ!?　密着するな痴しれもの！　調子にのると振ふり落とすぞ！」

「舞ちゃんって筋肉質なのかと思ったら意外とやーらかーいー♪」

「うがぁ触さわるな撫なでるな頰ほおずりするな斬きるぞ貴き様さまぁぁああ！」

　傍はた目めから見ると仲良さそうなふたりは、いつものように罵ののしりあい、丁ちよう々ちよう発はつ止しと喧けん嘩かしながら閑かん静せいな夢追坂の町を駆かけぬけた。
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　鬼京の自宅は、意外なほどに一いつ般ぱん的な家屋だった。

　それは舞弓の暮らしている陸戦坂の屋や敷しきなどとは比べるべくもないほどに、ごく平へい凡ぼんな建物だった。建て売りの一いつ軒けん家や。二階建てで見た目も内装もふつう。家族構成は鬼京の両親と姉と弟。犬も飼っている。

　何でも鬼京の祖父が特異だったゆえに破は滅めつしたので、それを反面教師としてごく当たり前の平凡なのがいちばんいい、と両親は学習したらしい。結果──鬼京の家族はどこにでもある一般的な家庭となったようだ。

　天あまの邪じや鬼くな鬼京は、祖父を尊敬していたこともあり、そんな家族とはそりがあわずになかば家出するように祖父が暮らしていたプレハブ小屋で生活している。両親もそんな彼のことは諦あきらめたようで、適度に距きよ離りを置いて見守ってくれているらしいが。

「昔っからさぁ」

　そんな〝ふつう〟の具現化のような建物の前で自転車を停とめ、感心するやら驚おどろくやらしている舞弓に──鬼京が独り言のようにこぼした。

「毎日毎日、異変を怖こわがるみたいな両親に育てられてさ、非日常から徹てつ底てい的に遠ざけられて……つまんねぇ、って思ってたわけよ。今から考えると両親への反はん抗こうだったのかねぇ。破は天てん荒こうな爺じいさんに憧あこがれて、その真ま似ねをして──ずいぶんとまぁ家族には心配かけたよ」

　珍めずらしく殊しゆ勝しような態度だったが、鬼京は相変わらずにやにやと笑っていた。

　無理に変人ぶるように、いっそ痛ましいほどに。

「ふつうに生きる未来があったかもしんねぇのに、俺はその未来を蹴けった。べつに後こう悔かいはしてねぇけど──そんな俺のわがままを許してくれた、家族にはこれでも感謝してんだぜ。平凡で退たい屈くつでつまんない連中だけど、それでも真ま面じ目めに生きてるこいつらの日常を、必死に築いてる平凡な毎日を、糞くそみたいな異変で崩くずしちゃいけねぇのよ」

　煙草たばこをくわえ、一服しながら鬼おにのような少年はぼやいた。

「こいつら俺のこと責めねぇの」

　それは愚ぐ痴ちだった。弱音ともいえた。けれど誠実な言葉だった。

「勝手にしろってさ。遊ばせてくれてんの、自分たちを不幸にした──世間に嘲ちよう笑しようされて、馬鹿にされるきっかけになった爺さんと同じ道を歩いてる俺をよ、好きにしろって野放しにしてくれてんの。善人なんだよなぁ、一般人ともいうなぁ、俺たち怪モン造ステ学イス者トなんかそんな無数の凡ぼん人じんどもの厚意で生かされてるようなもんだよ」

　ろくに吸わずに煙草を地面に捨て、踏みつぶすと鬼京は笑った。

「ま、だから何だってわけじゃねぇが──せめてこいつらに迷めい惑わくかけねぇよう、自分の尻しりは自分で拭ぬぐおうぜ。くだらねぇ怪モ造ン生ス物ターとの戦争なんかで、こいつらを破滅させちゃいけねぇのよ。それが最低限の義理で、人情ってもんだよな」

「うむ」

　舞弓は腕うで組ぐみし、真っ直すぐに日常の象しよう徴ちようを眺めた。魔ま軍ぐんは強い。世界を滅ほろぼしかねないほどに。だが負けるわけにはいかない。今日までつづいてきた無数の人々の平へい穏おんに、怪造学が終しゆう止し符ふを打つわけにはいかない。

「けじめはつける。我らの手で。そうだな、先せん輩ぱい」

「応よ。気合いれていこうぜ──俺たちの戦争だ」

　志をたしかにしていると、不意に一軒家の扉とびらが開く。中からは鬼京によく似た背の高い女性が現れ、何やら旅りよ行こう鞄かばんをゴロゴロ転がして歩いてくる。

「んお。あんた何やってんのよ鬼京。何でいるのよ」

　やはり服装も奇き抜ばつなところのない、ごく一般的な女子大生といった雰ふん囲い気きの女性だった。彼女は真っ直ぐこちらへ歩いてくると、舞弓に気づいてかるく会え釈しやくした。

「連れん絡らくくらいしなさいよねぇ、みんな心配すんだから。あんた大だい丈じよう夫ぶなの、あれ？　なんか大変なんでしょ──よく知らないけど」

　魔軍との戦争について、一般人の認にん識しきはこんなところだ。

　もともと亜玉という怪造学校に通っていた鬼京の実家は夢追坂から離はなれており、戦せん禍かも及およんでおらず平和なものだ。もっとも、遠かったので自転車で移動するのには骨が折れたが──それは関係ない話。

「苛か鈴りん姉ちゃんの心配するこっちゃねぇよ」

　鬼京が舌をだすと、苛鈴と呼ばれた鬼京の姉らしい彼女はむっつりと唇くちびるを尖とがらせた。

「ま。相変わらず生意気だわね。死ねばいいのに」

「酷ひでぇ。口悪いとお嫁よめに行けねぇぞ？」

「大きなお世話よ……ったく、あぁ馬鹿と無む駄だ話ばなししてる場合じゃなかったんだ、何の用か知らないけどお父さんお母さんには挨あい拶さつしていきなさいよ？」

　一方的に言いつけて、苛鈴は遠ざかっていく。

　そんな彼女の背中に──鬼京は大声で尋たずねる。

「苛鈴姉ちゃんはどこ行くんだ？　でっけぇ鞄かばん引きずって」

「旅行。中ちゆう欧おうよ中欧。ブルガリア」

「優ゆう雅がだねぇ。こちとら大変だってのに」

「知らねぇわよ。勝手にやってなさいよ。あたしはそういう面めん倒どうくさいことには関かかわらないと心に決めてんのよ。あんたら全員頭おかしいんじゃないの？」

　暴言を吐はいて、元気のいい鬼京の姉はどこぞへと去ってしまった。残された鬼京と舞弓はお互たがい顔をあわせて、何ともいえない複雑な気持ちのまま立ちつくした。

「ま、選んじまった道だ、終わりまで全力疾しつ走そうするしかないやね」

　ぽんと頭を叩たたかれたので──舞弓は憮ぶ然ぜんとして、胸をはる。

「当然だ。怯ひるまず立ち向かう。怪造学とともに人生を歩むと心に決めた全すべての怪モン造ステ学イス者トは、今回の騒そう動どうを解決するため総力を結集すべきなのだ。怪造学を知らぬふつうの人々の代わりに、日常を放ほう棄きし怪造学に生きた我らが魔軍と相対する……それがけじめだろう。私は怪造ができないが、これでも怪モン造ステ学イス者トの自覚はある。友のため。正義のため。夢のため──戦いぬく。最後まで」

「よぉしよし。そんな舞ちゃんに先輩から贈おくり物をやろう。見れば勇気百倍……ってほどでもないだろうが、おまえにとって見る価値のあるもんだよ。むしろおまえに覚かく悟ごを決めさせるために好きでもねぇ自宅へ寄ったんだ。ちょいと待ってな」

　鬼京は満足げに微笑ほほえむと、自宅へ向かって歩みだした。天あまの邪じや鬼くな彼が毛け嫌ぎらいしている──まさに退たい屈くつな日常そのもののような建物である。そこに彼は踏ふみいることを躊ちゆう躇ちよしているようだったが、それでも最後は傲ごう然ぜんと進入した。

　舞弓をわずかに動どう揺ようさせる、ひとつの事実を言い放ちながら。

「おまえ、母親の顔見たことないって言ってたろ──写真があるんだ、見せてやんよ。笑えるぜぇ。けけけ、爺じいさん秘蔵の本の隙すき間まにこっそり隠かくしてやがんの！」
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　その古ぼけた写真は、舞弓の精神を揺ゆり動かした。

　撮とったものの技術が悪かったのか、偶ぐう然ぜんか、やけにピンぼけした写真である。

「…………」

　舞弓は絶句したまま、鬼京から手て渡わたされたそのあちこち擦すりきれた写真を凝ぎよう視しする。ほんの一枚。されど一枚。鬼京の祖父が何を思ってか残していたその一枚に、舞弓が夢にまで見た母の姿が焼きつけられていた。

　写真にデジタル表記で刻まれた日付では、およそ二十年前となっている。

　舞弓が産まれるよりも、さらに四年ほど過去だ。

　四角く切りとられた舞弓の知らない時代の残ざん滓しのなかに、母はいた。

　このひとだ──とすぐに理解できた。魂たましいが、否いな、母の血をひくこの肉体が、全力でお母さん、お母さん、と叫さけんでいた。

　どこかの喫きつ茶さ店てんだろうか、お洒落しやれな内装である。欧おう風ふうの座席や卓たく。照明器具。四人がけの広い卓に資料らしき付ふ箋せんだらけの紙束や書しよ籍せきを積みあげ、何やら煮につまっているらしくボールペンをくるくる指先で回しているのが母だった。

　綺き麗れいなひとだった。

　線が細い。華きや奢しやなお人形のようだ。座っているうえに姿勢が悪いので背の高さは判然としない。伸のばしっぱなしの長い黒くろ髪かみを後ろでぞんざいに結んでいて、服装もだらしないというか野や暮ぼったいかんじだった。日に焼けにくいらしい真っ白な肌はだは陶とう器きのようで、顔立ちも整っているのに──自分を飾かざりたてるのには興味がないらしい。

　髪も瞳ひとみも舞弓のそれとは異なっている。

　急に不安になった。

　ほんとうにこのひとが母なのだろうか。自分と比べてみると共通点があまりにも少ない。写真を見たときは直感でこのひとだと確信したが、証しよう拠こは何もない。

　養父母に聞けば、真しん偽ぎを確かめることもできるのだろうが──。

　今の舞弓は、事のしだいがどうであろうと、初めて見た母の姿を心に刻みこむことで精せい一いつ杯ぱいだった。涙なみだがこみあげてくる。身体からだが内側から震ふるえているのがわかる。

　会いたかった。

　あなたに、ずっと会いたかった。

「………あれぇ？」

　空気を読めない鬼京が、舞弓の手元──件くだんの写真を覗のぞきこんで怪け訝げんそうな表情になった。顎あごのあたりを搔かき、釈しやく然ぜんとしないふうな声をあげる。

「前に見たときは気づかなかったんだけどよぉ──おい舞ちゃん、前にさ、ほら……古頃大祭のとき、舞ちゃんメイドさんの格好で機き関かん銃じゆう乱射してただろ？」

「メイドさんのことは忘れたまえ」

　感傷を吹ふき飛ばし、凄すごんでみせる舞弓に、鬼京は動じず淡たん々たんと語った。

「そんときにさぁ──ほら、舞ちゃん変な女といっしょにいたよな？」

「変な女？」

　はて、と思案し、舞弓はすぐに思いだす。

「血ち影かげさんのことか？」

　古頃大祭とは名前のとおり古頃怪造高等学校で行われた学園祭であり、その最さ中なか、舞弓は闇やみ宮みや血ち影かげと名乗る不思議な女性と出会ったのだ。強ごう引いんで、天然で、けれど不思議と魅み力りよく的なひとだった。あれから二度と会うことはなかったが──。

　思い出にふけっている舞弓の腰こしをつつき、鬼京がせっついてくる。

「だからさ、ほら……似てねぇか？」

「は？」

　誰だれが何に似ているというのだ。

　眉まゆをひそめる舞弓のそばで、鬼京は写真をむしり取るように奪うばって眺ながめる。

「あれぇ？　前に見たときは気づかなかったなぁ──この無城鬼京さんとしたことが一生の不覚ってもんよ。舞ちゃん、いちおう確かく認にんしとくけど生き別れの姉ちゃんとかいねぇよな？　他人の空似か？　それにしちゃなぁ……」

「血の繫つながった姉し妹まいなどはいない。私は天てん涯がい孤こ独どくの身だ」

　多少の寂さびしさとともにそう言い、舞弓は断言できずに言こと葉ば尻じりを濁にごした。

「たぶん。そのはず……なのだが」

　そういえば血影には奇き妙みような親近感をおぼえ、舞弓はいつもの自分でいられなくなったものだが──まさか、そんな、とも思う。写真を恐おそる恐る注視する。たしかに、言われてみればわかるが寒気がするほど酷こく似じしている。

　舞弓の母、戦橋危香と、不思議な女性──闇宮血影は、まるで瓜うり二ふたつの双ふた子ごのように、あるいは精せい巧こうに複製した人形のように、そっくりだった。服装や髪や瞳の色が異なるので、すぐに察することができなかった。

　雰ふん囲い気きもまるでちがう。

　血影は多少、天然ぼけのきらいがあったが、楚そ々そとした瀟しよう洒しやな女性で、どこか浮うき世よ離ばなれした印象だった。けれど写真のなかの危香はどちらかというと傍ぼう若じやく無人そうな、何も考えていない子供じみた、親しみやすい人間味に溢あふれている。

　けれど、変なのだ。他人というには似すぎている。

　どういう……ことだろう……？

　偶ぐう然ぜんだろうか。あるいは、これもまた立ちこめた謎なぞの濃のう霧むを切り払はらう鍵かぎなのか。

　お母さん。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、今は天国にいるはずの母に舞弓は内心で問いかける。

　あなたは……いったい……何だったの……？

「んぎゃっ!?」

　しかしその疑問に明確な答えも、推測も導きだせないというのに、不意に状じよう況きようが変化を起こす。鬼京が変な声をあげたので、舞弓は物思いから醒さめてそちらを見み据すえた。

「どうした、先せん輩ぱい。……うおっ？」

　舞弓も思わず目を見開いて驚おどろいた。

　ちかちかちかっ。

　鬼京の両手首で──《門》ＧＡＴＥが激しい輝かがやきを放っていたのだ。何かが爆ばく発はつするような勢いだったので、舞弓は思わず警けい戒かいし素す早ばやく身構えた。

「どうした!?　何事だ先輩!?　その《門》ＧＡＴＥは──」

「落ちつけよ。面おも白しろいじゃねぇか」

　窮きゆう地ちに強い鬼京はむしろ平然とし、面おも白しろそうにその純白の光を眺めている。

「何だよ何だよちかごろのお祭り騒さわぎはよ、楽しいねえ。次から次へと超ちよう常じよう現象てんこ盛りで飽あきさせてくれないねえ。さぁて鬼おにがでるか蛇じやがでるか！」

　そうだ。

《門》ＧＡＴＥは虚界アンダカと現界カナイを繫ぐ出口にして入口。そこから煌きらめきが迸ほとばしったときは、ほぼ例外なく虚界アンダカと接続している。何かが虚界アンダカからこちらへ召しよう喚かんされようとしている──？

　危険だ。

　こちらが呪じゆ文もんを唱えてもいないのに、自らの意志で現界カナイへやってくる怪モ造ン生ス物ターは偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーーと呼ばれ、たいてい虚界アンダカのなかでも高等な上級怪モ造ン生ス物ターである。しかも怪モン造ステ学イス者トの支配下になく、好き放題に己おのれの欲求を満たすようなものが多いのである。

《朧武朧》が破損し、戦せん闘とう手段に欠けている舞弓では対たい抗こうできない可能性が高い。

　鬼京などはさらに条件が悪い。彼はあくまで戦闘能力のない一いつ般ぱん人じんなのだ。

　舞弓は切せつ迫ぱく感かんに突つき動かされ、大声で悲鳴をあげた。

「先輩──！」

　直後。

　ぽん、と空気の抜ぬけるような音がして。

〈わ。びっくりした〉

　膨ぼう大だいな閃せん光こうは螺ら旋せんを描えがいて収束し、棒立ちになっていた鬼京の手のなかでひとつの輪りん郭かくをまとった。それは見目恐ろしい化け物でも、正体不明の異い形ぎようでもなく──舞弓がよく見知った、ぬいぐるみのような生き物だった。

〈大声ださないでよ、怖こわいじゃない。もうっ、舞弓はほんとにお子様なんだから〉

　鬼京に抱だかれ、偉えらそうに踏ふん反りかえっているその生き物は……。

　へなへなと腰こしを抜かし、舞弓はとりあえず文句をつけた。

「驚かせるな。君はそこでいったい何をやっているのだ──梅うめ子こ？」

　側頭部から翼つばさを生やした中級一位の怪モ造ン生ス物ター、《愛シヤリ天テコ使ラール》の梅子だった。
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〈それでね、わたし虚界アンダカまで行ってきたんだけど〉

　自転車の籠かごのなかで、梅子が側頭部の羽を揺ゆらめかせ語っている。

　体重の軽い彼女が吹ふき飛ばないように速度は抑おさえているので、そのちいさな声も風に負けずに聞こえてくる。ちなみにやっぱり自転車を漕こいでいるのは舞弓だが、もはやそのあたりに言げん及きゆうするのも徒労と思ってやめた。

　べつに女の子扱あつかいされたいわけではないが。

　何だろうかこの敗北感は。

「しかし」

　くだらない思考は頭をふって散らし、舞弓は会話に集中する。

「どうして君は虚界アンダカになど行っていたのだね。そもそも君は犯罪者となった倉波の怪造した怪モ造ン生ス物ターであり、伊依には君を監かん視しし保護する義務があるのだ。勝手な行動をして叱しかられるのは伊依なのだぞ」

　まぁその倉波が密ひそかに怪造学会で働いていた現状、その監視義務など有名無実なものだろうが。伊依の立場は重要かつ不安定なのだ、どんな事実に足を掬すくわれ危険に晒さらされるかわかったものではない。

　梅子はうるさそうに目を細めると、ちいさな腕うでを組んでそっぽを向いた。

〈べつに勝手に行動してるわけじゃないよ。舞弓みたいなお子様といっしょにしないで〉

「……前から思っていたが、君はどうも私のことを馬鹿にしていないか？」

〈馬鹿を馬鹿にして何が悪いの？〉

　つんと拗すねる梅子に、舞弓は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になる。ほんとうにこの怪モ造ン生ス物ターは伊依以外のものには生意気で高たか飛び車しやだった。鬼京が楽しそうにけらけら笑っている。

　舞弓は不ふ機き嫌げんになりつつも、話のつづきを促うながした。

「それならば、君はいったい虚界アンダカで何をしていたのだ？」

〈うん。けっこう大だい冒ぼう険けんしてきたよ〉

　梅子が誇ほこらしげに語ったことによると、彼女はひとつの目的を達成するため虚界アンダカへ旅立ったらしい。

　虚ブラツ無クホ断ール片パール。

　舞弓には聞き覚えのないそんな存在を捜さがしに、梅子は単身、虚界アンダカへ向かったのだ。現界カナイでの戦争の余波か、乱れに乱れているらしい限りなく遠い隣となりの世界へ。

　言うほど楽な仕事ではなかっただろうに、梅子はちっとも愚ぐ痴ちを吐はかない。

〈《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に喰くわれ、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》にて虚界アンダカへ強制送そう還かんされた虚ブラツ無クホ断ール片パールは──同じく、虚界アンダカへ送りかえされていた竜りゆうの王様が確保してくれてたんだ〉

　伊依との戦いにより、強制送還された虚界アンダカ最強の怪モ造ン生ス物ター──憤怒大公。竜の王と謳うたわれるその存在は、伊依に協力的らしい。現界カナイには最終兵器の効果が発揮されているかぎり現れることはできないが、虚ブラツ無クホ断ール片パールを確保したり、ほかにもいろいろ手助けをしてくれているようだ。

　伊依の友達が、強大な仲間が、虚界アンダカにもいるのだ。

〈だから虚ブラツ無クホ断ール片パールを捜すことそのものには成功したんだけど、考えてみたらわたし呪文なしで現界カナイにこられるほど高等な怪モ造ン生ス物ターじゃないし──戻もどってくるのに手間取っちゃってね、時間かかっちゃった〉

　梅子が恥はずかしそうにぼやいた。

〈最終的に竜の王様に後押しをされて、無理やり現界カナイにでてきたんだけど……行く先は選べなくて、なんとか知ってる雰ふん囲い気きの怪モン造ステ学イス者トの気配を頼たよりに帰ってきたんだ〉

「それで間ま違ちがえて俺んとこの《門》ＧＡＴＥから怪造されちまったわけかい」

　鬼京が面おも白しろそうに歯を剝むいて笑った。鬼京というか、たぶん梅子は舞弓の気配を虚界アンダカから見つけ、そちらへ必死になって向かったのだと思うが──梅子は人見知りをするから、伊依か舞弓以外にはあまり懐なつかないし、その伊依は怪造学によりあらゆる防護が施ほどこされている怪造学会本部にいるのだ。その気配すら見つけられなかったのだろう。

〈そ。不幸な事故。まぁでも現界カナイへ無事に戻ってこれただけで幸運だったわけだし、世界のため人類の未来のため……超ちよう特急でわたしを伊依んところに運びなさいよ〉

「だから今こうやって自転車を漕いでやっているのだろうが」

　偉そうな梅子に呆あきれつつ、舞弓はペダルを強く踏みこんで加速する。

　古頃のお城みたいな威い容ようは夢追坂の町のどこからでも見える。漕ぎっぱなしで移動して鬼京の自宅からけっこうな時間がかかってしまった。もはや日も落ちかけている。紅あかい夕焼けに照らされる天守閣は威い風ふう堂々として美しかった。

「しかしほんとうに伊依は古頃にいるのか？」

　実をいうと舞弓は伊依の所在を知らないのだ。梅子も伊依が調べ物をしている途と中ちゆうで脱ぬけて虚界アンダカへ向かったようだし、現在位置まではわからないらしい。

「ばーか。ちっとは頭を働かせろってもんよ」

　鬼京が口笛を吹ふきつつ、嫌いや味みったらしく告げてきた。

「もし古頃にいなくても、あのお嬢じようちゃんは怪造学会の最終兵器だろ？　居場所くらい怪造学会に監視されて捕ほ捉そくされてるに決まってるさ。でなきゃ万が一のときに最終兵器の居場所がわかんなくて困ったことになるだろうがよ」

　言われてみればそのとおりである。

　何も考えてないように見えて、意外と小こ知ぢ恵えがまわるやつである。舞弓はその点においてのみ鬼京のことを尊敬していた。自分にはない長所である。

〈あのさぁ……〉

　迷いをなくし、古頃へ向けて直進する舞弓の自転車──その籠かごのなかで、梅子が不ふ思し議ぎそうに声をあげた。

「どうした？」

　怪け訝げんに思って舞弓が見ると、梅子はさきほどの写真──舞弓の母、戦橋危香の在りし日が刻まれたそれをじぃっと凝ぎよう視ししていた。

　そして独り言のようにつぶやくのだ。

〈こっちの女のひとが舞弓のお母さんなのはわかったよ。あんまり似てないけど、何となくわかる。たしか倉波もこのひとの写真もってたし〉

　もともと倉波に怪造された怪モ造ン生ス物ターである梅子は、彼としばらく生活をともにしたことがある。しかし倉波は危香の写真をもっていたのか──それなら、いちどくらい見せてくれてもいいものを。

　舞弓は歯は嚙がみし、腹立たしく思ったが、次の梅子の言葉で頭が真っ白になる。

〈でもさ、舞弓のお母さんのそばに座っている、この男のひとは誰だれ？〉

　──え？

「何の……ことだ……？」

　舞弓は混乱する。さきほどは気づかなかった。写真には母しか写っていなかったはずだ。

　ほかの人物など──いなかった。

〈ほら〉

　けれど。

〈ねぇ、誰なの？　この長い緑色の髪かみをした男のひと？〉

　そこにはさきほどまではいなかった、暗い雰囲気の〝誰か〟が写っていた。
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　目に眩まぶしい黄金色が見えたから何かと思った。

　古頃の校舎──その正面。深い堀ほりの奥にある昇しよう降こう口である。

　ふだんは魔ま軍ぐんを警けい戒かいしてか橋はなく、仄ほの暗ぐらい水に満たされた堀のみが存在しているのだが、現在はどういう仕組みか架かけ橋が現れている。

　その真ん中あたりに人ひと影かげがあった。

　あまりにも威風堂々と立っているので銅像か何かと勘かん違ちがいしそうだ。

　それほどまでに現実離ばなれした、何とも不思議な人物である。

　金色の和服を花おい魁らんのように着き崩くずし、これも同色の髪の毛は女性的に長い。片手に豪ごう奢しやな煙管キセルをつまみ、たまに口にくわえてはすぱすぱと紫し煙えんをくゆらせている。夕焼けのなか、その姿は融とけていきそうなほど幻げん想そう的で、また美しかった。

　妙みように艶えん然ぜんとしているが、男性である。

　目つきは鋭するどく、全身から威い圧あつ感かんを放っている。

　そんな目立つ風ふう貌ぼうの男がいるので気づくのが遅おくれたが、その背後には倉波が茫ぼう洋ようと佇たたずんでおり、舞弓たちに気づくと困ったように肩かたをすくめた。

　舞弓は気け圧おされそうになりながらも、黄金色の男の前まで自転車を進めた。梅子は倉波が怖こわいのかきゃっと悲鳴をあげると舞弓によじのぼり、後頭部にしがみついて、か弱く震ふるえている。鬼京は颯さつ爽そうと飛び降り、見事に着地すると八や重え歯ばを剝いて倉波に挨あい拶さつした。

「よう」

「子供の遣つかいくらいはこなせるようですね、見直しましょう──無城鬼京くん」

　舞弓には詳くわしい事情はわからないが、ふたりは面識があるらしい。

「ただ遅おそいですよ。待たせすぎです。この暑いなか何時間も待ちぼうけをしていたこちらの立場にもなってください」

　嫌味ったらしく告げる倉波の横、微び動どうだにしない金色の男を、鬼京が無ぶ遠えん慮りよに指さして眉まゆをひそめる。

「つうかおい、オッサンよ……そこの偉えらそうに突つっ立ってやがる金ぴかの兄ちゃんは誰よ？　俺より目立つやつぁ許さねぇぞ？」

「君のその歯に衣きぬ着せない言動には感心しますよ。いいですか、このかたは──」

　呆あきれ顔で説明しようとした倉波の声を遮さえぎって、唐とう突とつに黄金色の男が叫さけぶ。

「俺が怪造学会総長──激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかである！」

　ものすごい大声だった。

　何かの攻こう撃げきかと思うその咆ほう哮こうで堀の水が波なみ飛沫しぶきをあげ、そばにある樹木にとまっていた鳥たちが慌あわてて夕空へ逃にげ惑まどっていく。倉波が喧やかましそうに耳を塞ふさぎしかめっ面つらをしている。聴ちよう覚かくが鋭えい敏びんな梅子など今の一いち撃げきで目を回してしまった。

　舞弓はとにかく吞のまれたら負けと思い、根こん性じようで踏ふみ留とどまって尋たずねてみた。

「総長？　怪造学会総長だと？」

　それは怪造学会の首領であり、親分であり、最重要人物である。魔軍との戦争における総大将でもあるし、こんなところで油を売っている暇ひまはないはずなのだが。

　激流院潮静と名乗った金色の男は、大おお仰ぎように頷うなずくと豪ごう快かいに笑った。

「かかかっ、初対面で俺の声に面めん食らわず即そく座ざに問うとは元気がよろしい。気にいった」

　気にいられてしまった。

　煙管を振ふって灰を落とし、総長は堂々と語りだした。

「いかにもこの俺が怪造学会総長、激流院潮静である。そっちの生意気な小こ僧ぞうは無城の孫で、貴様は物造の申し子──で相そう違いないな？」

　物造の申し子。

　そう呼ばれ、舞弓は目を瞬しばたたかせる。たしかに自分は《朧武朧》を操あやつり、それは物造であると倉波に言われたが──虚マテ界リ呪ア具ルを物造したことはないし、母と同じく物造の申し子と呼ばれてもぴんとこない。

　怪造学においては劣れつ等とう生せいだし、魔軍との戦いに関かん与よできたわけでもない。お偉いさんに名指しで呼ばれるような存在ではないと考えていたが。

　頭がくらくらしている舞弓の横で、鬼京がやっぱり敬意のない態度で問うた。

「おい金ぴか。爺じいちゃんのこと知ってんのかい？」

「おぉ、よぉく知っておる」

　総長はものすごく失礼な鬼京に歩み寄ると、どこか懐なつかしそうにその頭を撫なでた。邪じや気きのない、祖父が孫にするようなすなおな親愛表現に、さしもの鬼京も鼻白む。

　呵々大笑し、総長はぽんぽんと鬼京の頭を何度か叩たたいた。

「うむ。懐かしい。美国がまだ若いころとそっくりだぞ」

「えぇい、誰かと似てるとか、爺ちゃんの孫とか、うるせぇ」

　鬼京は総長の手を振り払はらい、自分を指さして真顔で主張した。

「俺は俺様よ無城鬼京様よ！　ほかの誰でもねぇ！」

「ははは。すまんすまん」

　とても不ぶ躾しつけな鬼京の態度にも、やはり嬉うれしそうな総長だった。しかし聞いていれば鬼京の祖父の若いころを知っているという口ぶりだが、彼はいったい何歳なのだろうか？　見た目は年老いているようにも若者のようにも思えるのだが、いまいち年ねん齢れいが摑つかみにくい。

　そんなことを考えている舞弓に、総長が不意に視線を向ける。

　瞳ひとみまで金色だ。長く使い古され擦すりきれた貴金属のような。

　しばし見つめあう。舞弓はなぜか目を逸そらせなかった。

　怪造学そのもののごとき、神秘的で深遠な双そう眸ぼう。

「すみませんね」

　倉波がそっぽを向き、今さら言い訳じみたことをつぶやいた。

「君たちの存在はできれば秘密にしておきたかったんですが、実際、怪造学会では物造の申し子かもしれないということで舞は有名だったみたいですね。物造は怪造学三大禁きん忌き──唯ゆい一いつの成功者である物造の申し子、その娘むすめが放置されているわけもありません」

　考えてみれば当たり前である。

「あの宇う宙つ木き校長が強権発動して入学試験零れい点てんの君を合格させたのも、そのあたりが理由なんでしょうよ。泳がされていたわけですね──それでまぁ、決戦兵器が物造と深く関かかわりのあるものと断定された以上、君たちが招集されるのは時間の問題だったようで」

　肩かたをすくめ、彼はぼやく。

「強制的ではなく、自分の意志で魔軍との戦いに参加してくれないと意味がないと──君たちを無理につれてこようとする連中を前に、これでもがんばったんですがね。まぁ結果として総長が『うむ。ならばくるまで待とう』とここで仁に王おう立だちを始めまして、怪造学会の動きが停止してすごい迷惑被こうむってます」

「喧やかましい」

　総長が腕うで組ぐみし、倉波を睨にらみつけた。

「俺がやろうと思えばそこのふたりとも強ごう引いんに攫さらってくることもできたのだぞ。だが空井伊依もそうだが、子供を無理に戦わせてまで勝とうとは思わん。善意で協力してくれるなら歓かん迎げいすると、怪造学会の首しゆ魁かいである俺が精せい一いつ杯ぱいの出で迎むかえをするのがせいぜいだろう」

　そこまで語ると、総長はその場に座し、深々と頭をさげた。

「よく……きてくれた……」

　その殊しゆ勝しような態度に、むしろ鬼京や舞弓のほうが戸と惑まどう。

　何も言えないでいると、総長は神しん妙みように告げてきた。

「俺たち怪造学会は長きにわたり物造を蔑ないがしろにし、批判すらしてきた。実現不可能な夢の学問、研究するだけ時間の無む駄だ、優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トを誤らせるくだらない禁忌としてな──その結果、美国は栄光を失い、物造の申し子は愚おろかものと罵ののしられた。彼らの功績を無視した俺たちが、今さらどの面つら下げて協力しろと言えたものか」

　怪造学会の首領を足あし下もとにひれ伏ふさせても、それで道なかばで死んでいった美国や危香が報むくわれるわけでもない。ひたすらに虚むなしかった。けれど、それは怪造学会として、総長として、果たすべきけじめなのだろう。

　怪造学会は、物造を貶おとしめてきた。

　見向きもせず、嘲あざ笑わらい、物造を研究した彼らを認めなかった。

「俺たちが間違っていた」

　総長のその飾かざらない言葉に、鬼京も毒気を抜ぬかれたか、複雑そうに歯は嚙がみして唸うなった。

「……うちの爺じじぃは、好きなこと楽しんで研究して満足して死んだよ」

　唾つばを吐はき捨て、総長を睨みつけて。

　哀かなしそうに。

「だから謝るなよ。今さら謝るな。今さら謝っても遅おせぇんだよ……畜ちく生しよう」

　鬼京と舞弓は同時に天を仰あおいだ。

　あまりにも。あまりにも──物造は、報われるのが遅すぎた。
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　舞弓は弁わきまえていた。

　自分の立場は曖あい昧まいなうえ重要でもない。

　物造の申し子、その娘。

　これは鬼京から聞いたのだが……戦橋危香すら虚マテ界リ呪ア具ルを物造しただけで、それを使用することはできなかったという。その理由は不明だが、ともあれ──虚マテ界リ呪ア具ルを唯一、使用することができた存在。それが舞弓の現在の評価であり、価値だ。

　総長自らによって大おお仰ぎように出迎えられたものの──それほど怪造学会は舞弓に期待しているわけでもないだろう。舞弓は薄々ながらそれを察していた。今の怪造学会は魔軍との戦せん況きようを有利にするため藁わらにもすがるつもりであれこれ策を弄ろうしており、舞弓との接せつ触しよくもそのひとつにすぎないのだ。

　けれど。

　だとしても──である。

　だとしても、これは魔軍との戦いで初めて舞弓が摑つかみとれた役目である。世界を危険に晒さらす怪モ造ン生ス物ターの軍勢に、自ら一いつ矢し報いうる可能性なのだ。

　歯嚙みしていた。

　破は壊かいされる町々を。

　逃にげ惑まどい苦しむ人々を。

　ちいさな身体からだで戦う伊依の手助けすらできない自分の無力さを。

　この機会は逃のがせない。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。母の遺志を完かん遂すいするため。己おのれの正義を貫つらぬくため。あの弱いくせに無理をしたがる相棒に、今こそ追いつき、その背中を支えるため。

　舞弓は全すべてを捨てて臨のぞむ覚かく悟ごだった。

　自分にできることは少ないのだろう。だが少なくても皆かい無むではない。

　ひとつひとつ積み重ね、義兄の愛したこの世界を救うのだ。
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　決戦兵器。

　魔ま軍ぐんとの戦いを怪造学会の勝利に確定する要素。戦況を決定づける切り札。そんな決戦兵器の研究と開発は古頃の校庭──その地下、《魔姫宮》で行われているらしい。決戦兵器というものが具体的に何なのか、舞弓がそれとどう関係があるのかはいまだ不明だが、その決戦兵器に舞弓が役に立たないとなれば用済みである。そこで終わる。

　さすがに緊きん張ちようしている舞弓を見かねたか、倉波が珍めずらしく気を利きかせてとある部屋に案内してくれた。《魔姫宮》へ向かうには寄り道だったが、それは舞弓に覚悟を決めさせるには必要な順路だった。

　そこは伊依のために用意された部屋である。

　魔軍に対たい抗こうするための最終兵器、《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の使い手。

　人類の切り札である彼女だ、どんな豪ごう勢せいな部屋を与あたえられているものかと思ったが。

「あれぇ？　舞さんだ……何してんの？」

　厳しい表情で扉とびらを開いた舞弓が見たのは、見事に弛し緩かんした伊依だった。

　ぽりぽりぽりっ、とポテトチップスを嚙かみ砕くだき、伊依は首を傾かしげている。そんな彼女がいるのはごく平均的な広さの個室で、あるのはベッドとＴＶ、化け粧しよう棚だなくらいである。伊依もここに住んでいるわけでもないし、私物の類たぐいはない。

「舞さんもきてたの？　奇き遇ぐうだねぇ」

　へらへら笑っている伊依は、涼すずしそうな寝間着パジヤマ姿だった。片手に団扇うちわをもち、暑そうにしながらＴＶを眺ながめている。あまりにも平へい凡ぼんな、日常的なその姿に──何やら舞弓は気が抜ぬけてしまう。

　世界の命運をその肩かたにのせ、明あ日すの我が身も知れぬというのに。

　そうして平然としていられるのが、どれだけの強さか舞弓には理解できる。

「わ。梅子ちゃん、帰ってきたんだね。……大だい丈じよう夫ぶだった？」

〈伊依ぃ〉

　梅子が嬉うれしそうに舞弓の頭からおりると、伊依に飛びつき、抱ほう擁ようされる。その和なごやかな光景を眺め──舞弓は独り、黙もつ考こうする。

　昔。敵を薙なぎ倒たおすことだけが強さだと思っていた。圧あつ倒とう的な正義でもって、厭いとわしい怨おん敵てきを撃げき滅めつする。だがそれはただの暴力だった。知らないうちに誰かのたいせつなものを踏ふみつぶす、忌いむべき勘かん違ちがいだった。

　それを教えてくれたのは、今は亡なき義兄あにであり、目の前で笑っている強い少女だ。

　舞弓の心に熱いものがこみあげてくる。

　迷うことはない。恐おそれる必要すらない。あのとき伊依とともに世界の敵と戦った瞬しゆん間かんから、舞弓の正義は完遂されていたのだ。迷い、怯おびえ、強敵に自信を折られ、逃げ惑ううちにずいぶんと遠くへきてしまった。

　伊依は強い。

　だが彼女は弱い。

　決してその肉体は頑がん健けんとはいえないし、攻こう撃げきされれば容易たやすく傷つき、血を流し死に至る。ふつうの少女なのだ。まともに殴なぐりあえば舞弓よりもずっと弱い。

　そんな脆もろい、でも必死で歯を食いしばって日々を戦いぬいている彼女を──。

　そばで支えてやるのは、誰だれの役目だったのか。

「伊依」

　突とつ然ぜんの来訪に戸と惑まどっている伊依を、舞弓は真っ直すぐに見つめて宣言した。

　意味は伝わらないかもしれない。

　でも、言いたかった。

「すぐに私は追いつくぞ！」

　だから。

　挫くじけずに。諦あきらめずに。傷つかずに。負けずに。

　そこで戦っていてほしい。

　すぐに──自分も追いつくから。

「うん」

　伊依は何やら察してくれたか、朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「じゃ。待ってる」

「待つ必要はない」

　舞弓は首をふり、颯さつ爽そうと背中を向けた。

「君はそのまま駆かけぬけろ。全速力で私は追いつく！」
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　集められた虚ブラツ無クホ断ール片パールは合計で五つ。

　御み剣つるぎ真ま子こが虚無大公自らから譲ゆずりうけた黒い球体。

　かつて悲哀大公すら打ち倒し、虚界アンダカを震しん撼かんさせた勇者──《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》。

　虚界アンダカの裏切りもの、怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア・鬱うつの宮みや噓うそこと《迷カオ路スコ王ア》。

　虚界アンダカから追放された虚無大公、その唯ゆい一いつの側近にして謎なぞ多き闇やみ宮みや血ち影かげ。

　そして、空うつ蟬せみ寮りようの哀かなしき亡ぼう霊れい、片かた津つ理り夢む。

　最後の片津理夢は《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》により喰くわれ、また最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》によって虚界アンダカへ送りかえされたが、梅子の働きによって無事に回収できた。

　全すべての虚ブラツ無クホ断ール片パールは──そうして収集された。

　もとい虚ブラツ無クホ断ール片パールとは虚界アンダカ四大公の一柱、魔ま王おうにもっとも近いと謳うたわれた超ちよう越えつ者しや──虚無大公が全ぜん盛せい時じの力を切りとって製造した分身のような存在である。虚無大公がなぜ我が身を切りとるという自殺行こう為いをしてまで虚ブラツ無クホ断ール片パールを製造したか、それは推測することもできないのだが……。

〈虚ブラツ無クホ断ール片パールはそれ単体でも強力な存在です〉

　古頃校庭地下研究施し設せつ、通つう称しよう《魔姫宮》。

　奇くしくも伊依が最終兵器の適性実験を行ったのと同じ場所である。

《魔姫宮》そのものは滅めつ菌きんされた純白の空間で、古代の闘とう技ぎ場じようのような円形をしている。そして闘技場をぐるりと囲む観客席のように、かなり高い位置に《魔姫宮》の様子を眺めるための展望席が用意されている。

　いくつもの機材が並ぶそんな展望室で、強化硝子ガラス越ごしに真しん剣けんに《魔姫宮》を見下ろし、鉄仮面の怪モン造ステ学イス者ト──虚島罠奈が穏おだやかに語っている。

〈かつて虚島の研究所では怪モ造ン生ス物ターを人間に埋うめこむ研究を行っており、その実験体のひとつには憤ゲヘ怒ナダ断イア片モンドが埋めこまれました。断だん片ぺんのなかではあまり力のない、爪つめの先ほど憤怒大公から切りとった程度のものだったようですが──効果は劇的で、憤ゲヘ怒ナダ断イア片モンドを埋めこまれた人物は恐ろしい戦せん闘とう力りよくを発揮したようです〉

「あぁ、懐なつかしいなぁ」

　執しつ行こう部長の爆はぜ川かわ嫌や凪なぎが血色の三つ編みを揺ゆらして笑った。

　金色の瞳ひとみが獣けもののように煌きらめいている。

「そいつを退治したの俺だよ。やぁ強かった強かった。防護服を着こんでた執行部員がそいつに触さわっただけで内部から爆ばく発はつしてなぁ──」

　笑えない昔話に、場の空気が何ともいえない微び妙みようなものになる。

　現在、魔軍とは腹の探さぐりあい──ほぼ膠こう着ちやく状態であり、決戦兵器の実験には多くの暇ひまな人員が見学にきていた。罠奈は機材を操作し、また状じよう況きようを記録したりして働いているが、嫌凪などは完全に野や次じ馬うまである。

　それだけ注目度が高いのだ、決戦兵器の実験は。

　だが、ほとんど誰も強く期待しているわけではないだろう。

　魔軍との戦争が加速度をつけるなか、都合よく戦せん況きようを塗ぬり替かえてくれる可能性なんてものが現れるわけもない。期待せず、今あるもので最大限に善処するのが真っ当である。

　それでも夢を見ても減るものではないと、わずかな希望をもってみんな《魔姫宮》に集まってくる。

　果たして決戦兵器の実験は成功するのか──。

　そもそも、決戦兵器とは何なのか──。

　誰だれもが興味をもって、この実験の経過を見守っていた。

　穏やかな態度を崩くずさずに、罠奈が静かな口調で語る。

〈断片はそれだけ強大な存在なのです。扱あつかいの難しさは他の怪モ造ン生ス物ターや呪具の比ではありません。虚界アンダカ四大公の破片なわけですし、あくまで大公たちは敵──過信は禁物でしょう〉

「そこはどうにか制せい御ぎよするしかありませんけどね」

　白衣姿の倉波が、それが自分の役目だというように誰もが言いにくいことを口にした。

「簡単なのは《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に虚ブラッ無クホ断ール片パール全すべてを食べてもらい、その力でもって魔軍と戦ってもらうことでしょうか。今の《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》もやろうと思えば怪モ造ン生ス物ターを喰えるのでしょう？　その能力そのものは喪うしなわれていないと聞いていますよ」

〈あまり、お奨すすめできません〉

　さすがの罠奈も不ふ愉ゆ快かいそうに、わずかに声を荒あららげた。

〈最低限の生命維い持じに必要だからその能力は残してあるわけで、再び友樹ちゃんがその能力をもって戦ってくれるかどうかは怪あやしいです。彼女は平へい穏おんを望んでいます。怪モ造ン生ス物ターを取りこみ、自分が自分でなくなることを恐おそれてもいます。今の彼女を戦わせるのは酷こくでしょう〉

　怪かい物ぶつとしての《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》ではなく、友樹という人間としての名前を呼んで、罠奈は口調だけは冷静にそう語った。倉波は肩かたをすくめ、眼鏡めがねで照明を弾はじいて嘆たん息そくする。

「彼女が我々のなかで有数の戦力であるのは間ま違ちがいないと思いますがね。怪造学の最高傑けつ作さく──彼女は怪造学界の至宝にして、それこそ、切り札にもなりうるでしょう」

〈私は《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》を最高傑作とは思いません〉

　罠奈が自らの父の功績を真っ向から否定した。

〈あれは許されざる研究でした〉

「まぁまぁ」

　堂々とその場にいて、罠奈の横の座席で踏ふん反りかえっている鬼京がぼやいた。

「何でもいいけどさぁ──じゃあけっきょくのところ〝決戦兵器〟っつうのは何なわけ？　せっかく集めた虚ブラツ無クホ断ール片パールをよ、腐くさらせておく理由はねぇもんな……どういう手法で、理り屈くつで、魔軍どもへの対たい抗こう手段にしちまうわけよ？　焦じらしてねぇで教えやがれよ」

「そこが怪モン造ステ学イス者トの腕うでの見せどころなんですよ」

　珍めずらしく楽しげな表情になった倉波に、罠奈も雰ふん囲い気きを和やわらげた。

〈そこは倉波先生に同意です。あのですね無城くん、興味深いことに──虚ブラツ無クホ断ール片パールは断片の名のとおり、まるでパズルの欠片かけらのように組みあわせることができるんですよ〉

「……どういうこった？」

　怪け訝げんそうな鬼京に、罠奈は懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれた。

〈ですから、五つの虚ブラツ無クホ断ール片パールは──それぞれ役目も性質も異なりますが、けれど同時に本質的には同じであり……つまるところ断片を組みあわせることでパズルとして〉

「虚島さん、虚島さん。その説明ではわかりません」

　倉波がつっこみをいれ、罠奈を諫いさめた。どうも優等生である彼女はものを教えることは苦手らしい。〝わからない〟がわからないのだろう。

　瞬まばたきして困こん惑わくする罠奈に代わって、倉波が元教師らしい慣れた口調で説明した。

「虚島さんがパズルと言いましたね？　そのとおりで、虚ブラツ無クホ断ール片パールはひとつの完成図を構築するための欠片なんですよ──その完成図とは、どんなものかわかりますか？」

「馬鹿にすんじゃねぇや」

　鬼京は足を組み、そっぽを向いて応こたえた。

「虚ブラツ無クホ断ール片パールは虚無大公の断だん片ぺんだ、完成図は虚無大公に決まってる」

「よろしい」

　倉波は満足そうに微笑ほほえみ、淡たん々たんと説明した。

「虚ブラツ無クホ断ール片パールは全ぜん盛せい時じの虚無大公が自らを五等分したパズルの欠片なのですよ。その結果、虚無大公そのものは残りかすとなり──虚界アンダカから追放された後にもろくな活動もできずにいたのでしょう。推測するに、虚界アンダカから追放されるのを悟さとった虚無大公が、力を奪うばわれる前に切り離はなしたのが虚ブラツ無クホ断ール片パールなのでしょうね」

　そもそも虚無大公はどうして虚界アンダカを追放されたのか。

　それは不明だが、今は想像の埒外である。

　虚無大公が追放された後の側近である血影すら、曖あい昧まいにしか知らないようであるし。鬱宮が言うには魔王を損そこなえる〝虚界アンダカ殺し〟とやらを虚無大公が創つくりあげたせいらしいが──詳しよう細さいは闇やみのなかだ。断片たちに与あたえられた知識も文字どおり断片的で、誰ひとりとして虚無大公自身の心を完全に識しってはいない。

　虚界アンダカ殺し。

　その言葉に、鬼京は思うところがあった。

　祖父の最期さいごの言葉が、物造は虚界アンダカを殺す──だった。虚界アンダカ殺し。祖父は何かに気づいていたのか。死の淵ふちにいてそれを鬼京へ告げようとしたのか。

　虚界アンダカ殺し。虚無大公の追放の理由──それは物造なのか？

　加えて、祖父は気になることを言っていた。

　物造が虚界アンダカを殺すという事実を、総長に知られてはいけない、と。

「…………」

　鬼京はだらけた姿勢で会話をするかたわら、そっと黄金色の男を観察する。総長は腕うで組ぐみし、瞑めい目もくし──修しゆ行ぎよう僧そうのように独り座ざ禅ぜんを組み沈ちん黙もくしている。

　祖父の遺言を思えば、今のこの状じよう況きようは危険な賭かけではある。総長はどこまで物造について知っているのだろう。何とか探さぐり、祖父の危き惧ぐしていた事態を回かい避ひしようと目もく論ろんではいるのだが、愚ぐち直よくそうに見えてなかなか総長の内心は読めない。

　何か不ふ穏おんな気配を感じたら、一目散に逃にげるべきか。それとも、祖父の不安を杞き憂ゆうとするため、行けるところまで行ってみるべきか。

　鬼京がそうして静かに思し索さくを巡めぐらせているうちにも、倉波は語りつづけている。

「仮定として、五つの虚ブラツ無クホ断ール片パールをどうにかして組みあわせることができれば──それは全盛時の虚無大公そのもの。少なくとも同等の力をもった強大な存在となりうる。それを自在に操あやつり、兵器として用いることができれば──戦局を変えうる決定打になるでしょう」

　なりうる、だの。できれば、だの。

　仮定の話ばかりだ。

　虚ブラツ無クホ断ール片パールを集めれば虚無大公と同等の存在になるとか、兵器として用いることができればとか、それらは希望的観測で、実現できる保証は何もないのだ。

　倉波もそれは承知しているのか、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「ま、そこまで理論はできたのですがね、実現化については混迷を極きわめていますね。なので君たちには期待しているのですよ、無城くん。君の知識と物造の使い手としての舞の可能性こそが──ただの理論を決戦兵器として昇しよう華かしうる可能性で、希望なんです」

　虚ブラツ無クホ断ール片パールと物造理論。

　それがどう嚙かみあうのか、関かかわりがあるのか、今の説明では不明だったのだが。

　鬼京が何か疑問を口にする前に、《魔姫宮》展望席の部屋の扉とびらが大きく開いた。

「待たせたな！　それで私は何をすればいいのだ!?」

　何も考えてなさそうな顔で、噂うわさの戦橋舞弓が現れた。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　先行した鬼京たちよりも遅おくれて、舞弓は《魔姫宮》に辿たどりついた。

　伊依と面会していたので、ちょっと時間がかかってしまった。

「ところで」

　展望室のみんなが無ぶ遠えん慮りよに注目してくるなか、羞しゆう恥ち心しんに震ふるえながら舞弓はぼやいた。

「この格好には何の意味が……？」

　舞弓は体操服だった。

　なぜか真新しい新品の体操服を与えられて着せられてしまったのだ。動きやすいようにと髪かみをくくった舞弓は、さぁこれから運動会だという具合に健康的である。

「特に意味はない」

　展望室の片かた隅すみ。座禅を組んでいた総長が、堂々と偉えらそうにのたまった。

「ただ服が汚よごれる可能性があるからな……何やら飾かざりたてているようだし、制服のままでは動きにくかろうと配はい慮りよしたのだ」

「服が汚れる？　何をさせるつもりなのだ？」

　機能性を重視させるだけなら体操服ではなく、ほかの格好でもよかったような気がするが──普ふ段だん着ぎや白衣姿だらけの展望室で、ひとりこんな服装をしていると馬鹿みたいである。

「舞は難しい説明をしても理解できないでしょうし、単刀直入に言いますが──」

　倉波が眼鏡めがねを煌きらめかせ、冷れい淡たんに語った。

「あなたは怪造学史上、唯ゆい一いつである物造の使い手です。物造された虚マテ界リ呪ア具ルを使いこなしてみせたのはあなただけ……その理由や理り屈くつは不明ですが、それは立派な才能で、怪造学会にとっての希望です」

「……うむ」

　物造の申し子と謳うたわれた母、戦橋危香も自身が物造した虚マテ界リ呪ア具ルを使用することはできなかった。けれど舞弓は母に託たくされた唯一の虚マテ界リ呪ア具ル、《朧武朧》を自在に操ってみせた。それは怪造ができない舞弓の、たったひとつの才能だった。

「だがそれが何だというのだ？」

　ひとりだけ情報を知らされていない苛いら立だちをぶつけつつ、舞弓は腕組みする。

　ここまでくれば推測できないでもないのだが──。

「件くだんの決戦兵器とやらは、その何だ、虚マテ界リ呪ア具ルなのか？」

　倉波も罠奈も鬼京もぎょっとした。

「どうしたんですか、舞……変なものでも食べたんですか？」

〈ごめんね。戦橋さん、ちょっとだけあなたを過小評価していたよ〉

「これも全すべて俺の教育の賜たま物ものだぜ？　偉いのは俺だからな！」

　失礼かつ腹の立つ三人とは裏腹に、総長が喜色満面で頷いた。

「うむ。決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》はかつて物造された虚マテ界リ呪ア具ルである！」

　正解だったらしい。

　ちょっと考えれば話の流れから馬鹿でもわかる気がするのだが、みんなやけに感心していた。どうも自分は侮あなどられているようだ。まぁ怒おこって暴れるのも無む為いに思い、不ぶ躾しつけな連中を睨にらみつけるだけで済ませたが。

　総長は静かに腰こしをあげると、黄金色の煙管キセルで眼下に広がる《魔姫宮》を示した。

「見るがいい」

　舞弓も真っ直すぐに硝子ガラス張りの大きな窓に歩み寄り、その光景を直視して絶句した。

「何だこれは……」

　ぐるりと展望席に囲まれた、古代の闘とう技ぎ場じようじみた《魔姫宮》の敷しき地ち。否いな、それはまさに闘技場そのものだった。純白の床ゆかと壁かべと天てん井じように囲まれたその空間では、今まさに人知の及およばぬ不可思議な戦いが繰くりひろげられていた。

　中央にいるのは、鎧よろいだ。黒い鎧。

　全長二メートル以上の巨きよ大だいな全身甲かつ冑ちゆうである。西洋風のその外見は鎧というより近代的なロボットのようだが。両手の先から漆しつ黒こくの刃やいばを伸のばし、虚うつろな眼下には深しん紅くの灯火が煌めいている。黒光りするその重厚な見た目は威い圧あつ的で恐おそろしかった。

「あれは──」

　舞弓には見覚えがあった。

　特とく徴ちよう的な人物なので、忘れるほうが逆に難しい。

　あれは古頃大祭にて、遭そう遇ぐうした謎なぞの人物である。怪造学会の幹部とともに行動していた、押しの強い外見のわりに存在感が希き薄はくな人物。名前は、たしか……高たか橋はしと呼ばれていたか。

　自分と似た名前なので、かろうじて覚えていた。

　それに──彼と遭遇したとき、舞弓の武器である虚マテ界リ呪ア具ル《朧武朧》が激しく反応し、また舞弓自身も酩めい酊ていするような感覚に戸と惑まどった。あれは何だったのか。あのとき高橋が告げた『我を使用せよ』という言葉を思いだし、舞弓にひとつの仮定が思い浮うかぶ。

　まさか。

　まさか……そうなのか？

「物造の申し子、戦橋危香が物造した虚マテ界リ呪ア具ルは──公式にも非公式にもたったのふたつのみ。ひとつは実の娘むすめである舞に託された《朧武朧》、そしてもうひとつこそが、今回の計画の要かなめとなる存在──」

　淡たん々たんと語る倉波の声をＢＧＭに、今まさに《魔姫宮》で新たな動きが発生していた。

　高橋は戦っていた。両手の刃やいばを振ふり回し、何者かと。その全身を黒い粘ねん液えきが走り回り、動きを拘こう束そくして捕ほ縛ばくする。偽にせ物ものの眼球が目立つそれにも見覚えがあった。たしか鬱宮と呼ばれていたか──あれも怪造学会の幹部らしかった。

　そして、またも意外な人物。

　全身を真っ赤な包帯や縄なわでぐるぐる巻きにした存在──かつて舞弓と偽にせの殻から蛇だでともに戦い、舞弓が《朧武朧》を叩たたき折られた因いん縁ねんの魔ま王おう杯はいでは自らの武器を託してくれた存在。勇者とか《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》とか呼ばれていたその人物が、舞弓が見ている前で高橋の全身に激しく体当たりを仕し掛かけた。

　衝しよう撃げきと震しん動どうが展望室まで伝わり、堪たまらず高橋は蹈鞴たたらを踏ふむ。

　その頭部が、小手の一部が吹ふっ飛び、床に転がって甲かん高だかい音を響ひびかせる。

「───────」

　そして舞弓は見た。全ての答えになるような現実を。

　吹っ飛んだ兜かぶとの中身は、空くう洞どうだった。ちらりと垣かい間ま見みえた鎧の内側も、同様にがらんどうで何もなかった。鎧のなかには誰だれもいなかった。まるで鎧そのものが自らの意思をもって動いているようだ。

「決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》」

　信じられない光景を前にして、硝子に張はりついて絶句するしかない舞弓に、いけ好かない幼なじみの倉波が気き遣づかいもせず言ってのけた。

「それは戦橋危香が物造した虚マテ界リ呪ア具ルのひとつであり、見てのとおり自ら稼か働どうする鎧です。断っておきますが生命はありません。命があっては虚マテ界リ呪ア具ルとは呼べませんからね。あくまで擬ぎ似じ的な意思であり、一種のプログラムに従っているという点では怪造学によって創造されたロボットのようなもの──といえるかもしれません」

　見ると高橋は鬱宮の拘束を弾はじきとばし、よろよろとした動きで転がった自らの頭部を、小手を拾いあげて嵌はめ直す。そして何事もなかったかのように直立すると、天を仰あおいで咆ほう哮こうした。機械の振しん動どうのような、やけに無機物的な雄お叫たけびだった。

　声量は大きいが生々しくはない、ただ耳みみ障ざわりなだけの声に、舞弓は眉まゆをひそめる。

　高橋は苦しんでいるように見えた。身み悶もだえ、絶ぜつ叫きようし、のたうち回っている。

「彼は亡なき戦橋危香の遺志により、怪造学会が封ふう印いんし保存していました」

　高橋を心配する舞弓に、微び笑しようを浮かべつつも、倉波はあくまで冷れい淡たんに語る。

「重要な存在ではありましたが、なにぶん能力も不明なうえ、禁きん忌きのひとつである物造に関かかわる存在でしたので──表だって発表することはできず、防衛部長という肩かた書がきを与あたえられ怪造学会本部の防衛を主な役目としていたようです」

　それは倉波がまだ怪造学会に所属していない時期の話なのだろう。危香が死んだ時期からと考えると十六年前から、高橋は独り怪造学会を守りつづけていたのか。

　舞弓は尊敬する。そして高橋に一種の共感めいたものをおぼえた。

　誰だれかを守るために戦いつづけた十六年。それは望まない戦いだったかもしれないけど、彼は貫つらぬきとおし、戦いつづけた。十六年。舞弓と同い年だ。彼の人生は──人生と呼ぶべきではないかもしれないその生しよう涯がいは、舞弓のそれと似ていた。

「封印するなら動きを完全に拘束し、倉庫にでも放ほうりこんでおくべきなんですが、そうして眠ねむらせておくのも勿もつ体たいないという思考だったんでしょうね──怪造学会は多少の危険を冒おかしてでも新しい発見をしたいと願う組織ですから」

「倉波。余計なことは言わんでいい」

　総長に釘くぎを刺さされ、倉波は肩かたをすくめた。

「まぁそうして完全には封印されず、監かん視しされ働きつづけた彼は、怪モン造ステ学イス者トたちにとって有用な研究対象だったようでね。あれこれ判明した事実もあるようです。それらの事実を踏まえ、今回──決戦兵器の主しゆ核かくとなるべく抜ばつ擢てきされたわけですが」

「だからその決戦兵器というのは、具体的に何なのだ」

　いいかげん難しい話には飽あきてきた。舞弓はわかりやすいのが好みなのだ。

　あくまで《魔姫宮》で戦いつづける異い形ぎようたちを眺ながめつつ、舞弓は彼らの闘とう争そうにあおられ血圧が上じよう昇しようする身体からだを抱だきよせ、震ふるえていた。武む者しや震ぶるいだ。あの場に飛びこんで混ざりたくもあるが、何の意味もわからず戦うというのも気持ちが悪い。

「さきほどもした会話を繰くりかえすのが億おつ劫くうですが──」

　倉波は面めん倒どうくさそうに、けれど誠実に教えてくれた。昔からこの男は嫌いや々いややっているという顔をしながらけっこう親身に舞弓を手助けしてくれたものだ。だからこそ舞弓は彼を憎にくめないし、信しん頼らいもしているのだが。

　倉波が語った内容は簡潔だった。

　集められた五つの虚ブラツ無クホ断ール片パール。

　それらをパズルのように組みあわせれば、全ぜん盛せい期きの虚無大公──魔王にもっとも近いと謳うたわれた存在の力が、まるごと再現できる。

　あとはその力を如い何かに利用し、魔軍への対たい抗こう手段とするか……という話らしい。

　単純に虚無大公そのものを創つくりあげても、その上位存在である魔王を倒たおすことができるかどうかは怪あやしい。それでは決戦兵器──戦いの趨すう勢せいを決定する起き爆ばく剤ざいとは成り得ない。戦力にはなるだろうが、それだけだ。

　そもそもパズルのようにと倉波は言ったが、それぞれ別個の存在として完結している虚ブラツ無クホ断ール片パールたちを組みあわせることなどできるのだろうか。かつて二匹ひきの怪モ造ン生ス物ターに分ぶん裂れつしていた梅子の例もあり、怪モ造ン生ス物ターたちは人間よりもくっついたり離はなれたりがしやすい存在らしいが──。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》の協力が得られれば、彼女が虚ブラッ無クホ断ール片パール全すべてを喰くらうことによりその目的は達成できるが、彼女が再び戦場に立ってくれるかどうかは不明だ。舞弓はたぶん無理だろうと思う。

　戦う手段をもっているということと、戦えるということはちがう。

　彼女はすでに怪造学界を震しん撼かんさせた怪かい物ぶつではない。平へい穏おんに暮らすひとりの少女だ。破は壊かいを憎み、騒そう乱らんを嫌けん悪おし、暴力を厭いとう。敗北し、愛を知り、怪物は少女になったのだ。

　ハッピーエンドのなかにいる彼女を、再び闘争の嵐あらしに引きずりこむのは酷こくである。

　では──どうするか。

「そこで話題になったのが《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》です」

　倉波が《魔姫宮》を見下ろし、何やら資料をめくりながら語った。

「彼のもつ銃じゆうと剣けんは怪モ造ン生ス物ターを取りこみ、その《魔ま力りよく》を攻こう撃げき力りよくに変へん換かんし解き放つ能力をもっています。これは魅み神かみさんと彼自身の説明により判明したのですが」

　そうだ。

　以前の戦いで、《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》の武器はそのような能力を発揮した。同時に舞弓は暗く哀かなしい記き憶おくを思いだす。彼の剣を借り受けた舞弓は、志し田だ桐ぎり涼すず女めという少女の願いにより彼女の生命を維い持じしていた《魔力》を託たくされ、剣にこめて解き放った。

　その結果、涼女は死んだ。もともと屍し体たいだったとはいえ、舞弓が殺したようなものだ。

　夢なかばで朽くちていった彼女のぶんまで、舞弓たちはこの世界で戦い、未来を創つくっていく宿命があるのだ。

　内心で決意を新たにしている舞弓を、不思議そうに眺めながら倉波が溜ため息いきをつく。

「ただ、彼の能力では虚ブラツ無クホ断ール片パールの威い力りよくを最大限には発揮できません。全ての虚ブラツ無クホ断ール片パールを彼の武器に吸収させ解き放てば、それは恐おそるべき威力をもった核かく爆ばく弾だんのような攻撃になるでしょうが──それで魔王を滅ほろぼし、魔城を陥かん落らくさせられるかどうかは不明です。これも可能性のひとつ。選せん択たくできる兵器のひとつにすぎませんね」

　ならば。どうするのだ。

　虚ブラツ無クホ断ール片パールという圧あつ倒とう的な力をもつ存在。それはどのように利用すればもっとも有効で、魔軍に打撃を与あたえ、この虚むなしい戦いを終わらせる決定打となりうるのか。

「そこで虚マテ界リ呪ア具ルです」

　黙もつ考こうする舞弓に、倉波は神しん妙みような表情で教えてくれた。

「長年の研究と鬱宮の知識、《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》の捕足から、あの高たか橋はし十とう──虚マテ界リ呪ア具ル《虐スーサ十イドア字タツク》の能力もおぼろげながら推測されています。彼はまるであつらえたように、今の事態を想定して創られたかのように、虚ブラツ無クホ断ール片パールによって最大限の能力を発揮できる存在なのです」

　今回の事態を想定したように。

　では、それを想定したのは果たして誰だれなのか。

　舞弓はなぜか不安になったが、倉波は持論を語るのに熱中している。

「彼の能力は虚界アンダカを切りとること。虚界アンダカそのものを、また現界カナイと虚界アンダカの境界を切断し──様々な奇き跡せきを起こします。どういう原理かは不明ですが、この現界カナイに亀き裂れつをいれ、そこに飛びこみ虚界アンダカを経由して移動し、偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーのように現界カナイの好きな場所に瞬しゆん間かん移動したりとか──」

　専門用語が多くて舞弓にはよくわからない。

　怪造学会幹部がやたら神しん出しゆ鬼つき没ぼつにあちこちに現れるのも、あれは高橋に運んでもらってその瞬間移動をしてもらっていたのか。そういえば幹部がいるときはたいてい特に何をするでもないのに高橋がいた。少数精せい鋭えいのときは特にだ。

「さらに、彼は《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》の剣や銃のように怪モ造ン生ス物ターの《魔ま力りよく》を取りこみその能力を強化できます。他の怪モ造ン生ス物ターを吸収し、力に換かえるのは虚無系統の怪モ造ン生ス物ターの特性のようで、虚無に関わりが深い虚マテ界リ呪ア具ルも大なり小なり同様の性質をもつようですね」

　ならば《朧武朧》も。

　舞弓は肩かたにさげた愛刀を撫なで、ひとつの可能性に至る。

　怪モ造ン生ス物ターを吸収し、その《魔ま力りよく》を得れば、《朧武朧》が復活する可能性もあるのか。そうか、と同時に推理を完成させる。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は怪モ造ン生ス物ターを吸収する。怪モ造ン生ス物ターは《魔ま力りよく》により現界カナイでの存在を保っている。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》は《朧武朧》から《魔ま力りよく》のみを吸いあげ、けれど《魔ま力りよく》によって保たれていない生命をもたない虚マテ界リ呪ア具ルとしての部分──《朧武朧》そのものは食えずに失敗した。刀は折れ、力は奪うばわれたが、《朧武朧》そのものは残った。

　疑問が氷解する。

《朧武朧》は──復活するかもしれない。たぶん《魔ま力りよく》があればいいのだ。潤じゆん沢たくな《魔ま力りよく》が。そんなもの、舞弓がいくらでも注ぎこむ。方法がわかれば今すぐにでも。

「で」

　舞弓が思いつくことを倉波たちがわからないはずがないのだが、今は《朧武朧》は後回しと考えているのか──彼らはあくまで《魔姫宮》の高橋を見下ろしている。

「虚界アンダカそのものを切り裂さく高橋の能力が虚ブラツ無クホ断ール片パールにより強化されれば、おそらく、それは虚界アンダカそのものである魔ま王おうにすら打撃を与え滅ぼしうる決戦兵器となりえます」

　それこそが、決戦兵器。

　魔王を。虚界アンダカの全すべてを滅ぼしうる虚界アンダカ殺しの決戦兵器。

　だが。

「試ためしにどの程度の能力を発揮するのかと、御剣真子さんとやらがもってきてくれた虚ブラツ無クホ断ール片パールを高橋に与えてみたのですが」

　そういえば真子がいるらしいのだ。梅子の説明で舞弓はそれを知っていた。

　純じゆん粋すい無む垢くなあの女の子を、あまり戦いに巻きこみたくないのだが。

　真子を思い浮うかべる舞弓の横で、倉波は淡たん々たんと説明をつづけている。

「見てのとおり、彼は我々の制せい御ぎよから離はなれて暴れ始めました」

〈暴走……ということです〉

　罠奈が嘆たん息そくし、喉のどから零こぼれる合成音声でぼやいた。

〈それで実験は暗あん礁しように乗りあげたわけですよ、戦橋さん。制御できない兵器など危なっかしくて使用できません。発想は悪くなかったと思うんですけどね。正直、魔軍との総力戦のなかで安心してわたしたちの命運を託せるかというと、現状、難しいです〉

　そうだろう。

　どこに飛ぶかわからない核爆弾じみた兵器など、おいそれと使用できない。

　下へ手たをすれば拮きつ抗こう状態のこの戦せん況きようを、怪造学会の不利に傾かたむける可能性すらある。

　そして──。

「なるほど」

　舞弓は頷うなずき、真しん摯しに頷いた。

「説明が長いぞ。つまり、だからこそ私の出番というわけだな」

　暴走する高橋。虚ブラツ無クホ断ール片パールひとつでこの暴れかただ、五つの虚ブラツ無クホ断ール片パール全てを吸収したらどれほどのものか。《魔姫宮》を破は壊かいし、怪造学会本部を壊滅させかねない。全ぜん盛せい時じの虚無大公そのもの──という話だから。

　けれど。

　じゃじゃ馬は馴ならせば最高級の軍馬となりうる。

「物造の使い手。唯ゆい一いつの虚マテ界リ呪ア具ル使用者であるこの私が、見事、あの高橋とかいう虚マテ界リ呪ア具ルを使いこなしてみせたら万ばん事じ解決ということだ！」

　そういう話──なのだった。

　けれど意気揚よう々ようと宣言した舞弓とは裏腹に、みんなの態度は消しよう沈ちんしていた。

　倉波は眼鏡めがねを直し、眉まゆ根ねを寄せる。

「まぁ、当たるも八はつ卦けといいますか、あまり期待はしていないのですがね。可能性は全て試してみようというわけですよ。君が虚マテ界リ呪ア具ル全てを扱あつかえるかどうかは不明ですし、そもそもあの暴れかたですので──さすがの君も近づけないでしょう？」

〈鬱宮部長たちが必死で抑おさえこもうとしてくれているんですがね〉

　罠奈が怯おびえるように《魔姫宮》を見下ろした。

〈すごい力です……全盛時の、虚無大公というものは。断だん片ぺんひとつでこの破壊力。見た目よりも激しい戦いですよ。そこに戦橋さんを無理に放ほうりこむのは殺人と同じです。わたしは反対です〉

「なので、舞」

　弱音を吐はく罠奈の横で、倉波が真ま面じ目めに諭さとしてきた。

「誰も君に無む理り強じいはしません。危険が大きすぎますからね。成功率も算出できない博ばく打ちです、期待はしていません。ここで逃にげても誰も君を責めはしませんよ」

　それはずるい言い方だ。

　逃げる？　誰が？　この戦橋舞弓が？

　むきになって倉波を罵ののしろうと口を開いた舞弓の背後で、不意に扉とびらが大きく開いた。舞弓は驚おどろいて言葉を吞のみこみ、振ふりかえって絶句する。

「いけません！」

　そこにひとりの人物が立っていた。

　忘れるわけがない。心の奥底に刻みこまれたその姿。そして今は、舞弓にとって誰よりも会いたい──いろいろなことを、問い質ただし、確かめたい相手。

　それは闇宮血影だった。

「いけません、舞弓さん！　死に急いではいけません！」

　痛々しい姿だった。

　薄うすく緑色がかった金きん髪ぱつはほつれ、お人形のように整ったその表情は乱れ、病人が着るような薄うす手での衣ころもを引きずっている。身体中に包帯を巻いており、そこには血らしき黒い染しみが滲にじみ、見るからに満身創そう痍いだった。

「……おか、あ」

　ちがう呼こ称しようを口にしかけて、舞弓は首をふり、不安に速まる動どう悸きをおさえて問いかけた。

「血影さん、どうした？　何があったのだ？」

「わたくしは──他の虚ブラツ無クホ断ール片パールの方々と、いっしょに戦っていたのでございますが……力及およばず、このように負傷を」

　他の虚ブラツ無クホ断ール片パール？　血影は何を言っている？

　舞弓が戸と惑まどった、まさに瞬しゆん間かんだった。

　衝しよう撃げき──じみた、共鳴。

　舞弓の身体からだのあちこちで振しん動どうし、その存在を主張するものがあった。それはさきほど伊依に預けてきた梅子に託たくされた最後の虚ブラツ無クホ断ール片パール。そして舞弓の肩かたにぶらさげられた銘めい刀とう《朧武朧》──折れてしまった、舞弓の虚マテ界リ呪ア具ルだった。

　それらは激しく明めい滅めつし、振動し、悲鳴のような音を響ひびかせる。

　何だ？　これは何だ？　何が起きている？

「舞弓さん！」

　血影の絶ぜつ叫きようにただならぬものをおぼえ、舞弓は本能的に視線を彼女から《魔姫宮》のほうへ移す。見えたのは慌あわてる怪モン造ステ学イス者トたちと、必死で何かを叫さけんでいる罠奈や倉波。目を見開いてむしろ楽しそうな鬼京。そしてきつく唇くちびるを結んだ激流院潮静。

　ばりん。

　そして──皆みなが注視するのは、展望室の硝子ガラス張りの窓。

　ばりん。ばりん。

　安全な位置だった。展望室は天国のように安あん寧ねいで、《魔姫宮》で巻きおこっていた地じ獄ごくのような戦せん闘とうの音や衝撃すらほとんど届かなかった。距きよ離りは遠く、位置は高く、当然、脆もろく見える硝子や壁かべにも……万一に備えてシェルター並みの防護処置が施ほどこされていたはずだ。

　その硝子にへばりついて、ばりん、ばりん、と。

　決戦兵器──。

　虚マテ界リ呪ア具ル《虐スーサ十イドア字タツク》──。

　戦橋危香が遺のこしたふたつの虚マテ界リ呪ア具ル、その片割れである高橋十が──。

〈……。………──〉

　ひたすらに舞弓を注視し、硝子を甲かつ冑ちゆうの両手で叩たたき、亀き裂れつをいれ、破裂させ。

　共鳴する《朧武朧》と虚マテ界リ呪ア具ルの球が騒そう音おんを放つなか、むしろ陰いん鬱うつに、聞き逃のがしそうな小声でつぶやいていた。

〈我を──使用せよ〉

　ばりん！

　硝子の破は片へんが砕くだけ散り、その欠片かけらがこちらに凄すさまじい速度で迫せまりくる。否いな、それは棒立ちになった血影の顔面を狙ねらっている。偶ぐう然ぜんだろうが、まずい。危ない。

「お母さん!!」

　舞弓は叫んだ。子供のように叫んだ。駆かけだし、手を伸のばし──。

　血影の顔面を撃うち抜ぬこうとした硝子の破片を、その片手で受けとめる。血ち飛沫しぶきを放ち、痛みに歯は嚙がみしながらも──咄とつ嗟さにいつもの癖くせで肩にさげた刀を抜いた。

　中ちゆう途とから刃の欠けた不細工な日本刀。

　生まれたときから舞弓のそばにあった、母の遺志そのものの銘刀《朧武朧》を掲かかげ、姫ひめを守る武士のように血影を守り舞弓は吼ほえた。

「いきなり何をするか、この下げ郎ろう！」

　そして何も考えず──硝子を砕き、今まさに室内で暴れ狂くるおうとしている黒くろ塗ぬりの巨きよ体たいへ突とつ進しんする。勝敗も魔軍との戦闘も母への慕ぼ情じようも何もかも捨て去り、この瞬間、舞弓は己おのれの為なすべきことを悟さとった。

　刀は折れた。だが心は折れていない。

　目の前に危険な存在と、己を守る術すべをもたない無む辜この人々がいる。

「私の名前は戦橋舞弓」

　ならば戦う。守るために戦う。

「正義の味方だ！　そちらも名乗れい──この無礼者！」

　高橋はぎょっとしたように身を竦すくませたが、すぐにその巨体を震ふるわせ、両目から深しん紅くの光を迸ほとばしらせて意味のある言葉で絶叫した。

〈我は戦橋十号──虚界アンダカ殺しの虚マテ界リ呪ア具ルなり!!　使い手よ、我を使用せよ!!〉

　かくて物造の使い手と虚マテ界リ呪ア具ルの、熱く狂くるおしい決戦の火ぶたが切って落とされた。
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　御剣真子は星を眺ながめていた。

　いつもはポニーテイルにしている髪かみの毛を、丹たん念ねんに梳くしけずりながら。

　深夜の怪造学会本部──古頃怪造高等学校にいくつかある来客用の部屋である。

　伊依たちについてきて成りゆきでお泊とまりすることになった真子も、慌てて寝ね床どこだけ調ととのえられた殺風景な部屋で夜を明かすことになった。伊依なんかは心配していっしょに寝ようかなどと尋たずねてくれたのだが、馬鹿にしてはいけない。真子はもう大人なのだ。独りで寝るのも怖こわくない。

　だから部屋の窓を開け、ずっと星空を眺めているのも。

　決して寂さびしいとか、怖いとか、そういう子供じみた理由じゃなくて──。

「うーん？」

　何なのだろう。自分は何が気に食わないのだろう。何を苛いら々いらしているのだろう。

　真子は自分の気持ちをうまく咀そ嚼しやくできずに、頭を抱かかえて考えこんでしまった。

　用意された椅い子すに腰こしかけ、お風ふ呂ろ上あがりのぽかぽかした身体からだで、寝ね間ま着き姿のまま漫まん然ぜんと外の景色を眺めている。夏なので日が暮れてもまだ蒸むし暑く、網あみ戸どもない窓だから羽虫がいくらか迷いこんでくる。

　古頃の校舎は戦国時代のお城みたいな外観で、かなり背が高い。真子の部屋からの見晴らしもよいが、すっかり人気のなくなった町は灯あかりもなくほとんど真っ暗だ。眺めていて面おも白しろいものでもない。

　そんな景色のせいでもないだろうが、真子は我知らずちいさな声でつぶやいた。

「はぁ……なぁんか、つまんないなぁ……」

「何がだい？」

　──真横から声がした。

「うっ……きゃぁあああ!?」

　真子は猫ねこが引き千切られたような悲鳴をあげ、危あやうく窓から落ちそうなほど身を仰のけ反らせた。驚おどろいた。死ぬかと思った。心臓が止まりかけた。

「あう。あう。あう」

　口を何度もぱくぱくさせて、そっと声が聞こえてきた方向──真横を見る。

　今度もまた、驚いた。

「こんばんは」

　そこに立っていたのは、純白の制服をきちんと着た少女だった。

　ひっつめた髪の毛。小こ脇わきに抱えたノートパソコン。表情を隠かくすのが目的のようなぐるぐる眼鏡めがね。肩かたには服を着た愛らしい鼠ねずみが三匹びき、ちょこりと乗っている。

　真子は、そのどこか喜劇の役者じみた、ちぐはぐな印象を受ける人物に見覚えがあった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのは知っていたし、落ちついたら今度は嬉うれしくなってきた。

「已い己こ巳みお姉ちゃん」

「久しぶりだね、真子ちゃん」

　仮面じみた無表情にほんのり笑えみを浮うかべ、かつて真子を不思議な冒ぼう険けんに導いた相手、巴ともえ已己巳は身じろぎひとつせず立っていた。相変わらず存在感が希き薄はくというか、物語の登場人物みたいに不思議な幻げん惑わく感かんを漂ただよわせている。

　真子は已己巳について多くを知っているわけではない。ただ真子と同じように、真子の大好きな闇やみ宮みや影かげ文ふみという少年と親しい間あい柄だがらで、行方ゆくえ不明になった彼をともに捜さがしてくれた……という事実だけで、真子にとっては信しん頼らいに足る人物である。

　怪造学のことは何もわからなくて、状じよう況きように振ふり回されてばかりで。

　已己巳や影文のことも、ほんのちょっぴりも理解できなくて。

　真子は疎そ外がい感かんのなかにいた。

　いつも。いつも。いつもそうだ。

「う……うぅ……うっう」

　已己巳の姿を見たら、何やら我が慢まんできなくなって、真子は彼女の夏なのに長い袖そでにすがりついた。目め頭がしらが熱くなり、ぼろぼろ涙なみだが零こぼれてくる。心のなかで何かが決けつ壊かいし、弱い自分が顔をだした。

　已己巳は困ったようにしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて優やさしく真子の頭を抱だきしめると、その湯上がりで湿しめった髪の毛をぎこちなく撫なでてくれた。
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　真子が落ちつくまで、ただ優しく。姉のように。

「真子ちゃん」

　已己巳はゆっくりと、純じゆん朴ぼくに──誠実に、すなおな気持ちを語ってくれた。

「僕はまだ人間のことを勉強中だから、哀かなしいとか切ないとかわからないけど……ちょっとは理解できるつもりだ。真子ちゃん、君はたぶん寂しいんじゃないかな？」

「…………」

　わからない。

　自分がどうして泣いているのか、わからない。

　寂しい。

　そうかもしれない。

　この胸を満たす感情は、寂しい、という気持ちなのかもしれない。

「…………」

　真子は黙もつ考こうし、己の心を咀嚼した。

　そうだ。べつに自分が主人公になれると期待したわけではない。何かの中心になるには真子は平へい凡ぼんすぎるし、現在、巻きおこっている戦争に影えい響きようを及およぼせるわけもない。

　だけど、もうちょっと何かあると思ったのだ。

　だって影文は自分だけにあの黒い飴あめ玉だまを渡わたしてくれた。その行こう為いには意味があってほしかった。影文の人間性を、真子への期待を、言葉にできないもやもやとした希望を、託たくしていてほしかった。

　なのに。

　あの黒い飴玉は何か虚ブラツ無クホ断ール片パールとかいう、いくつもあるうちのひとつでしかなく──それすらも、伊依たちが自分の目的のためにさっと奪うばっていってしまって、真子は途と方ほうに暮れるしかなかった。

　もちろん伊依を恨うらみはしない。

　彼女は偉えらい。立派だ。尊敬しているし、応おう援えんもしている。彼女の役に立つなら、文句はない。でも。でも。

　これじゃ、ほんとうに──ただ、伊依に丸投げしただけだ。

　真子は結局、黒い飴玉を影文から伊依に渡す運び屋の役目を果たしただけだ。

　誰だれでもよかったことになる。真子じゃなくても。ほかの誰でも、伊依に虚ブラツ無クホ断ール片パールを手て渡わたすことができたら。それは信じたくない推測だったけれど、困ったことに現実がそれを肯こう定ていしていた。

　べつに誰でもよかったの──？

　たまたま真子だったのは、偶ぐう然ぜんで、特別な理由などなくて──？

　自惚うぬぼれていたわけではないけれど、期待していた。真子は影文にとって何か特別な存在で、影文が真子へたいせつな虚ブラツ無クホ断ール片パールを手渡したのにも意味があるのだと。それは最後の希望だった。願望で、祈いのりだった。真子と影文の、唯ゆい一いつ、切れずに残った絆きずなだった。

　なのに。

　現実がそんな真子の儚はかない祈りを打ち砕くだく。

　今はもう、真子にできることは何もない。

　伊依に虚ブラツ無クホ断ール片パールを渡した現在、もう役目がないかのように、使い切りの切きつ符ぷみたいに──放ほうり捨てられても誰も顧かえりみない、何の意味もない存在になりさがった。

　それは寂さびしかった。

　怒いかりよりも哀しみよりも、寂しく、虚むなしかった。

　それを自覚し、信じていた何もかもが音をたてて崩くずれていくようで、真子は泣くしかなかった。見苦しく嗚お咽えつし、堪こらえられずに涙の粒つぶをいくつも零していく。

　ふざけやがって。

　ふざけやがって。

　何の意味もないなら、期待なんかさせないでほしかった。ただの運び屋なら、そう言ってくれたらよかった。真子のことを何とも思っていないなら、そうはっきり告げてくれたらよかった。

　影文の馬鹿。

　馬鹿。馬鹿。馬鹿。

「僕らにできることは──僕らが思っている以上に少ない」

　不器用に、已己巳は真子を慰なぐさめながら、実感のこもった言葉を語る。

「君から見れば、僕ごときでもたくさんのことができると思えるだろう。たしかに、僕は君にできないことがいくらかできる。次元を曲げたり閉じたり──ね。でも、僕だって万ばん能のうじゃない。限りなく万能に近かったあの《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》にも、不可能があった。万能なものなどいない。けれどね、無能なものもまたいないと思うんだ」

　それは真子にはちょっとだけ難しいことだったけれど。

　已己巳が励はげましてくれるのはわかって、それが心に染みいるほど嬉うれしかった。

「真子ちゃんは、誇ほこっていい。君はね、僕にはできないことが……たくさんできる。僕には怒いかりも哀かなしみも欠落している。泣いたり怒ったり、感情が溢あふれている君のことが羨うらやましい。この涙なみだも」

　羨ましい、と言いながら──已己巳は真子の目元を拭ぬぐってくれた。

　それから窓の外を眺ながめると、ご覧、と夜空を指し示す。

　真子は戦せん慄りつした。ついさきほどまで、ぼうっと無む為いに眺めていたその景け色しきに──明確な異常があることに気づいて。

「あ。う。……え？」

　夜空に星がない。

　月もない。

　曇くもっているのかとも思ったのだが──そういう雰ふん囲い気きでもない。暗黒だった。漆しつ黒こくだった。奈な落らくだった。

　虚きよ無む、だった。

　夜空は完全なる黒一色に包まれていた。

　忙せわしなく自分たちのやるべきことをこなすか、あるいは休息のために眠ねむりについた怪造学会のひとたちのなかで、いったい何人がこの空の異常に気づいているものか。

　真子はぞっとし、寒気をおぼえて自らの身体からだを抱だきしめた。

　痙けい攣れんするように震ふるえている。この夜空は何か良くないものだ。

「世界は、運命は、僕らひとりひとりにそう大きな荷物を背負わそうとはしない。良いんだ、何もかもできなくても。伊依ちゃんが教えてくれた、僕らは万能である必要はないし、ひとりでは最強にも最高にも至れない」

　ぎゅっと真子の手を繫つなぎ、已己巳は眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを細めた。

「僕らは、僕らにできる精せい一いつ杯ぱいで、夢のために、祈りのために行動をすればいい。真子ちゃんにも何かできることがあるはずだ。それは誰も教えてくれない。自分で決めるしかない。自分で決めていい、君の未来だ──ゆっくり考えるんだ」

「……已己巳お姉ちゃんは」

　ようやく泣きじゃくっていた顔をあげ、真子は両目をごしごし擦こすった。視線の先では已己巳が、消えてしまいそうな希き薄はくさで立っている。

「何をするつもりなの？」

　彼女は何かを覚かく悟ごしているように見えたのだ。

　問いかけに、已己巳はゆったりと応こたえた。

「僕のできることを、さ。心配しないで──無理はしない」

　遠くを眺め、懐なつかしそうに、この不思議な少女は独白する。

「昔ね、影文くんが言ってくれたんだ」

　それは嬉しそうな楽しそうな、喜き悦えつに満ちた声こわ音ねだった。

「僕が道を誤りそうになったら、影文くんが止めてくれるってさ。それで僕のわがままを見み逃のがしてくれた──ひねくれて、生意気で、ひどいやつだけど……僕はそんな影文くんが好きだった。友達だと思っているよ」

　色の失うせた夜空を見つめ、彼女は窓辺に手をかける。

　そして宣言した。

「だから影文くんを、道を誤った彼を──僕は止めたいと思う」

　その言葉が空気に分解されるや否いなや、已己巳の姿は幽ゆう霊れいのように消えていた。

「已己巳お姉ちゃん……影文くん……わたし……」

　独り残された真子は、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、自分のやるべきことをゆっくり考えた。
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　穴を掘ほる。

　掘りつづける。

　自分のそんな行こう為いに意味があるのかどうかは考えない。地面に深く食いこませたスコップの尖せん端たんが、何かに到とう達たつするほんのちょびっとの可能性にすがって繰くりかえし繰りかえし。

　掘る。掘る。掘りつづける。

「んお？」

　不確かな手て応ごたえがあって、戦たたか橋はし危あやう香かは眉まゆをひそめた。

　相変わらず洒落しやれっ気けのない白衣姿は泥どろだらけで、束ねただけの黒くろ髪かみも薄うす汚よごれ、端たん整せいな顔も真っ黒になっていたが──その瞬しゆん間かん、松たい明まつのようにその両目が煌きらめく。

「見つけた……かなぁっ!?」

　自棄やけになったようにスコップを振ふり回し、危香は体当たりするみたいに地面を掘り、抉えぐり、貫つらぬき、力の限りを注いで強固な泥と岩がん盤ばんを突とつ破ぱした。

　時は魔ま軍ぐんとの戦いから遡さかのぼること十六年前。

　怪かい造ぞう学の歴史上、もっとも悲ひ惨さんで救われない大事件──無む情じよう洞どう事件の当日である。
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　嫌いやな事件でしたね。

　関係者の誰だれもが口を揃そろえてそう語る、無情洞事件とはそんな悲惨な出来事だった。

　被ひ害がい者しやの数だけでいえば怪造学史上でも有数であり、与あたえられた物資的、人材的な打だ撃げきでは例を見ない。魔軍との戦いにおける憤ふん怒ぬ大公の暴ぼう虐ぎやくや怪造学会本部の壊かい滅めつに比べれば微び々びたるものだが、この事件により怪造学の進歩は十年遅おくれたと嘆なげかれる。

　最さい先せん端たんの設備をもつ、当時では最大規模の研究所が壊滅したのだ。

　優ゆう秀しゆうな人材もここで多くが命を落とした。ゆえにそれ以後、たいせつな研究は地下にあり、厳重すぎるほどの警備を誇ほこる〈裏〉研究所ラビュリントスにて行われるようになるのだが──それは別の話。

　当時の怪モン造ステ学イス者トたちは、ひたすら災害規模の異変に翻ほん弄ろうされていた。

　大規模な研究所ともなると全ぜん貌ぼうが容易にわからないほど広大な面積だ。樹木や塀へい、鉄てつ条じよう網もうに囲まれて一いつ般ぱん人じんからは隠いん蔽ぺいされているうえ、怪造学による処置で上空からの撮さつ影えいなども遮しや断だんする徹てつ底ていぶりだ。まるで軍隊の施し設せつである。

　今回はその警備体制が裏目にでた。

　事故か何らかの悪意が働いたのか研究所は隔かく壁へきをおろし外界と断絶され、音信も途と絶だえ完全な陸の孤こ島とうと化した。さらに周囲にあった山々が土ど砂しや崩くずれを起こし、研究所全すべてが埋うめ立てられてしまったのである。目に見えない巨きよ大だいな存在がたいせつな玩具おもちやを箱にしまったような──念入りにして執しつ拗ような隔かく離りだった。

　結果、状じよう況きようの把は握あくも、救助も遅れに遅れた。

　生存者がいる可能性は限りなく低いだろう、というのが怪造学会の下した結論だった。

　怪造学の事故にありがちな二次被ひ害がいを防ぐため、怪造学会執しつ行こう部ぶは生存者の救助よりも原因の究明を優先している。怪造学は閉へい鎖さ的で秘密主義な学問であるし、一般の救助隊も呼ばないので──圧あつ倒とう的に手数が足りない。

「かといって、のこのこ手伝いますって押しかけてすんなり協力させてくれるわけもねぇよなぁ……つってんのに、あの馬鹿ぁどこ行きやがった」

　どしゃ降りのなか傘かさもささずに、山からおりてきたＵＭＡのような巨きよ体たいが愚ぐ痴ちっぽくつぶやいた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした老人──無む城じろ美び国くにである。彼は顔面を覆おおい隠かくすような髭ひげを指で搔かき、事故現場からかなり離はなれた位置で待機していた。

　美国は粗そ野やな外見ながら怪造学における権けん威いである。無む体たいな扱あつかいはされず、事故現場に近づかないかぎり拘こう束そくもされない。だが一般人はあくまで追い散らされ、忍しのびこもうものなら下手をすれば銃じゆう殺さつされる。怪造学会とはそういう組織だ。

　だというのに。

「危香なら」

　背後から声がかかる。美国は降りしきる豪ごう雨うのなか、驚おどろいて振りかえった。

　そこには奇き妙みような人物が立っている。さした傘で顔が隠れ、雨あま粒つぶで視界がけぶるなか姿も曖あい昧まいだ。ふと視線を外せば消えてなくなるような、浮うき世よ離ばなれした人物である。

　彼の名前は──実は、美国はよく知らない。

　危香の助手、という触ふれこみだが、どうにも胡う散さん臭くさい。

　美国の疑念に満ちた視線にもまるで動じず、その緑色の髪かみをした人物が囁ささやいた。

「ひとりでも多くのひとを助けるんだって、スコップ片手に飛びだしていきましたが」

「スコップでどうするつもりだ。生き埋めになってんの掘んのか、あぁん？　下手なところ掘りかえすと土砂が崩くずれて自分が埋まるぞ、あの馬鹿」

　美国は煙草たばこを取りだし、この雨では火もつかないと箱を握にぎりつぶしてその場に捨てた。

　美国と戦橋危香が出会ってから、実に四年の歳月が流れている。それらの年月に何があったかというと、実は大したことは何もなかったのだが……他人を遠ざけがちな美国に親愛と信しん頼らいが芽生えるほど、危香という存在との交流は深まっていた。

　端たん的てきに表現するなら危香は馬鹿だ。

　叶かなうはずのない夢を追いかけ人生を浪ろう費ひしている。

　怪造ができない彼女は優秀な怪モン造ステ学イス者トにはなれないが、だからこそ──常識に縛しばられた美国たちにはできない突とつ飛ぴな発想をするし、その汲くめども尽つきない創造力とやる気は自然とこちらの背中を押してくれる。それで特に何か新発見があったわけでもないのだが、彼女とともにあれこれ研究するのは美国にはちょっと楽しかった。

　たまに今回のように、暴走しがちなのが玉に瑕きずといったところか。

　危香は優やさしい。ぶっきらぼうで拗すねているところがあるが、それでも他人に優しい。困ったひとを見ると放ほうっておけない。何もできないくせに、飛びだして助けようとする。要するに子供なのだ。悪意を知らない子供のまま大人になってしまったのだ。

　保護者のような美国としては気が気ではないが、彼女を見守るのは面おも白しろいことだった。

　無城美国は、おおむね現状に満足していたのだ。

「不可解です」

〝助手〟が独り言のように、何かを囀さえずっている。

「戦橋危香さんは非常に理解しがたい。生物として不合理なことばかりをする。あらゆる生命体は種の保存か生命の保存のために活動するものなのに、彼女は平気で食事を抜ぬかすし睡すい眠みんをとらずに研究とやらをするし、自ら死地に飛びこむ」

　あぁ、と何か思いついたように〝助手〟はつぶやいた。

「自殺願望？」

「そう思うか？」

　会話に付きあう義理はないのに、なぜだか美国は言葉を並べてしまう。

　それは頭の中を無理に覗のぞかれるような、抗あらがいがたい感覚だった。

「……死にたい……わけではなさそうですが……」

　考え考え、〝助手〟は語る。無む垢くな子供みたいな口調だった。

「あなたの意見が聞きたいですね。無城美国博士はかせ。危香さんはあなたには心を許しているように見える。そんなあなたから見て、危香さんの目的は何だと？」

「目的？」

　美国はしばらく考えこんだが、やがて肩かたをすくめてぼやいた。

「ねぇよ。そんなもん。あいつは子供だ」

「子供？　無知ということですか？　己おのれが自殺行こう為いをしていることも想像できない愚おろかものだと？　そう言いたいのですか？」

「子供は愚かなだけじゃねぇだろう」

　美国は語りながら、大雨のなか目元を拭ぬぐって正面を注視する。ばしゃ。ばしゃ。濡ぬれた足音が響ひびき、無数の雨だれを突つき破り、話題の女性が姿を見せた。

　美国は一いつ瞬しゆん、ぎょっとする。危香が血まみれのように見えたのだ。

「ぅおい！　ぼうっとしてんな！　運ぶの手伝ってくれ！」

　相変わらず粗そ雑ざつな口調で、危香が叫さけんだ。元気そうだ。

　その身にまとった白衣を朱で染めているのは、彼女自身の血液ではないようだった。彼女は子供をひとり背負っていた。生き残りか──と咄とつ嗟さに美国は判断し、危香へ駆かけ寄ると態度を一変させて問いかけた。

「どこで見つけた!?　生きてんのか!?」

「掘ほったら出てきた！　あと心配すんな──怪け我がはないぜ！」

　危香は華きや奢しやなので子供ひとり運ぶのも大変そうで、息を荒あららげながら応こたえる。

「ぜんぶ返り血だ」

「…………」

　どういう──ことだろう。

　救助された子供。研究所が土砂で埋うめ立てられてから時間が経たちすぎているし、生存しているものがいるとは美国も考えていなかった。それが助けだされたうえ、無傷で……なのに全身は返り血で汚よごれている？

　崩壊した研究所で何があったのか。

　現状では不明だが、この子供は重要な生き証人になりそうだった。

　美国がそんなことを考えているうちにも、危香は子供をこちらへ押しつけ、満面の笑えみになるとまた飛びだしていく。美国は失神している子供──男の子だ──を抱だきとめ、慌あわててそんな危香へ呼びかけた。

「おい、どこ行きやがる!?」

　危香は応えるのも面めん倒どうだというように、乱れた呼吸の隙すき間ま、叫んだ。

「もうちょっと掘ってみる！　ひとり生き残りがいたんだ、まだいるかもしれないだろ!?　博士、その子供のこと頼たのんだからな！　怪我はないけど──だいぶふつうの状態じゃない！　見ろよ！」

　危香は白衣をはだけ、肩かた口ぐちを露ろ出しゆつさせた。

　そこに出血があった。これは返り血ではない、彼女自身の血だ。

　絶句する美国の前、危香は楽しそうに笑った。

「そいつ一瞬だけ目覚めてな、こっちに嚙かみついてきやがるの！　すげぇ怯おびえてたなぁ──何があったんだろうなぁ、だから取り扱あつかい注意だぜ！」

　そう言いながら、彼女は今度こそ振ふりかえらずに豪ごう雨うのなか駆けていく。

　誰かを助けるために、決して躊躇ためらわないその背中。

「不可解です」

〝助手〟の声が静かに響き、薄うす目めをあけた子供──無情洞事件で唯ゆい一いつの生存者となる、幸運な男の子の額をそっと白い指先で撫なでた。
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　怪造学は儲もうからない。

　そもそも怪造学を一生の仕事にするには怪造学会に所属し研究者となるか、この時代は民間の家庭教師になって未来の怪モン造ステ学イス者トを育成するかしかないが、そのどちらも泣けてくるほどにお金が稼かせげない。

　たいていはアルバイトやちゃんとした仕事を抱かかえている場合が多く、というかほかの仕事がないと怪造学だけではワーキングプアで働けど働けど日々の生活もままならない。世せ知ち辛がらい業界なのである。

　怪造学を愛している戦橋危香も、怪造学のことを思うだけでお腹なかが満たされるわけがなく、日々を内職などしてすごしていた。

　いちばんの収入源は盾たて乃のから紹しよう介かいされた彼女の息むす子こたちへの家庭教師や、ひょんなことから知りあった無城美国博士が回してくれる怪造ができなくても可能な仕事などだが、それだけでは生活するのもきつい。

「あーうー……怪造学がやりたいよー……」

　何やらテスト問題らしきものを採点していた危香が、子供じみた声でぼやいた。

　危香の住む少しばかり手て狭ぜまなアパートである。

　適度に整理されているものの、怪造学マニアの彼女が集めた怪造学関連のいろんなものが散乱していてだいぶ散らかっている。逆に日用品の類たぐいはほとんど見当たらない。

　危香はいつもの野暮ったい服装で、寛くつろいだまま内職をしていた。

　土地名からとって無情洞事件と呼ばれた陰いん惨さんな出来事から、数日が経過している。あくまで部外者である危香は生存者を救助したという功績があったというのに、なぜか勝手な行動をしたことをこっぴどく叱しかられただけ。べつに表ひよう彰しようされたかったわけでもないが、あくまで自分は怪造学会にとって〝部外者〟なのだなと思うと寂さびしい。

「うう」

　やるべき仕事を放ほうりだし、ごろんと危香は後ろ向きに倒たおれた。

　そして手近にあった怪造学の本を拾うと、うっとりと眺ながめる。

「うううう」

「働いてください」

　そんな危香の顔面を誰だれかが踏ふんだ。

　かなり乱暴な真ま似ねである。危香は踏まれたことにより食いこんだ眼鏡めがねが痛くて、なんとか取り外す。端たん整せいな顔があらわになる。

「何すんだよう」

　無体な真似をした相手に抗こう議ぎをすると、視線の先にいる〝助手〟が肩をすくめた。彼とは同居しているわけではないが、気づくとそこにいる。

　不思議な存在だった。

「働かないとお金が得られません。お金が得られないと食事もできず死に至ります。あなたはいつも自分の生命いのちを蔑ないがしろにしすぎではありませんか？」

「…………」

「先日もそうでした」

　お小言に嫌いやそうな表情をつくる危香へ、〝助手〟はマイペースに語る。

「少年ひとりを救助できたとはいえ、それは結果論で、あなたは土ど砂しや崩くずれに巻きこまれ死んでもおかしくはなかった──自ら死地に飛びこむのは賢けん明めいとは言えません」

「だから何だよ」

　ぶうっと頰ほおを膨ふくらませ、危香は床ゆかに仰あお向むけになったまま語った。

「それじゃあ何か？　身近に助けられる命があるかもしれないのに、指をくわえてお利口さんに眺めてるのが正しいってのかよ」

「全世界でどれだけの命が今この瞬しゆん間かんに危険に晒さらされていると思いますか？　その全すべてを助けられると思うのですか？」

「思わないよ」

　危香は煙草たばこを口にくわえ、火が見つからないのかそのままにして。

「私にできることは少ない。手も届くところまでしか届かないよ。でもその精せい一いつ杯ぱいで手を伸のばして、誰かを助けられたなら最高じゃん。そんで私はひとり助けられた。命ひとつを守れた。それだけで私は生まれてきて良かった」

　無情洞事件で助けられた少年は、怪造学会に無事に保護された。事故が原因らしい後こう遺い症しようはあるようだが、生命に別状はなし。

　名前はなんだったか。挨あい拶さつにでも行きたいのだが。危香はよく覚えていない。観かん音のんだとか明みよう王おうだとかそういう類たぐいの厳いかめしい名前だった気がする。

　そう、不ふ動どう……だったか。

「というわけで、人間の命をひとり助けて生まれてきた意味を得られたので、残りの人生は余生なんだぜ。なので私は好きなことをやる」

　やはり子供じみたことを言い、危香は付ふ箋せんがたくさんついた大学ノートを取りだす。そこには危香が独自に行っている怪造学の研究、その成果やあまり重要でない落書きなどが無む秩ちつ序じよに書き並べられている。

　時代が時代ならば大量の金銭と引き換かえにしてでも得たい物ぶつ造ぞうの申し子の研究だが──この時点では内容としても価値としても無意味な落書き帳にすぎない。

「よっし」

　汚きたない文字で何やら書き殴なぐり、危香は満足げに笑った。

「こいつは戦たたか橋はし十じゆう号ごうと名づけよう！」

　ノートに書かれた黒い鎧よろいらしきものを示し、ほとんど独り言のように。

「こいつはすげぇぜ。自ら思考して動く驚きよう異いの怪造学ロボットだ。おっと生命はないぜ、生命があったら虚マテ界リ呪ア具ルとはいえないからな──」

「虚マテ界リ呪ア具ル？」

　知らない言葉なのか、〝助手〟が不思議そうにつぶやいた。危香は男の子めいた笑みを浮うかべ、寝ねころんでいた体勢から大きく起きあがった。机に向かい、興がのったようで次々と文字を書きつらねていく。

「おうよ。虚界アンダカから怪造されたものは必然的に生命をもっちまう──だからこそ仮に、仮にだが生命をもたないものを召しよう喚かんできたら、そいつは世紀の大発見なわけよ。資源や有用なアイテムが出てきたら最高だけど、生命をもたないなら石ころでも何でもいい」

　生命をもたない虚界アンダカからの取得物。

　それが虚マテ界リ呪ア具ルである。命名したのは無城美国博士はかせだ。彼は他の連中が見向きもしない虚界マテリ呪ア具ルの研究を行っている希け有うな人物である。虚マテ界リ呪ア具ルについて少しばかり記述した危香の同人誌を読み、わざわざ会いにくるなど行動力に満ち溢あふれている。

　怪モン造ステ学イス者トとは呼べない危香だが、美国の協力により知識や資料、資金に人材まで少しは融ゆう通ずうしてもらい、好きな怪造学ができるわけである。そういう意味では美国はまさに恩人だし、危香も借りを返したいと切に願っている。

　不ふ真ま面じ目めに見えるが、これでも懸けん命めいに研究しているのだ。

　いまだに──成果はないけれど。

「しかし」

〝助手〟はやはり無む垢くに、けれど痛いところを突ついてくる。

「ほんとうに虚マテ界リ呪ア具ルなど実在するのですか？」

「さぁね」

　危香は唇くちびるに鉛えん筆ぴつを挟はさみ、お行ぎよう儀ぎ悪くぶらぶら揺ゆらした。口が寂さびしいらしく、手て探さぐりで煙草を捜さがしている。

「実在してくんないと話になんねぇわな。捜して見つからなければどうにかして虚界アンダカに干かん渉しようして創つくるとか──まぁ、どうにかせんとなぁ。けど技術も知識もない今の私じゃ、あらゆる可能性を模も索さくしてひとつひとつ潰つぶしていくことしかできん」

　そんなわけで、危香はいくつか可能性のありそうな虚マテ界リ呪ア具ルを考案している。

　無論、実在しているかどうかも怪あやしい虚マテ界リ呪ア具ルだ、危香の考えたものも愚ぐにもつかない妄もう想そうの産物ばかりで、何ひとつとして成果を得られてはいない。

「むう……何が足りないんだろうなぁ……ここまで出てる気がするんだけどなぁ……」

　喉のど元もとを搔かいたり頭を叩たたいたりしつつ、危香はまとまらない思考を垂れ流す。

「そもそも怪モ造ン生ス物ターどもは何で人間の生命力を核かくにしないと現界カナイに留とどまれないのか……偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーとかは……あぁ、あいつらも一応は人間の生命力を吸ってるしなぁ……怪モン造ステ学イス者トの《門》ＧＡＴＥをわざわざ通過してくるもんなぁ……動物はどうだ……うーん成功例は聞かないなぁ……人間の生命じゃなきゃいけない理由はなんだ……？」

　煮につまったのか、煙草たばこに火をつけ、紫し煙えんを吐はきだす。

「人間……人間の特異性……知性……想像力……夢……？」

　髪かみの毛をぐしゃぐしゃ混ぜ、いたずらに鉛筆を動かし、危香は思考に没ぼつ頭とうする。これが楽しくてやっているのでいいのだが、やはりネタがでないときは苦しい。地じ獄ごくである。

「まぁともかく」

　禅ぜん問もん答どうじみた結論のでない思し索さくは切り捨て、危香は戦橋十号と名づけた自分で考えた虚マテ界リ呪ア具ルを丹たん念ねんに描えがいていく。字が汚いわりに絵心はあるようで、細かいデザインなど凝こっている。手慣れているふうだった。いつも落書きばかりしているのだろう。

「この戦橋十号はな、怪モ造ン生ス物ターを取りこんで自らの力に換かえちまうという能力をもっている。その怪モ造ン生ス物ターが炎ほのおを操あやつるなら炎を、雷かみなりなら雷を、そのまま吸収し模も倣ほうし自らの技わざとする──そんな虚マテ界リ呪ア具ルだ」

「虚こ島じま慈いつ樹き博士の研究にそんなのありましたね」

　危香に常にくっついている〝助手〟は、怪造学についての知識も多少はあるらしい。

「あぁ怪モ造ン生ス物ターを人間に埋うめこむってやつな」

　危香は嫌いやそうな顔をする。

　虚島慈樹博士はそれを義手や義眼のような人間の身体能力を補助する目的で研究していると表向きは語っているが、怪しいものだと危香は睨にらんでいる。人体実験などを繰くりかえしているという噂うわさもあるし、あまり気持ちの良くない話題である。

「わざわざ埋めこまんでも怪モ造ン生ス物ターは基本的に怪モン造ステ学イス者トに絶対服従するんだし、副作用や後こう遺い症しようで苦しむだけだと思うけどなぁ。怪モ造ン生ス物ターには自我があるんだし、窮きゆう屈くつな人体に押しこまれてそのままでもないだろうし。寄生虫ダイエットとはちがうんだぜ、リスクが大きすぎると思うけどなぁ」

　まぁ、よその怪モン造ステ学イス者トの研究だ、危香が批判するのもお門かど違ちがいだろうが。

「その点、この戦橋十号はすごいぜ。わざわざ肉体に怪モ造ン生ス物ターを埋めこまなくても──怪造生モンス物ターを吸収して自らパワーアップする。私たち怪モン造ステ学イス者トは鎧よろいとしてこの戦橋十号を身につけることで、怪モ造ン生ス物ターの能力を擬ぎ似じ的に操ることができるってわけだ」

「そんな便利なものが虚界アンダカにありますかね」

「ないかなぁ」

　危香はしごく真面目にぼやくと、うんうん唸うなって考えこむ。

「怪モ造ン生ス物ターっつうのはかなり概がい念ねん的な存在っぽいし、粘ねん土ど細工みたいに切り貼りできるんだから──集めたり、繫つないだり、組みたてたりして……うーん、うまく言葉にできないけど、虚界アンダカから虚界アンダカごと虚界アンダカをぶち抜ぬいてだな──隔かく離りした世界に怪モ造ン生ス物ターを集めて」

「何を言ってるかまったくわかりません」

　一刀両断に切って捨てられ、危香は煙草を灰皿に押しつけ拗すねる。

「なんか簡単そうに思えるんだけどなぁ……何かが足りないんだよなぁ……」

「…………」

　その姿を眺ながめながら、〝助手〟と呼ばれる存在は考えつづける。

　この人間はいったい何をしているのだろう。

　この広い世界で。何もかもに満たされた世界で。生きるためでも。子孫を残すためでもなく。無意味にしか思えない考察を重ね、時には自ら死地に向かう。理解ができなかった。何もかも法則どおりに従い漂ただようだけの同どう胞ほうとも、忙せわしなく自分の生命のため安全のため子供のため行動する他の人間ともちがう。

　戦橋危香という女はどこかがいかれているのかもしれないが。

　理解できないものは面おも白しろい。魅み力りよく的ですらある。取るに足らない存在だと切り捨て、見なかったふりをして去ることもできず、ずるずる観察しつづけているのもその証しよう拠こ。

　だが、彼女はたぶんその生しよう涯がいのうちに、望んだものを得られない。
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　虚界アンダカの闇やみは果てしなく深く、危香の握にぎりしめたスコップはその真理を掘ほりあてるにはあまりにも小さく脆もろい。危香は強くないし賢かしこくもない。永遠に延ばした手はどこにも届かないだろう。

　哀あわれに思ったわけではない。

　ただ、興味があったのだ。

　彼女が今見ている夢を叶かなえたとして、果たして次はどの地点へ向かうのか。何を求め。何を握りしめ。何を掘りかえすのか。何を見つけるのか。

　興味があった。退たい屈くつしていたのだ。他意などなかった。

　それが罪だとは考えもしなかった。

　この人間は何を望んでいるのだろう？

　この人間はどこへ向かっているのだろう？

「なぁ──」

　危香が、ぐるぅり、と首を大きく回してこちらを見た。

「怪造学は楽しいな！」

　危香の、その笑顔の意味が知りたかった。

　否いな──ただ純じゆん粋すいに、虚界アンダカにはなかったその魅力的な笑えみを、もうちょっとだけ眺めていたかっただけなのかもしれない。

　そうして彼は、罪を犯おかした。
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　向日葵ひまわりが萎しなびている。

　まだ夏も盛さかりだというのに、太陽そのもののような花弁はしおれ、背筋正しくぴんと立っていた茎くきも折れ曲がり、水気もなく茶色に枯かれた姿態を晒さらしている。

　夢ゆめ追おい坂ざかの町には有名な建物がいくつかあるが、そのうちのひとつ──豪ごう華かで絢けん爛らんな虚こ島じまの館やかたである。道に迷ったときの目印にもされるほど、平へい凡ぼんな住宅街には不似合いな外観で、広々とした庭もよく手入れされている。

　そんな庭に、向日葵畑がある。

　この花が好きだと戯たわむれに言ってみたら大量に植えられたのだが、虫にやられたか根ね腐ぐされしたかなぜか枯れている。花は腐ると強い臭しゆう気きを放ち、見た目も悪くなるもので──けれど、変色した花々の屍し体たいをその少女はむしろ満足そうに眺めていた。

「ふ。ふふ。ふふふ」

　小こ柄がらな少女である。

　特に何が目立つということのない、ごく平凡な雰ふん囲い気きの、どこにでもいるような少女だった。身体からだが悪いのか億おつ劫くうそうに車くるま椅い子すに腰こしかけ、治ち療りよう眼帯で片目を隠かくしたその目元には隈くまがある。虚きよ弱じやくなその身体にはあばら骨が浮うかび、いかにも不健康そうである。

　黒い髪かみを無造作に結んだ彼女は腐った向日葵に指を添そわせ、直じか履ばきしたサンダルをぴこぴこ動かしながら静かに笑っている。

「ふ……ふふっ、ふはっ、あはははっ」

　腹を抱かかえ、面おも白しろくて堪たまらないというように。

　目を見開き、怖こわくて堪らないというように。

　少女は独り──笑いつづける。

「あはははっ。あはははははっ。あはははははははっ」

「──姉さん？」

　日も落ちて薄うす暗ぐらい向日葵畑で、暗い哄こう笑しようをあげていた少女に、音もなく近づきながら誰だれかが声をかけてきた。少女はぴたりと笑い声を途と絶だえさせると、人形のようにぐるんと大きく首を回して背後を見た。

　どこか病やんだようなその表情を、柔やわらかな〝姉〟としての笑えみに変えて。

「遊ゆう」

「ひとりで出歩かないでって言ったでしょ」

　ぼやきながら歩いてきたのは、綺き麗れいな少年だった。

　だがその綺麗には亀き裂れつが走っている。顔の表面を斜ななめに走った疵きず痕あと──そこを境目にして肌はだの色が異なるのだ。かつて奪うばわれたその部分の肌と、右目は、怪かい造ぞう学と医い療りようの最さい先せん端たん技術を用いても戻もどってくることはなかった。

　傷顔の少年は、鴉からすの羽で飾かざった服を舞まわせ、肩かたをすくめる。

「まだ姉さん、身体の調子悪いんだからさ」

「子供扱あつかいしないで。ちょっと散歩するくらい平気だよ」

　か細い声で応こたえ、少女は車椅子を撫なでる。

　少年の名前は仇あだ祭まつり遊ゆう。

　少女の名前は寂じやく憐れん院いん友ゆう樹き。

　血を分けた姉きよう弟だいというわけではないが、とある因いん縁ねんがあって互たがいを家族と思い、現在はこの虚島の屋や敷しきでともに暮らしている。

　かつて怪造学会にすら異い端たん視しされた狂きよう気きに満ちた研究の産物、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という怪かい物ぶつの素体だった友樹は、空すか井いい伊い依よりによって全身に埋うめこまれていた怪モ造ン生ス物ターや呪具を除去され、現在はふつうの人間となっている。

　ただその肉体は人間としての機能の多くを失っており、特に内臓や感覚器に致ち命めい的な欠落があった。そのままでは生命の維い持じすら困難と推測されたため、医療的な、また怪造学的な延命措そ置ちを施ほどこされ、かろうじて存命している。

　地じ獄ごくの苦痛に苛さいなまれながらの過か酷こくなリハビリ生活を、友樹はそれなりに満足して受けいれていた。果てなき戦いのなかにいた怪物は、今、不思議なほど穏おだやかなごく一いつ般ぱん的な少女としての幸せを甘かん受じゆしているのだ。

　想像もしなかった。願ってすらいなかった。

　こんなに穏やかな気持ちで日々を暮らすことができるなんて。

　少しだけ──あの伊依のやつに感謝してやってもいい。

「ふん」

　澄すまし顔で、友樹は伸のびをすると後ろにいる遊を眺ながめた。

　遊と伊依は先日──相思相愛の恋こい人びと同士となったわけだが、お互い恋れん愛あい初心者で距きよ離りのとりかたがわからないらしく、遊がびみょうに避さけられていて友樹としては面おも白しろい。毎日のように電話で喋しやべっているのに、いざ会うとかちこちに緊きん張ちようして何も喋れない。そんなふたりを陰かげから眺めて爆ばく笑しようするのが近ごろの友樹の楽しみだ。

　遊としては、危険の只ただ中なかにいる伊依をちょっとでも手助けしたいのだろう。

　だが伊依としては、魔ま軍ぐんとの戦いを終えてから、あらためて遊と真しん剣けんに向きあい──デートしたりあれこれ気楽に交遊したいと計画を立てているらしく。

　焦あせる遊と、気長な伊依。

　心配する遊と、危険に彼を巻きこみたくない伊依。

　ふたりはすれちがい、いちゃいちゃ逢あい引きするのもままならない。

「愉ゆ快かい愉快」

　だから伊依の馬鹿が魔軍とかと喧けん嘩かしているうちは、遊は自分だけのもの。

　友樹はご機き嫌げんで微笑ほほえみ、内心で伊依に勝ち誇ほこり、おおむね満足していた。

「何笑ってるの？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、遊が今さらなことを尋たずねてきた。

「そういえば──姉さん、こんなところで何してたのさ？」

　遊は周囲を見回し、腐ふ敗はいした向日葵畑にぎょっとした。

「……ちょ。何これ。何で枯かれてるの。姉さん何かした？」

「やぁだ。今のわたしにそんな能力チカラないってば」

　唇くちびるを尖とがらせ、くすくす、と友樹は笑った。

「あはははっ。おかしい。鈍どん感かんな人間どもより植物のほうがよっぽど迫せまりくる危機に敏びん感かんなんだから──見なよ、吞のん気きに惰だ眠みんを貪むさぼってるのは愚おろかな人間だけだよ？」

　手を広げた友樹の周囲に、異様な光景が広がっている。否いな──向日葵畑があまりにも目立つのと、薄暗いので、遊が気づかなかっただけ。最初から景色がおかしかった。

　生命が溢あふれる夏の土ど壌じようを糧かてに生育した樹木が、雑草が、腐くさりねじ曲がり異い臭しゆうを漂ただよわせ、虫は地に落ち鳥は悲鳴のような声で鳴き、どぶ鼠ねずみは忙せわしく逃にげ惑まどう。

「何……これ……？」

　身構える遊のそばで、友樹は首をふる。

　今すぐにでもこの怪かい奇きを解決するため走りだそうとする弟を、わがままに止める。

「何でもないの。何でもね」

　遊は気づいただろうか。

　何物をも恐おそれない怪物だった少女が、全身をほのかに震ふるわせている。

「だからどこにも行かないで。今夜は何もなかった。何事もなく夜は更ふけ、朝日がまた昇のぼってくる。わたしたちにできることは何もないよ。いいえ、わたしたちが何をしようとも……どうにも……」

　言こと葉ば尻じりを濁にごし、友樹は天を仰あおいだ。

　月も星もない重油を垂らしたような空を、厭いとわしげに睨にらみつけて。

「今回ばかりは、さすがのあんたもお終しまいかもね……」

　独り言のように、遠くで今も戦っているだろう天敵へ語りかけ。

　かつて怪物だった少女は、最愛の弟へ微笑みかけた。

「長い夜になるよ──かつてないくらい、長い長い夜にね。ぐっすり眠ねむれるように、お姉ちゃんが子こ守もり唄うたを歌ってあげようか……遊？」
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　空井伊依は得体の知れない悪お寒かんとともに、気け怠だるい睡すい眠みんから目覚めた。

　怪造学会本部と化した古こ頃ころの校舎──伊依のために割り当てられた一室である。舞まい弓ゆみとひとくさり会話した後、時刻も遅おそいし娯ご楽らくもないし夜よ更ふかしせずに眠ることにしたのだが。冷れい房ぼうもなく寝ね苦ぐるしいベッドのなか、ぬいぐるみのように梅うめ子こを抱だきしめて、伊依はいやにはっきりと覚かく醒せいした。

　胸むな騒さわぎがする。

〈ん……どうしたの、伊依ぃ〉

　眠たそうに目元を擦こする梅子に、伊依はかろうじて笑えみを浮うかべると何でもないよと彼女の頭を撫なでた。汗あせで寝間着がぐっしょり濡ぬれている。鼓こ動どうが速い。嫌いやな予感がする。

　気のせいかとも思ったが、身体中の感覚器がその楽観に否と告げている。何かが押しよせている。強大な何かが。全身の細さい胞ぼうが悲鳴をあげ、正体不明の怖おぞ気けが這はい回っている。

　ＲＲＲＲＲＲＲＲ。

　唐とう突とつに鳴り響ひびいた室ルー内ムフ機オンに、伊依はむしろ我が意を得たりという気持ちで手を伸のばし、受話器を耳に押しつける。

「……もしもし？」

　恐きよう怖ふのせいか武む者しや震ぶるいか、小刻みに揺ゆれる声で電話の向こうに告げると。

〈伊依ちゃん。夜分遅くにすみません〉

　珍めずらしく強こわばった様子で、罠わな奈なの特とく徴ちよう的な合成音声が聞こえてきた。

〈敵てき襲しゆうです。最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》を用意して天守閣まで至急お願いします〉
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　城を模した古頃の校舎──その天てつ辺ぺん、天守閣である。

　逆巻く風に黒くろ髪かみをなびかせ、和風な建物に不似合いな衣いし装ようで伊依は表にでる。

　ウエディングドレスだ。

　純白の花はな嫁よめ衣装である。夜の闇やみにも染まらないその衣装は淡あわく煌きらめきをまとっており、日も完全に落ちた世界のなかにあって神こう々ごうしい。そんな伊依の片手にはこれも神話の武器のような巨きよ大だいで流りゆう麗れいな弓が握にぎりしめられている。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》。

　虚界アンダカ全すべてに絶対命令権をもつ魔ま姫きの力を具現化させた、これぞ人類の希望だった。

「あ。涼すずしい」

　そんなあらゆる意味で重たい存在を手にしているとは思えない吞気さで、伊依は夜風に揺れる黒髪をてきとうに指先で押さえている。動くたびに光の粒りゆう子しが蛍ほたるのごとく跳はね回り、その姿を真っ暗な世界に浮かびあがらせる。

　真っ暗。

　そう真っ暗である。

　夜空に点々と浮かんでいるはずの星々も月もその姿を喪うしない、天空は墨ぼく汁じゆうを垂らしたような漆しつ黒こくだった。あきらかに異常である。曇どん天てんとはちがう。伊依が惰だ眠みんを貪むさぼっている間に宇宙の全てが死し滅めつしたかのようだ。

　静かである。伊依は自分の足音がやたらに響くなか、ヘリポートのように広い空間となっている天守閣を歩いた。そこにはすでに臨戦態勢となった怪造学会の面々がものものしい出いで立ちで待機している。重武装したもの。白衣姿で忙いそがしく働くもの。野や次じ馬うまはいない。それぞれが己おのれのやるべき責務を全まつとうし、緊きん張ちよう感かんの漂ただようなか努力している。

〈伊依ちゃん〉

　呼びだされて屋上にきたものの、さて何をすればいいのやら、ときょろきょろ周囲を見回していた伊依に、神しん妙みような声が投げかけられる。

　声のほうを振ふり向くと、手に懐かい中ちゆう電灯を握りしめた罠奈の姿があった。罠奈は鉄仮面なのでうっすらと照らされたその姿はちょっと怖こわい──などと失礼な感想を抱いだきつつ、伊依はとりあえず当たり障さわりのないところから尋たずねた。

「舞さんのほうは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　さきほど部屋を訪ねてきた舞弓のことを思いだす。彼女は多くを語らなかったが、伊依たちの集めた虚ブラツ無クホ断ール片パールと関連する実験に参加するような雰ふん囲い気きだった。彼女は特別な才能をもつ希け有うな存在だ。怪造学会にとって、彼女の協力はたぶん舞弓自身が思っているよりも大きな意味をもっている。

　まぁ、舞弓らしい未来を選んでくれたら、伊依にはほかに何も望むことはないのだが。

〈うーん。こういう言い方はどうかと思うけど、優先順位の問題だよね。それどころじゃないというか──戦たたか橋はしさんのほうは気にしないで。伊依ちゃんは伊依ちゃんのやるべきことを考えてほしい〉

　何やら罠奈の態度は煮にえきらず、どうも舞弓のほうでも良からぬ出来事があったのだと伊依に推測させたが──事情を聞いても説明してもらえなさそうだ。人は人、自分は自分と割りきるのが正しいのだろうが、それでも伊依は心配だった。

　舞弓、無理をしていなければいいのだが。

　けれどここで伊依が状じよう況きようを無視して舞弓のそばに駆かけつけても、できることは何もないだろう。今は彼女が無事に全てを乗りこえることを祈いのるしかない。

　待つ必要はない、という話だった。

　ならばせめて舞弓が追いついてくるまで、伊依は真っ直すぐに走りつづける。状況をどうしようもない底辺まで落ちこませることなく、水みず際ぎわで踏ふみ留とどまり、彼女が隣となりに並ぶまで困難を突とつ破ぱしていく。

　それが信しん頼らいだった。友情で、祈りだった。

〈ごめんね〉

　いろんな意味をその言葉に秘ひめ、罠奈が静かに語り始めた。

〈無む駄だ話ばなしをしている時間がないから手短に説明するけど、敵襲だよ伊依ちゃん〉

「敵って」

　伊依はその漠ばく然ぜんとした物言いに鼻白む。敵だの味方だの悪だの正義だのを規定するのはあまり好むところではない。なんて議論をこの状況でするつもりはないが。

　罠奈もそのあたりの葛かつ藤とうはあえて無視しているのか、淡たん々たんと報告をしてくれる。

〈私たちの敵はつまり魔ま軍ぐんだね。怪モ造ン生ス物ターが接近してるんだよ、ものすごい勢いでね。大公クラスの怪モ造ン生ス物ターは《魔ま力りよく》が大きすぎて通常の怪モ造ン生ス物ター探知機では正確な探知はできない。近づいただけで膨ぼう大だいな《魔ま力りよく》に過か剰じよう反応して爆ばく発はつしちゃうからね。だけどそれを逆手にとって、あちこちに配置した怪モ造ン生ス物ター探知機がどのくらいの規模で爆発したか──どの方向から使いものにならなくなったかである程度、相手の力を測定できる〉

　小難しい説明をしてから、罠奈は声をひそめた。

〈今回の敵は──不気味なんだ、《魔ま力りよく》の総量としては以前の憤ふん怒ぬ大公と竜りゆうの大軍よりはいささか落ちるんだけど、どうも摑つかみづらいというか、出てきたり消えたり、強いんだか弱いんだか、こっちの常識がつうじないというか……憤怒大公が猪ちよ突とつ猛もう進しんな武士としたら今回は静かに近づく忍にん者じや？　みたいな〉

「ん。まぁいいよ」

　どうも詳くわしいことは罠奈含ふくめて怪造学会にもわからないようだと、伊依は切り替かえも早く判断して腕うでまくりの仕草をした。

「百聞は一見にしかず。見ればわかるもんね、そのために呼ばれたんでしょ？」

〈当て馬みたいで申し訳ないけどね。いちおう執しつ行こう部ぶもいっしょだから危険は少ないと思いたいけど──悠ゆう長ちように待ち受けていたら手て遅おくれになるかもしれないから、今回は先制攻こう撃げきを仕し掛かけてもらおうと思ってる、みたい〉

　そのあたりの方針を決定する権利は罠奈にもない。彼女は心配そうに伊依を眺ながめ、ぎゅっと手を握にぎってきた。

〈危ない、と思ったら逃にげてきてね。少なくともこの校舎にいるかぎりはある程度は安全だから。まずは相手の正体を把は握あくするのを第一義にして、無理はしないでね〉

「わかってる。そもそも戦うつもりは最初からないってば」

　伊依は胸をはった。

「怪モ造ン生ス物ターは友達だよ。まずは近づいて挨あい拶さつして話しあうよ。あと戦うくらいならすごい勢いで逃げるから。そんときはよろしく」

〈あぁぁあ……伊依ちゃんらしいけど、すごい伊依ちゃんらしいけど。うん。わかった。とりあえず伊依ちゃんが避ひ難なんする準備はしとくから言葉がつうじない相手だったらすぐ逃げてくるんだよぉ〉

　涙なみ目だめになっている罠奈の背後から、今度はちがう人物が現れる。眼鏡めがねと後ろに撫なでつけた髪かみ型がたがひどく冷然として見える男性──倉くら波なみ無な楽らくだ。

「話はまとまりましたか」

「倉波先生」

　ちょっと驚おどろいて、伊依はそちらに視線を向ける。最終兵器として戦うようになってから彼とはもう何度か面会しているし、伊依もとくに警けい戒かいはしていない。少なくとも何かの研究をしているうちは倉波はどこにでもいる怪モン造ステ学イス者トである。同じ夢を追いかける仲間だ。

「あなたも私を先生と呼ぶのですね。緊きん張ちよう感かんがなくなるから勘かん弁べんしてほしいですが……ともあれ、心づもりができたなら時間もないので出しゆつ撃げきなさい」

　倉波は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になって、その足あし下もとから何かを拾いあげた。独特な幾き何か学がく的な記号が刻まれた、円えん盤ばん状の物体である。大きさは伊依の背せ丈たけよりほんのちょっとちいさいくらい。薄うすっぺらなそれはスケートボードやスノーボードによく似ていた。

「今回の敵は空からきます」

　倉波は空を指さす。月も星もない虚きよ無む的な夜空だ。異常な漆しつ黒こく。死後の世界を覗のぞきこむような感覚に襲おそわれ、伊依は慌あわててその光のない空間を見るのをやめた。

　敵は空からくる。

「まぁ真上から落ちてくるわけではないようですけどね……そうですね、以前にここを襲しゆう撃げきしてきた竜の軍団と比ひ較かくするのがわかりやすいでしょうね。あの竜たちは敵の本ほん拠きよ地ちである魔城から真っ直ぐに飛来してきました」

　掌てのひらを動かして、教師の癖くせが抜ぬけないのか丁てい寧ねいに倉波は語ってくれる。

「砲ほう弾だんのように一直線に迫せまってくる相手です、迎げい撃げきするのもさほど難しくはありませんでした。ただし──今回の敵は何もない空間から湧わいてきます」

「湧くって……」

　いまいち想像しにくい。

　戸と惑まどう伊依に、倉波は深々と頷うなずいた。

「まぁ怪造のようなものですね。文字どおり何もない空間から生まれてくるのですよ。古頃の周囲に今もすさまじい勢いで怪モ造ン生ス物ターたちが湧いています。空に星が見えないでしょう？　あれはそうして湧いてきた怪モ造ン生ス物ターの身体からだに遮さえぎられて空が覆おおわれているせいだと思われます」

「うわ」

　だとしたらすごい規模だ。単純な物量だけでいうと竜の軍より上だろう。

　倉波は肩かたをすくめ、溜ため息いきをつく。

「まぁ今のところ距きよ離りも遠いので、すぐどうこうという話ではないのですがね……連中が一いつ斉せいに飛来してきたらいかな古頃といえど押しつぶされるだけでしょうね。現在、怪造学会が総力をあげて湧いてくる怪モ造ン生ス物ターたちの属性や能力などを解かい析せきしていますが、単純に連中を全すべて滅ほろぼしてもまたすぐに湧いてきたら無意味ですし、怪造学会は基本的に戦力が乏とぼしいので持久戦になれば不利です」

　そうだろう。相手は無限大に湧いてくるかもしれないが、こちらは人材も体力も有限である。総力戦では勝ち目が薄い。そもそも怪モ造ン生ス物ターが大量に死ぬそんな未来は伊依としては選びたくない。

「なので、短期決戦が理想です」

　倉波は罠奈がもっている懐かい中ちゆう電灯に眼鏡を煌きらめかせ、宣告してきた。

「憤怒大公との戦いを覚えていますね？　眷けん属ぞくたち──大公の直属であり彼らの戦力である有う象ぞう無象の怪モ造ン生ス物ターたちは、その従属する大公をどうにかすれば全て消しよう滅めつします。始末するか怪かい消しようするかはあなたの自由ですが、ともあれ今回の首しゆ謀ぼう者しやたる大公と相対し、どんな手を用いても無力化するのがあなたの役目です」

「どんな手をって──」

　伊依は巨きよ大だいな弓を握りしめていた手を、じっと見つめる。

「この手を使うしかないんだけどね」

　理想は今回の首しゆ魁かいたる大公を最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》で憤怒大公と同じように虚界アンダカへ送りかえすことか。けれど前回のヴェクサシオンとの戦いの最さ中なか、最終兵器の存在は相手がたにも知れている。対策を練ってきていないわけがない。

　目的を達成するのは困難かつ、厳しい戦いになるだろう。

　けれど──やるしかないのだ。

「怪造学会も全力でそれを補ほ佐さします。すでに先行して執しつ行こう部ぶの爆はぜ川かわ部長をはじめ精せい鋭えいたちが露つゆ払はらいをしています。余計な雑ざ魚こは彼らが相手をしますので、あなたは一直線に大公の下もとへと向かってください。ただ、相手は空中にいるようですし、《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》がある程度は《魔ま力りよく》を感知するといっても相手は大公、《魔ま力りよく》が巨大すぎて正確な位置の捕ほ捉そくは困難でしょう──ゆえに、これです」

　倉波は自信満々に、さっきから気になっていた円盤を差しだしてきた。

　伊依は咄とつ嗟さに受けとろうとしたが、見た目以上に重量があり、おおう、とバランスを崩くずして床ゆかに落としてしまう。丈じよう夫ぶそうな円盤はその程度では壊こわれはしなかったが、倉波が不快そうに眉まゆをひそめたので申し訳なくなる。

「扱あつかいは丁寧にお願いします。予備はありませんからね」

　ただ倉波はすぐに微笑ほほえみ、何やら珍めずらしく嬉うれしそうに言い放った。

「これこそ怪造学の技術の結けつ晶しよう──遠近距きよ離り飛行型呪具《飛円ＢＡＲＮ》です！」

「………はぁ」

　そういえば倉波は呪具の権けん威いだった。こういうのを開発し実用化するのが好きなのかもしれない。もちろん専門の知識のない伊依には、ただの円盤にしか見えないのだが。

　困こん惑わくする伊依に、倉波は咳せき払ばらいすると熱弁した。

「この《飛円ＢＡＲＮ》は虚界アンダカから現界カナイへと怪モ造ン生ス物ターを召しよう喚かんする際に発生する重力や引力を推進力に変へん換かんし──と理り屈くつを説明しても理解できないでしょうから簡潔に述べますが、空井さん、これは世にも珍しい乗り物タイプの呪具なのです」

「はぁ」

　スケートボードみたいだと思ったのは間ま違ちがいではないようだ。遠近距離飛行型呪具といったか。まさかこんな板きれにしか見えないものが空を飛ぶのだろうか。

「そこに足を固定するための金具がありますから、そこに両足を乗せて。そうです」

　促うながされるままに伊依は《飛円ＢＡＲＮ》というらしいその呪具に恐おそる恐る足の裏をつけ、丈夫そうな金具で固定する。どうも細かく魔ま法ほう陣じんや宝石のようなものが埋うめこまれており、不安定そうに見えるのに足が接着されたように動かなくなる。

「相手は空中にいると言いましたね？　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》には飛行能力がない──かといって執行部のようにヘリコプターなどで移動するにも小回りが利きかないなどの不便がありますし、怪モ造ン生ス物ターは相手に操あやつられる可能性がありますので怪造できません。となると呪具しかないでしょう」

「えぇと……まさかとは思いますが、これに乗って行くんですか？　あたしこれに乗るの今日が初めてなんですよ？　れ、練習とかは……」

　自じ慢まんではないが伊依は運動音おん痴ちなのだ。自転車さえ運転するのは危あやうい。それをこんな動かしかたもわからない呪具をいきなり乗り回せと言われても。

　まぁ、たしかにヘリコプターなどでは《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の狙ねらいがつけにくかったり、撃げき墜ついされたらお終しまいだったりで──何かと不安なのも事実だが。

「弱音はあとで聞きます」

　倉波は酷こく薄はくだった。というか呪具を動かしたくてうずうずしている気がする。

「時間もないのでぶっつけ本番でいきますよ。虚島さん、さがりなさい。万が一とは思いますが何かのトラブルで爆ばく発はつでもしたら危ない」

「ちょっとぉっ!?」

　さすがに不ふ穏おんな発言に抗こう議ぎの声をあげる伊依だったが、倉波は気にせず何かリモコンらしきものを取りだしてスイッチオン。同時に《飛円ＢＡＲＮ》が蒸気を噴ふきだし、物理法則を無視して浮うかびあがる。

「わったったった」

　手をぶんぶん振ふり回し、バランスをとろうと懸けん命めいな努力をする伊依だった。だが健けん闘とう虚むなしく空中でくるくるスピンしてしまう。ある程度は自分の意志で動くようだが、慣れるには時間とコツが必要そうだった。

〈落ちついてください。伊依ちゃん〉

　不意に伊依のまとったウエディングドレスが光を零こぼし、耳元で優やさしい声が響ひびく。今はドレスとして伊依と同化している最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》──魔姫だ。

〈ある程度は、わたしが姿勢などを制せい御ぎよできます。落ちついて、身を任せてください〉

「た、助かるよ魔姫さん」

　魔姫が《飛円ＢＡＲＮ》の運転をしてくれるなら、伊依はいくらかマシになる。最悪の場合はこの状態で戦せん闘とうなどを行うことになるのだ。足あし下もとに気を取られて迫せまる危険を察知できないのはきつい。

　逆さになっていた視界が元どおりになり、伊依は吐と息いきを漏もらして安あん堵どした。

　慣れるとちょっと楽しい。

〈伊依ちゃん、これ〉

　罠奈に手て渡わたされたインカムを、耳元に装着する。

〈今回の魔軍──便べん宜ぎ的に黒い魔軍って呼ぶけど、黒い魔軍の大元……大公の居場所はこっちで特定する。相手のいるところにナビゲートするから、そっちは任せて。伊依ちゃんはとりあえず身近に危険が迫ったらそれに対処することに専念しつつ、こっちの指示に従って飛んでほしい〉

「わかった」

　伊依もだんだん落ちついてきた。独りではない。仲間がいるなら役割分担できる。適材適所に己おのれの力を最大限に発揮できるところで最善を尽つくし、より良い未来を選びとれる。ならば自分も自分のできることを最大限にやってみよう、と伊依は思った。

〈じゃ、そろそろ出発して。ごめんね、伊依ちゃんばっかり大変で〉

「それは言いっこなしだよ、罠奈ちゃん」

　それに大変なのは自分だけじゃない。みんな努力している。人類の未来のため。愛すべき怪造学のため。守りたい誰だれかのために。

「任せて。じゃっかん乗り物に不安があるけど、精せい一いつ杯ぱいにやってみる」

「乗り物についても問題ありません。私が精せい魂こんこめてつくった呪具ですからねぇ」

　倉波が自信満々に断言した。やはり彼がつくったものだったか。

「じゃ、安心だね。信しん頼らいしますよ倉波先生」

　呆あきれつつ、なんだか微笑ほほえましくなって、伊依は乱れる髪かみを押さえ宣言した。

「それじゃ、空井伊依──行っきまぁすっ！」

　瞬しゆん間かん。

　予想外の凄すさまじい速度で、伊依を乗せた《飛円ＢＡＲＮ》が解き放たれた。刹せつ那なに距きよ離りが吹ふっ飛び、虚きよ無む的な夜空へ吸いこまれるように落ちていく──空に落ちていく！

「うひゃぁぁぁぁぁぁぁぁああああぁぁああああああああああ!?」

　出しゆつ立たつした最終兵器の使い手は、怪造学の歴史に残りそうなあらんかぎりの声で叫さけんだ。

　それは勇ましい雄お叫たけびではなく、もちろん恐きよう怖ふの悲鳴だったけれど。
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「……ちょっと遅おそかったみたいね」

　花火のように打ちあげられた純白の煌きらめきを眺ながめ、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつはつぶやいた。

　ほぼ無人の夢追坂の町を軽快に走る乗用車の運転席である。

　窓の外を明かりのない建物がいくつも通過していく。

　氷色の瞳ひとみ。白銀色の髪。そして乳白色の肌はだ。真夏に似合わない涼すずしげな美び貌ぼうの宇宙木は、汗あせひとつかかずに閉めきった車内でハンドルを握にぎりしめている。正気を疑うような厚着のうえ車内暖だん房ぼうまで働いているなか、それなりに機き嫌げんが良さそうに鼻はな唄うたを口ずさんでいる。

「ほら、可愛かわいい娘むすめさんの出発よ？　拍はく手しゆのひとつでもして景気づけしてあげたら？」

『拍手したくてもお手々がねぇから無理なんだよ』

　逆にえらく不機嫌そうに応こたえたのは、運転席にキーホルダーのごとく吊つりさげられた髑どく髏ろの首くび飾かざりだった。飾りに見えるがその実は死者の魂たましいを保存する怪モ造ン生ス物ターであり、そこには伊依の父──空すか井いい滅めつ作さくの意思が宿っている。

　ふたりはとある目的のため怪造学にゆかりの深い因いん縁ねんの土地、不ふ知じ野のにて自主的に探たん索さくを行っており、今はそれなりの成果を抱かかえて怪造学会本部たる古頃へと帰き還かんするところだった。まぁ滅作は宇宙木に誘ゆう拐かいされてなかば無理やりつれていかれたわけだし、自分から動くこともできない不便な身体からだなので特に何をしたわけでもなかったが。

　宇宙木とふたりの旅路というのは、ひどく気き疲づかれした。

　天あま翔かける白い流星を眺め、髑髏の滅作は深々と溜ため息いきをつく。

『しかしまぁ、あいつも忙いそがしいやつだねぇ』

「あんたも生きてるころは似たようなもんだったでしょうが。血は争えないってこういうのを言うのかな。……うん？」

　宇宙木が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、何やら車内の設備をいじくる。

『どうした？』

「急にラジオが聞こえなく──」

『伊依が出しゆつ撃げきしたってこたぁ戦闘が始まるんだろ、電波が規制されても変じゃねぇ。怪造学会はそんくらいやるだろうしな』

「まぁそうなんだけど……」

　釈しやく然ぜんとしないふうに、宇宙木は唇くちびるを尖とがらせた。

「それにしたって何かおかしくない？　暗すぎるっていうか、静かすぎるっていうか──ほら見なさいよ、街灯ひとつついてないし。なぁんか様子がおかしいっていうか、まるで町が死んじゃったみたいじゃない？」

『…………』

　死んじゃったという表現に思い当たるところがあるのか、滅作は考えこみ、ぽつりとひとつの可能性を示し唆さした。

『今回の敵は虚きよ無むかもな』

「虚無？」

『あぁ、宇宙木ちゃんお得意の虚無だ』

　滅作がそう言うと、むしろ嬉うれしそうに宇宙木はとぼけた。

「おや。何のことかな」

『かまととぶってんじゃねぇよ。うちの伊依は空うつ蟬せみ寮りようにいたんだぜ？　当然、そこにいた連中のことを俺は見ている。あの奇き妙みような姉きよう弟だいのことをな。そんで俺は生きてるころ、虚無の断だん片ぺんたる《迷カオ路スコ王ア》を怪造した張本人だぜ？　虚無には詳くわしいつもりだ』

　滅作はせせら笑った。

『古頃の学生寮に虚無の断片を──いいや本人を棲すまわせてよ、古頃の支配者たるてめぇが何も知らぬ存ぜぬってわけはねぇわな。おおかた俺の真ま似ねして虚無の連中と契けい約やくでも結んでたんだろ？　手はださない、代わりに知識と協力という見返りをってな』

「おおむね正解ねぇ」

　口笛を吹きそうな上じよう機き嫌げんで、宇宙木は目を細めた。

「ま、死にかけの虚無大公さんがうろちょろしてるからさ、何かに使えるかと思って保護してあげたわけよ。場所として提供したのが空蟬寮──順番が逆かな、空蟬寮にかってに棲みついてた彼らを見み逃のがしてあげた。彼らは寮で暮らす怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グたちの《魔ま力りよく》に触ふれて生きながらえる。それを看過してあげる代わりに私はお零こぼれをちょうだいしたと」

『怪モ造ン生ス物ターの親玉を見逃したのか。怪モン造ステ学イス者トとして最低だな』

「最高でしょ？　最高傑けつ作さくだわ」

　宇宙木にはぜんぜん反省の色がない。

「今となっちゃぁ怪モ造ン生ス物ターは敵だけどさ、つい先日まではそうじゃなかった。私のやったことも褒ほめられこそしないけど責められる謂いわれはないわね。まぁ上に無断でやったのはまずかったかなぁ……おかげであの金ぴかに独どく房ぼうへ閉じこめられるし」

『あぁ宇宙木ちゃんがなんで古頃の地ち下か牢ろうにいたのかと思ったら、その件で総長に咎とがめられたのか。しばらくおとなしくしてたってことは悪いことしたって自覚はあったんだな？』

「悪いことも時と場合によりけりだけどね。運が悪かったのよ。まさかあの元気のない死に損ぞこないの虚無大公が魔軍に合流するとは思わないもの。それにしたってうら若き乙おと女めを牢屋に閉じこめるなんて非道が過ぎるわよね、あの金ぴかサディストじゃないかしら」

『誰だれがうら若いって？　始末されなかっただけ感謝しとけよ。びみょうな情勢で総長も神経質になってたんだろ』

　滅作はぼやきつつ、話題を先に進めた。

『ともかく。そんなこんなで虚無に一家言もつ宇宙木ちゃんとしてはだ、どう思う？　今の状じよう況きよう──俺ぁ虚無がくせぇと思うけどなぁ』

「さてね。虚界アンダカにおける四つの属性……憤怒、悲ひ哀あい、喜き悦えつ、虚無。なかでも虚無はとりわけ不可解だしねぇ、断定はできないわ。まぁ今の魔軍の状況から見ると順当な気もするけどさ。喜悦が離り反はんし、憤怒が撃げき退たいされ、残る魔軍の手て駒ごまは悲哀か虚無か──でも私が見るに悲哀はあんまり戦争に向いてないのよねぇ」

　宇宙木は冷然と持論を述べる。

「悲哀の特性は不死と侵しん浸しよく。じわじわ嬲なぶり殺す陰いん湿しつさが嫌いやなかんじだけど、直接的な破は壊かい力りよくは皆かい無むだしね。まともに喧けん嘩かすれば大公のなかでいちばん弱いんじゃないかしら？」

『大公で最弱なのは喜悦大公だろ？』

「んー……どうかなぁ、弱いの意味がちがうと思うけど。純じゆん粋すいに能力として見た場合、悲哀大公は決して戦争向きじゃない。膠こう着ちやく状態の戦せん況きようで出張ってくるとは思えないけどなぁ──今は虎こ視し眈たん々たんと小こ賢ざかしい策を弄ろうしてるんじゃないの？」

　やはり愉たのしそうに、宇宙木は微笑ほほえんだ。

「悲哀については、ある程度、その能力や戦法が長い怪造学の歴史のなかで解かい析せきされている。そこから鑑かんがみるに、今の状態はあまり悲哀っぽくない」

　宇宙木は車窓越ごしに外を眺ながめる。月も星もない漆しつ黒こくの空。

「憤怒大公が全すべてを滅ほろぼす破壊力の権ごん化げ、最強の矛ほこだとしたら──刺させど潰つぶせど決して滅ぶことのない悲哀大公は最強の盾たて。防戦向きよ。魔軍もそんな悲哀を鉄てつ砲ぽう玉だまにするほどお馬鹿さんじゃないと思うけどなぁ」

『憤怒と悲哀は能力が対極なんだよな。喜悦と虚無も対極だ。面おも白しろいよなぁ連中──ゲームっぽいというか、誰かに設定されたみたいというか、出来すぎてんだよなぁ……』

「そうね。そのへんに虚界アンダカの謎なぞを解く鍵かぎがあるのかもね。でもまぁ謎解いちゃったら怪造学が終わっちゃうから私は見ないふりするけど」

　虚界アンダカの全てを解き明かすための学問、怪造学。

　その権けん威いのひとりである宇宙木の立場としては批難されるべき発言をしつつ、彼女は巧たくみに車を運転しながら語りつづける。

「しかし虚無の能力については私も詳しくないのよね。喜悦の対極ねぇ。喜悦はたしか次元だったわよね。次元をねじ曲げ、また操あやつり、様々な奇き跡せきを発揮する能力。瞬しゆん間かん移動とか結界とかあらゆる攻こう撃げきを遮しや断だんする防ぼう御ぎよとかそんなん？」

『うーむ。なんか正解だけど完かん璧ぺきじゃないかんじがすんだよな。次元って言葉が悪いのか？　それに、そんな喜悦の能力の対極──虚無の能力が想像できない』

　宇宙木はその言葉に、わずかに黙もつ考こうしてから応こたえた。

「伊だ達てに保護してきたわけじゃないし、弱体化した虚無大公の能力ならいくらか見たことあるけど。どうも言葉にしにくいのよね。確率というか、可能性というか。今は魔王の支配下に戻もどることで実力も回復してるだろうし、その能力の全てを予想するのは困難ね」

『まぁ俺らが戦うわけじゃねぇから考えても詮せん方かたないんだけどな。苦労すんのはうちの娘むすめだ──しかし喜悦ってのは嬉うれしいとか楽しいとかって気持ちだろ？　その正反対たる虚無が相手だからか何か知らねぇが、なぁんか湿しめっぽいよなぁ』

　陰いん気きくさいのは苦手なんだ、と愚ぐ痴ちを零し、滅作は果てしない空へ昇のぼっていく白色を眺めて告げる。

『まぁ勝つときゃ勝つし、負けるときゃ負けるもんだしな。せいぜい期待してうちの娘の応おう援えんといこうぜ。あの出で来き損そこないじゃ叩たたきのめされて終わりかもしれんけどな』

「君はもうちょっと娘さんを信しん頼らいしなさい。伊依くんは強くなったわ、たぶん私たちの想像以上にね。恋こいを知り、愛を抱いだき、女の子は強くなるのです」

『ははは。うちの娘にかぎって恋だの愛だのの加護はねぇよ。なんせ俺の娘だからな。色恋沙ざ汰たには苦労するに決まってる。自じ慢まんじゃねぇが俺は女にもてたことがねぇぞ？』

「ふーん……」

　宇宙木は無む駄だ話ばなしを切りあげ、誰にも聞こえないように──ちいさくつぶやいた。

「気づかないのが悪いのよ。ばーか」
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　虚無大公は闇やみを見ていた。

　空を突つき抜ぬけた遥はるか彼方かなた──宇宙空間である。怪造学会本部たる古頃の上方、飛ぶ鳥も辿たどりつけない凍いてつく闇やみが漂ただよう位置で、幽ゆう霊れいのように佇たたずんでいる。緑色を混ぜたような金きん髪ぱつは垂れさがり、その表情を隠かくしている。

　当然、椅い子すどころか足場もない空間に、当たり前のように腰こしをおろして、虚無大公は深しん紅くの瞳ひとみで虚こ空くうを仰あおいでいる。昔、彼女がそこに行きたかったと語っていたことがあったから、験ためしに月面へも足を運んだりしたが……何か面おも白しろいことがあるでなし、退たい屈くつしてすぐにおりてきた。

「ふむ」

　無む為いに宇宙を眺めつづけるのをやめ、虚無大公は血色のマントを翻ひるがえす。眼下、常人ならば視し認にんするのも不可能なほど下方に、己おのれが襲しゆう撃げきするべき古頃の校舎がある。

　今こ宵よい、魔軍としての自分に与あたえられた役目は怪造学会本部の壊かい滅めつだが、時間稼かせぎをするだけでも充じゆう分ぶんと魔王に言われてはいた。命いの懸ちがけで時間を稼げと。相変わらず癪しやくに障さわる命令をする相手だが、虚界アンダカに属しているかぎり格上の命令には逆らえない。

　そして影かげ文ふみの真の目的には、虚界アンダカの大公としての力が必要なのだ。

「懐なつかしむのにも飽あいた。憂うれうのにも飽いた。そろそろ終わらせるとするかのう」

　このままただ進行し荒あれ狂くるうのもいいのだが、いささか興に欠ける。虚無大公は待っていた。そして最適な機が訪おとずれるそのときを窺うかがっていた。

　周囲は漆しつ黒こく。夜空を隠す雲よりも高みに位置するというのに、やはり天上にはひとつの光こう芒ぼうすらもない。地球を残して全宇宙が死し滅めつしたかのような静せい寂じやくと暗くら闇やみだった。そして闇は蠢うごめいている。蟲むしのように獣けものように息をひそめ獰どう猛もうな飢き餓が感かんを抱かかえて。

「眷けん属ぞくどもよ。宴えんもたけなわ。喰くらわば喰らって肥え太るがいい」

　虚無大公のお許しをうけ、周囲の闇が歓かん喜きする。怪造学会が放ってきた無人の防衛呪具──怪モ造ン生ス物ターを捕ほ捉そくし爆ばく裂れつする魚ぎよ雷らいのような兵器が、あちこちの闇に突き刺さっては役目を果たせず貪むさぼり喰らわれ消しよう滅めつしていく。

　虚無の眷属に名前はない。姿もなく、意思もない。憤怒の竜りゆうや悲哀の寄生虫も虚無の眷属に比べればまだ生き物らしい。あえて喩たとえるならばこれらはひたすら増ぞう殖しよくし喰らう無む尽じん蔵ぞうの細さい菌きん。目にも見えない細かな粒りゆう子しは世界の要素を光だろうが音だろうが人間だろうが区別せず喰らい、結合し集合しわだかまる闇となって世界に浸しん透とうしていく。

　怪モ造ン生ス物ターの群れに上空が遮さえぎられ、月や星が見えないのではない。月や星が放射する光を虚無の眷属たちが喰らっていたのだ。戦争状態になり電波が遮断されたのではない。ラジオが聞こえなくなったのは飛びかう電波すら細菌どもが貪どん食しよくしたからだ。

　光は消え、音は消え、何もかもが消え──。

　残るのは虚無のみ。

　漆黒の群体。それが虚無の軍隊だった。見る間に暗闇そのもののような虚無細菌たちは集まり凝こり固まり、影かげ絵えのような墨すみ色いろの巨きよ人じんとなる。または怪かい鳥ちように。または野やじ獣ゆうに。それらどす黒い怪物たちは奇き々き怪々なる雄お叫たけびをあげ、次なる獲え物ものを求めて集合と拡散を繰くりかえす。

　そのまま一気に地上に押し寄せれば対たい抗こうの手段はなく、怪造学会本部ごと地上は抉えぐりとられ喰い散らかされ消滅する。簡単な戦いのはずだった。

　けれど。

「む」

　虚無大公は異変を察知し、長い前まえ髪がみを厭いとわしげにかきあげて周囲を睨にらみつけた。見ると意気揚よう々ようと侵しん略りやくを開始した虚無の眷属が身み悶もだえし、それ以上は進めずに困こん惑わくしている。何かの攻こう撃げきを受けている気配はない。だが不可解だった。見えない壁かべがあるかのように虚無の眷属が阻はばまれているのだ。

　全すべてを喰らう虚無細菌を物理的な防ぼう御ぎよ手段で押し留とどめることはできない。城じよう壁へきも盾たても無意味だ。怪モ造ン生ス物ターとしては限りなく高位かつ強力な連中なので、怪モ造ン生ス物ターの特とく殊しゆ能力で阻もうと思っても難しいだろう。たいていの結界なら苦もなく突き破れる。

　ならば答えはひとつしかない。

　虚無の軍団をまがりなりにも阻そ止しできるのは、同位の大公のみである。

「ふん」

　虚無大公は傲ごう慢まんに、そして呆あきれたように腕うで組ぐみをして睥へい睨げいする。

「貴き様さまか。退のけい、怪け我がをしてもつまらんぞ」

「心配してくれるのかい？　優やさしいねえ、嬉うれしいねえ」

　言葉どおり嬉しそうに、不意に虚無大公の正面──地上を彼から守るような位置にひとりの奇き人じんが姿を現す。長身の男性に見える。道どう化けじみた外見である。仮面のようなその顔には目が右にふたつ、左にみっつ。男性にしては長いボブカットの髪かみ。

　特とく徴ちよう的な笛を首元にさげ、彼はいつのまにかそこで笑っていた。

　瞬しゆん間かん移動はその人物のお家芸だ、今さら神出鬼き没ぼつでも虚無大公は驚おどろかない。むしろその存在が邪じや魔ま立だてしてくることは充分に予想の範はん囲い内だった。

　宇宙を背にし、重力を無視して虚無大公は悠ゆう然ぜんと語りかける。

「余計な真ま似ねをするな、喜悦の」

　争いあう雰ふん囲い気きではない。だが友好的とも言いがたい。相手を格下と見てとり、侮あなどっているのでもない。ひたすらに面めん倒どうくさそうだった。

「嫌いやだね。私は余計な真ま似ねが大好きなんだ、虚無の」

　にこにこ笑って、彼──喜悦大公は挑ちよう発はつするように両手を広げた。その長い腕うでを服を着た三匹びきの鼠ねずみがちょこまかと走り回っている。生き物がまともに呼吸すらできない高みだが、誰もそれを苦にしてはいない。

　相対するのは、どちらも超ちよう高等の大公とその眷属。

　本気でぶつかればかつてない規模の闘とう争そうとなっただろうが──。

「まぁそう殺気立たないでほしい。争うつもりはないよ。私は平和主義なんだ」

　喜悦大公は何もない空間に腰こしかけると、眠ねむそうに見える細い目で虚無大公を見つめた。そのまるで緊きん張ちよう感かんのない態度に、さしもの虚無大公も毒気を抜ぬかれたか口をへの字にして不満そうにした。

「何じゃ。景気づけに蹴け散ちらしてやろうかと思ったのに」

「ははは。あまり調子に乗らないことだね。私はしぶとさに定評がある大公だよ？　あと逃にげ足にも定評がある。簡単に蹴散らせると思わないことだ」

　冗じよう談だんめいた口調で語り、喜悦大公は呵か々かと笑う。

「貴様こそ、あまり侮るでない」

　虚無大公は周囲の闇やみを波打たせ、じっと正面の存在を睨みつけた。

「本来ならば、貴様なぞ我わが輩はいが直接手をくだすまでもない。無む駄だ話ばなしをしている暇ひまもないのでな……貴様はここで我が眷属の相手でもしておれ、魔王に力を補ほじ充ゆうされた今の我輩を──貴様の知っているあのひ弱な子供と思わないことだ」

「君は変わらないよ、影文くん」
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　影文くん。

　馬鹿にするわけでもなく、ただ当たり前のように喜悦大公は笑いながらその名を呼んだ。

　闇やみ宮みや影かげ文ふみ──ともにすごした時間は、同格の大公として虚界アンダカで積みあげてきた時間のほうがずっと多い。けれど喜悦大公にとって、意味のある時間として、記き憶おくとして思い出として、そうして大公として重ねてきた延々とした時よりも、巴ともえ已い己こ巳みという少女の姿をとり、闇宮影文という少年と触ふれあっていた時間のほうがずっと貴く重要だった。

　大したことをしたわけではない。

　交かわした会話も些さ細さいなものだけ。

　けれど彼は演技でも成りゆきでも自分のことを友達と呼んでくれた。虚界アンダカのバランスが崩くずれ、体調を崩したときは看病をしてくれた。感謝しているし、今でもそんな闇宮影文という少年のことを嫌きらいになりきれない。

　大公としては、魔王に従い人間たちを襲おそうのが道理なのだろう。いちどは離り反はんしても再び配下に戻もどれば魔王が受けいれるというのは、目の前にいる虚無大公が奇くしくも証明している。だが喜悦大公はそれを選ばない。

　戦争を避さけ、同どう胞ほうたちと虚界アンダカを去り。

　要いらないものと判断され、魔王から切り離はなされ。

　だから今、この瞬間は喜悦大公としてではなく──ひとりの友を想おもうものとして、巴已己巳としてここにいる。

「君の目的はなんだい、影文くん」

　喜悦大公は髪をなびかせ、答えはないだろうと思いながらも問いかける。

「たいせつなことは──いつも独りで抱かかえこんでしまうんだね、君は。ここに素す敵てきなお友達がいるんだから、悩なやみがあるなら相談してくれてもいいのになあ？」

「もうよい」

　虚無大公の表情が冷えた。その周囲を巡めぐる虚無の眷けん属ぞくたちが殺気づき、闇の顎あぎとをぎちぎちと鳴らして漆しつ黒こくの唾つばを吐はき散らす。

「時間稼かせぎが見え透すいておるわ。どれだけ言葉を並べても無駄じゃ。貴様では我輩を止められぬ。我輩がやることも変わらぬ。賽さいは投げられ出目は掌てのひらの上、どんな偶ぐう然ぜんも人知も運命を左右はせぬ。今こ宵よいの宴うたげはもう詰つみじゃ」

　それはどういう意味なのか、喜悦大公は推測しようとしたが、よくわからない。虚無大公は変わらず気け怠だるげで退たい屈くつそうで、それはまるでもはややることは全すべてやり尽つくしたと、あとは成果を見守るだけという雰ふん囲い気きにも思えて──。

　何やら不安になったが、喜悦大公に考えている暇はなかった。

「貴様も眷属を繰くりだすがいい」

　虚無大公が唇くちびるを歪ゆがめ、嗜し虐ぎやく的に嘲あざ笑わらった。

「大公同士の総力戦など珍めずらしい余興じゃ。己おのれのもちうる全ての手て駒ごまを、手練手管を駆く使しし、全存在を懸かけて刃は向むかうがよい。ひょっとしたら我輩に傷のひとつくらいはつけられるかもしれんぞ？」

「だから争うつもりはないよ。眷属もこの子たちしかいない」

　喜悦大公は肩かたに乗った勇ましいちびの鼠たちを撫なで、この状じよう況きようでもまだ悠ゆう然ぜんとしている。その姿は周囲を埋うめつくす闇──虚無の眷属と対比してあまりにも小さく儚はかない。

「この子たちもねえ、置いてくるつもりだったんだけど……いくら言ってもお供しますと繰りかえして聞かなくてねえ。でも安心するがいいよ、伏ふく兵へいも奥の手もない。私のもてる戦力は君が今見ているもので全てだ」

「かっ。冗談でも笑えぬわ。貴様死ぬつもりか？」

　虚無大公が不ふ愉ゆ快かいそうに問いかけると、喜悦大公は笛を口元に寄せた。

「死ぬつもりはないよ。ただ眷属がいると無駄な犠ぎ牲せいが増えそうでね、彼女はそんな殺さつ伐ばつとした総力戦は望んでいないと思うし──お友達としては、そんな彼女の意思を尊重してあげたいと思うし」

「彼女？　誰だれじゃ？」

　怪け訝げんそうな虚無大公に、喜悦大公は笑った。すなおに笑った。

「私に友達っていう言葉を教えてくれた偉い大だいなる女の子さ。まぁいい、何かするんなら早くやれば？　私は全力でそれを止めるだけ。それに眷属たちを繰りだすまでもない──君をただ止めるだけなら、私ひとりで充じゆう分ぶんだよ」

「吐ぬかせ！　捻ひねりつぶしてくれるわ！」

　虚無大公の怒ど号ごうと同時に無む尽じんの闇やみが迸ほとばしる。悪夢のような、否いな、夜眠ねむる前に押し寄せてくる漆黒の闇のような、そして死そのもののような──虚無の眷属たる貪どん食しよくの細さい菌きんども。それらは融ゆう合ごうと拡散を繰りかえしながら周囲の空気を光を何もかもを根こそぎ喰くらい、喜悦大公へ向けて押しあい圧へしあいながら雪崩なだれこむ。

　対たい抗こうの手段はない。皆かい無むである。どんな物理的な、また怪造学的な防ぼう御ぎよも意味を成さない。障しよう壁へきがあれば障壁ごと、防御があれば防御ごと侵しん犯ぱんし喰らい尽くすのが虚無細菌だ。それが触れた瞬しゆん間かんが喜悦大公の最期さいごとなる。

　けれど──。
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「私の能力を忘れたのかい」

　喜悦大公はその場に座ったまま、肩を震ふるわせて笑った。

　そのお茶会でも楽しむかのような姿に──いつまで経たっても虚無細菌が辿たどりつけない。見えない壁かべに押し留とどめられたみたいに、それ以上は進めない。おかしい。不自然である。虚無大公は目を見開き、癇かん癪しやくをおこしたような声で問いかけた。

「結界か!?　否いな、凡ぼん百びやくの結界など障子紙のごときもの！　貫つらぬけぬわけがない──道どう化けめ、いったいどんな手品じゃ!?」

「あっはっはっは」

　喜悦大公は腹を抱かかえて笑った。戦せん闘とう中だというのにまるで態度が変わらない。その身を虚無細菌に喰らわれる最さ中なかであっても、笑いつづけるのではないかという態度である。

　喜悦以外の感情が欠落した大公。

　彼もまた異常である。

「影文くんは可愛かわいいなあ。君のような規格外を相手にするのに無策なわけないじゃない。昔から君はゲームが下へ手たくそだよねえ。こんなことなら真ま子こちゃんや血ち影かげさんともっと練習してゲームの腕うで前まえをあげておいたほうが良かったんじゃない？」

「真しん剣けん勝負の最中に戯ざれ言ごとを……！」

　虚無大公は焦じれたか、さらに大量の虚無細菌を湧わかせ、喜悦大公に向けて繰りだしたが、やはり遠近感でも狂くるったようにいつまで経っても辿りつけない。虚無細菌がどれだけ宙空を翔かけようとも、回り道をしているように目的の場所には辿りつけず──。

「む？」

　回り道？

　虚無大公はその瞬間に喜悦大公の敷しいたトリックの正体を知る。トリック。まさに騙だまし絵だ。道化の所業に相応ふさわしい。歯は嚙がみし、虚無大公は鋭するどく宣告した。

「次元を歪め、繫つなげ、空間を増やしているな！」

　喜悦大公の能力は次元。虚無大公もその詳しよう細さいな能力は把は握あくしていないのだが、ある程度は識しっている。喩たとえるならそれはこの世界を折り紙のように折り曲げたり、切り離はなしたり繫ぎあわせたり、自由自在に操あやつる能力である。

　虚無大公と喜悦大公の間にある空間に、どこかから取り寄せた、または繫ぎあわせた空間を増設し、配置する。虚無細菌は目の前の空間の全すべてを喰らい尽つくす性質がある。逆に言うと喰いながらでないと進めない。その性質を逆手に利用し、虚無細菌が喰っても喰っても喰い尽くせない無限の空間を配置すればどうなるか。

　永遠に辿りつけはしない。

「私と君は対極。私と君の能力も対極さあ」

　喜悦大公はにやにや笑っている。

「さてさて。私が配置しつづける空間が尽きるのが先か、君の虚無細菌が満腹になってへばるのが先か──見み物ものだねえ。まぁ時間はたっぷりある。しばらくはこの道化芝しば居いにつきあってもらうよ、影文くん」

「虚界アンダカから追放され、涸かれた力でよくもまぁ……」

　怒おこるというより感心したように、虚無大公は眉まゆを寄せて唸うなった。虚無細菌が音を全て喰らって何も聞こえないはずだが、喜悦大公が声のみは次元を繫いで届けているのか、会話には支障がない。

「珍めずらしく褒ほめてやるぞ、喜悦の。否いな、我わが輩はいは感謝しよう。あるいは嘆なげかねばならぬのかな？　貴様が本気でその次元の能力を用い、魔軍として人類どもを攻せめておれば戦せん況きようは呆あつ気けなく我らの手に落ちよう。何が最弱の大公じゃ、食わせものめが」

「誰だれかと争い」

　喜悦大公は独り言みたいにつぶやいた。

「誰かを傷つけ、誰かと仲なか違たがいし、友達になれたかもしれない誰かを殺してしまう──そんな力を強さと呼ぶのなら」

　それは宣言だった。

「私は、いちばん弱い大公でいい」

　直後だった。

　睨にらみあい、相対する同格の大公が能力を咲さき乱れさせる魔空間に、非常に気が抜ぬける声とともに闖ちん入にゆ者うしやが現れる。

「うひゃぁぁぁあぁああぁぁぁあぁぁああ!?」

　それは怪造学会本部の頂点たる古頃より、騎き乗じようした呪具《飛円ＢＡＲＮ》により運ばれてきた最終兵器の使い手──空井伊依だった。彼女は髪かみを振ふり乱し、糸の切れた凧たこのようにぐるぐる旋せん回かいしながらあっちへこっちへ飛びまわっている。ジグザグした動きで見当ちがいの方向へ行ってはまた戻もどり、しばし暴走としか呼べない動きで滑かつ空くうし──。

　奇き跡せき的に、喜悦大公のすぐそばで停止。

　というより、喜悦大公がさすがに不ふ憫びんに思って次元を操あやつり受けとめたのだろうが。

「わったったった!?……あ、あれ？」

　急に推進力が失われ、上も下も右も左もわからない状態なのか、目を回している伊依が頭を抱かかえて周囲をきょろきょろ見回す。ものすごく間ま抜ぬけな登場だった。全力を尽くし肉にく薄はくしていた大公ふたりもどう言っていいかわからないのか沈ちん黙もくしている。

「……………………」

「……………………」

「えぇっと……」

　気まずい静せい寂じやくのなか、伊依はあちこちに視線を飛ばし、まず驚おどろいたように喜悦大公を見つめてから──そっと、真上にいる虚無大公を見あげて。

「やぁ影文くん」

　手を挙げて挨あい拶さつし、疚やましいところのない声で問いかけた。

「そこで何してんの？」
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《魔ま姫き宮きゆう》における決戦兵器の実験は、突とつ然ぜんの警報によって途と絶だえていた。

　虚無大公とその眷けん属ぞくたちが出現し、周囲を無差別に喰くらい始めたのだ。各地に配置した怪モ造ン生ス物ター探知機の瞬しゆん間かん的な爆ばく発はつによりその《魔ま力りよく》総量が計算され、夜間ながら臨戦態勢を解いていなかった怪造学会はその瞬間から防衛の拠きよ点てん、要よう塞さいとなる。

　当然、悠ゆう長ちように先行き不明な実験の野や次じ馬うまなどしていられず、《魔姫宮》にいた怪モン造ステ学イス者トたちはそれぞれの持ち場へ向かわざるを得なかった。

　その場に残されたのは最低限の人員と、実験に参加した虚無シリーズ──そして今まさに話題の決戦兵器、《虐スーサ十イドア字タツク》こと高たか橋はし十とうと相対していた戦橋舞弓のみだった。

　その舞弓にも油断はなかった。気力は充じゆう実じつし、己おのれの信念を見定め、武器は折れた刀一本のみだったが──心構えに何ら不足なし。

　だから、運が悪かったのだろう。

　瞬しゆん時じに様変わりする状じよう況きよう。再会した母に似たひと。突とつ如じよとして鳴り響ひびいた警報。それら予定外の宿命じみた偶ぐう然ぜんが、舞弓の意識を一瞬のみだが奪うばった。

　その刹せつ那なで充分だった。

　予想外の事態に驚き、対策を練る生き物の舞弓とちがって、己の役割のみをひたすらに遂すい行こうする道具としての高橋は状況に何の興味も示さなかった。予定どおりに驀ばく進しんし、全身に刻まれたプログラムのとおりに行動し──悲劇を起こした。
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　闇宮血影は自分について考えていた。

　頭を使って思し索さくするのはあまり得意ではない。そういうふうに創つくられた。だから血影が虚無大公の下しも僕べとしてこの世に実在を始めたそのときがいつか、思いだせないほどに創られた当初は自我もなく曖あい昧まいなまさに人形だった。いつからだろう。ただ主あるじに付き従いその命を果たすだけだった己が、あれやこれやと心を悩なやませるようになったのは。

　肩かた書がきだけの寮りよう母ぼという仕事をそれなりに懸けん命めいに果たそうと、主に迷めい惑わくをかけてはいけないからと何もわからないなりに大おお真ま面じ目めに、多くの寮生たちと触ふれあいながらこなしつづける日々のなか──ただの人形だった自分は変わっていった。ゆるやかに、それは成長といっていい変化をつづけていた。

　決して人形だったころの自分を否定したいわけではない。

　主に仕え、その使命を全まつとうし、満足いただくのは己のみに与あたえられた崇すう高こうな役目で、そこには喜びがあった。それに、人形とはそもそもそういうものだろう？　自分で考える必要はない。ただ傷つき疲つかれきった主を癒いやすのが全すべてだった。

　血影。

　その偽いつわりの名前。

　けれど血影さん血影さんと呼び慕したってくる寮生たちが、その名前に意味を与えてくれた。血影はそのとき再び名づけられた。そのとき再び生まれたのだ。血影さんと呼ばれるたびに、自分はちょっとずつ血影になっていった。

　嬉うれしかった。幸福だった。自分を見つけ、血影という名の自己を抱いだき、生きていくことは素す晴ばらしかった。毎日が新しん鮮せんな発見に満ち溢あふれていた。思い出のひとつひとつを今でも鮮明に記き憶おくしている。料理のこと。お掃そう除じのこと。細々とした仕事のこと。寮生の名前。その性格や見た目。こっそり相談してくれた悩み事の一言一句まで。

　幸せだった。

　あの寮母として空蟬寮で暮らせた日々は、きらきらと眩まぶしく愛いとおしい。

　けれど。

　ふと──思った。

　そんな毎日が切ないほどに幸福に満ちていて、いつのまにか自分は本来の役目を忘れていたのではないか。寮母として生活するのが楽しすぎて、人形である自分の意義を見失っていた。寮母としての自分を否定するつもりはないが、それは血影の罪だった。

　傷ついた主。

　嘆なげき哀かなしむことに、怨うらみ呪のろうことにすら、疲れきっていた主。

　彼を癒し、守り、支えることが──己の本義だったはず。

　血影はそれを怠おこたった。主はそんな己を叱しからなかった。ぶつぶつと文句は垂れたものの、強制的に従わせることもできただろうに、浮うかれて幸せに耽たん溺できする血影を見み逃のがしてくれた。自分は傷ついたままなのに。痛みは消えていないのに。

　それは諦あきらめだったのかもしれない。

　役立たずの部下を叱りつける気力もないほど、主は全てに倦うんでいたのか。

　いいや愛だ。愛されていたのだ。血影はそう思った。子を見守る親のように愛してくれていたのだ。人形のはずだった。道具のはずだった。主にとっては己など──使い捨ての消しよう耗もう品ひんにすぎないのに。

　見逃してくれた。

　それは不器用でひねくれている、けれどたしかに愛だった。

　だから血影はその愛に報むくいたい。自分の役目を忘れた人形を、廃はい棄きもせずに放ほうっておいてくれた主に、今こそ応こたえたい。主は自分を愛してくれたと言うとくだらぬ妄もう想そうだと切り捨てるだろうが、血影はなかば願望混じりのその幻げん視しした愛を抱だきしめる。

　人形である自分を卑ひ下げはしない。寮母である自分を否定はしない。

　けれど血影は世界中の誰だれが主を悪と誹そしり滅ほろぼそうと攻せめても、自分だけは最後まで守りぬくと、その味方になると、癒し支えつづけると、再びその決意をかためた。

　血影は己おのれの立ち位置を見定め、苦手な思索をつづける。

　魔ま王おうに招しよう聘へいされ、戦力として魔軍に組みこまれた主──虚無大公。その真意はいまだに計り知れない。憎にくみ、呪っていたはずだった。虚界アンダカから追放され、苦難を味わったその長い年月は、全て魔王のせいだった。恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつし復ふく讐しゆうの念に駆かりたてられて戦うならまだしも、その足あし下もとに再び跪ひざまずくことなど考えられない。

　虚ブラツ無クホ断ール片パールを集めろという血影への最後の命令も、意図が読めなかった。

　今ではわかる。わかる気がする。

　否いな──事態が取りかえしのつかなくなった今になってようやく、血影ははっきりと虚無大公の意思を悟さとったのだ。だがそれはあまりにも残ざん酷こくで救いがたい事実だった。

　人形としての血影は、冷静に、復讐のためには最適の手だと絶賛した。

　だが寮母としての、闇宮影文という少年の姉としての血影は、悲鳴をあげた。

　嫌いやだ。

　こんなのは嫌だ。

「やめてぇぇぇぇえええええええええええええ!!」

　血影は絶ぜつ叫きようした。子供のように泣き叫さけんだ。思考が支し離り滅めつ裂れつに千切れていく。

　人形は泣かない。だからこれは道具としての意思に反していた。全身が引きつり、衝しよう動どうがこみあげ、ひたすら涙なみだと悲鳴を吐はき散らす。それはこの身体からだの原材料として、拠より所として使用された人物の叫びだったのかもしれない。

　主あるじは語ることがなかった。けれど身体が覚えていた。

　主の目の前で喰くい殺された、主にとって──とてもたいせつだった人物の、わずかに残った肉にく片へんや血や骨を原材料に、虚無の断片で構築されたのが今の自分だ。

　そのわずかな原材料が、今、目の前で巻きおこった悲劇に全力で抗こう議ぎしていた。
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　それは何かを捕ほ食しよくする単たん細さい胞ぼう生物に見えた。

　身構え、折れた刀を眼前に晒さらして守りの体勢になっていた舞弓の目の前、嵐あらしのごとく迫せまった高橋が変形した。西洋甲かつ冑ちゆうに見えてその実は怪造学により創造された虚マテ界リ呪ア具ルのロボット。科学を超ちよう越えつした不可思議な駆く動どうで高橋の姿が様変わりする。

　高橋の全身が展開し、解き放たれ黒い奔ほん流りゆうとなり、目の前で異様な事態に棒立ちとなっていた舞弓の全すべてに降りそそいだ。小手が兜かぶとが漆しつ黒こくの甲冑がそのなれのはてが舞弓に付着し食いこみ刻みつけられ、見る間にその高橋と比べればあまりにもちいさな姿は夜闇のごとき黒一色に消えた。

　最後に残ったのは、高橋の姿だった。

　元どおり再集合している。

　否、あの一いつ瞬しゆんで高橋は舞弓を喰らった！　その全身で包みこみ、自らを装着させた。舞弓の身体がどうなったのかはわからない。鎧よろいを着こんだだけならいい。命は保たれる。だが刻まれ咀そ嚼しやくされ高橋の一部にされてはいないと誰が断言できる？
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「舞弓さん！」

　血影が金切り声をあげながら走る。だが遅おそい。あまりにも遅すぎた。

「舞弓さん！　舞弓さん！　舞弓さん！」

　絶叫し、血影はそれの足下にすがりついた。慚ざん愧きの念は涙となり、血影の頰ほおを熱く濡ぬらしていった。涙。人形としての血影に涙を流す機能はないから、たぶんこれは元の、原材料の──。

　否。

　もはや偽いつわるのはやめよう。ごまかしは無意味だ。

　舞弓は自分のことをお母さんと呼んだ。覚えている。つかのま、見た幻げん想そう。赤ん坊ぼうを抱だいた自分の姿。そして古頃大祭で出会った舞弓に抱いだいた、他人とは思えない親近感。抱だきしめたときの喜び。理り屈くつではなく肉体が識っていた。

　血影の原材料は。

　主のたいせつなひとは。

「あああああああああああああああああ」

　気づいたときにはもう遅い。そう何もかも遅すぎた。せっかく巡めぐりあえたのに。彼女は自分をお母さんと呼んでくれたのに。それに応こたえることもできないまま、少女は過か酷こくな運命そのもののような虚マテ界リ呪ア具ルの内部へと消えた。

　全てを理解した。今の状じよう況きようで理解できたのは血影だけだった。だから止められたのも血影だけだった。止められなかった。自分は役立たずだ。血影は腰こしから砕くだけ、その場にへたりこみ、ぽろぽろ涙を零こぼして嗚お咽えつした。

　これが虚無大公の復ふく讐しゆうなのか。

　主の怨えん恨こんが生みだした現実なのか。

　止められたのは。察して、馬鹿な真ま似ねはよせと止められたのは。ほかの誰でもなく。なのに自分は。幸せに溺おぼれ。喜びに浮うかれ。主の。

「おい」

　ぽん、と肩かたを叩たたかれた。

　血影が視線だけでそちらを見ると、ひとりの少年がそこで鬼おにのような表情をしていた。切れ長の鋭するどい双そう眸ぼう。血影の肩を力強く握にぎりしめるその指は痛いほど。

「何がどうなった。泣いてんじゃねぇ」

「で。でも、わたくし。やくっ、役立たっ。わたくしっ」

　混乱し、パニックの絶頂にあった血影に、その少年──無む城じろ鬼き京きようといったか、そういえば以前に古頃大祭で会ったことがある──彼は叫さけんだ。

　一いち撃げきで血影の迷いを、怯おびえを吹ふき飛ばす言葉を。

「てめぇの話をしてんじゃねぇ！　母親ならしゃんとしてやがれ！」

「は……は……おや？」

　首を傾かしげる血影に、鬼京は写真を押しつけてきた。血影とは髪かみや目の色がちがう、けれどよく似た女性の写真。魂たましいが覚えている。理解し、雷らい鳴めいのごとく納なつ得とくが走りぬける。そこに過去の主の姿を見つけて、さらに会え得とくは昇しよう華かされた。

　推測はたぶん正しかった。

　自分の原材料は──きっとこの女性だった。

「てめぇと戦橋危あやう香かってやつの関係は知らねぇよ」

　鬼京は八や重え歯ばを覗のぞかせ、獣けもののように吼ほえた。

「興味もねぇ。物ぶつ造ぞうは長いあいだ怪造学と関かかわれなかった。だけどその受難の歴史のなかでも、うちの爺じじぃが見つけた何かがあったはずだった。でないと報むくわれねぇ。ぼろぼろになって死んじゃった爺さんが報われねぇ。おい教えろよ、こいつは何だ!?　俺たち物造研究者はいったい何を創っちまったんだ!?」

　叫んだ鬼京に応こたえたのは、のろくさと対応できない血影ではなく、機械音を響ひびかせ振しん動どうしていた目の前の高橋だった。だがすでに彼にさきほどまでの人語はない。舞弓を取りこみ、彼は自らを道具へ堕だ落らくさせたように見えた。

　感情はない。意思もない。高橋という人格は眠ねむりにつき──。

　今ここに立っているのは、虚界アンダカ殺しの決戦兵器だった。

　血ち飛沫しぶきが噴ふきだす。高橋の全身鎧、その甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから勢いよく鮮せん血けつが迸ほとばしる。その紅あかいつぶては血影の鬼京の顔を身体からだを濡らし、びちゃびちゃと跳はね回った。警報が鳴り響いている。非常電源に切りかわったのか室内灯の色まで紅い。真っ赤な世界で、高橋は全身に槍やりを突つき刺さされた殉じゆん教きよう者しやのごとく血を溢あふれさせた。

　誰だれの血だ？

　それは誰の血だ？

「やべぇっ……うおっ、熱っ!?」

　高橋に触ふれた鬼京が、激しい勢いで身をのけぞらせた。高橋は血とともに蒸気を噴きだしている。かなりの高温をまとっているのは間ま違ちがいない。焼けた鉄板に全身を包まれているようなものだ、おまけにこの血──何が決戦兵器だ！　こんなのはただの処しよ刑けい器具だ！

　処刑？

　血影の頭で閃ひらめくものがあった。

　この時点で、決戦兵器の解答にもっとも近い位置にいたのは血影だった。誰よりも情報を多くもち、長く虚無大公に仕え、またその肉体は決戦兵器の理論を識っている……血影はその事実を冷静に把は握あくもできないまま、ひたすら目の前で鎧よろいに囚とらわれている少女を助けたくて思考を巡らせる。

　鬼京が高橋の甲冑を脱ぬがそうとあがいたり、試行錯さく誤ごをしているが、だめだ。その方法では止められない。今、目の前で起きている悲劇の詳しよう細さいが、血影にはわかるような気がした。

　否、そのとき血影はようやく悟さとったのだ。

　全すべてを。残ざん酷こくな事実を含ふくめて、たぶん全てを。

「物造理論」

　血影は憑つかれたように語り始めた。知らない言葉も混じっている。血影が知らなくても肉体が識っていた。原材料の女性が。今こそ自分の出番だとでしゃばっている。

「虚界アンダカから召しよう喚かんされたものは、怪モン造ステ学イス者トの生命力──《魔ま力りよく》を核かくにしてのみしか現界カナイに存在できない。例外はない。それが通説だった。けれど例外はあった。あったんだ」

　涙なみだが乾かわいてゆく。代わりに血飛沫が血影の端たん整せいな顔を染める。真っ赤なその表情はさながら絵画に描えがかれる死人の形ぎよう相そうだった。

「虚界アンダカは、未来を視みるという不知野に棲すまう一族、寂憐院の初代──寂じやく憐れん院いん秘ひ継つぎのため、彼女が未来を視ることのない異世界を創ってあげようと、そんなひとりの男の気持ちから創造された」

　それは怪造学に深く関わった人間にとっては周知の事実。たぶん血影の原材料だった女性と親交のあった、当時の怪造学の権けん威い──無城美国の知識だろう。目の前で飛び散る沸ふつ騰とうした血液に、全身を火傷やけどさせている少年の祖父だ。

　無城美国は知っていた。虚界アンダカ創造の御お伽とぎ噺ばなしを知っていた。

　それをたぶん彼女に教えた。

　そして彼女は──血影の原材料、戦橋危香という名前だった女性は。

　気づいてしまった。

　悟ってしまった。

　物造を成功させる、唯ゆい一いつの可能性に。

「虚界アンダカが、どういう世界なのかはわからない。そこまでは危香も辿たどりつけなかった。いまだに誰もそこに至ってはいない。だから怪造学は今もつづいている。けれど危香はひとつの疑問をもつ。それは怪造学の、虚界アンダカの深しん淵えんに触れかねない異い端たんの思想」

　血影の頭のなかでいくつもの思想が感情が人格が鬩せめぎあい、炸さく裂れつしては散らばり、また集まっては言葉を紡つむいでいく。もはや自分が誰で今どこで何をしているのかも曖あい昧まいだ。血影はこのとき壊こわれようとしていた。けれど最後の気力で語っていた。

　物造の物語を。

「寂憐院の初代をつれて、自ら創りあげた虚界アンダカへ逃にげこんだ人物──彼は虚界アンダカの創造者であり、つまり支配者であり、絶対者であり、虚界アンダカそのもの。自らがいちから創りあげた世界──そのように設定するのも容易に想像できる」

　けれど。

　そんな虚界アンダカにおける神のごとき存在にも。

　思いどおりにいかないものが、いくらか存在する。

「その人物は虚界アンダカへ逃げた。現界カナイから虚界アンダカへ逃げた。そのとき身ひとつで逃げたわけではなく、いくらか荷物をもっていたのではないか？　その代表例は彼が愛した女性、寂憐院の初代──彼女は、虚界アンダカにおける異物。虚界アンダカそのものである人物の与あずかり知ることのない他者、異物、例外……だからこそ、その女性は今や最終兵器として虚界アンダカへの切り札となっている」

　そして。

　物造の申し子、危香はそこまで知り、ひとつの疑問を提示した。

　ひどく素人しろうとじみた、怪造学の常識に縛しばられない発想だったが。

「その人物は、ほかにも荷物をもっていなかったのだろうか？」

　寂憐院の血統はこの国における重要な存在である。そんな彼女と逃とう避ひ行こうをしたのだ、追っ手がいたにちがいない。彼らと戦うために、まだ現界カナイにいたころのその人物は裸はだか一いつ貫かんでいただろうか？　武装してはいなかったのか？　宇宙よりも遠い異世界へ向かうのに、旅りよ行こう鞄かばんのひとつももたずに？

　通常の旅行とはちがう。その疑問は馬鹿馬鹿しいものだったかもしれない。だが可能性はあった。その可能性は皆かい無むではなかった。

　虚界アンダカを創った存在が、虚界アンダカへもちこんだ荷物、私物。

　それは最終兵器の姫ひめと同様に、まつろわぬ異物だった。

　そしてもともと現界カナイにあった荷物だ、それは生命をもたない道具だろう。たとえば鎧とか刀とか、そういう荷物をもって彼が虚界アンダカへ向かったとして、その鎧や刀を虚界アンダカから引きずりだせば──？

　生命をもたない虚界アンダカからの物質。

　虚マテ界リ呪ア具ルとなる。

　物造は、可能となる。

「けれど」

　それこそが物造理論。危香の妄もう想そうとも笑い話ともつかない疑問と、発想。だがそれは成功してしまった。危香ひとりの力ではない。その成功に寄き与よした存在がいたのだが──とにかく曲がりなりにも成功し、物造はそのとき現実となってしまった。

　しかし。

　虚界アンダカを創造した、虚界アンダカそのものの人物──それは魔王だ。魔王と呼ばれる存在だ。虚界アンダカの中心にして絶対者。そんな存在の荷物を、私物を、虚界アンダカから引っこ抜ぬく……？

　それは盗ぬすみだすということだ。

　虚界アンダカの異物としての寂憐院の初代は、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》として魔ま王おうに仇あだ為なす切り札となりえた。ならば同様に異物である魔王の私物は、虚マテ界リ呪ア具ルは──やはり、魔王にすら影えい響きようを及およぼす虚界アンダカにおける異物となりうる。

　それを〝盗みだす〟のが物造なのだ。

　成功した。成功してしまった。物造は現実となり、魔王の私物は盗まれた。

　そして、その事実は魔王の逆げき鱗りんに触ふれてしまったのだ。

　物造に成功した戦橋危香は虚界アンダカから放たれた刺し客かく、上級一位の怪モ造ン生ス物ター《零バロン時ヘロ鏡メロ》に喰くい殺された。

　そんな彼女に協力した、魔王にもっとも近い位置にいて、魔王の私物に手を触れることを許された高位の──そしてたぶん唯一の存在は、魔王の怒いかりに触れて虚界アンダカを追放された。

　それが、十六年前の真実。

　危香たちが犯おかした罪。そして血影の主あるじ、虚無大公の罪。

　虚界アンダカを追放され、力を剝はく奪だつされ、残りかすとなった虚無大公は血影とともに、つまり危香との思い出とともに、現界カナイをさまようことになる。

　けれど彼はただその境きよう遇ぐうに甘んじたわけではなかった。

　虎こ視し眈たん々たんと、復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたのだ。

　彼のたいせつなひとを殺し、自らをあっさり切り捨て、流る浪ろうの身に落とした魔王を怨うらみに怨み、綿密に計画をたて、今──その憎ぞう悪おの刃やいばを魔王に突つきたてんとしている。

　血影にはそれがわかった。

　今回の事象は全すべて、虚無大公の復讐なのだ。すでに取りかえしがつかない位置までその計画は進んでいる。いくつもの不安要素を抱かかえながらも、虚無大公の魔王への復讐は成ろうとしている。

　血影は主の憎悪の深さに目め眩まいすらおぼえながらも、止まらぬ涙なみだを拭ぬぐって語りつづけた。誰かに止めてほしかった。こんなのは哀かなしすぎた。復讐をしても。誰に憎悪をぶつけても。死んでいったひとは返ってこないのだ。

　それに。

　破は滅めつ的な虚無大公の復讐は、いくつもの犠ぎ牲せいを生む。

　魔王に復讐し、彼を殺せば、魔王そのものである虚界アンダカも同時に滅ほろびるだろう。危香の愛した虚界アンダカが、怪造学が、その瞬しゆん間かんに滅びる。無む城じろ美び国くにの最期さいごの言葉は、その事実を推測した彼の精せい一いつ杯ぱいの警告だったのだろう。

　物造は虚界アンダカを殺す。

　そうだ物造だ。虚無大公の復讐に用いられる道具は、全ての発ほつ端たんとなった魔王の私物──虚マテ界リ呪ア具ルだ。物造された虚マテ界リ呪ア具ルは歴史上ふたつ。鎧よろいと刀。その鎧と刀は虚界アンダカの異物、魔王にまつろわぬ物質、それらを用いて攻こう撃げきすればおそらく魔王は損そこなえる。殺せる。

　そのための準備を、虚無大公は築きあげていた。

　最たる例が──あぁ、何てことだ。血影は慨嘆した。目の前ではいまだ血ち飛沫しぶきをあげる漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうがある。お母さんと呼んでいた。彼女は悲痛に叫さけんでいた。どれだけ母に焦こがれたか。愛いとしく思い、寂さびしい気持ちを抱えて十六年も生きてきたか。

　でもその人生は、存在は全て。

　虚無大公の復讐のため、お膳ぜん立だてされた道具のひとつにすぎなかった。

「子供です」

「あん？」

　血影の言葉に、鬼京が苛いら立だたしげに振ふりかえった。血影は気づかず思考を口から垂れ流しにしていたようだ。

「子供ってぇのは何だい？」

　鬼京の問いに血影は答えられず、口元を手で押さえて吐はき気をこらえた。

　そこまでするか。主の憎悪はどこまで色いろ濃こいのか。信じられなかった。信じたくなかった。それではまるで血影の敬愛する主は化け物だ。心のない化け物だ。

「変だとは思っていたのです」

　血影は何か力が抜けてしまって、再びその場にへたりこんだ。

「全ぜん盛せい期きのご主人様が残した五つの虚ブラツ無クホ断ール片パール──それはたぶん、魔王に追放されることを予期し、自分の力を残しておくために創つくりあげられたものなのでしょう。五つ。変だとは思っていたのです。数が足りませんよね？」

「あぁん？」

　鬼京が眉まゆをひそめたが、血影にはすでに彼の姿など見えていない。涙で何も見えない。心にはすきま風が吹ふいている。夏なのになぜかとても寒々しかった。

「わたくし、闇宮血影にひとつ。《迷カオ路スコ王ア》鬱うつの宮みや噓うそさまにひとつ。《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》──勇者さんにひとつ。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に喰われた空蟬寮の亡ぼう霊れい、理り夢むちゃんにひとつ。あれ？　四つしかありませんよ？　虚ブラツ無クホ断ール片パールは五つのはずですよね？」

　そうだ勘かん違ちがいしていた。

　五つの虚ブラツ無クホ断ール片パールが創られたのは、血影の主が虚界アンダカに追放される直前。十六年前だ。ならばつい先日、真子に手て渡わたされた黒い球体は何だ？　それも虚ブラツ無クホ断ール片パールだった。てっきり──虚無大公がずっとそれを隠かくしもっていたのだと勘違いしていた。

　だが、それが間ま違ちがった推測だったとしたら？

　それが魔王の支配下に戻もどり、力を再び与あたえられた虚無大公が、その力の多くを切りとって新たに創った虚ブラツ無クホ断ール片パールだったとしたら？

　数が足りない。

　十六年前に創られた虚ブラツ無クホ断ール片パールが五つ。新たに創られた虚ブラツ無クホ断ール片パールが一つ。

　六つあるはずだ。虚ブラツ無クホ断ール片パールは。なのに集められたのは五つ。足りない。

　最後のひとつはどこにある？

「十六年前」

　血影はつぶやいた。喉のど元もとまで嫌いやな感覚が這はいあがってくる。

「十六年前……！」

　虚ブラツ無クホ断ール片パールが創造された十六年前。十六年前には何があった？　誰だれが生まれた？　嫌な想像が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。答えは明快だった。嫌味なほどに予定調和だった。

　血影は頭を抱え、震ふるえる声でその事実を吐き捨てた。

「じゅ、十六年前に……虚島慈いつ樹きの研究に先んじて、いいや虚島慈樹がその発想をしたのも、それが可能だという実例を知っていたから？──あ、赤ん坊ぼうに、罪のない赤ん坊に、子供に……ご主人様ッ、子供に、虚ブラツ無クホ断ール片パールを埋うめこんで……！」

　怪モ造ン生ス物ターは子供を創れない。ひとつの存在として完結している。

　だが生せい殖しよく行こう為いの真似事はできる。ひとりの女性の肉体を操作し、そこに異物を埋めこみ、怪造学的に妊にん娠しんさせる。当然、男性の協力を得てする通常の妊娠や出産にはならない。人間の男性が行う様々なことを、まがいもので補強して女性の身体からだに噓をつくのだ。

　虚島慈樹は子供に怪モ造ン生ス物ターを埋めこみ、制せい御ぎよに失敗して破は綻たんした。

　だがもっと良い方法があった。産まれてくる前の赤ん坊に、あらかじめ虚界アンダカのものを埋めこんで──人間とも、怪モ造ン生ス物ターともつかない存在として胎たい内ないで創りかえる。その赤ん坊は虚島の怪モ造ン生ス物ター兵器のごとき、現界カナイと虚界アンダカの枠わく組ぐみを超こえた存在として生みだされる。

　許されざる行こう為い。至難でもあるだろう。虚島慈樹はその再現に失敗した。彼は優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トだったが、人の手では無理だったのだ。高位の怪モ造ン生ス物ターがその能力を駆く使しし、それでも成功するか否いなかは賭かけという確率だっただろう。

　けれど成功してしまった。否、執しゆう念ねんで成功させたのだろう。

　そして生まれた赤ん坊。十六年前に生まれた赤ん坊が──最後の虚ブラツ無クホ断ール片パール。

「聞いていたか嬢じようちゃんよ！」

　そこまで語った血影の横で、鬼京が信じがたいことを叫んだ。

　明言するのを恐おそれて血影が言いよどんだ事実を、この少年は明け透すけに、むしろ誇ほこらしげに叫んだのだ。

「今この誰かよくわからん姉ちゃんが喋しやべってたのはおまえのことだぜ戦橋舞弓ッ！　楽しいねえ楽しいねえお祭りだねえ！　良かったじゃねぇか、ずっと悩なやんでたんだろ!?　答えがでたぜ──しかもとびきり愉ゆ快かいで高得点な役やく満まんよ！」

　何を。

　何を言っている。

　血影は首をふり、鬼京にすがりついて止めようとしたが、彼は無視した。

「怒おこると髪かみの色が変わるのも！　常人離ばなれした体力も腕わん力りよくも脚きやく力りよくも！　おまえだけが虚マテ界リ呪ア具ルを操あやつれるのも！　何も難しいことじゃなかった──おまえが生まれながらにして虚無の断だん片ぺんを埋めこまれていたからだ！　いいや、埋めこまれたなんて表現じゃ生なま温ぬるい、正しくない！　おまえは虚ブラツ無クホ断ール片パールと混じりあって生まれた人間と怪モ造ン生ス物ターの子供なんだよ！」

「や、やめなさい！」

　血影は鬼京の足を揺ゆり動かし、言葉を停止させようとした。舞弓が哀かなしむ。傷つき、悩ませることになる。彼女はこんなに血を噴ふきだし今まさに傷ついているのに！　心まで、その人生まで傷つけてはいけない！

　鬼京はやはりこちらの意見など聞かず、むしろ天あまの邪じや鬼くに舌をだして笑った。

「羨うらやましいなあ！　畜ちく生しよう、こちとら平へい凡ぼんな家庭の平凡なオトコノコだぜ!?　何だよ超ちよう格好良いじゃねぇか虚界アンダカの支配者たる大公の！　その復ふく讐しゆうの念で生みだされた特別な存在の！　素す敵てきな物語が始まりそうなとびきり愉快な生おい立ちじゃねぇか！　羨ましいぜ畜生！」

　火傷も恐れず鬼京は高橋に幽ゆう閉へいされた舞弓へ呼びかけ、黒い甲かつ冑ちゆうを扉とびらのように叩たたいて彼女へ呼びかける。楽しそうに見えるが、たぶん彼もつらいのだと血影は思った。ただこの少年はなぜか苦しいと笑い、哀しいと喜ぶ変な男の子らしい。血影は固く握にぎりしめ血の滲にじんだ彼の拳こぶしを見てそう思った。

「いつまで引きこもってやがる！　そうと決まれば華か麗れいに羽ばたこうぜ、おまえの物語をよ！　特別な出生、特別な因いん縁ねん、特別な人生！　羨ましい！　羨ましいんだぜ！　おまえは馬鹿だから自分が他人とちがうってことに悩んだりしてるかもしれないがな、この世には俺みたいに特別になれなくて悔くやしい思いしてるやつのほうが圧あつ倒とう的に多いんだぜ！」

　虚界アンダカ殺しの決戦兵器を、想おもいをこめて鬼の少年は叩いた。それは激げき励れいで、たぶん願いだった。平凡を憎にくみ奇き抜ばつな人生に憧あこがれた天の邪鬼の、すなおな嫉しつ妬とだった。どんな慰なぐさめの言葉よりもそれは強く響ひびいた。

「今さら悩むこたぁねぇよ！　前からおまえは変なやつだったよ！　悩んでんじゃねぇよ！　変であることを悩むなよ！　嫌味ったらしいんだよ、俺はおまえに憧れてんだよ！　もっともっと奇抜で馬鹿で頭のおかしい物語に俺を巻きこめよ、戦橋舞弓!!」

「……………………うるさい」

　声がした。

　血影は心臓が止まるかと思った。

　いつのまにか高橋の全身から噴きだしていた血ち飛沫しぶきが止まっていた。蒸気は血で染まり真っ赤で、視界はいまだ非常灯で不ふ明めい瞭りようだ。だが血影は見た。しっかりと見た。呻うめき痙けい攣れんするだけだった全身鎧が、今まさにゆっくりと姿勢を正したのを。

　弓のようにしなやかに、刃やいばのように流りゆう麗れいに。

　姫ひめのように令れい嬢じようのように──気高く、威い風ふう堂々と。

「そんなに叫さけばなくても聞こえている。全身痛いがおおむね快適だ。それにたまには私に優やさしくしろ鬼京先せん輩ぱい。そこまで言われては悩んだら負けのような気がするだろうが」

　声はちいさかったが、弱々しさは皆かい無むだ。

　しっかりしている。

「そうだな。刀は使うものしだいで誰だれかを殺す凶きよう器きにも守る手段にもなる。どう生まれたかが問題なのではない。この力をどう使うかだ。そんなこと、伊依あたりが口を酸すっぱくして耳にたこができる勢いで何度も何度もお節介に言ってくれたから──私は悩まない。迷いもない。馬鹿にするな。私を誰だと思っている！」

　瞬しゆん間かん、高橋の全身から蒸気が噴きだす。汽車が発進する瞬間のように。

　そして次の刹せつ那なから驚きよう異い的な速度で、高橋の全身甲冑が変形していく。舞弓の背せ丈たけにあわせて組み変えられ、余よ剰じような部分は背中に翼つばさのかたちで形成され、動きやすいように関節部分の甲冑が消え、視界を確保するためか兜かぶとが展開し舞弓の素す顔がおが覗のぞいた。

　痛々しい姿だった。血まみれである。見ると鎧は舞弓の全身に突つき刺ささって固定されている。全身針の山で包まれているに等しい。しかも高温だ。地じ獄ごくの責め苦だろう。

　だが舞弓の瞳ひとみは涼すずしげだった。

　あぁ強い女の子なのだ。強く育ってくれたのだ。血影はそう思った。

「警報が鳴っているな」

　舞弓はかるく虚こ空くうを見あげ、顔をしかめ、呆ぼう然ぜんとしている鬼京や血影に視線を向けた。勇ましいその立ち姿は、鎧と相あい俟まって歴戦の戦士に見えた。

　彼女はいつのまにか落ちていた銘めい刀とう《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を拾いあげ、何度か振ふり、首を傾かしげてから血影に呼びかけた。
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「すまぬが、虚ブラツ無クホ断ール片パールというのを集めてくれるか？　それがないと全力を発揮できないらしい──というか、うむ、私の身体からだに埋うめこまれ、混ざっているらしい虚ブラツ無クホ断ール片パールが猛もう烈れつに消費されて頭がくらくらするのだ。このままでは戦うのも不可能なのでな、頼たのむ」

「戦う……？」

　血影はへたりこんだまま、ひたすら舞弓を見あげた。

「あなたは──戦う必要はないのでございますよ？　しょせんは復讐の道具です、そのように生みだされ……破は滅めつ的な憎ぞう悪おを魔王にぶつけるための、道具のひとつにすぎません。いいえ戦い、復讐を果たせば、あなたという存在がそのようなくだらない道具だったと──自ら証明することになる！」

　ふらふらと立ちあがり、血影は正面から舞弓を見み据すえた。同じ色の瞳から放たれた視線が交差する。同じくらいの背丈。あぁ大きくなった、と思った。血影はすでに脳のう裏りに渦うず巻まく自分という存在が、闇宮血影なのか、戦橋危香なのかわからない。

「私は道具ではない」

　舞弓は血影を見つめ、強く微笑ほほえんだ。

「化け物でもない。私は私だ」

　そう断言する、舞弓の姿を見て、血影は混乱しまた惑まどった。

　危香は──どんな気持ちで子供を産んだのだろう。

　そこに彼女の意志はあったのだろうか。ただの復ふく讐しゆうの道具として、虚無大公に身体を提供させられたのか。無理やりに。

　否。

　この身体が覚えている。あれは噓うそではなかった。ほんとうの幸せだった。だからたぶん、きっと──最初は、復讐の道具としてではなくて。きっと危香を失い、虚界アンダカから追放され、憎悪に狂くるった虚無大公に利用されただけで、ほんとは。最初は。

　ごく当たり前の子供として。

　ひとつの愛の結けつ晶しようとして。

　戦橋舞弓は生まれたのだと、血影は信じたかった。

「舞弓さん」

　道具だと呼ぶのは彼女を無用に貶おとしめるだけだ。同時にそれは危香を蔑さげすむことだ。馬鹿にしていたのは自分だった。間ま違ちがっていたのは自分だった。血影は反省した。ありのままの彼女を受けいれ、励はげまし、認めるのが正しいのだと思った。

　復讐の道具かもしれない。でも彼女は同時に舞弓というひとりの少女だ。

　どちらもほんとうだし、どちらも否定してはいけないし、そう、たいせつなのは舞弓がどう生きるかだ。どう生まれたかではない。舞弓はそれを知っていた。愚おろかだったのは血影だった。

　血影は鎧よろいに包まれた舞弓の手をとり、ぎこちなく笑った。

　自分は戦橋危香ではない。その残ざん骸がいだ。危香は死んだ。自分はそれを模してつくられた人形だ。だから母のようには語れない。彼女を励ますには何もかもが足りない。

　でも。

　この身に宿った危香の一ひと欠片かけらが、このとき天国か地獄にいる彼女の言葉を届けてくれた。血影はそれを拾いあげ、彼女の代理として告げることができた。

「でかくなったな」

　声に感情はこもらない。それは危香の言葉で、だから血影にとっては他人の言葉だ。でもだからこそ、手紙を届けるように血影は精せい一いつ杯ぱいにそれを語った。

　舞弓を見つめ、大おお真ま面じ目めに。

「その調子でいけば、いつか私みたいな良い女になるぜ……舞弓」

　そこで意識が消えた。

　そこで〝母親〟の役目は終わりだった。不思議と恐きよう怖ふも不安もなかった。やり遂とげた感覚があった。見る間に血影の身体が分解され、凝ぎよう縮しゆくされ、ひとつの黒い球体となる。あとは、戦橋危香としてではなく──闇宮血影としての役目を全まつとうすればいい。

　復讐の道具なのかもしれない。

　主あるじには憎悪と怨えん恨こんしかないのかもしれない。

　でもこの子なら。破滅に向かって突つき進む主を止めてくれるかもしれない。自分は主の傷を癒いやすことを怠おこたった。その帳ちよう尻じりをあわせ、主を今度こそ救うために……血影はもてる力の全すべてを捧ささげる。

　黒い球体、虚ブラツ無クホ断ール片パールと化した血影は、それをたいせつに拾いあげてくれた舞弓の掌てのひらのなか、危香の残ざん滓しの言葉を聞いた気がした。

〝うちの娘むすめのこと──頼みます〟

　血影は頷うなずく。

〝了りよう解かいいたしました、戦橋危香様〟

　そのときようやく闇宮血影は、危香を模した人形ではなく、自分自身と成った。
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　怪造学会と魔ま軍ぐん。

　両者の派手な争いとしては憤怒大公の襲しゆう撃げきから数えて二度目。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》事変や細かい小こ競ぜりあいを数えればもう何度とも知れないが、それでも怪造学会は異世界の軍勢を前におおむね善戦していた。致ち命めい的な打だ撃げきを食くらったことは過去にまだない。

　それだけ両者の戦力が拮きつ抗こうしていたのもあるし、もともと防戦は攻せめるよりも容易なのだ。拠きよ点てんを用意し、防護を固め、罠わなや障しよう壁へきで相手を阻はばむ。怪造学会も伊だ達てに二百年も怪モ造ン生ス物ターたちの研究をしていたわけではない。怪モ造ン生ス物ターの弱点や能力を知り尽つくしているし、籠ろう城じようしているかぎりほぼ万ばん全ぜんといえた。

　持久力に劣おとる怪造学会は長期戦になればジリ貧ひんで攻め滅ほろぼされる可能性もあったが、あくまで防戦しているかぎり魔軍と比べれば有利だった。あとは手早い敵の尖せん兵ぺいの討とう伐ばつが全て。それが怪造学会の方針だった。

　けれど。

「やべぇなぁ……」

　執しつ行こう部の武装ヘリ内で、操縦は部下に任せ胡座あぐらをかいていた執行部長──爆川嫌凪は戦せん況きようを分ぶん析せきしてそう断定した。激しい震しん動どうに三つ編みは躍おどっているが、本人はいたって平然としている。

「うちの武装ヘリがいくら怪造学で補強してるからって、基本的にこういう乗り物は超ちよう高度での飛行を想定してねぇんだよなぁ……」

　そうなのだった。

　今回の敵は空からくる。それが憤怒大公のように横方向に飛来してくるなら対処のしようもあるし撃げき墜ついもできるが、真上からこられるとどうも弱い。仮にも乗り物だ、敵と比べて小回りが利きくとは言いがたいし、上下の運動は重力も手伝ってだいぶ難しい。

　さらに伊依を援えん護ごしようにも彼女らがいる高度まで近づけないのだ。どうしようもない。おまけに敵は怪造学会本部で解かい析せきしたところ細さい菌きんらしい。ちいさすぎる。武装ヘリに搭とう載さいされた装備ではどうにも対処が難しい。ミサイルを撃うちこんでどうにかなるようにも思えない。

　敵は異世界の軍勢。こちらの常識は通じない。理解していたつもりだった。嫌凪には実績も経験もあった。だが認にん識しきが甘かった。今回の敵はどうもやりにくい。

　通信用のインカムで状じよう況きようを確認し、指示を飛ばしながら嫌凪は思案する。このまま何もできず傍ぼう観かんしているのも無益だ。何か策を練らねば。

　だが遠えん距きよ離り攻こう撃げきは虚きよ無む細菌に食い散らかされて無力化されるし、打つ手はない。

「ん？」

　地上。夢追坂の町で樹木や花が急速に萎しおれている。街灯も消え、暗くなっている。そうだ──虚無細菌はあちこちから湧わいてくるのだ。上空から降ってくるものが大半だが、どうにか喜悦大公の結界を乗りこえてきたものや、いろんな場所から湧いてきたものがいるはずだ。

　それらが小数ながらもあちこちに蔓まん延えんし始めている……嫌凪はそう判断した。いずれ闇やみそのもののような虚無細菌は地上にて肥え太り、また増ぞう殖しよくし、いずれ夢追坂の町を喰くい尽くす。ますます吞のん気きに上空の戦いを見守っている場合ではない。

　どうせ介かい入にゆうする手段がないなら、ことの原因を解決するのは伊依に任せるのが吉きちか。直接的な協力ができなくても、自分にできることを果たせば間接的に伊依の助けになる。

　適材適所である。

「ん。俺たちは地上の防衛に徹てつしたほうが無難だなぁ」

　そう決めて、嫌凪は操縦席に顔を向ける。

「おい、針路を変えて地上へ降りてくんなぁ──って、おい」

　嫌凪はぎょっとした。思し索さくに夢中で気づかなかった。

　ごちゃごちゃした機材の並ぶ武装ヘリの操縦席。そこで操縦に没ぼつ頭とうしていたはずの執行部員が──ぐったりと倒たおれている。否いな、頭を後方に仰のけ反らせ、口からぶくぶく泡あわを吹ふいているが、両手はしっかりと操縦している……？

　何だこれは。

「うげぇ!?」

　突とつ如じよ、武装ヘリはバランスを崩くずし、急速に落下を始める。さすがに焦あせり、嫌凪は身体からだを痙けい攣れんさせる執行部員に顔を寄せ、その肩かたを揺ゆする。

「おいどうした!?　大だい丈じよう夫ぶか!?　って──うわぁ、何だこりゃあ？」

　操縦席から周囲を見ると、同じように執行部の武装ヘリがあちこちで落下を始めている。

　何かの攻こう撃げきを受けた？　怪造学で防護された執行部の乗り物がこうも簡単に？

　何が起きている!?

「ぎゃははははははは！」

　戸と惑まどう嫌凪の腕うでのなかで、失神している執行部員が跳はね起きた。大声で笑い、信じがたいことに上司である嫌凪の首を……常人離ばなれした腕わん力りよくで絞しめてくる！

「ぎゃはは！　ぎゃははは！　ぎゃははははは！」

　焦しよう点てんのあっていない、まるで悪あく魔まにでも憑つかれたような目つき。

　彼は唾つばを飛ばし、あきらかに正気ではない意味のわからない言葉を叫さけぶ。

「善戦しているようだな、虚無の！　このくらいの手助けはしてやるよ──!!」
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「余計なお世話じゃ、悲哀の」

　上空である。

　眼下。雨あま粒つぶのように落ちていく執しつ行こう部の武装ヘリを眺ながめ、虚無大公は憎にく々にくしげにつぶやいた。おそらく悲哀大公が眷けん属ぞくである寄生虫を使い、怪造学会の人間を操あやつりヘリを墜つい落らくさせているのだろう。怪造学会の知らぬところで悲哀の寄生虫はあちこちにばら撒まかれている。それにしても、ここまでの規模とは虚無大公も思わなかったが。

　これだけの人間を操れるなら、それだけで怪造学会に大だい打だ撃げきを与あたえるような作戦を実行することも可能なはずだが、なぜそれをしない──？　疑問には思ったが、今の虚無大公にそんな思索を巡めぐらせる余よ裕ゆうはなかった。

　状況は有利。また思いどおり。

　だが、ここからだ。お膳ぜん立だては済ませた。あとはできるかぎりで己おのれの目的のため必要なことを為なすのみだ。失敗は許されない。正しよ念うね場んばである。

　そんな彼にとっての最大の障害が、目の前にいる。

　これを突とつ破ぱできるかできないかが──己の命運の分かれ道である。

「久しいな、小こ娘むすめ」

　純白のウエディングドレスをまとい、最終兵器の使い手がそこにいる。

　彼女が虚無大公にとっての最後の不確定要素。ここを勝利すれば己の目的は達成され、長い年月と途と方ほうもない怨えん恨こんにより練りあげたこの復ふく讐しゆうも成る。

　全すべて終われば。

　ようやく楽になれる。

　誰だれにも褒ほめられないのはわかっている。誰も喜ばないのは知っている。

　それでも虚無大公は、ここで終わっておきたいのだ。
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　決戦が始まる。

　虚界アンダカの全てに絶対命令権をもつ最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》を手にしているかぎり、伊依は怪モ造ン生ス物ターたちより卑ひ怯きようなほど有利な立ち位置にいる。だがその身体は魔姫により防ぼう御ぎよされているとはいえ、虚無大公の攻撃に長くは耐たえられないだろう。喜悦大公も虚きよ無む細さい菌きんを押し留とどめるのに精せい一いつ杯ぱいのようだし、助力は期待できない。

　両者、抜ぬき身の刃やいばを構えているに等しい状じよう況きようだったが、伊依には戦うつもりはなかった。虚無細菌を散布されつづければ地上は根こそぎ漆しつ黒こくの闇に喰くわれる。だから是ぜが非ひでも止めたいと思うのだが、それは必ずしも虚無大公の撃げき滅めつを意味するのではなかった。

　怪モ造ン生ス物ターは友達。決して殺しあいをしたくはない。

　甘いと笑われても愚おろかと誹そしられても、伊依はそこだけは曲げられない。

　それに、今回の相手は──顔見知りだ。

「あたしのことを小娘呼ばわりなんて、ちょっと生意気だぞ影文くん」

　話には聞いていた。真子や血影の語った事実から、それは断定されていた。けれど伊依はこの目で確かく認にんするまでどこかで疑ってもいた。それは酷ひどすぎると思った。自分にとってではなく、彼と幸せそうに日々を暮らしていた血影や真子にとって。

　それとも、幸せだったのは彼女らだけだったのだろうか？

　否、そんな他人行ぎよう儀ぎなことは言わない。

　幸せだったのは、自分たちだけだったのだろうか？

　あの日々に影文の幸せはなかったのだろうか？

　だったら、伊依は──哀かなしい。彼が敵対し、人類に牙きばを剝むき、あの平へい穏おんな毎日を唾だ棄きしたことが、たまらなく哀しい。寂さびしくもある。覚えている。風か邪ぜをひいたとき、心配そうに看みてくれた影文。血影とふたり、あんなに朗ほがらかに暮らしていたのに。

　ぜんぶ演技だったのか？

　嫌いや々いややっていたのか？

　ちがうと思った。信じたかった。そこにすがることしか伊依にはできなかった。だから伊依は相手を人類の敵たる魔ま軍ぐんの大公ではなく、ひとりの少年として認識する。

　相手から迸ほとばしる《魔ま力りよく》の量と濃のう度どは、伊依となかば同化した魔姫が感じている。侮あなどってかかれる相手ではない。油断も手加減もできない。伊依が撃げき破はされれば地上は未み曾ぞ有うの大だい災さい厄やくに見舞われ滅ほろぶ。だから誠心誠意に注意を重ね、誰もが幸せになれる未来を模も索さくする。

　心構えを決めた伊依に、迷いはない。

　これまでの過か酷こくな戦いの日々が、伊依をすこしだけ鍛きたえていた。

「影文くん」

　伊依は挑ちよう発はつではなく、その名を呼び、できるだけ優やさしく微笑ほほえんだ。

「……帰ろうよ」

　手を広げ、すなおな気持ちを吐はきだした。

「帰ろうよ。やめようよ、喧けん嘩かはさ。つまらないよ、何かを壊こわすのって。誰かを殺すのって。それでちっともあなたは救われないよ？」

「救われようなどと望んではおらん」

　虚無大公は自らの周囲に《魔ま力りよく》を凝ぎよう縮しゆくさせ、伊依をその深しん紅くの瞳ひとみで見み据すえてくる。暴風が吹ふき荒あれる上空にいるというのに、その姿に乱れはない。お化けのようだ。

　彼は狂きよう気きにかられているわけではない。ただ何かを諦あきらめている。言葉は届いているが、伝わっていない。もはや彼は何かを心に決めている。そんな気がした。

　でも。だからといって、伊依にできるのは言葉を重ねることだけだ。

　綺き麗れい事ごとを並べても虚むなしいだけだから、伊依は言いたいことを言うことにした。

「真子ちゃんさ、泣いてたよ」

　あの気き丈じようで、元気いっぱいの女の子が。弱々しく啜すすり泣いていた。

　影文にどんな理由があろうとも、それは罪だ。

「関係ない」

　冷れい淡たんに切り捨てた影文だが、そう応こたえるのはわかっていた。

「関係なくないよ」

　だけど関係なくない。関係なくないのだ。

「そんなこと言うなら、あたしは怒おこるよ──影文くん」

　会話は平行線だ。早々に伊依は諦めた。インカムから情報が伝わってくる。執しつ行こう部の武装ヘリが次々と撃げき墜ついされ、古頃の周囲には虚無細菌が湧わいている。防御を無意味にする性質の細菌だ、じわじわと古頃は削けずり殺される。

　伊依が自己満足の言葉を紡つむいでいるうちに、たいせつなひとたちが虚無に喰われる。それは間ま違ちがっていた。何かを切り捨てるべきだった。最初に棄すてられるのは自分の安全。伊依は身構え、大きく弓矢を構えた。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》。

　時間はない。言葉もない。言いたいことは言った。あとは力ちから業わざだ。伊依はみんなが思うほど優しくない。わがままな相手は引っぱたいてでも叱しかる。もはや伊依は古頃に入学したてのころの、誰かを傷つけることを恐おそれるあまり歪ゆがんでしまった善人ではない。

　汚よごれてしまったのかもしれない。

　哀しみに心はささくれ、いくつもの死が魂たましいを蹂じゆう躙りんし、何度も体験した戦いが己おのれの度量を規定した。傷つく覚かく悟ごもなく誰かの傷を癒いやせるわけがない。相手の傷を受け持つ覚悟をもって初めて上等なのだ。

　全すべてを救えるとは思わない。

　でも自分を無力だとも、もう思わない。

「つれて帰るよ影文くん、あなたを、真子ちゃんのところへ」

　光が集まってくる。絶望に満ちた虚無が漂ただよう超高空に、希望そのもののような純白が集つどってくる。最終兵器がひときわ輝かがやきを増し、そこに絶対命令権を具現化させた──炯けい々けいと煌きらめく矢が出現する。

　交こう渉しよう決け裂つれつ。

　否いな、最初から諦めている相手に、言葉は通じない。まずは希望を見せて、その諦めを払ふつ拭しよくさせるのだ。影文にとっての希望は、たぶんあのころ真子たちと暮らした平穏な日々。あのときの影文は幸せそうだった。自分では気づいていなかったかもしれないけど。

　伊依はあのころの真子と影文を見るのが好きだった。

　なのに真子は泣いて傷つき途と方ほうに暮れて。

　影文は人類の敵対者気取り。

　こんなのは──終わらせる。

「どんなに嫌いやがっても、あたしはあなたを影文くんって呼ぶよ」

　光の粒りゆう子しを身にまとい、伊依は真っ直ぐに宣言した。

「あなたを病やませた虚無大公って存在から、影文くんを助けてあげる」

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》はそれで助けられた。

　否、彼女自身に『助けたなんて思わないで』と宣告されたからには、伊依の自己満足だったのかもしれない。けれど今、怪かい物ぶつは少女となり、穏おだやかに笑えている。

　伊依は影文にも、同じように笑っていてほしい。

　だから今だけは。

　想おもいを言葉ではなく、最終兵器として解き放つ。

「届くかな──？」

　そこまで心構えを決めたのはいいものの、伊依は少しだけ不安だった。

　最終兵器の存在は魔軍に露ろ見けんしている。対策を練ってきていないわけがないのだ。最終兵器は魔王の魔姫への恋れん慕ぼを利用して、そこを唯ゆい一いつの根こん拠きよとして効果を発する儚はかない兵器だ。たとえば、魔王がその恋こい心ごころを棄て去ったとして──。

　否、二百年も重ねた想いを、そう簡単に棄てられるとは思いたくないけれど。

　賭かけだった。そして伊依は賭けの結果をすぐに知る。

「む」

　伊依がこんなに早く仕し掛かけてくるとは予想外だったのか、虚無大公がわずかに身じろぎし周囲に眷けん属ぞくを展開した。ほぼ自オー動トマ的チツクに動いている眷属たちだが、やはり主あるじを守る程度の意思はあるらしい。

　無限の闇やみ──虚無の奈な落らくに放つには、あまりにも細くちいさな光の矢が、万ばん感かんの思いをこめて鋭するどく突つき刺ささる。

　瞬しゆん間かん、夜が明けるように。

　半径数十メートルとも数百メートルともわからぬ広こう範はん囲いにわたって、虚きよ無む細さい菌きんが一いつ斉せいに弾はじけて消えた。伊依が最終兵器にこめた命令は怪消。そして虚界アンダカからの移動禁止。憤怒大公に放ったものと同一である。

　影文を狙ねらったわけではない。効果があるかどうかお試ためしの一いち撃げきである。そして結果は予想以上のものだった。

「ふむ。融ゆう合ごうと集合を繰くりかえす群体だったのが裏目にでたか──」

　虚無大公はごっそり抉えぐられた己の軍勢を眺ながめ、表情を険しくした。

「小こ癪しやくじゃ」

　最終兵器、いまだ効果あり。

　伊依はその結果になかば驚おどろきつつも安あん堵どしていた。魔王から魔姫への恋慕は、化け物のように思っていた魔王にわずかに見出せた人間性。それが確かめられたことは、魔王とも人間として対話できるかもしれないという希望になった。

　これ以上、誰だれも傷つかず、死ぬことなく。

　この戦争を終わらせられるかも──。

「何を笑っている？　良い気になるのはちと早いぞ」

　その虚無大公の発言を虚きよ勢せいと見たか、傍ぼう観かんしていた喜悦大公が告げた。

「影文くん、もう諦あきらめるんだ。君が虚界アンダカに属する存在である以上、最終兵器には逆らえない。対たい抗こうの手段はないはずだ──もう、争いあうのはやめよう。私だけでも互ご角かくだったんだ、最終兵器が加わった今……君に勝ち目はない」

「…………」

　その言葉に、虚無大公は目を見開いた。

　それは図星をさされて絶句したというよりも、笑えない冗じよう談だんを聞いたような表情だった。だが彼は笑った。つまらない冗じよう句くにわざとらしく笑った。肩かたを震ふるわせ、手を打ち鳴らし、さも傑けつ作さくだというように。

「ふ。ふはっ。ふはははっ」

　あきらかに演技だとわかる哄こう笑しようをすると、虚無大公は無表情になった。そう、彼は虚無の大公。喜悦大公の対極にあるもの。笑いとは程ほど遠とおい。和なごやかとも思えた笑えみはすぐに引っこみ、照らせど晴れぬ諦めが湧わいてくる。

「互角？　互角じゃと？」

　その態度に、伊依も喜悦大公も戸と惑まどう。状じよう況きようは相手が不利なはずだ。最終兵器にまだ効果があるというその事実は、魔軍にとって重い。憤怒大公や《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》──あの超ちよう常じよう的てきな存在すら、絶対命令権には逆らえず無力化された。

　魔王にもっとも近いと揶や揄ゆされた、虚無大公には効果のほども甚じん大だいだろう。

　詰つみのはずだった。

　これで終わりでないというのなら──。

　寒気がして、伊依は自らの身体からだを抱だいた。嫌な予感がする。対話できると思った。影文も助けられると思った。希望があった。だが。けれど。

　まさか。

「たかが眷属を相手に善戦したくらいで調子に乗るでない。考えてもみよ、喜悦の。愚おろかな道どう化け師しよ──我わが輩はいはまだ実力の三分の一もだしておらんぞ？　眷属どもと戯たわむれる貴き様さまを眺めるのも飽あいたことだし、虚界アンダカの姫ひめが現れたのなら余興も終わりじゃ」

　そして虚無大公の全身に、さきほどまでとは比べものにならない殺気が充じゆう満まんする。これまでは空くう虚きよな、どちらかというと退たい屈くつそうな風情ふぜいだった虚無大公が──ひとつの目的を抱いて、ついに本格的な行動を始めたのだ。

　これまでは前座だった。眷属のみに戦わせていた。

　そういえば彼はまだ指一本も動かしてはいない。眷属は荒あれ狂くるっていたのに、彼自身は戦っていなかった。そう、虚無大公は実力をいまだ隠かくしていた。

　不気味な暗雲が立ちこめる。虚無の眷属が畏おそれるように萎いし縮ゆくし、無音の悲鳴をあげる。ひしひしと緊きん張ちよう感かんが張りつめ、伊依はそれだけで凍こおりついてしまいそうだった。

　異世界の軍勢。王の側近。虚界アンダカで、もっとも魔王に近い超ちよう越えつ者しや。

　その能力は？　実力は？　真価は如何いかほどのものか？

「たいせつなものを奪うばわれる苦しみ、あの魔王にも味わってもらおうか」

　虚無大公は瞑めい目もくし、唇くちびるを歪ゆがませた。喜悦の対極。暗く淀よどんだ精神性。それは憎ぞう悪おであり呪じゆ詛そであり怨えん恨こんであり復ふく讐しゆう心しんであり、自じ虐ぎやくであり嫌けん悪おであり絶望だった。その生々しい負の感情に打ちのめされ、伊依が身を竦すくませた瞬間。

「嬲なぶり殺してくれる」

　固く閉じられた虚無大公の両目が、血のような深しん紅くを吐はき散らし──。

「いけない！」

　喜悦大公が、硬こう直ちよくし、状況を理解できない伊依に手を伸のばした。

「狙ねらいは虚界アンダカの姫だ！　伊依ちゃん危ない！　最終兵器が狙われている！」

「え？　え？」

　伊依は困こん惑わくしながらも、緊きん急きゆう事態だと判断し叫さけんだ。

「魔姫さん！　《飛円ＢＡＲＮ》をでたらめに動かして回かい避ひ行動！」

〈は？──りょ、了りよう解かいしました！〉

　基本的に荒あら事ごとに向いていないおっとりとした魔姫も、喜悦大公や伊依に突つき動かされて《飛円ＢＡＲＮ》に活をいれ、その円えん盤ばんを上に乗った伊依ごと激しく動かした。長ちよう距きよ離りを一いつ瞬しゆんにして滑かつ空くうし、恐おそるべき速度の回避行動。

　その判断が正しかったと伊依はすぐに思い知る。

　虚無大公が両目をしかと見開いた、その直後に地じ獄ごくがきた。

「喰くらえ！」

　咆ほう哮こうと同時にさきほどまで伊依がいた位置に真の暗くら闇やみが生まれた。虚きよ無む細さい菌きんが喰い散らかした世界には、まだ救いがあった。すぐに空気が充満し光や音も戻もどってきた。取りかえしのつかない被ひ害がいではなかった。

　だが、これはちがう。虚無細菌の創つくりだす暗闇よりも、なお深く救いがたい暗闇。覗のぞきこんでも奥が見えない奈な落らくの底だった。円形に切りとられ、あらゆる光を音を空気を世界に満ちたあらゆる構成物を虚無に叩たたきこみ、世界が削けずり取られる。

　元には戻らなかった。

　宙空に、何もない場所が突とつ如じよとして生まれたのだ。

　あらゆる未来の可能性を否定された虚無の穴、それはまさに──。

「ぶ」

　伊依は信じられなくて、血の気を引かせながら独白した。

「ブラックホール……だ」

　信じがたい。ブラックホール。そう呼ぶしかない現象だった。もちろん見た目が似通っているだけで、その在り方はちがうのだろうが。実際のブラックホール──宇宙に空いた超ちよう重力の黒い穴が地球の大気中に生まれたら、その瞬しゆん間かんに全すべてが滅ほろぶ。何もかも吸いこまれ虚無に削り殺され、その宇宙最強の怪かい奇き現象は地球なんて丸ごと飲みこんでしまう。

　さすがにそこまでの威い力りよくがなさそうなのは救いだが、別の意味でこれは危ない。

　周囲の物質まで吸いこむことはなさそうだ。けれどこれが正しくブラックホールなら物理現象である。解決の手段はある。だがこれは虚界アンダカの大公により生みだされた穴だ。回避はできたが、運がよかっただけだ。虚無大公がこの黒い穴を任意の場所に発生させられるなら──囲い碁ごのように取り囲まれ、逃にげ場を失った時点で文字どおり袋デツ小ドエ路ンド。

　魔姫の防ぼう御ぎよも関係なくその場で空間ごと喰らわれ消しよう滅めつする。

　憤怒大公の火か炎えんと比べれば破は壊かいの規模はちいさい。だが無視できる能力ではない。あらゆる防御を突とつ破ぱするのは虚無細菌と同じ。

　今は伊依を狙ったようだが、これをそのまま古頃の校舎に叩きこんだら？

　呆あつ気けなく怪造学会は崩ほう壊かいする。伊依たちは負ける。

「いけない……！」

　早期に対処しなければ大だい惨さん事じになる。どころか、下へ手たをすれば世界の終わりだ。がむしゃらに弓矢を握にぎりしめると、伊依は回避行動をとり飛びまわりつづける《飛円ＢＡＲＮ》の真上で《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》を構えた。

「えぇいっ！」

　つづけざまに光の矢を連射。それぞれ動きと能力を封ふうじる命令をこめている。とりあえず例の黒い穴を発生させてはいけない。世界を抉えぐりとるなんて反則的な能力だ、本気で使用されたら勝てるわけがない。

　ふと疑問に思った。

　勝てるわけがないはずなのに。

　なんで虚無大公は、その能力を存分に振ふるってこないのだろう？

　考えているうちにも流星のごとく最終兵器の矢は虚無大公に突とつ進しんする。いくらかは虚無の眷けん属ぞくに阻はばまれたが、光の矢にこめられたもうひとつの命令──その場を動くな、に支配され硬直しそれ以上の防御はできない。あとは物量作戦だ。

　ひとつでも届けばこちらの勝ち。

「見苦しくあがきよるな、愚おろかな小こ娘むすめが。どんな光で照らしても闇やみは消えはせぬ。影かげが色いろ濃こくなるだけじゃ──どれ、その希望を絶望に塗ぬり替かえてやろう」

　虚無大公が目を閉じ、強い気き魄はくをもって再び見開く。

　深しん紅くの眼光に捉とらえられた世界が、その瞬間に抉られる。黒い穴が生まれ、そこには何も存在しない虚無のみが拡ひろがる。空くう虚きよな、未来のない世界。

　光の矢はその穴に吸いこまれるように着ちやく弾だんし──。

　噓うそのように消滅した。

「………え？」

　ありえない。伊依は何度も矢を放った。だがどの矢も黒い穴に至った時点で消滅し霧む散さんする。絶対命令権のはずだった。虚界アンダカに属するものなら何であろうがその命令からは逃のがれられない。魔王すら例外ではないのだ。

　最終兵器はやはり看破され、無力化されていたのか……？

　否いな、眷属たちには通じた。最終兵器はいまだ効果あり。ならば防御されたのだ。虚無大公に。あの黒い穴で。しかし、どうやって──？

「簡単な話じゃ」

　豪ごう奢しやな衣い装しようを荘そう厳ごんに揺ゆらし、虚無大公は勝ち誇ほこった。

「虚界アンダカの全てに絶対命令権をもつ最終兵器。その効果があるのはあくまで虚界アンダカのものだけじゃ。貴様の矢は現界カナイの人間を殺せるか？　樹を生やし、または萎しなびらせ枯からせ、また海を干ひ上あがらせることはできるのか？」

　できない。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》はあくまで虚界アンダカのものにしか効果を発揮しない。それが怪モ造ン生ス物ターから放たれたものなら、炎ほのおや雷らい撃げきさえも防ぐことができるだろう。だが現界カナイに発生した現象にはおしなべて無力だ。その線引きが曖あい昧まいなところはあるが、およそ怪モ造ン生ス物ターやその能力に関しては万ばん能のう無敵のはずだ。

　その前提が覆くつがえされた。

「冥めい土どの土産みやげに教えてやろう」

　戦せん慄りつする伊依に、虚無大公は酷こく薄はくな口調で告げてきた。

「そこにいる役立たずの道どう化けは次元を操あやつる能力をもっている──次元などと呼ぶからわかりにくいが、要は空間をねじ曲げ切り貼ばりし弄いじくる能力じゃな。この世界を肯こう定ていし、存在するものを有効活用し、利用する姑こ息そくな能力じゃ」

　伊依は喜悦大公を見る。彼もまた虚無大公の能力を前に珍めずらしく余よ裕ゆうのない表情をしていたが、いまだ迫せまりくる眷属たちを押し留とどめることに精せい一いつ杯ぱいな様子だ。彼ひ我がの実力差ははっきりとしていた。虚界アンダカに属する虚無大公と、そこから離り反はんした喜悦大公。対極で同格だったのも今は昔、現在は取りかえしのつかない実力差があるようだった。

　伊依はぞっとする。

　状じよう況きようが秒刻みでこちらの不利になっていく。否、最初から勝てない相手だったのか？　虚界アンダカで、もっとも魔王に近い大公。侮あなどっていたわけではないが、よもやここまで反則的とは。

「我わが輩はいの能力はその対極」

　抵てい抗こうする気力も失いそうになって、けれど震ふるえる指先で弓矢を構える伊依に、むしろ呆あきれるような表情を見せて虚無大公は語った。

「喜悦のと根源では同じじゃ。世界を操り、また弄くる。だが我輩の能力は世界を否定する。存在するものを消滅させ、世界を抉りとる。時空間にすら干かん渉しようし、未来を奪うばいとる。そこの黒い穴はもはや虚界アンダカでも現界カナイでもない。何もない世界。未来のない世界。そこでは何も発生しない。どんな出来事も生まれない。未来は我輩が削除した」

　虚界アンダカでも現界カナイでもない、そんな属性すら奪いとられた欠落世界。

　それが黒い穴。虚無大公の能力、その真しん骨こつ頂ちよう。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》による絶対命令権は、結果的に何かを変化させる。炎を堰せき止め怪モ造ン生ス物ターを怪消し障しよう壁へきを奪い去る。何かの現象を発生させるのだ。だが未来の欠落した黒い穴では何も発生しない。何も存在しないところに命令を放っても、命令を受信する存在がいないのだから、そこでは何も起きない。無意味だ。徒労で、絶望だ。

　それを信じたくなくて、伊依は何度も矢を放つ。

　虚界アンダカに属する虚無大公が生みだした穴だ。虚界アンダカの全すべてに絶対命令権をもつ最終兵器なら、うまくやれば。どうにか努力すれば。何とか突とつ破ぱできるかも──。

　だがその伊依の願いは、何も生まない暗くら闇やみに吞のみこまれて消える。

「無む駄だな抵抗はやめい。貴様らでは我輩に勝てぬ」

　億おつ劫くうそうに黒い穴で防ぼう御ぎよを固めたまま、虚無大公はさらに重ねて宣告してきた。

「時空間にも干渉できるといったじゃろう？　我輩は未来を抉えぐりとったぶんだけ未来を溜ためられる──我輩に不利な状況が発生したら、溜めた未来を消費して時間を巻き戻もどせる。喜悦の、貴様はさきほど我輩に偉えらそうにゲームの練習をしておけと言ったな？　なぜ我輩がゲームが下へ手たかわかるか？」

　それはとどめの言葉だった。

「我輩は現実のリセットボタンを有しているに等しい。どんな失敗をしても、どんなに敗北しても、やり直せる──退たい屈くつで、つまらぬ。だから造りもののゲームではなるべくリセットボタンを押さないようにしてな、敗北というものを味わっておった。だがゲームはゲーム……この現実で、我輩に勝てるものはない。諦あきらめよ」

　諦める。それは甘かん美びな誘さそいに思えた。

　勝てるわけがない。

　こちらの能力は全て届かない。届いても相手はやり直せる。無敵だ。最強だ。勝てるわけがない。反則的で、卑ひ怯きようですらある。馬鹿馬鹿しい。

「貴様らのみノーコンティニュー、リセットボタンなしのハンデ戦。そっちの攻こう撃げきはこちらに当たらない。そんな現実ゲームでいいなら、思う存分にこの虚無大公が相手してやるぞ」

　伊依の打つ手は──ここで果てた。
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　世界は滅ほろぶ。

　怪造学会が敗北し、壊かい滅めつすれば、世界が滅ぶ。

　べつに寂憐院友樹としては、とくに哀かなしくも寂さびしくもない。鬱うつ陶とうしいだけの現実が全て綺き麗れいに拭ぬぐい去られるなら、せいせいする。ほんとうに。

　元より神様の意思の外で生みだされた人工の身体からだで、たまたま偶ぐう然ぜんに生きているような自分だ、未練も何もないしどうでもいい。

　伊依はたぶん今回の敵には勝てない。

　そもそも最初から実力の桁けたがちがう。相手は異世界の王、その側近。こっちは洟はな垂たれでちびな小こ娘むすめ。最終兵器があるとはいえ欠点も弱点もはっきりしている。自分が戦ったときはあまり冷静ではなかったが、今、全ぜん盛せい期きの力をもっていればたぶんいくらか対策はたてられる。

　今回の敵の能力については、喜悦大公の次元防御を突破し、また周囲から湧わいてきた細さい菌きんのような怪モ造ン生ス物ターからおおむね推測できた。花を萎しなびらせ腐くさらせていたのはまだ手始め。あれが本格的に舞まいおりたら腐る暇ひまもなく全て喰くらわれ消え果てるだろう。

　その主あるじともなればどんな存在なのか。想像するだけで寒気がする。

　勝てない。

　伊依が負ければ怪造学会にも打つ手無し。つまり人類に希望はない。みんな呆あつ気けなく喰い散らかされ皆みな殺ごろしにされ人類文明はお終しまい。目に見えるようだ。

「呆気ないなぁ。ねぇ、遊？」

　何も知らない遊をなかば無理やりに寝ねかせ、というか最後は殴なぐって強ごう引いんに昏こん倒とうさせ、彼を苦労してベッドに転がした。伊依の危機を知れば、弟は我が身を顧かえりみずに飛びだしていくだろう。

　だがすでに戦せん況きようは遊ごときが関かかわれる規模ではない。無む駄だ死じにするだけだ。それを止めてやったのだ。背後から花か瓶びんで殴ったのも姉の愛だ。

　うんうん頷うなずき、遊の寝ね顔がおをひとしきり眺ながめてから、友樹は天てん井じようを見あげた。

「ちぇ」

　舌打ちし、つまらなそうに。

「思ったより早かったな……べつに期待してなかったけど」

　戯たわむれに窓の外を眺め、上空で戦っているはずの天敵を想おもう。

「べつに期待は、ほんとにしてなかったよ……伊依の、間ま抜ぬけめ」

　ぼやいたその直後、窓の外を裂れつ帛ぱくの勢いで真しん紅くの光が走りぬけた。
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「あ、流れ星」

　妹が空気を読めない発言をしたので、美み咲さき太た郎ろう花はなはそんな彼女の桃もも色いろをした後頭部をどついた。もうだいぶ恒こう例れいになった避ひ難なんの最さ中なかである。夢追坂の住民には疎そ開かいするよう国から勧かん告こくが放たれており、それに従わない場合も、避難警報がでたらすみやかに退去するよう厳命されていた。

　誰だれだって命は惜おしい。災害に巻きこまれる前に慌あわてて避難する。時刻はもはや深夜だが、みんな眠ねむたい目を擦こすりながら急いで移動している。

　太郎花は家族とともにすでに疎開しているのだが、妹の次じ郎ろう花はなは何を思ったか友達らとともに夢追坂に残っていた。そんな彼女を何かあるごとに導き、いっしょに避難させるのは自分の役目である。いや、わざわざそんな面めん倒どうくさいことはしたくないのだが、不平を述べたら上の姉に笑え顔がおで脅おどされたので。

「流れ星って？」

　国が用意した避難用バスの車内で、深々と溜ため息いきをついて太郎花は会話に乗ってやった。車内はいつ災害に巻きこまれてもおかしくないので、当然のように重苦しく緊きん張ちようしており──会話くらいしていないと落ちつかない。

　車内には見知った顔もいくらかいる。この状じよう況きようなのに豪ごう快かいに高いびきをかいている魑ち魅み寺でら屍かば丸まる。彼のいびきが喧やかましいから猿さる轡ぐつわを嚙かまそうか思案しているふうの駒こま崎ざき学まなぶ。そんなふたりを眺めて「猿轡……緊きん縛ばくプレイ……」とあらぬ誤解をしている山やま田だ魔ま夜や。

　ほかにも夢追坂に残った知りあいはいるらしいのだが、教師の多くは怪造学会で働いているし、香か美みや伊依は要よう塞さい化した古頃で保護されているらしい。遊については知らない。虚島の屋や敷しきで姉と暮らしているというが、ちゃんと避難はしたのだろうか。

　みたいなことを考えつつ無む駄だ話ばなしをしていると、後頭部をどつかれて痛みに悶もん絶ぜつしていた次郎花がむうっと唇くちびるを尖とがらせつつぼやいた。

「さっき一いつ瞬しゆんちらっと見えたんだべさ。古頃の校舎のほうだったべな──なんか真っ赤で、しかも下から上に昇のぼっていって綺麗だったべや」

　それは流れ星ではないのでは。砲ほう撃げきとかだと思うが。

　まぁ楽しそうな妹に水を差すのも無ぶ粋すいと思い、それは言わないでおく。この妹はたまにお馬鹿すぎて苛いら々いらするが、基本的に可愛かわいく思ってはいるのだ。

「あぁ願い事しとけばよかった……ううんっ、今からでも遅おそくはないはずっ」

　次郎花は祈いのりの姿勢になって、不ふ思し議ぎな願いを口にした。

「伊依ちゃんが無事でありますように！」

　伊依？　彼女がどうかしたのだろうか？

「世界が平和でありますように！」
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　警報にたたき起こされ、魅み神かみ香か美みは寝ね間ま着き姿で目覚めた。

　しばし寝起きの悪い香美は状況がわからず困こん惑わくした。少しだけ考え、すぐに思い至る。ここは古頃の一室だった。自宅のそれと比べたら簡素なベッドが硬かたく寝ね心ごこ地ちが悪い。

　じりじり鳴り響ひびいている警報。

　非常灯に切りかわっているようで、真っ赤な視界が落ちつかない。

「まぁたもう……慌ただしいったらありゃしないわね。せめて何かあるなら昼間にしてほしいのだわ。寝苦しいの我が慢まんしてようやく寝ついたのに……」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちを零こぼしつつ、とりあえず緊きん急きゆう事態だからと着き替がえるのは放ほう棄き。一枚ひっかけただけの姿で移動を開始する。何かがあったときは、非戦せん闘とう員は校舎にある安全な場所に避難することになっている。負けたら皆みな殺ごろしにされるのに安全な場所もくそもないように思うが、今の香美にできることは何もないのでおとなしく従っておく。

「伊依はお仕事中かしらん？　虚島先せん輩ぱいも同じだろうし、血影さんは何か実験に参加してるっつう話よね。じゃ真子っちはあちきが手ぇひいて避難させてあげなきゃね──」

　眠い目元を擦りつつ、とりあえず素す早ばやく頭を回転させて己おのれのなすべきことを決める。ほかのみんなは忙いそがしいようだし、何の自衛手段もない真子はとりあえず自分が守るべきだろう。子こ守もりは苦手だがまぁ、見捨てていくのも寝ね覚ざめが悪い。

　思いつつ、記き憶おくに従って真子の部屋まで移動する。さして離はなれてはいない。

「真子っち？」

　礼れい儀ぎとして扉とびらをノックしたが、無反応なのでふつうに押しいる。鍵かぎは閉まっていなかった。室内は香美の部屋と同じく非常灯と警報で喧しくも目に眩まぶしい。こんな状況で寝ていられるわけもなく、真子は窓まど際ぎわでぼんやりしていた。

「真子っち、香美お姉ちゃんと避難するのだわ」

　ちょいちょい手招きしてみたが、こちらを見もしない。まぁちかごろの小学生は年長者を敬うってことを知らない、と思いつつ歩み寄り、その顔を覗のぞきこむ。

　驚おどろくほどに、真子はしっかりした表情をしていた。

　てっきり怯おびえて涙なみだ目めになっていると思っていたのだが。

「あのう……避ひ難なん……するっぽいわよ……？」

　香美は恐おそる恐る言ってみたが、真子はぶんぶん首をふった。髪かみの毛が飛び跳はねる。

「避難しない」

　そして宣言した。

「もう逃にげない。ここで見てる。……待ってる」

　わたしも！　というかんじに、今までどこにいたのか──《愛シヤリ天テコ使ラール》の梅子が香美の頭上に飛び乗ってくる。伊依には置いてきぼりにされたらしい。

　おしゃまな怪モ造ン生ス物ターは、慣れているのか、どこか寂さびしそうながら強く言った。

〈わかってんじゃん、そこの女の子。どこに逃げても同じなら、信じて待ってるほうがいい。だいじょうぶ──伊依は負けない。誰だれにも負けないもん！〉

「……こりゃ、あちきだけ避難するわけにもいかなそうね」

　香美はいろいろ諦あきらめると、いつものように肩かたをすくめた。
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　古頃の校舎の周囲に、薄うす暗ぐらい巨きよ人じんがいくつも発生する。そう発生だ。湧わいたとしかいえない。それは虚きよ無む細さい菌きんが集合し、群体としてかたちを形成した虚無の巨人だ。集まることの利点は知性が集合した結果、小こ知ぢ恵えが廻まわることと、純じゆん粋すいに《魔ま力りよく》が一箇か所しよに集まることにより強大な戦力となること。

　そんな巨人がいくつも平へい凡ぼんな住宅街を闊かつ歩ぽし、無言で近づいてくる様は世界の終末を予感させた。喜悦大公による次元防ぼう御ぎよが緩ゆるんでいる。上空の戦せん況きようも思わしくないらしい。虚無の眷けん属ぞくには防御も無意味だ。あの巨人どもが襲しゆう来らいすれば防ぎきれる確証はない。

　怪造学会総長、激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかは天守閣で仁に王おう立だちしていた。

　他の研究員などはすでに要よう塞さい化した古頃の各所で懸けん命めいに働き、虚無の魔軍への対たい抗こう策さくを練っていることだろう。無む駄だなあがきと誹そしる権利は誰だれにもない。みな一生懸けん命めいだ。

　総長にできることは、彼らの努力が実ることを祈り、せめて怪造学会の親玉として最後まで怯ひるまず威い風ふう堂々としていることのみ。

「せやから何であんたは毎度、いちばん危険な場所におるのん？」

　天守閣の鯱しやちほこの頭上、夏風が吹ふきすさぶ位置にて腕うで組ぐみしていた総長の背後から、不ふ動どう霧きり晴はるが声をかけた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした戦闘のみに特化した体格の男である。額の鉢はち金がねと手てつ甲こうには赤字で〝斬ざん〟の文字。三本もの刀を帯び、唯ゆい一いつ、総長のそばに侍はべっている。

　総長は不動の問いかけにも頑がん固こに、まるで動じず宣言した。

「この激流院潮静、魔軍を相手に逃げる足はもっておらぬ。みなが戦っているなか、俺ひとりが安全な位置にいるわけにもいかん。これは俺なりの決意表明である」

「すごい守りにくいから迷めい惑わくなんやけど」

　ぼやきつつ、不動は欠伸あくびをした。総長とはべつの意味で緊きん張ちよう感かんがない。

　そんな彼に──珍めずらしく総長のほうから疑問を投げかけた。

「不動よ。決戦兵器についてどう思う？　この戦況を覆くつがえせそうか？」

「さぁ。おれに難しいこと聞かれてもわからへんよ」

　やる気なげに胡座あぐらをかき、周囲に佇たたずみ、ゆっくり揺ゆれている巨人たちを眺ながめる。

「武装ヘリが軒のき並なみ撃げき墜ついされて執しつ行こう部ぶは壊かい滅めつ状態。爆川の小こ娘むすめも重傷やろ？　あいつなら武装ヘリから飛び降りて脱だつ出しゆつもできたやろうになぁ、部下を助けようと揉もみあってるうちに手て遅おくれになったらしいなぁ。阿呆らし」

　馬鹿馬鹿しそうにそう言って、彼は同どう僚りようを嘲あざ笑わらった。不動と嫌凪は犬けん猿えんの仲だ。

「まぁ、これで決戦兵器とやらが不発やったら負けるだけやろ。最終兵器のほうはどうも通じてへんようやし──」

「だからこそ決戦兵器が使いものになるか聞いている。貴き様さまはたしか生前の物造の申し子と面識があるのだろう？　そんな貴様から見てどうだ物造は、虚界アンダカへの切り札となりうるか？」

　その問いに、不動は口元を歪ゆがめる。

　物造理論や物造の申し子についての説明は、怪造学会幹部である不動にも聞かされている。自分が保護していた、あの不ふ思し議ぎな女性──闇宮血影の正体についても、ある程度は判明した。それを聞いて思うところがなかったわけでもないが、不動はやはり積極的に大きな流れに関かかわろうとはしない。

　自分はあの忌いまわしい無む情じよう洞どうで死ぬべきだった人間だ。

　何かに関わるべきではない。たぶん関わったものを不幸にすることしかできない。

「さぁね」

　そしてもはや三さん年ねん寝ね太た郎ろうのように仰ぎよう臥がすると、てきとうに言ってのけた。

「スコップ一本で大災害から誰かを助けようとした、あの頭悪いひとの願った夢や──まぁ、期待はせんほうがいいと思うけど。あぁいう手合いはたまに奇き跡せきを起こすからなぁ……ひとりくらいは、救われなかったはずの命を助けることはできるんちゃう？」

　言って、不動は鉢金を目元までおろし、本格的に寝ねる姿勢となった。

　その上空では、炎ほのおのように鮮せん烈れつな真しん紅くが、今まさに天あま翔かけている。
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《魔姫宮》は壊滅状態だった。

　あらゆる破は壊かいに耐たえうるはずの施し設せつの天てん井じようにひどく大げさに見える穴があき、破は片へんや砂すな埃ぼこりで床ゆかが埋うまっている。そこから救助されたのは最後まで残っていた怪造学会のものと、そして扱あつかいとしては客であるひとりの少年──無城鬼京だった。

　彼は全身に火傷やけどを負っており、なかば意識を失いかけているようで、決戦兵器がどうなったのか。それと格かく闘とうをしていた虚ブラツ無クホ断ール片パールたちはどこへ消えたのか。そして何より使い手である舞弓はどうなったのか。答えられる状じよう況きようとは思えなかった。

　それでも心配のあまり、担たん架かで運ばれていく鬼京に追いすがり、怪け我が人にんを相手にやめなさいと倉波に制止されながらも罠奈は叫さけんでいた。

〈何があったんですか、無城くん！　教えてください！　《魔姫宮》で何が起きたんですか!?　決戦兵器は!?　虚ブラツ無クホ断ール片パールは!?　戦橋さんは!?〉

　罠奈はほとんど絶望し諦あきらめていた。戦況はとっくの昔に悲ひ惨さんな有様。執行部の武装ヘリは残らず撃墜され、古頃の周囲には防御が無意味な虚無の巨人ども。打つ手はなく、頼たのみの綱つなである伊依はさきほどからインカムにも応こたえてくれない。それほど危険な状況ということだ。

　もしかしたら、すでに……？

　信じたくないけれど──すでに、自分たちは敗北しているのでは……？

　信じたくない。伊依は負けない。そう願っている。だが現実は無む慈じ悲ひだ。刻一刻と迫せまりくる破は滅めつのときを待つことしかできない己おのれに、罠奈は無力感をおぼえていた。錯さく乱らんし、鬼京をまるで責めるように問いつめる。

　倉波がそんな罠奈に意外そうな視線を向けながらも、制止は無む駄だと諦めたか医い療りよう部に連れん絡らくをとって担架を運びだす。倉波ももはや諦めたのかもしれない。こうも呆あつ気けなく追いつめられるとは誰だれも思っていなかった。

　勝てないのだろうか？

　このまま自分たちは滅ほろぼされてしまうのだろうか？

　怪造学二百年の歴史は、そして人類の長い歴史は、こんな簡単に踏ふみつぶされてしまうような脆もろいものだったのだろうか？

「……よう、虚島先せん輩ぱい。寝ね起おきにその面つらぁ怖こわすぎるぜ？」

　全すべてが崩くずれていくような錯さつ覚かくのなか、鬼京がうっすらと目を開いた。その顔は火傷で酷ひどい有様だったが、それでも双そう眸ぼうだけはいつもの彼らしく稚ち気きと希望に満ちていた。罠奈は古頃の学生だったころ、最後までこの不良少年を理解できなかったけれど、ちょっとだけ羨うらやましいと思ったことはある。

　自由奔ほん放ぽうに、きっと自分のような優等生では辿たどりつけない百点以上の境地まで、彼は気づかず楽しい楽しいと思いながら到とう達たつするのだろう。

「すげぇぜ」

　絶望に満ちた古頃に、その状況を笑いとばすような天あまの邪じや鬼くの声が響ひびいた。

「すげぇ！　すげえ！　あははは！　あはははははは！　なんだよ不安にさせんじゃねぇよ俺の爺じいさんすげぇじゃん！　俺の英えい雄ゆう！　俺の師しし匠よう！　無城美国よ、爺さんよぉ──天国で今ごろ祝いわい酒かァ!?　俺もそっちに参加してぇけど、あははは！　まだ死んでねぇ！」

　罠奈は一いつ瞬しゆん、彼の気が変になったのかと思ったが、それは誤解だった。

　鬼京の瞳ひとみは理性的に、こちらを見つめて輝かがやいていた。

「すげぇぜ、無城の物造は！　俺の爺さんの研究は！　あははは！　あはははは！　虚島先輩よ、俺は生まれて初めてあんたに勝ったような気がするぜ！　ざまぁみろ、ざまぁみやがれ！　怪造学会でいちばん偉えらいのは物造の無城だ馬鹿野郎があはははあははは！」

　それは──どういう意味だろう？

　だが罠奈が真意を問い質ただす前に、力ちから尽つきたか鬼京は気絶してしまった。
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　かくしていくつもの諦めと絶望と、どこか狂きよう騒そうに満ちた空元気が響くなか、全ての決着は、そんな地上から遠く離はなれた超ちよう高空で締しめくくられようとしていた。

　よくある勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの、予定調和の英えい雄ゆう譚たんのように。

　いくつもの神話で描えがかれる、超常的な神や天使による救済のように。

　天あま翔かける帯刀した天使が、このとき戦場と化した古頃上空に到とう着ちやくする。
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　終わりか。

　勝てないのか。

　万ばん策さく尽つきて戦力差は歴然とし、守るべき地上は今まさに蹂じゆう躙りんされようとしている。頼たよりの最終兵器は相手に届かず、唯ゆい一いつ、ともに最前線にいる喜悦大公は今やじりじりと押し負けている。決定的な打だ撃げきを受けたわけではないが、それも時間の問題だろう。

　勝利条件とは、相手を討うち滅ぼすことのみではない。

　相手の勝利条件を残らず奪うばい去れば、とどめを刺ささずとも王手となる。

　そういう意味ではこのとき、伊依の敗北は決定していたといっていい。

　今も黒い穴──欠落世界を避さけながら最終兵器を放っているが、それは相手のそばに展開された同様の闇やみに吞のまれて消える。そして欠落世界は閉じない。消えないのだ。どんどん周囲が闇色に汚お染せんされていく。逃にげ場すら凄すさまじい勢いで失せている。いつしか実力差のありすぎるオセロの対局のごとく盤ばん上じようは黒で埋うめつくされ、白い花はな嫁よめ衣い装しようの伊依は逃げ場もなく押しつぶされる。

　手を変え品を変え、試ためせることはぜんぶ試した。

　黒い穴を避けるように矢を放とうと、喜悦大公の協力のもと空間を歪ゆがめ、矢の軌き道どうを変えもしたが、本来、同格の能力ながらも魔王の配下にいるか離り反はんしたかの差は大きかった。能力は能力で上書きされ、なまじ根源が似ている能力だからこそ──より強い力にかき消された。

　それに、万が一にも幸運が味方してこちらの有利になっても、虚無大公は時間を巻き戻もどしてやり直すことができるのだ。卑ひ怯きようだが、その事実は何ともこちらの希望を摩ま滅めつさせた。何をやっても無効化されるなら、相手の有利な未来しか選ばれないなら、ここであがくことにどんな意味があるのだろう？

　あぁ、こういう気持ちだったのか。

　伊依は場ば違ちがいながらそんな感想をもった。自分が生まれた寂憐院の血統。あらかじめ未来を決めておくために噓うそをつきつづける罪深い一族。未来はその望むとおりに歪められ、決定づけられる。パンドラの箱に封ふうじられた唯一の害悪──予知を仮かり初そめにも与あたえられ、歴代の寂憐院の当主たちはどんな気持ちだっただろう？

　母を思いだす。

　壊こわれて病やんで死んでいった母を。最後に、その宿命を伊依にだけは背負わすまいと、父に伊依を託たくして寂憐院の宿命のなか息絶えた優やさしい母を。

　こんな気持ちだったのか。

　母が伊依には背負わせたくなかったはずの予知ラプというラス絶望の魔は、こういう性質のものだったのだろう。何をやっても変わらない。未来は相手の都つ合ごうのいいように歪められ、そこにこちらの努力や意志がつけいる隙すきはない。

　何をやっても無む駄だ。

　打つ手なし。

　絶望感が伊依の身体からだを満たしていく。無駄なのか。ぜんぶ無意味なのか。これまで伊依が積み重ねてきた経験も努力も。反則的な能力に一いつ蹴しゆうされ、無む惨ざんに散っていくのか。怪造学会が築きあげてきた二百年の研けん鑽さんも、そこに殉じゆんじて死んでいった全すべての怪モン造ステ学イス者トも。

　あぁ。

　あぁぁあ。

　伊依は頭を抱かかえ、身み震ぶるいして恐おそれた。無力という絶望を。何も変えられないという底なし沼ぬまを。打つ手なし。打つ手なし！　逃げ場もなく未来はなくそこには虚無しかない。否いな、何もない。虚無すらない。何も発生しない。

　これが絶望。

　気力は尽き、心は折られ、伊依はこのとき真の意味で敗北しようとしていた。無駄な努力を繰くりかえすことほど人間の気持ちを浸むしばむ害悪はない。伊依は疲つかれ、病みつき、このとき緩かん慢まんながらも楽ではある──敗北という未来を選ぼうとしていた。

　何をやっても無駄なら。

　もう……いい……のか……？

　諦あきらめても。

　いいのだろうか。

「何をやっている！」

　怒ど声せいが響ひびいた。

　倦けん怠たい感かんと絶望という悪あしき病に冒おかされていた伊依の心に、その透すきとおった威い勢せいのいい怒号は何よりも大きく響いた。伊依は雷らい撃げきに撃うたれたように全身を跳はねさせ、今も欠落世界を避けながら飛びまわる《飛円ＢＡＲＮ》の上で声の主を捜さがした。

　この声は？

「え？　え？　え？」

　まさかと思う。あまりにも出来すぎのタイミング。素す晴ばらしい登場。だけど、彼女が現れるにはそういうのがお誂あつらえ向きだとも思った。ここだ。ここで登場するから、彼女は格好いいのだ。そうだ。忘れていた。簡単なことを忘れていた。

「諦めている暇ひまがあるなら祈いのるがいい！　弱音を吐く声があるなら叫さけぶがいい！　その声は誰だれかに届く！　世界を変えられる！　だから決して助けを求め叫ぶことは愚おろかではない！　まだ絶望するには早いのだ──さぁ叫ぶがいい、助けて、と！」

「あはははは……」

　伊依は目元に涙なみだを浮うかべながら、無意識に頰ほおをつねってみた。都合のいい夢だったら今度こそ絶望だが、幸いにも頰は痛かった。同時に思いだす。痛い。なんだ、考えてみればこんな自らつねった頰の痛みを鮮せん烈れつに感じるほど、自分は何の怪け我がもしていない。

　痛みはない。傷はない。ぜんぜん負けていない。

　疲れて病みつき全てを諦めようとしていた。馬鹿だった。愚かだった。まだ負けていない。まだ死んでいない。まだ希望は潰ついえていない。

　そうだ。

　だから、その希望を声に変えて、伊依はとりあえず叫んでみた。

「助けて！」

「──承知したぁ！」

　そして彼女が現れる。怪造学会のある古頃から──否、正確には地下に位置する《魔姫宮》から途と方ほうもない距きよ離りを一足飛びに駆かけぬけ、助けを求める少女の声に応こたえるため彼女はやってきた。ＴＶのなかの英えい雄ゆうのように。

　そう。正義の味方のように。

　その姿は一言で表すならば異様だった。

　黒い。漆しつ黒こくである。伊依の姿と対比するようにその全身は闇やみ色だ。身体の各所を守るのは禍まが々まがしいデザインの全身甲かつ冑ちゆう。関節部分や頭部のみ露ろ出しゆつしているが、その姿はまさに戦国に生きる戦士だった。背中からは物々しくも華か美びな翼つばさが生え、蒸気を噴ふん出しゆつして恐おそるべき推進力を生みだしている。

　どうやって飛んでいるかも不明な、それは常識を無視した戦いくさ装しよう束ぞくだった。伊依の柔やわらかな花はな嫁よめ衣装とは与える印象も真逆。だが美しいといえば美しい。女性的な優美さを備える最終兵器の衣装と正反対の、男性的な武骨な機能美。鎧よろいというより近代的なパワードスーツにも見える。ふつうの少女には似合いそうもないが、彼女には馴な染じんでいた。

「天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏もらさず──正義の味方、ただいま推参！」

　兜かぶとの隙すき間まから零こぼれる、燐りん光こうをまとった長い髪かみ。もはや本気モードなのか、彼女が怒おこったときのみに変色するその髪はすでに不思議な色しき彩さいだった。緑色を混ぜたような金色。それは目の前に佇たたずむ虚無大公と同質のそれだ。

　瞳ひとみの色も、同じく血のような深しん紅く。

　両者の関係は火を見るよりも明らかだ。同質の存在。対極ではなく対等。姿かたちはちがうが雰ふん囲い気きはまるで生き写しだ。その身にまとう《魔ま力りよく》もほぼ同質。だが朽くちたような虚無大公とちがい、その戦士は怨えん恨こんや呪じゆ詛そに満ちた虚無の負の力すらも威い光こうに変えて華はな々ばなしく放射しているように思えた。

　戦車のような戦せん闘とう機のような美しさ。

　これぞ怪造学会の奥の手、誰も完成を期待しなかった偶ぐう然ぜんの産物、否いな、ひとりの怪造学を愛した女が夢想した希望の光。

　決戦兵器──。

「ようやく追いついたぞ、伊依！」

　回かい避ひ行動も忘れてその姿に見入っていた伊依のそばに、翼を回旋させて舞弓は器用に移動してくる。ふたり並んだ。まったく雰囲気の異なるふたり。でもこれで完成だった。久方ぶりの、完成だった。

　これで最強だ。

　誰にも負けない。

「舞さんさぁ……」
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　伊依はさっきまで完全に負け戦の雰囲気で、ぜんぶ諦あきらめようとしていた自分が恥はずかしくて、その照れ隠かくしに、すぐちかくにある舞弓の凜り々りしい表情を見つめた。

「ふつうに登場できないの？」

「笑しよう止し！」

　舞弓はいつもの舞弓だった。それが頼たのもしい。

「正義の味方の登場は──派手に！　それが鉄則だ！　ほんとうはもっと奇き怪かいな光線とか花火とかを撒まき散らしながら参上したかったのだが、いまいちこの鎧の活用の仕方がわからなくてな……ごく当たり前に飛んでくることしかできなかった！」

「そもそも、何なのそれ？」

　伊依はよく状じよう況きようを知らないので、件くだんの決戦兵器がどうとかいう実験の産物だとは推測できたが、それ以上はわからなくて問うてみた。舞弓に聞いても詮せん方かたないような気がしたが──どうせ、彼女もよくわかっていないにちがいない。

「うむ。決戦兵器《虐スーサ十イドア字タツク》というらしい」

　舞弓は語りながら、上も下もない高空で腕うで組ぐみしたまま停止している。どういう原理でその場に留とどまっているのか、浮ふ力りよくとかはどうなっているのか不明である。自分だけ呪具に頼たよって右往左往しているのが馬鹿みたいだ。

　などと、ちょっと余よ裕ゆうのある思考ができるようになっただけでも──ありがたい。

　戦局はいまだ何も変わらないのだ。

　舞弓は状況を弁わきまえているのか否か、鎧の各所を指さし、そこに埋うめこまれた漆黒の球体を示した。虚ブラツ無クホ断ール片パールだ。合計で五つ。きちんと装着している。

「ここに埋めこまれている虚ブラツ無クホ断ール片パールは過去の、全ぜん盛せい期きの虚無大公が自らを五等分したその全てだ。正確にはうちひとつ、真子がもってきてくれたそれは今の虚無大公がありったけの力をこめて創つくった断だん片ぺんらしくてな──つまり、正確には全盛期の虚無大公＋今の虚無大公の力の何割か、という途と方ほうもない能力値だ」

　あぁなるほど、と伊依は納なつ得とくする。

　そういえば真子に託たくされた虚ブラツ無クホ断ール片パールは彼女が冒ぼう険けんを経て、今の虚無大公に出会ってから渡わたされたものだ。最初の虚ブラツ無クホ断ール片パールはもっと昔に五つ創られたはずだから──それらと、真子の虚ブラツ無クホ断ール片パールをあわせれば六つ。

　全盛期の虚無大公どころではない。

　さらにそれを超こえる力。今、目の前にいる虚無大公はいちど裏切り離り反はんした手前、全盛時ほどの力を魔王から与あたえられてはいないだろうし──そこから、さらに削けずりとって真子に与えたわけで、たぶん総合力では決戦兵器に及およばない。

　対等ですらない。圧あつ倒とう的にこちらの有利だ。

　同じ属性、同じ能力なら、決戦兵器は虚無大公を打だ倒とうしうる。

「待って」

　ふと疑問を抱いだいて、伊依は思わず問いかけてしまった。

　何の気もなく。相棒の登場に気持ちが緩ゆるんで、配はい慮りよを怠おこたってしまった。その質問の答えなんか、ちょっと考えればおのずと理解できただろうに。

　尋たずねてしまった。

「あたしたちが集めた虚ブラツ無クホ断ール片パールは、真子ちゃんのやつを含ふくめて五つだけ──最後のひとつはどうしたの？　どこかに保存されてたの？」

「ああ。それなら問題ない」

　舞弓は笑った。力強い笑えみだった。

　その笑みを見た瞬しゆん間かんに、伊依は遅おそまきながらに悟さとってしまった。覚えている。忘れない。偽にせの殻から蛇だで、母の敵である《零バロン時ヘロ鏡メロ》と戦ったとき──彼女が見せた凄すさまじい力を。人間離ばなれしていた。彼女自身も不安そうだった。

　あのときの舞弓の、珍めずらしく見せた弱々しい表情を覚えている。

　その言葉も。

『伊依。ひとつ確かく認にんしていいか？』

　そんな弱音を彼女が語ってくれたのは、たぶん自分だけなのに。その自分が、今きっと、舞弓の心を傷つけた。配慮を忘れ、不ぶ躾しつけに質問をぶつけて。

　あのときの舞弓の言葉と、その不安を知っていたのに。

『君は、私が何者でも恐おそれないか？』

　恐れていたのは、怖こわがっていたのは、舞弓のほうだった。

　震ふるえていた。泣きそうだった。舞弓は弱くない。強い女の子だ。それが不安そうに自らの身を抱き、ちいさな子供のように震えていた。

『怖いのだ……伊依』

　彼女は怖がっていた。自分自身のことを。

　なのに。

「虚ブラツ無クホ断ール片パールならあった。とても身近なところにな。思えば昔から不思議ではあったのだ──この腕わん力りよくや、深しん紅くの瞳ひとみ、変色する髪かみに、私のみが操あやつれた《朧武朧》。私はどこかほかのみんなと異なっていた。たぶんな、伊依……私は、にんげんとは呼べない」

　あのときの舞弓の姿が、今の舞弓と重なった。

　伊依はむしょうに儚はかなくなって、嫌いやなことを告白させた自分が許せなくて、せめてその身体からだの震えを止めてあげたくて舞弓の手を握にぎった。上空高みの、周囲に欠落世界を抱かかえた不可思議な空間で、少女ふたりは見つめあう。

　だが伊依の心配は杞き憂ゆうだった。

　あのとき潰つぶれてしまいそうにちいさくなって震えていた舞弓の姿が、硝子ガラスのように砕くだけ散る。舞弓は震えてはいなかった。今、手を握った彼女はしっかりと己おのれを律していた。

　強くなった。否いな、やはり彼女は強い女の子なのだ。

　伊依はそんな彼女を尊敬している。信しん頼らいし、たいせつに思っている。ふたりは互たがいに背中を任せられる戦士と魔ま法ほう使つかいの関係。今ようやくその関係が戻もどってきた。

　彼女は追いついてきた。

　ならば伊依が口にするべきは相手をねぎらう優やさしい言葉ではなく、たぶん対等な相手へ向ける親愛に満ちた歓かん迎げいの言葉だ。

「でも」

　そしてあの日と同じ言葉を、あのときは励はげましと慰なぐさめで口にしたけど、今日はもっと前向きに宣言する。

「舞さんは舞さんだよね」

「うむ」

　舞弓は笑った。伊依の手を優しく包みこみ、可愛かわいらしく笑った。

「君が教えてくれたのだ」

　そうして見つめあう伊依と舞弓からわずかに離はなれて、目元をハンカチで拭ぬぐったり拍はく手しゆをしたりしている鼠ねずみに頭部を占せん拠きよされた喜悦大公が、情けない声でつぶやいた。

「あのう……盛りあがっているところ申し訳ないけどねえ──そろそろ、私は限界なので……地上のほうも、最後の防衛戦が突とつ破ぱされそうなんで。えぇと、私としてはずっと見守っていたい気持ちなんだけど、この状じよう況きようをまずは終わらせてくれないかなあ？」

　事実、喜悦大公はどんどん押されている。わずかな力を結集し、これまで虚きよ無む細さい菌きんを押さえこんでくれていたが──元より《魔ま力りよく》の蓄たくわえもあまり余よ裕ゆうはないはずだ、同格とはいえ持久力の点で大いに異なる虚無大公を、これ以上押さえるのは無理だろう。

　伊依と舞弓は頷うなずきあい、身構えた。

　そうだ。無む駄だ話ばなしはあと。ここは戦場だ。そしていまだ勝機は見えない。舞弓の参戦は心強いが、決定打は見つからず──状況は圧あつ倒とう的にこちらの不利なのだ。喜悦大公が限界ということは、彼が押し留とどめている虚無細菌は伊依たちにも襲おそいかかるだろう。防ぼう御ぎよは無意味らしいし、魔姫に守護されているとはいえ、伊依は細菌に浸むしばまれ貪むさぼり喰くわれるのを逃のがれる術すべはない。

　短期決戦が必要だ。

　だが欠落世界による究極の防御と、未来すらやり直し失敗をリセットできる虚無大公を無力化する方法が、果たしてあるのか？

　伊依には打つ手がない。喜悦大公も限界だ。

　舞弓に。決戦兵器に──期待するしかない。

　その舞弓は蒸気を噴ふん出しゆつし、激しい稼か働どう音おんを響ひびかせながら戦せん闘とう態勢になる。武骨に思えたその姿もよく見れば舞弓にあわせて女性的な曲線で、さながら北ほく欧おう神話の戦いくさ乙お女とめのような優美さがあった。まさに、天使のようだ。

　戦士を超こえて義兄あにのような天使になる──それが舞弓の夢だった。

　彼女は天使になれたのだろうか？

「舞さん、気をつけて」

　思いながら、伊依も精せい一いつ杯ぱいに補ほ佐さしようと再び最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》を身構える。虚無細菌が相手ならばこれとて不足はない。自分たちに近づくものだけでも怪消させ、露つゆ払はらいの真ま似ね事ごとくらいはできるだろう。それに、隙すきさえつくってもらえれば虚無大公にも何とか一いつ矢し報むくいることができるかもしれない。

　欠落世界の防御はほぼ完かん璧ぺきだが、万ばん能のうではない。虚無大公はいちどに多くの欠落世界を創れないようだし、自分を取り囲むように欠落を配置してしまえば動けなくなるだけ。防御面積の狭せまい盾たてのようなものだ。死角から矢を放てば当たる可能性はある。

　厄やつ介かいなのはリセットボタン──やり直しか。ほんとうにそんなことができるのか、甚はなはだ怪あやしいものではあるが……事実なら、どうしようもない。無論、欠落世界を創ることで未来を溜ためるなどと表現していたから、無む尽じん蔵ぞうに発揮できる能力でもないのだろうが。

　それにしたって、リセットできるのはずるい。卑ひ怯きようである。隙を見つけ、最終兵器を放ち、そのリセットボタンという能力をまず封ふうじる必要がある。絶対命令権が直ちよく撃げきすれば魔王をも従わせる至上命令により、能力の禁止も可能なはずだ。

　まぁ、その能力を禁止する絶対命令権の矢が当たったとしても、その事実をリセットされれば同じだが。やってみる価値はある。とにかく最終兵器を当てることさえできればこちらのもの。希望が見えてきた。

　絶望するには早すぎた。打つ手は──ある。

「ひとつだけ確認させてもらう」

　舞弓が刀を取りだした。鎧よろいが派手なので見み逃のがしていたが、彼女は肩かたに覚えのある刀をさげていたのだ。銘めい刀とう《朧武朧》。この世でふたつだけの虚マテ界リ呪ア具ル。舞弓の、母から託たくされた形見。これまで、舞弓を幾いく度どとなく救ってきた、その生き方を決定したもの。

　いまだ刀身はない。修理はできなかったのか？　あの鎧が虚ブラツ無クホ断ール片パールを吸収したというなら、《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》の武器──勇者の剣けんも使用できそうなものだが、それを取りだす様子もない。取りこむといっても《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》のように能力までは再現できないのか？

　決戦兵器について多くを知らない伊依には、推測することもできない。

　この戦いがこれからどのように推移するかも、伊依の想像の埒らち外がいだ。これはたぶん、舞弓の戦いなのだ。誰がどのようにお膳ぜん立だてしたのかは不明だが、そう思えた。伊依はふと顔をあげた。虚無大公を見た。

　これまで退たい屈くつそうだった彼は、どこか穏おだやかな雰ふん囲い気きになっていた。

　そして舞弓の言葉に、まるで遠い昔から決められていたことを語るように、台本どおりに演じるみたいに、鷹おう揚ように、またようやく解放されるという気配を滲にじませて応こたえる。それは長く背負った積み荷を降ろすような満ち足りた表情だった。

「どんな問いでも存分に物申せい」

　舞弓はそれに気づいていない。彼女も舞ぶ台たいの上だ。伊依はなぜか不安をおぼえた。だがもはや伊依にこの流れを変える術はない。だが何か嫌いやだ。予定調和すぎる。出来すぎている。ＴＶ番組のようだ。ＴＶでは、どんな過か酷こくな物語が展開しても安心できる。作りものだからだ。どんな悪役だって、演技で悪として振ふる舞っているだけで──。

　ほんとうは。

　ほんとうはその悪役も、仮面をとれば優やさしいひとなのかもしれないのに。

　誰かが決めた台本どおりに、悪役を自らに任じて、それを果たすまで彼は悪と呼ばれる。その立場から解放されるなら、たぶん喜ぶ。今の虚無大公の表情はそんな推測をさせるに相応ふさわしい演技っぽさであり、作りものの雰囲気だった。

　誰が台本を書いたのか、それはわからないけど。

　たぶん、虚無大公にとって、これは予定の範はん囲い内だ。

　伊依の鼓こ動どうが波打つ。嫌だ。何か嫌だ。何か取りかえしのつかないことが起きようとしている。舞台にいる舞弓は気づかない。彼女は役割を果たすだけ。喜悦大公を見た。彼も気づいていない。力ちから尽つき、疲つかれ果て、この茶番を疑ってもいない。

　伊依は弓矢を握にぎりしめた。最終兵器の矢にどんな願いをこめれば、こんな──こんな、気味の悪い勧かん善ぜん懲ちよう悪あくを打ち破れるのだろう？　この世に悪はいない。正義もいない。あるのは利害と思想の対立だけだ。正義と悪。そう見えるときは何か裏がある。誰だれかの書いた台本がある。演出がある。

　台本を書いたのは誰だ？

　虚無大公はマントを翻ひるがえし、悠ゆう々ゆう閑かん々かんと言った。

「世界の命運も、貴き様さまらの末路も、すでに確定済みじゃ。残り少ない蠟ろう燭そくの最後の煌きらめきを、無む為いな質問で浪ろう費ひするなら止めはせぬ」

「あなたは」

　舞弓は、敬語を滅めつ多たに口にしない彼女の信条からは意外なことに──目の前の、自分によく似た相手に丁てい寧ねいな問いを放った。

　それは伊依にはこの時点では、意味不明としか思えない質問だった。

　けれど舞弓にとっては、たいせつな確かく認にんだったのだろう。

「あなたは、母を愛していましたか？」

　その内容に、伊依は胸むな騒さわぎを強める。

　何だ。何だこの質問は。自分はどんな事実を知らない？　何を見逃している？　ここで舞弓がこんな質問をした理由は何だ？

　母？　舞弓の母？

　それは物造の申し子、戦橋危香で──彼女はつまり、えぇっと……？

「くだらぬ質問じゃ」

　伊依の結論を待たずに、かくて虚無大公は最後通つう牒ちようを引き千切る。

「この虚無大公に、愛などという感情はない」

「ならば──」

　演技じみた、この会話。そして作りもののような、因いん縁ねん。

　いつから仕組まれていたのか。台本を書いたのは誰なのか。伊依には瞬しゆん間かん的に理解できた気がした。舞弓がその直後に放った言葉を聞いて。彼女がここまで流さなかった涙なみだを双そう眸ぼうから零こぼしたのを確認して。その涙に虚無大公が一いつ瞬しゆんだけ見せた表情を知って。

　戦橋舞弓は虚無大公に、涙混じりにこう吼ほえたのだ。

「父とは思わぬ！」

　決戦兵器が超ちよう高空を駆かけぬける。
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　馬鹿な子供ほど可愛かわいいと言うが、初めて本来の姿で相対した子供は、馬鹿なうえに可愛くはなかった。むしろその無む邪じや気きなまでの愚ぐち直よくさは憎にくたらしいほどだった。

　愛していたかと尋たずねられた。

　真っ直すぐに。衒てらいもなく。愛などと恥はずかしげもなく。

　咄とつ嗟さにほんとうのことを応こたえそうになるくらい、丸投げの直球勝負。ひねくれた父親ではなく母親に似たようだ。まぁ彼女の人間性は全てあらゆる意味で母の危香の遺伝で、そこに混ざったこちらの要素などほんとうに余計なものなのだから、べつにそれを哀かなしむことも悔くやしがることもないが。

　まるで似ていない。

　虚無大公は苦く笑しようする。

　母親と生き写しだ。迫せまりくる黒い鎧よろいに包まれた我が子を、むしろ懐なつかしさすら感じながら眺ながめた。髪かみや瞳ひとみの色は受け継つがれた。顔立ちもすこし危香よりは自分に似ているか。だがそれだけだ。ほかには何も残してやれなかった。

　だから。せめて、このくらいは。

「成敗！」

　迫りくる我が子、戦橋舞弓の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれた指先──そこに握られた柄つかだけの刀《朧武朧》がそのとき激しく明めい滅めつする。真しん紅くの輝かがやき。怪造学の純白とは明確に趣おもむきを異にする、物造の煌めき。虚界アンダカが血を噴ふいたかのような錯さつ覚かく。

　その柄から刹せつ那な、迸ほとばしる赤い光を固めたような刃やいばが形成される。否いな、まさにこの瞬間に光は金属のように融とけて物質化し、見えざる刀かた鍛なか冶じに錬れん成せいされて刃となったのだ。

　理り屈くつは簡単だ。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に喰くわれたという《魔ま力りよく》が舞弓の掌てのひらから流れこんだだけ。舞弓には《魔ま力りよく》を操あやつる器用さなどないが、そのための虚ブラツ無クホ断ール片パールだ。そこに宿った五種類の意思は舞弓を懸けん命めいに補ほ佐さし、また鎧そのものも怪造学ロボットとして己おのれの役目を最大限に果たす。

　かくて折れた刃は生まれ変わり、かつてないほど強い力を噴ふん出しゆつする。

　虚マテ界リ呪ア具ル《朧武朧》。

　その能力は舞弓の意志のまま姿形を変え、望むならあらゆる銃じゆう器きにも刀とう剣けんにも槍やりにも斧おのにも姿を変える──というだけの単調なものではない。同じく虚マテ界リ呪ア具ルである高橋十こと戦たたか橋はし十じゆう号ごう、《虐スーサ十イドア字タツク》の能力が虚界アンダカを切りとることならば、対になる虚マテ界リ呪ア具ル《朧武朧》の能力は現界カナイを切りとることだ。

　虚無大公の放つ欠落世界に似ている。あくまでも虚マテ界リ呪ア具ルに特性を与あたえたのは危香に協力し物造理論の完成に協力した虚無大公である。己の能力の範はん疇ちゆうか、その延長としての特性しか与えられなかった。できることもそう多くはない。

　だが使いようによれば──《朧武朧》は無敵の武器となる。

　現界カナイを切りとる。抉えぐりとる。それが《朧武朧》の性質である。危香が《零バロン時ヘロ鏡メロ》に喰い殺され、虚無大公が復ふく讐しゆうを誓ちかったその日から、虚無大公は世界各地で武器を収集し《朧武朧》に喰わせた。そして虚無大公が決めた呪じゆ文もんにより、それらの武器が好きなように取りだせるよう設定した。

　舞弓の無意識化にその呪文を刻みこみ、序の口として無数の武器を与えたのだ。そのせいで舞弓は《朧武朧》を様々に変形する武器と誤解していたようだが、べつに構わなかった。しばらくはそのフェイクの性能で満足していればいい。今日この瞬間にその真価を発揮さえすれば良かったのだから。

　何度か危あやういときもあった。

　偽にせの殻蛇で舞弓が母を殺した宿敵《零バロン時ヘロ鏡メロ》と数すう奇きな偶ぐう然ぜんで巡めぐりあい、その戦いの最さ中なかに理性を失い無意識化に刷りこまれていた本来の能力を発揮してしまったこと。あのとき彼女は虚ブラツ無クホ断ール片パールとしての自分を表にだし、《朧武朧》と自分自身の真の性能を発揮してのけた。

　そして魔王杯はいで、注ぎこんでいた《魔ま力りよく》を《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》により捕ほ食しよくされたこと。《朧武朧》は魔王の私物だ、あの禁きん忌きですら破は壊かいすることはできなかったようだが──不要品と誤解され廃はい棄きされる可能性はあった。結果として舞弓は母の形見でもある《朧武朧》を持ち歩いてくれたようだが、いつ棄すてられるものかと気が気ではなかった。

　だが、そんないくつもの不確定要素を乗りこえ、この日がある。

　虚マテ界リ呪ア具ル《虐スーサ十イドア字タツク》と虚マテ界リ呪ア具ル《朧武朧》はそれらの使い手として危香の胎たい内ないにいたころから決定づけられた舞弓により、決戦兵器として完成する。その魔王すら損そこなえる唯ゆい一いつの可能性は、見事に虚無大公の願いを叶かなえてくれることだろう。

　復讐を。

　あの魔王に復讐を。

　そのための最後の仕上げがあった。相手がたぶん牽けん制せいか様子見のつもりで放った斬ざん撃げきを避よけもせず、欠落世界で防ぼう御ぎよもせず、半身を吹ふき飛ばされながら影文は笑った。勝ち誇ほこって笑った。自分の行った破壊に萎い縮しゆくする舞弓の手のなかで、《朧武朧》が抉りとった虚無大公の肉体という豊ほう潤じゆんな餌えさに歓かん喜きの声をあげている。

　父と名乗るのもおこがましい、この愚おろかな親から娘むすめへの、せめてもの手た向むけ。

　そして虚無大公が犯おかす、最後の罪。
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　物造理論。

　危香が妄もう想そうし、虚無大公が現実のものとした怪造学における禁忌。

　それは虚界アンダカを創造し、魔姫の手をひいて現界カナイから虚界アンダカへ逃とう避ひ行こうを果たした始まりのもの、今は魔王と呼ばれる虚界アンダカそのものの存在が身にまとい──また携けい帯たいしていた私物。荷物。その数は少なく、また虚界アンダカにおける異物という重要性を魔王も弁わきまえており、その管理を己おのれがもっとも信しん頼らいする虚無大公へと任せた。

　そのころ虚無大公は何者でもなかった。まさに魔王の影のように曖あい昧まいで己の自我もなく、寄り添そうまま魔王の意思を遂すい行こうする幽ゆう鬼きのごとき存在にすぎなかった。喜き悦えつ。悲ひ哀あい。憤ふん怒ぬ。それらは積極性のある感情である。喜びは生きる糧かてとなり、哀かなしみは心に傷をつけ瘡かさ蓋ぶたとなり鍛きたえあげ、憤怒はあらゆる他者を粉ふん砕さいする。

　だが虚きよ無むには何もない。

　非存在という存在。そんな矛む盾じゆん。自分の存在意義がわからなかった。だが奇くしくももっとも魔王から信頼され多くの力を与えられたのはそんな自分だった。魔王の影。魔王にもっとも近いもの。だが影はあくまでも実体のないまぼろしであり、何を行動するでもなく思考するでもなく漂ただようだけの無意味な存在だった。

　何年も。何十年も。百も年月を重ねても。何も変わらない。虚界アンダカの事情にも知らぬ存ぜぬで、関かかわらずにいた。興味がなかった。虚無とはたぶん、あらゆる感情が死に絶えるところ。感情を打ち消す無感情。ならばそんな感情の具現化である自分が何かを生みだすことも何かを得ることもありえなかった。

　その事実に満足も不満もなかった。

　ただ当たり前に漂っていた。

　そんな年月に終しゆう止し符ふを打ったのは、どんな英えい雄ゆうでも天使でもない、スコップで悪いた戯ずらにあちこちを掘ほりかえしている変な女だった。彼女は何を勘かん違ちがいしたのか夢追坂の町の、悪名高い禿はげ山やまに目をつけてなぜか発はつ掘くつ作業をつづけていた。

　夢追坂に目をつけたのはいい。

　この町と、隣とな町りまちの見み魔ま坂さか、そして遠く離はなれた不知野という土地は怪造学にゆかりの──いわば聖地だ。人間どもにとってはわずかに怪造がしやすい土地というくらいの認にん識しきだったかもしれないが、怪モ造ン生ス物ターたちにとってそのあたりは特別な場所なのだ。

　怪モ造ン生ス物ターはひとつひとつが虚界アンダカを構成する要素であり、それらが集合すれば虚界アンダカそのもの──魔王になる。つまりそれらの土地は魔王にとって特別な土地なのだ。魔王が生しよう涯がい愛した唯一の女性、今は魔姫と呼ばれる彼女が生まれ、そして魔王と出会った不知野。ふたりが手を繫つなぎ逃避行し、しばし暮らした見魔坂。そしてふたりがついに追いつめられ、虚界アンダカ創造に至った夢追坂。

　怪造学に因いん縁ねんが深い土地。まさにそのとおり。怪造学の歴史を繙ひもとけば、ある程度はその予測ができて然しかり。たぶん危香も熱心に怪造学の歴史を調べ、なかば本能的にこの土地に目をつけたのだろう。

　だがそれで地面を掘りかえす意味がわからない。

　せいぜいがところ怪造学の歴史は二百年。どれだけ掘っても古代の地層に何かが埋うまっているわけではない。危香は地質の調査などもしていたようだが、べつに土地の構成物質に特別なものがあるわけではない。いわば魔王の感傷や思いいれがあるだけなのだ。土地そのものが何か特異性をもっているわけではない。

　危香はそれに気づかない。基本的に愚かな女だった。毎日飽あきもせずスコップを振ふり回し、日が暮れるとがっかりして帰っていった。そんな日々を延々と繰くりかえした。その無意味な生き様にどこか虚無大公は共感した。

　無意味。ならばなぜ生きる？　彼女は何を求めている？　何を糧かてに生きている？

　それは非存在としての存在、矛盾のなかに漂う虚無大公の至上命題だった。

　眺ながめているのに我が慢まんができなくなるのに、そう時間は必要なかった。それに人間の寿じゆ命みようは怪モ造ン生ス物ターと比べるのも馬鹿らしいほど短い。放ほうっておいたらこの変な人間はどこかで野垂れ死ぬかもしれない。そう思うと居ても立ってもいられなくなり、虚無大公は彼女に語りかけた。

　無論、虚界アンダカの大公であるという自覚は失っていなかった。大公はそう易やす々やすと姿を現すべきではない。さらに大公が現界カナイへ至るには大量の《魔ま力りよく》がいる。町ひとつ根こそぎにしてもそのまま現界カナイへ出現できるかどうかは怪あやしかった。無差別に《魔ま力りよく》を奪うばえばそれこそ危香が死にかねない。

　仕方なく虚無大公は自分の存在を矮わい小しよう化し、人間の姿を装よそおい、危香に近づいた。

　闇宮影文という名前は、自らを巴ともえ已い己こ巳みと名づけた喜悦大公と同様に、気の向くままに自ら名づけた。他意はない。影という言葉が好きだった。自分はそのころ影だった。

　そんな漂うお化けのような存在に、危香はたくさんのことを教えてくれた。

　いつしかただの影は闇宮影文という自我をもち、自己を確立し、ともに危香の夢を追いかける助手となった。嬉うれしかった。幸せだった。それは自らを発見し寮りよう母ぼとしての喜びに目覚めた血影と、嫌いやになるほど同じだった。影文が血影の自立を叱しかりながらもどうにも止められなかったのは、彼女に在りし日の自分を見ていたからだ。

　虚無大公はゆっくりと闇宮影文になっていった。

　嬉しかった。感謝していた。だから虚無大公は罪を犯おかした。長い年月を守り抜ぬいてきた自分の管理する魔王の私物を、惜おしげもなく盗ぬすんでしまうほどに──そんな責務よりも、危香が夢を叶かなえたときどういう態度をとるのかと、そちらのほうに興味があった。

　虚界アンダカから拾いあげられた生命をもたない存在。魔王の私物はそのとき虚マテ界リ呪ア具ルとなり、いまだ魔王の手元に戻もどってはいない。

　魔王は怒いかり狂くるった。信頼していた部下に裏切られ、また宝物といっても過言ではない私物をどこの馬の骨ともわからぬ人間に与あたえたのだ。当然のごとく罰ばつは与えられた。危香は《零バロン時ヘロ鏡メロ》に喰くい殺され、また影文も力を奪われ追放された。

　あれから──幾いく星せい霜そう。

　ひたすら魔王を呪いに呪い、憎にくみに憎んで、ただそれだけを目的としてあえて屈くつ辱じよくに甘んじてきた。手は打っていた。いくつも復ふく讐しゆうの計画は練っていた。《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》による魔王の暗殺は失敗したが、次善の策として用意していたものが今回、無事に実を結ぼうとしている。

　決戦兵器。

　魔王にも影えい響きようを与えうる虚界アンダカにおける異物、虚マテ界リ呪ア具ルたる魔王の私物に全ぜん盛せい期きの虚無大公の断片を吸収させ、さらに今──真子に与えた虚ブラツ無クホ断ール片パールと、身を削けずられ《朧武朧》と《虐スーサ十イドア字タツク》により分解されゆく虚無大公の全てが吸収されようとしている。

　現界カナイに存在する虚無大公の《魔ま力りよく》に満ちた仮の肉体も。

　虚界アンダカにある虚無大公の根源も存在も何もかも。

　現界カナイから虚界アンダカから、同時に削さく除じよされ、吸収し喰らわれ──虚無大公は消しよう滅めつする。否いな、これからは虚マテ界リ呪ア具ルふたつの力となって自我を失い真の意味での亡ぼう霊れいとなる。ようやく死ねる。ようやく消えることができる。魔王が望まなければ魔王の一部である大公の自分は消滅もできない。こんな煩はん雑ざつな手段でしか消え去ることも許されなかった。

　だが、それももうお終しまい。

　ようやく──終わる。

　危香のところへ行けるとは思わない。だが魔王の命は道連れにする。

　全盛期と今の虚無大公のありったけの全存在。それだけの力を虚界アンダカの異物たる虚マテ界リ呪ア具ルにこめてぶつければ、さしもの魔王も無事では済むまい。

　最終兵器もいまだ効果を残している。

　最終兵器と決戦兵器の揃そろい踏ぶみが、魔王などと胡座あぐらをかいて他者の幸福を踏ふみにじるあの痴しれ者を叩たたきつぶす。そのときこそ、影文の復讐は成る。

　魔王が刻み殺されるその現場を見られないのは心残りだが、多くは望むまい。

「なっ……貴き様さま、まさか!?」

　舞弓が怯ひるみ、刀を引こうとしたが──これも無意識化に刷りこまれた命令により、もはや手を止めることはできない。このために虚マテ界リ呪ア具ルを、危香との間に産まれた子供へと混ぜこんだ。後こう悔かいはしていない。そんな感傷で危香を喰い殺された怨うらみは消えない。

　愛していたかと尋たずねられた。

　復讐の道具としてしまった、哀あわれな娘むすめからそう問いかけられた。

「やめろぉお！　親を失うのはもう懲こり懲ごりだ！　貴様の目的に私を利用するな──満足して逝ゆくなぁ貴様ぁぁぁあああ!!」

　愛という感情が、虚無の化け身しんたる自分にあるかはわからない。

　だがたいせつに思っていた。誰だれよりも危香が大事だった。危香が笑うと嬉しかった。彼女の見る夢をともに叶えたかった。純じゆん粋すいに。それが罪なんて思いもしなかった。愚おろかだった。馬鹿だった。失敗し、彼女を死なせた。

　悔くやんでいる。

　復讐心よりも多く心を満たすのは、むしろ危香を死なせた自分への自じ虐ぎやくだ。

　愛していたかと尋ねられた。

　愛していたと答える権利は自分にはない。

　正直に語るのは、娘を利用し戦場に立たせた恥はじ知しらずな親として卑ひ怯きような気がしたので、虚無大公は最後まで悪役のまま死ぬ。そう決めていた。ここで死ぬ。娘を復讐の道具に仕立てあげ、最悪の下げ衆すな死に様を見せつける。

　虚界アンダカ追放など生なま温ぬるい。

　娘に罵ば倒とうされ全身を切り刻まれ存在ごと消滅して死ぬ、この現実こそ罰に相応ふさわしい。

　荒あれ狂う真しん紅くの嵐あらし。《朧武朧》の剣けん戟げきが虚無大公を削り取っていく。防ぼう御ぎよするつもりはない。策は成った。ここで殺されるのまで含ふくめての計画だ。舞弓が泣いている。危香はあまり泣かない女だった。ならば誰に似たのやら。

《虐スーサ十イドア字タツク》が吼ほえている。その全身が刻まれ散らばる虚無大公の《魔ま力りよく》と存在を喰らっている。そういうふうに設定した。全ては順調で、馬鹿馬鹿しいほど好調で、影文は満足していたが──。

「ごめんね」

　忘れていた。

「言わせてもらうけど」

　予定を全て覆くつがえす、どこか危香に似ている、影文には理解できない珍ちん奇きで変へん哲てつな人間が──そういえば、この場にはいたのだ。忘れていた。それは虚無大公の犯おかした最大にして致ち命めい的な失敗だった。

　彼女は、当たり前のように。

「親子で喧けん嘩かするのってさ、あんまり良くないよね？　そりゃ、あたしだって褒ほめられた親子関係じゃないけど。見ていて気分のいいもんじゃないから。ごめんね」

　そこで笑っていた。

　舞弓は無意識下に刷りこまれた命令と、プログラムに従い稼か働どうする《虐スーサ十イドア字タツク》を止められない。止まらない。その刀の嵐は彼女の意識とは無関係に迸ほとばしり、刀の軌き道どうにあるもの全てを切り刻む。

　現界カナイを抉えぐる虚マテ界リ呪ア具ル。

　虚界アンダカを抉る決戦兵器。

　ふたつの圧あつ倒とう的暴力を前に、まるで散歩に行くみたいに、彼女は──空井伊依はひょいっと横から滑すべるように飛んできて。

　その身体からだをもって、舞弓の凄すさまじい攻こう撃げきを食い止めた。

「仲良くしようよ。……ね？　難しいことじゃ……ないんだけどなぁ……？」

　血ち飛沫しぶきが舞う。その身体を覆おおう最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》が輝かがやきを失う。伊依の純白の衣い装しようが瞬しゆん時じに真しん紅くへ彩いろどられる。舞弓が彼女の名を呼んだ。影文は目を見開いていた。馬鹿。馬鹿め。なぜ出てきた。予定どおりだったのに。ぜんぶ計画どおりで。ようやく終わらせることができたのに。死んで。消えて。この無意味な自分という存在を終わらせることができたのに！

　驚きよう愕がくし、硬こう直ちよくし、防御も忘れた虚無大公の──。

「────」

　その身体に、一筋の光が突つき刺ささる。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の絶対命令権を、伊依は口から血を吐はき自由落下し、それでも狙ねらいたがわず解き放ったのだ。無我夢中で。痛みと衝しよう撃げきになかば意識もないだろうに、最後まで強く虚無大公の顔を真っ直すぐに見み据すえて。

　そこにこめられた命令は？　いったい今さらこんな自分に何を望むのか!?

　虚無大公は吼えた。それは怒いかりでも哀かなしみでも、当然ながら歓かん喜きでもない──非存在という存在、矛む盾じゆんした感情の発はつ露ろだった。

　虚無大公の、ありのままの感情をこめた雄お叫たけびだった。

　何を望む!?

　今さら自分に何を望む!?

　誰も救えなかった！　たいせつなひとを奪うばわれ、何も得られず無む為いに時をすごし──娘むすめすらも利用した鬼おに畜ちく生しように……今さら何をさせようというのか!?

　その身体に。全身に。わずかに削けずり取られずにいた、虚無大公の残りかすに。
















「仲直りして帰ろうよ。真子ちゃんたちが待ってる」

　魔姫の代理人としての伊依の至上命令が、有う無むを言わさぬ頑がん固こさで響ひびきわたった。
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　魔ま城じようである。

　生き物のごとく目に見えた速度で様変わりし──否いな、成長し、魔城は刻一刻とその存在を変へん貌ぼうさせていた。今やその目的とする姿は誰だれの目からも明確で、四し肢しをもち頭部をもつそれは超ちよう巨きよ大だいな人型をしていた。

　侵しん略りやく兵器──この城の主あるじは、忌いまわしい巨人となった魔城をそう呼んでいる。

　魔軍の人類に対しての切り札は、今の時点ではなかば不格好な見た目ではあるのだが、その本質、内部構造についてはほぼ完成しようとしていた。

　その世界にとっての敵を恐おそれるかのように、周囲の黒々とした夜の海は許しを請こうがごとく波なみ飛沫しぶきをあげ泣き叫さけび、周囲を警けい戒かいする怪モ造ン生ス物ターたちすら怯おびえて近づこうとはしない。藻もや船虫に覆われた鼓こ動どうをし呼吸もする鬼き岩がん城じよう──侵略兵器は細部の調整を滞とどこおりなく進行させ、今まさに完成しようとしていた。

　その頭部。魔城を統とう轄かつする操縦席とも中ちゆう枢すうともいえる空間に、魔王が座する骨の玉座があった。《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》克こく服ふくのため姿を見せず、また側近たる大公たちも近づけなかった彼だが──侵略兵器の完成祝いわいとばかりに今こ宵よいばかりはそこにいた。

　憔しよう悴すいしている。ひどく窶やつれている。怪かい造ぞう学会総長、激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかと瓜うり二ふたつの姿をしていた魔王と呼ばれる人物は、いまや重病人のように瘦やせ細っていた。だが貧ひん弱じやくな印象はなく、むしろ無む駄だな部分をそぎ落としたような、減量をした拳けん士しのごとき気き魄はくがあった。

　何を考えているのか、傍はた目めからはわからない。

　その内心を知りたいと、その幸せのために生きたいと、そう願う悲ひ哀あい大公だが──その思おも惑わくを お慮もん ぱるかことすら許されていない。歯は痒がゆい。大だい丈じよう夫ぶですかと心配の言葉を投げかけるのすら不ふ遜そんである。その満身創そう痍いに見える身体からだを撫なで癒いやすこともできない。

　できるのは、ただ傍そばに侍はべり、そのご機き嫌げんを損そこねぬよう努めることのみである。

　悲哀大公は己おのれに許された距きよ離りまで精せい一いつ杯ぱいに近づくと、手の中に握にぎりしめていたちいさな水すい晶しよう玉だまが、このとき音をたてて砕くだけたのを主に見せつけた。

　魔王は特に感かん慨がい深そうでもなく、予定どおりだというように吐と息いきした。

「負けたか」

〈はい。あと一歩のところまで追いつめたようですが〉

　不ふ甲が斐いない虚きよ無む大公め。私兵を割さいてこの自分が協力までしてやったのに、まんまと逆転され退治されてしまった。監かん視ししていた悲哀の眷けん属ぞくたちも軒のき並なみ討とう伐ばつされ、現在の状じよう況きようもわからない。馬鹿め。役立たずめ。

　悲哀大公の頭部の蛇へびが、暗い情念を露あらわにし鎌かま首くびをもたげる。

「虚無大公の生死は不明だが、憤ふん怒ぬ大公と同じく俺との繫つながりをぶった切られちまった──帰き還かんは望み薄うすだな。ふん、やるじゃねぇか潮静ぁ。伊だ達てや酔すい狂きようで齢よわいを重ねてきたわけじゃねぇってことか」

〈勝つのは我らです！　我らが──〉

　悲哀大公は叫んだ。

　ほんとうは、主のためにこの己が勝利をもぎとってきたい。くだらぬ人間どもを皆みな殺ごろしにし、魔軍としての本ほん懐かいを果たしたい。だが憤怒や虚無すら撃げき退たいした敵を前に戦せん闘とう能力に劣おとる自分が出しゆつ撃げきしても無む駄だ死じにするだけだ。弁わきまえている。だからこそ歯痒かった。

　無力感に震ふるえる悲哀大公の頭部を、不意に魔王が摑つかんだ。頭部を驚きよう異い的な握あく力りよくで握りしめ、前後左右にぶんぶん振ふり回す。

〈わ。わ。わ〉

　慣れないコミュニケーションに悲哀大公は困こん惑わくし、何とか仮面だけは落ちないように手で支えた。この顔を見ればいかな魔王といえどある程度は衝しよう撃げきがある。

〈へ、陛下？　お戯たわむれを!?〉

「まぁそう心配そうな面つらぁしてんじゃねぇよ」

　くっくっく、と笑い、魔王は狼ろう狽ばいする悲哀大公の顔を引き寄せて囁ささやいた。

「ふたりっきりになっちまったんだ。せいぜい仲良くしようぜ──」

〈へ、陛下！〉

　悲哀大公の内面によからぬ妄もう想そうが広がりそうになる。

　まさか陛下は最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の克服のため、魔ま姫きではないべつの女を愛することにしたとか。べつの女とはつまりいちばん身近にいて主を助けてきた自分かもしれなくて。でも。困る。そんな。自分たちは主従で。でもそんな。陛下が望むなら──。

「そう！　勝つのは俺たちだ！」

　ちいさな男の子のように魔王は悲哀大公のときめきを無視し、好き放題に振り回すとそのまま手を離はなした。転がり、勢いのまま顔面を床ゆかにぶつける悲哀大公。

〈へ、陛下──〉

　酷ひどすぎる。

　自分が何をしたというのだろう。

　落ちこみ、さめざめと泣く悲哀大公のそばで、魔王が威い風ふう堂々と宣言する。

「虚無大公？　最初から期待してねぇよ！　いちど裏切った不忠者に命運を託たくすほど寝ね惚ぼけちゃいねぇ！　ははは！　だが時間稼かせぎの役にはたった──褒ほめてつかわすぞこの俺にいちばん近い我が影かげよ！　貴き様さまのおかげで勝利の天てん秤びんは魔軍に大きく傾かたむいた！　完成間近の侵略兵器と発動を待つのみのＭＣ計画が──人類どもを食い散らかす！」

　それは勝利宣言だった。

　確固とした揺ゆるぎない自信をもって、魔王がここに勝ち誇ほこる。

「魔軍よ、魔軍よ、歓かん喜きせよ！　我らがこの現界カナイを征せいするその日はもう間近ぞ！　飲めや歌えや騒さわげや今宵は宴うたげ──戦勝祝いだ！　ははははは！　はははははははははは！」




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　天から戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは舞まいおりる。

　着地の衝撃を殺す余力もなかったから、もろに道路に突つき刺ささってしまった。人気のない夢ゆめ追おい坂ざかの町にわずかな微び震しんが伝わり、周囲のアスファルトには亀き裂れつがはしる。置き去りにされていた埃ほこりまみれの乗用車が、びっくりしたように跳はねた。

　構っている余よ裕ゆうはない。

「伊い依より──」

　全身が重い。思うにこの決戦兵器は長期間の戦闘に適してはいない。《魔ま力りよく》がどうこうというより、自立稼か働どうする怪造学ロボットのなかに収納され、さらに全身に《魔ま力りよく》を循じゆん環かんさせる経路を文字どおり突き刺され、そこから間断なく力を注ぎこまれつづけるのだ。初めての出撃だった舞弓はその負荷にひどく消しよう耗もうしていた。

　だが体力も限界で、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした舞弓は鎧よろいを脱ぬげば歩くことも困難なのが予想できたので──《虐スーサ十イドア字タツク》に歩行は任せ、視線のみでひたすらに周囲を捜さがしていた。剣けん道どう着ぎなどと比べるまでもなく甲かつ冑ちゆうは重い。ふだんの舞弓なら毛ほども気にしないが、今の状態では押しつぶされそうなほど厳しい。

　一歩一歩、確かめるように進んだ。

　決戦兵器を装着し、なかば怪モ造ン生ス物ターと化している舞弓は《魔ま力りよく》を感知できる。以前、激げき怒どして髪かみの色が変わったとき、怪モ造ン生ス物ターにしか聞こえないという伊依の父の声がかすかに聞こえたのも、そのあたりが理由なのだろう。

　そうだ。今はともかく伊依だ。

「伊依」

　舞弓は恥はじた。また彼女を危険に晒さらしてしまった。守ると誓ちかったのに。彼女がもう傷つかないためにその横にまで追いついたのに。咄とつ嗟さの出来事だったからとか、胎たい児じのころから無意識化に刷りこまれた台本があったのだとか、そういう小こ癪しやくな理由はつけない。

　伊依が傷ついたのは自分のせいだ。

　自分が未熟だったせいだ。

　戦士なら。天使なら。舞弓が尊敬した義兄あにや伊依のような、奇き跡せきを体現するひとたちなら──あのとき刀を引けたはずだ。努力で。根こん性じようで。理性で。それなのに自分は母を愛していないと断定した父かもしれなかった敵に見境をなくし、その最後の理性を手放した。

　何も変わっていない。

　強くない。強くなれなかった。

　舞弓は、天使にはなれなかった。

「伊依！」

　伊依の落下地点はおおむね推測できた。超ちよう高空から落下して、ふつうなら無事なわけがないが──最終兵器の魔姫が落下の衝しよう撃げきをある程度は防ぼう御ぎよしてくれたと信じたい。ほかにすがる希望はなかった。その地点へ近づくほどに不安になった。伊依が落ちたところで、彼女がもし潰つぶれて死んでいたら、舞弓はその場でほんとうに腹でも割さいて自死を望む。

　止まりそうな足を叱しつ咤たし、その場に辿たどりついた。

　伊依は道路の真ん中に仰あお向むけで倒たおれていた。

　その身体からだはいまだ花はな嫁よめ衣い装しようのままだ。あの衣装はその姿をとった魔姫の変へん化げらしいので、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》はいまだに消しよう滅めつはしていないということだ。現界カナイを抉えぐる《朧おぼろ武ぶ朧ろう》は直ちよく撃げきしたが、虚界アンダカを抉る《虐スーサ十イドア字タツク》の能力は発揮されなかったので、虚界アンダカと現界カナイのどちらにも存在の根源がある魔姫はあの攻こう撃げきを耐たえられた。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》が《朧武朧》を破は壊かいしたときのように、現界カナイと虚界アンダカに存在をもつものの、片方しか損そん壊かいさせなかった。

　待て。

　待て待て。

　それでも現界カナイに存在する部分は抉られたのだ。そして伊依は間ま違ちがいなく現界カナイの存在だ。人間だ。あの花嫁衣装を今も真っ赤に染める鮮せん血けつは誰だれのものだ？

「伊依！　伊依！」

　駆かけ寄った。なりふり構わずそばに膝ひざをつき、彼女に触ふれようとして躊ちゆう躇ちよした。《虐スーサ十イドア字タツク》は高温を伴ともなう。触れれば火傷やけどさせてしまう。それに下へ手たに動かしたら危険そうな状態だ。耳を澄すませる。急いでこちらに向かっている車の音がする。怪造学会もこちらを捕ほ捉そくして救助を送ってくれているのだろう。伊依の治ち療りようは彼らに任せたほうがいい。

　何かできることはないか。何か。決戦兵器などになってみても、治ち癒ゆの怪モ造ン生ス物ターも怪造できない。役立たずだ。せめて応急処置をしようと、伊依に触れられるよう鎧を脱ごうとしたが、《虐スーサ十イドア字タツク》が今脱げば舞弓の命に関かかわると意固地に外れてくれない。

　自分の命などいいのだ。

　ここで倒れてもいいのだ。

　伊依を見つめる。血に染まった顔。青白い、血の気のひいた顔。死んでいるのではないか。これはもう、さすがの伊依も死んでしまったのではないか。ならば殺したのは自分だ。彼女の身体に刀を突きたて、致ち命めい傷しようを負わせたのはほかの誰でもないこの自分だ。

　舞弓は泣いた。子供のころのように泣いた。

　慰なぐさめてくれる義兄はもういない。

　それでも、義兄はもういないけど、彼によく似た友達ができた。

　自分は天使になれないかもしれない。努力はしているけれど、いまだ道なかば。追いついたと思ったのは錯さつ覚かくだった。彼女はまだ遠くにいた。

　でもいつか。きっといつか。

　彼女に追いつきたい。彼女の強さに──。

「……泣かないでよ、舞さん」

「伊依？」

　信じられなくて、舞弓は伊依を見下ろした。彼女はうっすらと目をあけている。生きている。腰こしが砕くだけた。舞弓は深々と息を吐はいてその場に座した。倒れた血まみれの花嫁と、座りこんだ漆しつ黒こくの全身鎧。不可思議なふたりだった。

　舞弓は伊依に何か言いたかった。いくつもの感情と言葉が心のなかで湧わいては消えた。もどかしい。まず謝りたかった。自分のしてしまった失敗を。友に刀を向けたことを。

「ありがとうね、舞さん」

　伊依はなかば意識が朦もう朧ろうとしているのか、そんなことを言った。

「ほんとに。諦あきらめようとしてた。あたしは負けちゃいそうになった。心が折れて、あぁもうだめかなって、かってに絶望していた。そのとき舞さんがきてくれたんだよ。今でも夢じゃないかと思うよ」

　伊依が手を伸のばしてきた。そして顔を寄せていた舞弓の頰ほおをその指先で撫なでた。

「ありがとう。舞さんは、とっても素す敵てきな正義の味方だったよ」

　それだけ語ると伊依は限界だったか、浅く呼吸を繰くりかえすだけになった。まったく。信じられない女の子だった。死にかけのくせに。自分のほうが大変だろうに。舞弓の心をこんな状じよう況きようでも救ってくれた。気持ちが軽くなる。まるで魔ま法ほうのようだった。

　これだから、舞弓は伊依のことが好きなのだ。

　彼女に、もっと努力して、いつの日かほんとうに追いつきたい。

　そのときこそ──自分は、義兄あにのような天使になれるのだろう。

　道路の向こうから怪造学会の車が近づいてくる。運転しているのは虚こ島じま罠わな奈なだ。こちらに何か呼びかけている。舞弓は笑った。何か肩かたの力が抜ぬけた。

　切腹している場合ではない。

「ここだ！　虚島先せん輩ぱい──伊依はここにいる！」

　手を振ふった。元気よく。うじうじ悩なやむのは自分らしくない。

　心も身体も満身創そう痍いで、けれど侍さむらい少女は不思議な満足感を抱いだいていた。失ったものは多く、傷ついたものはさらに甚じん大だいで、それでも自分たちは今日──この義兄の愛した世界を守り抜いたのだ。

　勝ち誇ほころうと、舞弓は思った。
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　三週間が経たった。

　戦せん闘とうの爪つめ痕あとはいまだ多くの場所に残っているが、おおむね町は平へい穏おんに戻もどろうとしていた。

　虚きよ無むの魔軍との闘とう争そうにて受けた打だ撃げきの復興作業が行われるなか、御み剣つるぎ真ま子こは疎そ開かい先からいくつもの電車とバスを乗り継つぎ、それなりに大だい冒ぼう険けんをして再び夢追坂の町へやってきた。けっきょく、あの戦いで自分は何もできなかった。自分とはあまり関係ないところで始まって、やはりいつのまにか終わっていた。

　べつにそのことを哀かなしいとも悔くやしいとも思わない。已い己こ巳みとの会話で理解していた。真子の人生における大冒険はあの日に已己巳に手を引かれ歩いたそのときだけで、基本的に平へい凡ぼんな人間である自分が、あんな派手な事件に巻きこまれる謂いわれはないのだ。

　真子は、ゆっくりと怪造学にまつわることを思い出にしようとしていた。

　もちろんまだ人類と魔軍の戦争は終わっていないのだろう。だがそこに真子が関わる機会は二度とないはずだ。自分がいても役に立たないし、みんなの迷めい惑わくだし、それに平凡に暮らせるのがどれだけ心休まるか、真子は思い知っていた。

　あれこれ思い悩んで馬鹿みたいだった。

　いったい何様のつもりだったのか。

　怪造学の因いん縁ねんが渦うず巻まくなか、自分は主役どころか脇わき役やくにすらなれない存在で、べつにそれを卑ひ下げするつもりはないが──身の程ほどを知った。平凡な人生でいい。身の丈たけにあわない望みは不幸になるだけだ。

　いつか真子の知らないところで魔軍との戦いも終わり、この突とつ然ぜんに人間の世界を襲おそった非日常は霧む消しようしていく。真子はそれを待てばいい。あまり興味もない。どれだけその戦いの中心に肉にく薄はくしても、そこで何をしても何を叫さけんでも、真子が会いたいあのひとはもうどこにもいないのだ。

　あの日。三週間前。待ちつづけていた真子のそばに幽ゆう霊れいのように已己巳が現れて、全すべてを語ってくれた。それは文字どおり全てを。彼女の知りうる全てを。そして、あぁ、わかってしまった。虚無大公と呼ばれ、闇やみ宮みや影かげ文ふみとして存在していた彼の心のなかには、もう先約があったのだ。もうそこには彼にとって代わりがきかないたいせつなひとがいたのだ。

　これまでの、真子への素っ気ない態度も理解できた。

　真子なんかとは比べものにならない、素す敵てきな女性を彼は愛していた。

　相思相愛なんて自惚うぬぼれてはいなかったけど、真子にはそれなりに衝しよう撃げきで、失しつ恋れんで、その日は已己巳にすがりついて泣き喚わめいた。恥はずかしい。已己巳にはいつも迷惑ばかりかける。そして身体中の水分が涸かれるほど涙なみだを零こぼして、真子は自分の居場所へ帰ることにした。

　日常へ。

　怪造学と関係のない、ごく平凡な人生へ。

　已己巳の話では、虚無大公の《魔ま力りよく》は完全に消え、虚界アンダカとの繫つながりも失うせて消しよう滅めつしたのだという。死んだということだろう。冥めい福ふくを祈いのるしかない。捜さがしつづけるのも待ちつづけるのも無意味だ。天国で、たいせつなひとと巡めぐりあっている影文に、もうどれだけ伸のばしても真子の手は届かない。

　初はつ恋こいだった。

　たいせつな気持ちだった。

　でも相手をたいせつに思うからこそ、棄すてなくてはいけない気持ちだった。彼の心を強ごう引いんに自分に向けても意味はないし、もうそれすら彼が死んでしまった今となっては叶かなわない。失恋だった。断絶だった。その苦にがみを涙にかえて流し尽つくし、真子は全てを思い出にすることにした。

　最後のけじめをつけるため、空うつ蟬せみ寮りようの跡あと地ちへ向かった。

　冥福を祈る花束でも贈おくって、それでお終しまいにしようと思ったのだ。

　あの日に溢あふれた虚きよ無む細さい菌きんが植物を腐くさらせたはずなのに、夏の陽気は早くも雑草を育成していた。綺き麗れいな光景ではない。がらんとして、うら寂さびしい。花もない。何もない。ほんとうに、全てが夢だったように。

　みんみん蟬ぜみが鳴くなか、真子はずっとそこに立っていた。

　むしょうに泣けてきて、ぽろぽろと零れ頰ほおを濡ぬらす熱い涙を、拭ぬぐいもせずに流れるままにした。泣いて泣いて泣き尽くして、今度こそ涙が止まったら──そのときこそ、真子はたぶん大人になる。苦い失恋を胸に抱いだき、思い出に変えてちょっとだけ成長して。

　だから今は。

　今だけは。

　こつん、と頭に何かがぶつかった。

「？」

　何だろう？　たいせつなことをしている真っ最中なのに。これは自分が大人になるための、哀しみに潰つぶされないための精せい一いつ杯ぱいの儀ぎ式しきなのに。どこの馬鹿だ。馬鹿にして。子供だと思って馬鹿にして。思いながら真子は無意識に自分の頭にぶつかり、雑草がいくらか生えている空き地に落ちて転がったその何かを見た。

　目を見開いた。

　それはどこかで見た覚えのある、檸檬レモン味のキャンディ。

　噓うそ。

　噓だ。

　こんなの──せっかく、心の整理をして。ぜんぶ諦あきらめて。

「ぷっ。くくっ、はははっ」

　背後から嫌いや味みったらしい笑い声がしたので、真子は頰を膨ふくらませ、思いっきり振ふりかえった。びっくりして涙もとまった。子供じみた地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　そして。いつのまにか背後にいた、不思議な少年を睨にらみつけた。

　緑色が混ざったような金きん髪ぱつの、その身みの丈たけにあわない服を着た少年は──空き地を巡めぐる柵さくにどこか不満そうな顔で腰こしかけ、ちらりとこちらを見た。不ふ機き嫌げんそうな、いけ好かないその表情。見み間ま違ちがえるわけがない。まるで初めて会った日の再演のようだ。

「死に損そこなった……まったく、最終兵器の使い手は余計なことをしてくれた。用意周しゆう到とうに準備していた計画をぜんぶ台無しにされちゃったよ。復ふく讐しゆうしたいけど、誰にも感知できないくらいの残りかすの《魔ま力りよく》しかないし──絶対命令権で生きろと言われたら、もう何をやっても死ねない。最悪だ」

　真子にはわからないことを言って、彼は皮ひ肉にくげに溜ため息いきをつくと──。

「しかし何よりも最悪なのは、静かに考え事をしたいのに、どっかの子供が迷いこんできてうるさく泣き喚いていることだ。何なんだよもう、おまえは。迷めい惑わくだな」

　もはや何がなんだか、頭のなかが真っ白になって言葉を忘れたみたいにあたふたするしかない真子に、彼は──いつかと同じことを言った。
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「泣き虫」

「か」

　真子は耳まで真っ赤になると、とりあえず全ての疑問を脇わきに置いて、いつものように、あの幸せだった時代によく叫さけんでいたとびきりの罵ば倒とう語を放った。

「影文くんの馬鹿ぁ！」

　それから涙なみだを勢いよく拭うと、今度こそどこにも行かないようにとその少年に──闇宮影文に飛びついて抱きしめた。





アンダカの怪造学Ⅸ〈了〉　









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。

『アンダカの怪造学Ⅸ　Hyper SamuraiSoul』をお届けいたします。

　初っ端ぱなから暗い話題で恐きよう縮しゆくですが、申し訳ありません今回、原げん稿こう落としました。発売が延び延びになってしまって読者の皆みなさまにはご迷めい惑わくをかけました。

　どうも三年前のデビュー当時からほぼ月刊ペースでお仕事をしてきた反動と疲ひ労ろうが思いっきりきたようで、この原稿を書いている最さい中ちゆうに原因不明の呼吸困難になって夜中に飛び起きたり、いきなり左耳が聞こえなくなったり、目も開けられない眼がん精せい疲ひ労ろうに苛さいなまれて一日中部屋の隅すみっこで膝ひざを抱かかえて「目がっ、目がぁっ」って悶もだえていたり大変でした。

　一時期はちょっと「これはやばいかもしれない」と人生を悲観してみたりしたのですが、とりあえず銀行とかで千円札を百枚くらいおろして部屋にばらまいて「うははははっ、世界はっ、世界は俺のもんじゃーっ」って高笑いする儀ぎ式しきをしているうちに何となく治ってきたので（※冗じよう談だんです。ちゃんとお医者さんに行きました。でもお札をばらまくのは楽しそうなのでいつかやろうと思っています）、こうして最新刊を披ひ露ろうすることができたわけであります。いや人間、壊こわれるときはあっという間だわ。気をつけねば。

　まだまだガキんちょとはいえもう十代のころの理り不ふ尽じんな健康と体力はありませんし、体調管理も仕事のうちですしね、二度とこのようなことがないよう努力いたします。




■以下、いつもの日日日の無む駄だ話ばなしとかを。




　この『アンダカの怪造学』シリーズも何だかんだで九冊目まで巻数を重ねることができました。こないだふとした好こう奇き心しんでページ数やら文字数やらを数えてみたのですが、よくもまぁこんなに書いたもんだと驚おどろくやら気が滅め入いるやら。

　特に初期は実際に本になる前に大量のボツがでていたので（酷ひどいときは本文よりも多いくらいの）、実際のところ目に見える量よりも多くこの物語を書いているわけですが、それが許されたのは読者の皆さまの応おう援えんあってこそ。あらためて感謝をいたします。死にかけている場合じゃないですよね、感謝し努力せねば。

　もっと書こう。がんばろう。と思いました。

　しかしまぁシリーズも長くなってくるとだんだん大変になっていきます。書き慣れてきて楽になるところも多いのですが、物語の整合性とか伏ふく線せんの回収とか、マンネリの予防とかお約束の構築とかファンサービスとか考えることたくさんでてきて脳が痛いです。

　設定の確認のため既き刊かんを読み直してすっかり忘れていた伏線を発見したりして、「うおぉい、もうちょっと考えて書けよ！」と過去の日日日に呪じゆ詛そを放ったりしつつ、あちこち過不足なく矛む盾じゆんもないようにまとめるのに苦心しております。

　まぁただ伏線を回収するだけ、つまり『答えあわせ』をするだけ～になっても退たい屈くつですので、何とかドラマやカタルシスを盛りこみつつ演出しているつもりです（……できてるかなぁ？）。物語を広げていくのは簡単ですけど、閉じていくのは大変ですね。

　今回は構成がわりと『Ⅶ』と似かよっているので、それを逆手にとってあれこれ対比させております。最終兵器と決戦兵器。その誕生を同じ流れのなかで見せることで、水戸黄門の印いん籠ろう的なお約束っぽさをだせないもんかと。暇ひまなひとは『Ⅶ』と見比べてみたりすると楽しいかもしれません。

　個人的に遠えん距きよ離り戦せん闘とうの描びよう写しやは苦手なのですが（銃じゆう撃げき戦せんより殴なぐりあいのが好き）、せっかく派手な魔ま法ほう（みたいなの）とか怪かい物ぶつとかを登場させられる世界観なので、砲ほう撃げき合戦というか、シューティングゲームみたいな戦闘描写を目指してあれこれ試ためしております。

　ちなみに『Ⅶ』や『Ⅷ』の戦闘が横シューティングだとしたら、今回の『Ⅸ』は縦シューティングなのであります。上下の戦いですね。わりと珍めずらしい構図での戦いになったのでは。まぁ僕は空間把は握あく能力が低いので、書いているうちに脳がでんぐりがえりしそうになりましたが。上下の戦闘、意外と難しかったです。

　余談ですが虚無大公の能力は夜食のおかゆをつくりながらぼんやり考えました（おかゆは消化がいいのでよく食べます。低カロリーですしね）。少年漫まん画がとかの異能力バトルものでは『時間』とか『空間』とか『重力』を操あやつる能力のやつは問答無用で最強クラスなことが多いよなぁ、じゃあそのみっつを複合させた能力があったらそれこそ最強じゃね？　マジでマジで！（若者言葉）と思ってあんな感じにしてみました。

　空間＝世界を削けずるブラックホール（重力場）と、削ったぶんだけ未来を貯ちよ蓄ちくすることで発動できるリセットボタン（時間の可逆性）──という、男の子的な好奇心でつくってみた能力ですが、予想以上に強くなりすぎて対処に困りました（えー）。

　でもまぁ何というか、敵も味方も最強クラスの連中がどっかんどっかん激げき突とつするのは派手なので好きです。次回は怪造学会の最終兵器と決戦兵器、魔軍の侵しん略りやく兵器とＭＣ計画という最強に最強を重ねた頂点対決になる予定ですので、今から楽しみ。どうせなら行けるところまで行ってみようかなぁと。

　皆さまも、どうか苦笑混じりにでもお付きあいくださいませ。




※以下、謝辞です。




　ぶっ壊れかけた日日日をときに叱しつ咤たし、激げき励れいしながら今回も大だい胆たんかつ繊せん細さいな手しゆ腕わんで編集してくれた担当さん。ならびに多た忙ぼうななかネコミミメイドさんから西洋甲かつ冑ちゆうまで素す晴ばらしい技量で描えがききってくれた絵師のエナミカツミさん。および関係者の皆みなさまに最大限の感謝を。今回もたいへんに迷めい惑わくをかけました。

　最後に、読者の皆さま。アンダカもそろそろクライマックスですが、次回はたぶん『ザ・スニーカー』にて連れん載さい中（08年現在）の『ジャンクガール・ジグ』がついに文庫になるので、そちらのほうが先にお目見えする予定です。『ジャンク』は『アンダカ』と同じ世界観なのですが、「アンダカでできないことをやってやれ」を合い言葉に好き放題、あ、いや、情熱たっぷりに書きあげておりますので、よろしければご贔屓ひいきに。

　ではでは、名残なごりは尽つきませぬが今日はこんなところで。





日日日。　　


















カバー・口絵・本文イラスト／エナミカツミ

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST










アンダカの怪かい造ぞう学がく Ⅸ




Hyハイperパー SamuサムraiライSoulソウル








日あ日き日ら
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